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Advanced Serverは、オープンソースの PostgreSQLデータベースに拡張機能を追加します。拡張機能は、
データベース管理、強化された SQL機能、データベースとアプリケーションのセキュリティ、パフォーマ
ンスのモニタリングと分析、およびアプリケーション開発ユーティリティをサポートします。このガイド
では、Advanced Server専用の機能について説明しています。

• 互換性機能の強化。このセクションでは、Advanced Serverがサポートする互換性機能の概要を説明
します。

• データベースアドミニストレーション。このセクションには、データベース管理者に役立つ機能と
ツールに関する情報が含まれています。

• Index Advisorは、アプリケーションのパフォーマンスを向上させるために、テーブルに必要な追
加のインデックスを決定するのに役立ちます。

• SQL Profilerは、アプリケーションで実行が不十分な SQLクエリを見つけて診断します。

• pgsnmpdは、Advanced Serverの現在の状態に関する階層モニタリング情報を返す SNMPエージェン
トです。

• ** EDB Resource Manager。**このセクションには、Advanced Serverプロセスによるシステムリソー
スの使用を制御する機能を提供する EDB Resource Manager機能に関する情報が含まれています。

• Resource Groupsは、リソース制限を定義できるグループを作成および保守する方法を示します。

• CPU Usage Throttlingは、 Advanced Serverプロセスによる CPU使用率を制御するメソッドを提
供します。

• Dirty Buffer Throttlingは、 Advanced Serverプロセスによる共有バッファのダーティレートを
制御するメソッドを提供します。

• ** libpq Cライブラリ。** libpq C libraryは、 Advanced Server用の Cアプリケーションプログ
ラミングインタフェース（API）言語です。

• ** PLデバッガ。** PL Debuggerは、PL / pgSQL用のグラフィカル指向のデバッグツール。

• パフォーマンス分析とチューニング。このセクションには、アプリケーションおよびデータベース
サーバのパフォーマンスを分析および改善するためのさまざまなツールが含まれています。

• Dynatuneは、アプリケーションの使用タイプに応じて、 Advanced Serverを迅速かつ簡単に設定す
る手段を提供します。

• EDB wait statesは、パフォーマンス診断のために待機イベントおよびその他のデータをキャプチャ
する方法を提供します。

• ** EDBクローンスキーマ。**このセクションには、単一のデータベースまたはあるデータベースか
ら別のデータベースにスキーマとそのデータベースオブジェクトをコピーする機能を提供する EDB
クローンスキーマ機能に関する情報が含まれています。

• 拡張された SQLおよびその他の機能。このセクションには、拡張された SQL機能およびその他の柔
軟性と利便性を提供するその他の機能に関する情報が含まれています。

• システムカタログテーブル。このセクションには、Advanced Server固有のデータベースオブジェク
ト用に追加されたシステムカタログテーブルが追加されています。

• ** Advanced Server Exceptions。**このセクションには、事前定義の例外、SQLstate値、関連するレッ
ドウッドエラーコード、および例外の説明に関する情報が含まれています。
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• ** Advanced Server Keywords。**このセクションには、 Advanced Serverがキーワードとして認識す
る単語に関する情報が含まれています。

Advanced Serverと PostgreSQLで共有される機能については、次の URLで入手可能な PostgreSQLコア文
書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/インデックス.html >

2
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3

第1章 What’s New

次の機能が EDB Postgres Advanced Server 13で変更され、 Advanced Server 14が作成されました。

• Advanced Advanced Serverは、INSERT文で被参照されるテーブル、ビュー、マテリアライズドビュー、
またはサブクエリの別名を作成する AS句をサポートするようになりました。詳細については、「オ
ラクル Developers SQLガイドのデータベース互換性」を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、SETステートメントを監査するために、edb_audit_statementパラメー
タを指定した SETコマンドをサポートするようになりました。詳細については、EDB Audit Logging
を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、DBMS_SQLファンクションで NUMBER型の値を受け入れるサポートを
追加しました。詳細については、*オラクル Developers Built-in Package Guideのデータベース互換
性*を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、テーブルスペース名前が指定されていない場合、デフォルトデータ
ベーステーブルスペース PG_DEFAULTを含めるサポートを追加しました。詳細については、*オラク
ル Developers Catalog Viewsガイドのデータベース互換性*を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、RAWデータ値を読み書きするために、UTL_FILEおよび PUT_RAW API
を UTL_FILEパッケージに追加しました。詳細については、* オラクル Developers Built-in Package
Guideのデータベース互換性*を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、PARTITION part_nameまたは SUBPARTITION subpart_nameを使用
して PARTITIONまたは SUBPARTITIONにアクセスのサポートを追加しました。詳細については、デー
タベース互換性テーブルパーティショニングガイドを参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、現在のセッションに関する情報を取得するUSERENVおよびSYS_CONTEXT

関数をサポートするようになりました。詳細については、*オラクル Developers Reference Database
のデータベース互換性*を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、ビット単位のファンクション BITANDと BITOR、ビット単位の集約ファ
ンクション BIT_AND_AGG、および BIT_OR_AGGをサポートするようになりました。これらは、ビッ
ト単位の ANDまたは ORオペレーションを実行し、入力引数のデータタイプに基づいて値を返します。
詳細については、*オラクル Developers Reference Databaseのデータベース互換性*を参照してくだ
さい。

• Advanced Advanced Serverは、パラメータ default_with_rowids = trueを設定することにより、
一意の ROWIDでテーブルパーティションを作成するサポートを追加しました。詳細については、デー
タベース互換性テーブルパーティショニングガイドを参照してください。Advanced Serverは* Audit
Log Archiving *を導入します。これにより、データベースは監査ログファイルをアーカイブできま
す。詳細については、EDB Audit Loggingを参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、SUBPARTITION TEMPLATEのサポートを導入し、リスト、レンジ、ま
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たはハッシュサブパーティションを使用して、各テーブルパーティションのデフォルトのサブパー
ティションを作成します。詳細については、データベース互換性テーブルパーティショニングガイ
ドを参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、(@)または (-)パラメータで (@)または (-)を指定することにより、
SELECT、UPDATE、DELETE、INSERTなどの特定のDMLステートメントのオブジェクトを選択的に監
査できるオブジェクト監査をサポートするようになりました。詳細については、Object Auditingを参
照してください。

• Advanced Advanced Serverは、CONNECT BY句に拡張機能を追加しました。これは、階層の親レコー
ドとその子レコード間のリレーションを指定します。詳細については、*オラクル Developers Guide
*のデータベース互換性を参照してください。

• Advanced Advanced Serverは、SELECT、INSERT、UPDATE、または DELETEステートメントで PARTITION

または SUBPARTITIONにアクセスための ALIASのサポートを追加しました。詳細については、デー
タベース互換性テーブルパーティショニングガイドを参照してください。Advanced Serverは、オブ
ジェクトで DDLオペレーションが実行されるときの作成および最終 DDL時間を保存するサポート
を追加しました。詳細については、*オラクル Developers Catalog Viewsガイドのデータベース互換
性*を参照してください。

1.1 制限
次の表は、PostgreSQLのさまざまなハード制限を示しています。ただし、絶対的なハード制限に達する前
に、パフォーマンス制限や使用可能なディスクスペースなどの実際的な制限が適用される場合があります。

Item Upper Limit Comment
database size unlimited NA

NA
number of databases

4,294,950,911
NA

NA
relations per
database 1,431,650,303

NA

NA
relation size 32 TB デフォルトの BLCKSZは 8192バイトです
rows per table

limited by the num-
ber of tuples that can
fit onto 4,294,967,295
pages

NA

NA
次のページに続く

4 第 1章What’s New
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表 1 –前のページからの続き
Item Upper Limit Comment
columns per table 1600 1ページに収まるタプルサイズによってさら

に制限されます;以下のノートを参照してく
ださい

field size 1 GB NA
NA

identifier length 63 bytes PostgreSQLを再コンパイルすることで増や
すことができます

indexes per table unlimited データベースごとの最大リレーションによる
制約

columns per index 32 PostgreSQLを再コンパイルすることで増や
すことができます

partition keys 32 PostgreSQLを再コンパイルすることで増や
すことができます
NA

!!! Note * -格納されるタプルが単一の 8192バイトのヒープページに収まる必要があるため、テーブルの列
の最大数はさらに削減されます。例、タプルヘッダーを除くと、1600の int列で構成されるタプルは 6400
バイトを消費し、ヒープページに格納できますが、1600の bigint列のタプルは 12800バイトを消費する
ため、ヒープページに収まりません。text、varchar、charなどのタイプの可変長フィールドは、値が必
要ラージさの場合、テーブルの TOASTテーブルに行外に格納することができます。テーブルのヒープ内の
タプル内に残るのは 18バイトのポインタのみです。より短い長さフィールドの場合、4バイトまたは 1バ
イトのフィールドヘッダーが使用され、値はヒープタプル内に格納されます。

• -テーブルから削除された列も最大列制限に影響します。さらに、新しく作成されたタプルのドロッ
プされた列の値は、タプルのヌルビットマップで nullとして内部的にマークされ nullが、ヌルビッ
トマップはスペースも占有します。

1.1.1 Conventions Used in this Guide

</ div>

以下はこのドキュメント中で使用されるコンベンションのリストです。

• このガイドは、LinuxシステムとWindowsシステムの両方に適用されます。ディレクトリ経路は、ス
ラッシュ付きの Linuxフォーマットで表示されます。Windowsシステムで作業する場合は、ドライ
ブ文字の後にコロンを付けてディレクトリパスをスタートし、スラッシュを円記号に置き換えます。

• このドキュメントの情報の一部は、 PostgreSQLおよび EDB Postgres Advanced Serverデータベース
システムに互換的に適用される場合があります。 * Advanced Server という用語は、 EDB Postgres
Advanced Serverを指すために使用されます。 Postgresという用語は、PostgreSQLと Advanced Server
の両方を総称するために使用されます。これら 2つのデータベースシステムを区別ニーズがある場合
は、特定の名前、PostgreSQLまたは Advanced Serverが使用されます。PostgreSQLまたは Advanced
Server製品のインストレーションディレクトリパスは、POSTGRES_INSTALL_HOME *と呼ばれま
す。 PostgreSQL Linuxインストールの場合、これはバージョン 10以前の/opt/PostgreSQL/x.xに

1.1. 制限 5
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デフォルト設定されます。それ以降のバージョンでは、PostgreSQLコミュニティパッケージソフト
を使用します。

• バージョン 10以前のインタラクティブインストーラを使用して行われる Advanced Server Linuxイン
ストールの場合、これはデフォルトで/opt/edb/asx.xになります。

• RPM パッケージを使用して Advanced Server Linux をインストールする場合、デフォルトは/usr/

edb/asxxになります。

• Advanced Advanced Server Windowsインストールの場合、デフォルトはC:\Program Files\edb\asxx

です。製品のバージョン番号は、バージョン 10以降では x.xまたは xxで表されます。

1.1.2 About the Examples Used in this Guide

</ div>

このガイドの例は、以下に示すタイプと背景で示されています。

例と例からの出力は、黒の背景に固定幅の白いフォントで表示されます。

この例では、 Advanced Serverのインストール時に作成およびロードされるサンプルテーブル dept, emp

および jobhistを使用します。

サンプルデータベースのテーブルとプログラムは、次のスクリプトを実行することでいつでも再作成でき
ます。

/usr/edb/asxx/share/pg-sample.sql

ここで、xxは Advanced Serverのバージョン番号です。

さらに、オラクルデータベースと互換性のある構文を使用して作成されたデータベースオブジェクトを含
むスクリプトが同じディレクトリにあります。このスクリプトファイルは edb-sample.sqlです。

スクリプト：

• 現在接続されているデータベースにサンプルテーブルとプログラムを作成します。

• テーブルに対するすべての権限を PUBLICグループに付与します。

テーブルとプログラムは、現在のユーザがテーブルとプロシージャを作成するパーミッションを持つ検索
パスの最初のスキーマに作成されます。次のコマンドを発行して、検索パスを表示できます。

SHOW SEARCH_PATH;

PSQLコマンドを使用して、検索パスを変更できます。

6 第 1章What’s New



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

サンプルデータベースの説明

サンプルデータベースは、組織内の従業員を表します。従業員、部門、および従業員の履歴レコードの 3
つのタイプのレコードが含まれています。

各従業員には、識別番号、名前、雇用日、給与、およびマネージャがあります。一部の従業員は、給与に
加えて手数料を受け取ります。すべての従業員関連情報は、empテーブルに保存されます。

サンプル会社は地域的に多様であるため、部門の場所を追跡します。各会社の従業員は部門に割り当てら
れます。各部門は、一意の部門番号と短縮名前で識別されます。各部門は 1つの場所に関連付けられてい
ます。すべての部門関連情報は deptテーブルに保存されます。

同社はまた、従業員が抱える仕事に関する情報も追跡しています。一部の従業員は、長期間にわたって会
社に勤務しており、さまざまな位置に就いたり、昇給を受けたり、部門を切り替えたりしました。スター
ト日、新しいジョブ、部門、給与、ステータス変更の理由を含む新しいジョブレコードが追加されます。す
べての従業員の履歴は、jobhistテーブルで維持されます。

以下は、pg-sample.sqlスクリプトです。

SET datestyle TO 'iso, dmy';

--

-- Script that creates the 'sample' tables, views

-- functions, triggers, etc.

--

-- Start new transaction - commit all or nothing

--

BEGIN;

--

-- Create and load tables used in the documentation examples.

--

-- Create the 'dept' table

--

CREATE TABLE dept (

* deptno NUMERIC(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

* dname VARCHAR(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

* loc VARCHAR(13)

);

--

-- Create the 'emp' table

--

CREATE TABLE emp (

* empno NUMERIC(4) NOT NULL CONSTRAINT emp_pk PRIMARY KEY,

* ename VARCHAR(10),

* job VARCHAR(9),

* mgr NUMERIC(4),

* hiredate DATE,

* sal NUMERIC(7,2) CONSTRAINT emp_sal_ck CHECK (sal > 0),

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

* comm NUMERIC(7,2),

* deptno NUMERIC(2) CONSTRAINT emp_ref_dept_fk

* REFERENCES dept(deptno)

);

--

-- Create the 'jobhist' table

--

CREATE TABLE jobhist (

* empno NUMERIC(4) NOT NULL,

* startdate TIMESTAMP(0) NOT NULL,

* enddate TIMESTAMP(0),

* job VARCHAR(9),

* sal NUMERIC(7,2),

* comm NUMERIC(7,2),

* deptno NUMERIC(2),

* chgdesc VARCHAR(80),

* CONSTRAINT jobhist_pk PRIMARY KEY (empno, startdate),

* CONSTRAINT jobhist_ref_emp_fk FOREIGN KEY (empno)

* REFERENCES emp(empno) ON DELETE CASCADE,

* CONSTRAINT jobhist_ref_dept_fk FOREIGN KEY (deptno)

* REFERENCES dept (deptno) ON DELETE SET NULL,

* CONSTRAINT jobhist_date_chk CHECK (startdate <= enddate)

);

--

-- Create the 'salesemp' view

--

CREATE OR REPLACE VIEW salesemp AS

* SELECT empno, ename, hiredate, sal, comm FROM emp WHERE job = 'SALESMAN';

--

-- Sequence to generate values for function 'new_empno'.

--

CREATE SEQUENCE next_empno START WITH 8000 INCREMENT BY 1;

--

-- Issue PUBLIC grants

--

--GRANT ALL ON emp TO PUBLIC;

--GRANT ALL ON dept TO PUBLIC;

--GRANT ALL ON jobhist TO PUBLIC;

--GRANT ALL ON salesemp TO PUBLIC;

--GRANT ALL ON next_empno TO PUBLIC;

--

-- Load the 'dept' table

--

INSERT INTO dept VALUES (10,'ACCOUNTING','NEW YORK');

INSERT INTO dept VALUES (20,'RESEARCH','DALLAS');
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

INSERT INTO dept VALUES (30,'SALES','CHICAGO');

INSERT INTO dept VALUES (40,'OPERATIONS','BOSTON');

--

-- Load the 'emp' table

--

INSERT INTO emp VALUES (7369,'SMITH','CLERK',7902,'17-DEC-80',800,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES (7499,'ALLEN','SALESMAN',7698,'20-FEB-81',1600,300,30);

INSERT INTO emp VALUES (7521,'WARD','SALESMAN',7698,'22-FEB-81',1250,500,30);

INSERT INTO emp VALUES (7566,'JONES','MANAGER',7839,'02-APR-81',2975,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES (7654,'MARTIN','SALESMAN',7698,'28-SEP-81',1250,1400,30);

INSERT INTO emp VALUES (7698,'BLAKE','MANAGER',7839,'01-MAY-81',2850,NULL,30);

INSERT INTO emp VALUES (7782,'CLARK','MANAGER',7839,'09-JUN-81',2450,NULL,10);

INSERT INTO emp VALUES (7788,'SCOTT','ANALYST',7566,'19-APR-87',3000,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES (7839,'KING','PRESIDENT',NULL,'17-NOV-81',5000,NULL,10);

INSERT INTO emp VALUES (7844,'TURNER','SALESMAN',7698,'08-SEP-81',1500,0,30);

INSERT INTO emp VALUES (7876,'ADAMS','CLERK',7788,'23-MAY-87',1100,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES (7900,'JAMES','CLERK',7698,'03-DEC-81',950,NULL,30);

INSERT INTO emp VALUES (7902,'FORD','ANALYST',7566,'03-DEC-81',3000,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES (7934,'MILLER','CLERK',7782,'23-JAN-82',1300,NULL,10);

--

-- Load the 'jobhist' table

--

INSERT INTO jobhist VALUES (7369,'17-DEC-80',NULL,'CLERK',800,NULL,20,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7499,'20-FEB-81',NULL,'SALESMAN',1600,300,30,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7521,'22-FEB-81',NULL,'SALESMAN',1250,500,30,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7566,'02-APR-81',NULL,'MANAGER',2975,NULL,20,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7654,'28-SEP-81',NULL,'SALESMAN',1250,1400,30,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7698,'01-MAY-81',NULL,'MANAGER',2850,NULL,30,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7782,'09-JUN-81',NULL,'MANAGER',2450,NULL,10,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7788,'19-APR-87','12-APR-88','CLERK',1000,NULL,20,'New␣

↪→Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7788,'13-APR-88','04-MAY-89','CLERK',1040,NULL,20,'Raise

↪→');

INSERT INTO jobhist VALUES (7788,'05-MAY-90',NULL,'ANALYST',3000,NULL,20,'Promoted to␣

↪→Analyst');

INSERT INTO jobhist VALUES (7839,'17-NOV-81',NULL,'PRESIDENT',5000,NULL,10,'New Hire

↪→');

INSERT INTO jobhist VALUES (7844,'08-SEP-81',NULL,'SALESMAN',1500,0,30,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7876,'23-MAY-87',NULL,'CLERK',1100,NULL,20,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7900,'03-DEC-81','14-JAN-83','CLERK',950,NULL,10,'New Hire

↪→');

INSERT INTO jobhist VALUES (7900,'15-JAN-83',NULL,'CLERK',950,NULL,30,'Changed to␣

↪→Dept 30');

INSERT INTO jobhist VALUES (7902,'03-DEC-81',NULL,'ANALYST',3000,NULL,20,'New Hire');

INSERT INTO jobhist VALUES (7934,'23-JAN-82',NULL,'CLERK',1300,NULL,10,'New Hire');
(次のページに続く)

1.1. 制限 9



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0
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--

-- Populate statistics table and view (pg_statistic/pg_stats)

--

ANALYZE dept;

ANALYZE emp;

ANALYZE jobhist;

--

-- Function that lists all employees' numbers and names

-- from the 'emp' table using a cursor.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION list_emp() RETURNS VOID

AS $$

DECLARE

* v_empno NUMERIC(4);

* v_ename VARCHAR(10);

* emp_cur CURSOR FOR

* SELECT empno, ename FROM emp ORDER BY empno;

BEGIN

* OPEN emp_cur;

* RAISE INFO 'EMPNO ENAME';

* RAISE INFO '----- -------';

* LOOP

* FETCH emp_cur INTO v_empno, v_ename;

* EXIT WHEN NOT FOUND;

* RAISE INFO '% %', v_empno, v_ename;

* END LOOP;

* CLOSE emp_cur;

* RETURN;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Function that selects an employee row given the employee

-- number and displays certain columns.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION select_emp (

* p_empno NUMERIC

) RETURNS VOID

AS $$

DECLARE

* v_ename emp.ename%TYPE;

* v_hiredate emp.hiredate%TYPE;

* v_sal emp.sal%TYPE;

* v_comm emp.comm%TYPE;

* v_dname dept.dname%TYPE;

* v_disp_date VARCHAR(10);
(次のページに続く)
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BEGIN

* SELECT INTO

* v_ename, v_hiredate, v_sal, v_comm, v_dname

* ename, hiredate, sal, COALESCE(comm, 0), dname

* FROM emp e, dept d

* WHERE empno = p_empno

* AND e.deptno = d.deptno;

* IF NOT FOUND THEN

* RAISE INFO 'Employee % not found', p_empno;

* RETURN;

* END IF;

* v_disp_date := TO_CHAR(v_hiredate, 'MM/DD/YYYY');

* RAISE INFO 'Number : %', p_empno;

* RAISE INFO 'Name : %', v_ename;

* RAISE INFO 'Hire Date : %', v_disp_date;

* RAISE INFO 'Salary : %', v_sal;

* RAISE INFO 'Commission: %', v_comm;

* RAISE INFO 'Department: %', v_dname;

* RETURN;

EXCEPTION

* WHEN OTHERS THEN

* RAISE INFO 'The following is SQLERRM : %', SQLERRM;

* RAISE INFO 'The following is SQLSTATE: %', SQLSTATE;

* RETURN;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- A RECORD type used to format the return value of

-- function, 'emp_query'.

--

CREATE TYPE emp_query_type AS (

* empno NUMERIC,

* ename VARCHAR(10),

* job VARCHAR(9),

* hiredate DATE,

* sal NUMERIC

);

--

-- Function that queries the 'emp' table based on

-- department number and employee number or name. Returns

-- employee number and name as INOUT parameters and job,

-- hire date, and salary as OUT parameters. These are

-- returned in the form of a record defined by

-- RECORD type, 'emp_query_type'.

--
(次のページに続く)
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CREATE OR REPLACE FUNCTION emp_query (

* IN p_deptno NUMERIC,

* INOUT p_empno NUMERIC,

* INOUT p_ename VARCHAR,

* OUT p_job VARCHAR,

* OUT p_hiredate DATE,

* OUT p_sal NUMERIC

)

AS $$

BEGIN

* SELECT INTO

* p_empno, p_ename, p_job, p_hiredate, p_sal

* empno, ename, job, hiredate, sal

* FROM emp

* WHERE deptno = p_deptno

* AND (empno = p_empno

* OR ename = UPPER(p_ename));

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Function to call 'emp_query_caller' with IN and INOUT

-- parameters. Displays the results received from INOUT and

-- OUT parameters.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION emp_query_caller() RETURNS VOID

AS $$

DECLARE

* v_deptno NUMERIC;

* v_empno NUMERIC;

* v_ename VARCHAR;

* v_rows INTEGER;

* r_emp_query EMP_QUERY_TYPE;

BEGIN

* v_deptno := 30;

* v_empno := 0;

* v_ename := 'Martin';

* r_emp_query := emp_query(v_deptno, v_empno, v_ename);

* RAISE INFO 'Department : %', v_deptno;

* RAISE INFO 'Employee No: %', (r_emp_query).empno;

* RAISE INFO 'Name : %', (r_emp_query).ename;

* RAISE INFO 'Job : %', (r_emp_query).job;

* RAISE INFO 'Hire Date : %', (r_emp_query).hiredate;

* RAISE INFO 'Salary : %', (r_emp_query).sal;

* RETURN;

EXCEPTION
(次のページに続く)
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* WHEN OTHERS THEN

* RAISE INFO 'The following is SQLERRM : %', SQLERRM;

* RAISE INFO 'The following is SQLSTATE: %', SQLSTATE;

* RETURN;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Function to compute yearly compensation based on semimonthly

-- salary.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION emp_comp (

* p_sal NUMERIC,

* p_comm NUMERIC

) RETURNS NUMERIC

AS $$

BEGIN

* RETURN (p_sal + COALESCE(p_comm, 0)) * 24;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Function that gets the next number from sequence, 'next_empno',

-- and ensures it is not already in use as an employee number.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION new_empno() RETURNS INTEGER

AS $$

DECLARE

* v_cnt INTEGER := 1;

* v_new_empno INTEGER;

BEGIN

* WHILE v_cnt > 0 LOOP

* SELECT INTO v_new_empno nextval('next_empno');

* SELECT INTO v_cnt COUNT(*) FROM emp WHERE empno = v_new_empno;

* END LOOP;

* RETURN v_new_empno;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Function that adds a new clerk to table 'emp'.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION hire_clerk (

* p_ename VARCHAR,

* p_deptno NUMERIC

) RETURNS NUMERIC

AS $$

DECLARE
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

* v_empno NUMERIC(4);

* v_ename VARCHAR(10);

* v_job VARCHAR(9);

* v_mgr NUMERIC(4);

* v_hiredate DATE;

* v_sal NUMERIC(7,2);

* v_comm NUMERIC(7,2);

* v_deptno NUMERIC(2);

BEGIN

* v_empno := new_empno();

* INSERT INTO emp VALUES (v_empno, p_ename, 'CLERK', 7782,

* CURRENT_DATE, 950.00, NULL, p_deptno);

* SELECT INTO

* v_empno, v_ename, v_job, v_mgr, v_hiredate, v_sal, v_comm, v_deptno

* empno, ename, job, mgr, hiredate, sal, comm, deptno

* FROM emp WHERE empno = v_empno;

* RAISE INFO 'Department : %', v_deptno;

* RAISE INFO 'Employee No: %', v_empno;

* RAISE INFO 'Name : %', v_ename;

* RAISE INFO 'Job : %', v_job;

* RAISE INFO 'Manager : %', v_mgr;

* RAISE INFO 'Hire Date : %', v_hiredate;

* RAISE INFO 'Salary : %', v_sal;

* RAISE INFO 'Commission : %', v_comm;

* RETURN v_empno;

EXCEPTION

* WHEN OTHERS THEN

* RAISE INFO 'The following is SQLERRM : %', SQLERRM;

* RAISE INFO 'The following is SQLSTATE: %', SQLSTATE;

* RETURN -1;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Function that adds a new salesman to table 'emp'.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION hire_salesman (

* p_ename VARCHAR,

* p_sal NUMERIC,

* p_comm NUMERIC

) RETURNS NUMERIC

AS $$

DECLARE

* v_empno NUMERIC(4);

* v_ename VARCHAR(10);

* v_job VARCHAR(9);
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

* v_mgr NUMERIC(4);

* v_hiredate DATE;

* v_sal NUMERIC(7,2);

* v_comm NUMERIC(7,2);

* v_deptno NUMERIC(2);

BEGIN

* v_empno := new_empno();

* INSERT INTO emp VALUES (v_empno, p_ename, 'SALESMAN', 7698,

* CURRENT_DATE, p_sal, p_comm, 30);

* SELECT INTO

* v_empno, v_ename, v_job, v_mgr, v_hiredate, v_sal, v_comm, v_deptno

* empno, ename, job, mgr, hiredate, sal, comm, deptno

* FROM emp WHERE empno = v_empno;

* RAISE INFO 'Department : %', v_deptno;

* RAISE INFO 'Employee No: %', v_empno;

* RAISE INFO 'Name : %', v_ename;

* RAISE INFO 'Job : %', v_job;

* RAISE INFO 'Manager : %', v_mgr;

* RAISE INFO 'Hire Date : %', v_hiredate;

* RAISE INFO 'Salary : %', v_sal;

* RAISE INFO 'Commission : %', v_comm;

* RETURN v_empno;

EXCEPTION

* WHEN OTHERS THEN

* RAISE INFO 'The following is SQLERRM : %', SQLERRM;

* RAISE INFO 'The following is SQLSTATE: %', SQLSTATE;

* RETURN -1;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

--

-- Rule to INSERT into view 'salesemp'

--

CREATE OR REPLACE RULE salesemp_i AS ON INSERT TO salesemp

DO INSTEAD

* INSERT INTO emp VALUES (NEW.empno, NEW.ename, 'SALESMAN', 7698,

* NEW.hiredate, NEW.sal, NEW.comm, 30);

--

-- Rule to UPDATE view 'salesemp'

--

CREATE OR REPLACE RULE salesemp_u AS ON UPDATE TO salesemp

DO INSTEAD

* UPDATE emp SET empno = NEW.empno,

* ename = NEW.ename,

* hiredate = NEW.hiredate,

* sal = NEW.sal,
(次のページに続く)
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* comm = NEW.comm

* WHERE empno = OLD.empno;

--

-- Rule to DELETE from view 'salesemp'

--

CREATE OR REPLACE RULE salesemp_d AS ON DELETE TO salesemp

DO INSTEAD

* DELETE FROM emp WHERE empno = OLD.empno;

--

-- After statement-level trigger that displays a message after

-- an insert, update, or deletion to the 'emp' table. One message

-- per SQL command is displayed.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION user_audit_trig() RETURNS TRIGGER

AS $$

DECLARE

* v_action VARCHAR(24);

* v_text TEXT;

BEGIN

* IF TG_OP = 'INSERT' THEN

* v_action := ' added employee(s) on ';

* ELSIF TG_OP = 'UPDATE' THEN

* v_action := ' updated employee(s) on ';

* ELSIF TG_OP = 'DELETE' THEN

* v_action := ' deleted employee(s) on ';

* END IF;

* v_text := 'User ' || USER || v_action || CURRENT_DATE;

* RAISE INFO ' %', v_text;

* RETURN NULL;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

CREATE TRIGGER user_audit_trig

* AFTER INSERT OR UPDATE OR DELETE ON emp

* FOR EACH STATEMENT EXECUTE PROCEDURE user_audit_trig();

--

-- Before row-level trigger that displays employee number and

-- salary of an employee that is about to be added, updated,

-- or deleted in the 'emp' table.

--

CREATE OR REPLACE FUNCTION emp_sal_trig() RETURNS TRIGGER

AS $$

DECLARE

* sal_diff NUMERIC(7,2);

BEGIN

* IF TG_OP = 'INSERT' THEN
(次のページに続く)
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* RAISE INFO 'Inserting employee %', NEW.empno;

* RAISE INFO '..New salary: %', NEW.sal;

* RETURN NEW;

* END IF;

* IF TG_OP = 'UPDATE' THEN

* sal_diff := NEW.sal - OLD.sal;

* RAISE INFO 'Updating employee %', OLD.empno;

* RAISE INFO '..Old salary: %', OLD.sal;

* RAISE INFO '..New salary: %', NEW.sal;

* RAISE INFO '..Raise : %', sal_diff;

* RETURN NEW;

* END IF;

* IF TG_OP = 'DELETE' THEN

* RAISE INFO 'Deleting employee %', OLD.empno;

* RAISE INFO '..Old salary: %', OLD.sal;

* RETURN OLD;

* END IF;

END;

$$ LANGUAGE 'plpgsql';

CREATE TRIGGER emp_sal_trig

* BEFORE DELETE OR INSERT OR UPDATE ON emp

* FOR EACH ROW EXECUTE PROCEDURE emp_sal_trig();

COMMIT;

1.1. 制限 17
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Advanced Serverには、オラクルアプリケーションでサポートされる構文の互換性を提供する拡張機能が含
まれています。Advanced Serverでサポートされている互換性機能の詳細については、*オラクルDevelopers
Guideのデータベース互換性*を参照してください。バージョン固有のガイドは次から入手できます。

https://www.enterprisedb.com/docs

次のセクションでは、 Advanced Serverでサポートされている互換性機能の一部を取り上げます。

2.1 互換性機能を有効にする
Advanced Serverをインストールするいくつかの方法があり、互換性機能を利用できます。

• クラスターを初期化する前に、INITDBOPTS変数（ Advanced Serverサービス構成ファイル）を使用
して--redwood-likeを指定します。

• initdbを呼び出してオラクルモードと互換性のあるクラスターを初期化する場合、--redwood-like
オプションまたは--no-redwood-compatオプションを含めて、オラクル非互換モードで cluserを初
期化します。

Advanced Serverインストーラーでサポートされているインストールオプションの詳細については、EDB
ウェブサイトから入手できる* EDB Postgres Advanced Serverインストールガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.2 ストアドプロシージャ言語
Advanced Serverは、カスタムプロシージャ、関数、トリガー、パッケージソフトを作成できる生産性の高
いプロシージャ言語をサポートしています。プロシージャ言語：

SQL言語とビルトインパッケージソフトを補完します。 -シームレスな開発およびテスト環境を提供しま
す。 -再利用可能なコードを作成できます。

ストアドプロシージャ言語の使用方法については、次の場所にあるデータベース互換性ストアドプロシー
ジャ言語ガイドを参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs
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2.3 オプティマイザーのヒント
DELETE、INSERT、SELECT、または UPDATEコマンドを呼び出すと、サーバーは一連の実行プランを生成し
ます。これらの実行計画を分析した後、サーバーは、最短で結果セットを（一般に）結果計画を選択しま
す。サーバーの計画の選択は、いくつかの要因に依存します。

• データハンドリング操作の推定実行コスト。

• postgresql.conf ファイルの Query Tuningセクションのパラメーターに割り当てられたパラメー
ター値。

• ANALYZEコマンドによって収集された列統計。

ルールとして、クエリープランナは最も安価なプランを選択します。クエリプランを選択するときに、オ
プティマイザヒントを使用してサーバーに影響を与えることができます。

オプティマイザのヒントは、DELETE、INSERT、SELECT、または UPDATEコマンドの直後に続くコメント
のような構文に埋め込みれたディレクティブ（またはマルチプルの指示子）です。コメント内のキーワー
ドは、結果セットを作成するときに特定の計画を採用または回避するようにサーバーに指示します。オプ
ティマイザのヒントの使用方法については、次の場所にある「オラクル Developers Guideのデータベース
互換性ガイド」を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.4 データディクショナリViews

Advanced Serverには、オラクルデータディクショナリビューと互換性のある方法でデータベースオブジェ
クトに関する情報を提供するビューのセットが含まれています。Advanced Serverで使用可能なビューの詳
細については、次の場所にある『オラクル Developers Catalog Viewsのデータベース互換性ガイド』を参
照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.5 dblink_ora

dblink_oraは、 Advanced Server内からオラクルシステムに保存された SELECT, INSERT, UPDATEまたは
DELETEデータを可能にする OCIベースのデータベースリンクを提供します。dblink_oraの使用方法、お
よびサポートされている関数と手順の詳細については、次のWebサイトで入手可能な「オラクル開発者向
けデータベース互換性ガイド」を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

20 第 2章 Enhanced Compatibility Features



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

2.6 プロファイル管理
Advanced Serverは、プロファイル管理用の互換性のある SQL構文をサポートしています。プロファイル
管理コマンドを使用すると、データベーススーパーユーザが名前付けプロファイル*を作成および管理でき
ます。各プロファイルは、パスワードおよび md5認証を強化するパスワード管理のルールを定義します。
プロファイル内のルールは次のことができます。

• 失敗したログイン試行をカウントする

• ログイン試行の過剰な失敗によりアカウントをロックする

• パスワードに有効期限をマーク

• パスワードの有効期限後の猶予期間を定義する

• パスワードの複雑さのルールを定義する

• パスワードの再利用を制限するルールを定義する

プロファイルは、同等の認証要件を共有するロールのグループを簡単に管理できるようにする属性の名前
付けセットです。パスワード要件が変更された場合、プロファイルを変更して、そのプロファイルに関連
付けられている各ユーザに新しい要件を適用できます。

プロファイルを作成した後、プロファイルを 1人以上のユーザーに関連付けることができます。ユーザが
サーバーに接続すると、サーバーはログインロールに関連付けられたプロファイルを適用します。プロファ
イルはクラスター内のすべてのデータベースで共有されますが、各クラスターにはマルチプルのプロファイ
ルが存在する場合があります。マルチプルのデータベースにアクセスできる 1人のユーザは、クラスター
内の各データベースに接続するときに同じプロファイルを使用します。

プロファイル管理コマンドの使用については、次の場所にある「オラクル Developers Guideのデータベー
ス互換性ガイド」を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.7 組み込みパッケージ
Advanced Serverは、オラクルの手順および機能との互換性を提供する多数のビルトインパッケージソフト
をサポートしています。

Package Name Description
DBMS_ALERT DBMS_ALERTパッケージは、アラートの登録、送信、および受信の機能を

提供します。
DBMS_AQ DBMS_AQパッケージは、 Advanced Serverのメッセージキューイングと処

理を提供します。
DBMS_AQADM DBMS_AQADMパッケージは、高度なキューイング機能のサポート手順を

提供します。
次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Package Name Description
DBMS_CRYPTO DBMS_CRYPTOパッケージは、RAW、BLOB、または CLOBデータを暗号

化または復号化できる関数とプロシージャを提供します。 DBMS_CRYPTO
関数を使用して、暗号的に強いランダム値を生成することもできます。

DBMS_JOB DBMS_JOBパッケージは、ジョブの作成、スケジューリング、および管理を
提供します。

DBMS_LOB DBMS_LOBパッケージは、ラージオブジェクトを操作する機能を提供しま
す。

DBMS_LOCK Advanced Serverは、DBMS_LOCK.SLEEPプロシージャのサポートを提供し
ます。

DBMS_MVIEW DBMS_MVIEW パッケージのプロシージャを使用して、マテリアライズド
ビューとその依存関係を管理およびリフレッシュします。

DBMS_OUTPUT DBMS_OUTPUTパッケージは、メッセージをメッセージバッファに送信し
たり、メッセージバッファからメッセージを取得したりする機能を提供しま
す。

DBMS_PIPE DBMS_PIPEパッケージは、同じデータベースクラスタに接続されたセッショ
ン内またはセッション間でパイプを介してメッセージを送信する機能を提供
します。

DBMS_PROFILER DBMS_PROFILERパッケージは、パフォーマンスプロファイリングセッショ
ン中に実行される PL / pgSQLおよび SPLステートメントに関するパフォー
マンス情報を収集して保存します。

DBMS_RANDOM DBMS_RANDOMパッケージは、ランダム値を生成するためのいくつかのメ
ソッドを提供します。

DBMS_REDACT DBMS_REDACTパッケージは、クエリーによって返されるデータの編集ま
たはマスキングを有効にします。

DBMS_RLS DBMS_RLSパッケージを使用すると、特定の Advanced Serverデータベース
オブジェクトに仮想プライベートデータベースを実装できます。

DBMS_SCHEDULER DBMS_SCHEDULERパッケージは、ジョブ、プログラム、およびジョブス
ケジュールを作成および管理する方法を提供します。

DBMS_SESSION Advanced Serverは、DBMS_SESSION.SET_ROLEプロシージャのサポートを
提供します。

DBMS_SQL DBMS_SQLパッケージは、 EDB動的 SQL機能へのアプリケーションイン
タフェースを提供します。

DBMS_UTILITY DBMS_UTILITYパッケージは、さまざまなユーティリティプログラムを提
供します。

UTL_ENCODE UTL_ENCODEパッケージは、データをエンコードおよびデコードする方法
を提供します。

UTL_FILE UTL_FILEパッケージは、オペレーティングシステムのファイルシステム上
のファイルからの読み取りおよびファイルへの書き込み機能を提供します。

UTL_HTTP UTL_HTTPパッケージは、HTTPまたは HTTPSプロトコルを使用して URL
で見つかった情報を取得する方法を提供します。

UTL_MAIL UTL_MAILパッケージは、電子メールを管理する機能を提供します。
UTL_RAW UTL_RAWパッケージを使用すると、生のデータタイプの長さを操作または

取得できます。
次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Package Name Description
UTL_SMTP UTL_SMTPパッケージは、Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）を介して

電子メールを送信する機能を提供します。
UTL_URL UTL_URLパッケージは、URL内の不正な予約文字をエスケープする方法を

提供します。
NA

各パッケージ内で使用可能な手順と機能の詳細については、次の場所にある『オラクル Developersビルト
インパッケージガイドのデータベース互換性*』を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.8 クライアントライブラリを開く
Open Client Libraryは、オラクル Call Interfaceとのアプリケーションの相互運用性を提供します。以前は
「ロックイン」されていたアプリケーションは、アプリケーションコードをほとんどまたはまったく変更せ
ずに、Advanced Serverまたはオラクルデータベースと連携できます。 Open Client Libraryの EDB実装は
Cで記述されています。

次の図は、Open Client Libraryとオラクル Call Interfaceアプリケーションスタックを比較しています。

Open Client Libraryでサポートされている機能の詳細については、次から入手できる* EDB Postgres Advanced
Server OCL Connector Guide *を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.9 ユーティリティ
以下にリストされているユーティリティでサポートされている互換性のある構文の詳細については、次の
場所にある『オラクル Developers Tools and Utilities Guideのデータベース互換性*』を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

** EDB  * Plus **

EDB  * Plusは、オラクル開発者とユーザーになじみのある Advanced Serverへのコマンドラインユーザ
インタフェースを提供するユーティリティプログラムです。EDB  * Plusは、 SQLコマンド、SPL無名
ブロック、および EDB  * Plusコマンドを受け入れます。

EDB  * Plusを使用すると、次のことができます。

• 特定のデータベースオブジェクトのクエリ

• ストアドプロシージャの実行 SQLコマンドからの出力のフォーマット

• バッチスクリプトの実行

• OSコマンドの実行

2.8. クライアントライブラリを開く 23
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図 1: The Open Client Library
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• レコード出力

EDB  * Plusの詳細については、次から入手できる* EDB  * Plusユーザーガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

** EDB  * Loader **

EDB  * Loaderは、 Advanced Server用のオラクルデータベースと互換性のあるインタフェースを提供す
る高性能バルクデータローダです。EDB  * Loaderコマンドラインユーティリティは、オラクル SQL  *
Loaderが提供するパラメータのサブセットを使用して、入力ソース（通常はファイル）から 1つ以上のテー
ブルにデータをロードします。

EDB  * Loaderの機能は次のとおりです。

オラクル SQL  * Loaderデータローディング方法のサポート-従来のパスロード、ダイレクトパスロード、
およびパラレルダイレクトパスロード-制御ファイル指示子用のオラクル SQL  * Loader互換構文 -区切
り文字で区切られたフィールドまたは固定幅のフィールドを持つ入力データ-拒否されたレコードを収集す
るための不良ファイル -マルチプルのターゲットテーブルの読み込み -対象テーブルの選択基準を満たさな
いレコードを収集するためのファイルを破棄-標準入力からのデータローディングとリモートローディング

** EDB  ラップ*

EDB  * Wrapユーティリティは、独自のソースコードとプログラム（関数、ストアドプロシージャ、トリ
ガー、およびパッケージソフト）を不正な監視から保護します。EDB  * Wrapプログラムは、SPLまた
は PL / pgSQLソースコード（プレーンテキスト）を含むファイルを、読み取りがほとんど不可能なフォー
ムの同じコードを含むファイルに変換します。コードの難読化されたフォームを取得したら、そのコード
を Advanced Serverに送信すると、それらのプログラムが難読化されたフォームで保存されます。EDB  *
Wrapはコードを不明瞭にしますが、テーブル定義はまだ公開されています。

ラップするものはすべて難読化されたフォームで保存されます。パッケージ全体をラップすると、パッケー
ジ本体のソース、パッケージヘッダーに含まれるプロトタイプ、パッケージ本体に含まれる関数とプロシー
ジャが難読化されたフォームで保存されます。

** Dynamic Runtime Instrumentation Tools Architecture（DRITA）**

Dynamic Runtime Instrumentation Tools Architecture（DRITA）を使用すると、DBAはカタログビューをク
エリーして、個々のセッションまたはシステム全体のパフォーマンスに影響する待機イベントを判断でき
ます。DRITAは、各イベントの発生回数と待機時間を記録します。この情報を使用して、パフォーマンス
の問題を診断できます。DRITAは、最小限のシステムリソースを消費しながら、この機能を提供します。

DRITAは* snapshots *を比較して、システムのパフォーマンスを評価します。snapshotは、特定の時点で
保存されたシステムパフォーマンスデータのセットです。各 snapshotは一意の ID番号で識別されます。
DRITAレポート機能で snapshotID番号を使用して、システムパフォーマンス統計を結果ことができます。
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2.10 ECPGPlus

EDBは ECPG（ PostgreSQLプリコンパイラ）を拡張して ECPGPlusを作成しました。ECPGPlusを使用す
ると、Cアプリケーションに埋め込み SQLコマンドを含めることができます。ECPGPlusを使用して、埋
め込み SQLコマンドを含むアプリケーションをコンパイルすると、SQLコードは構文チェックされ、Cに
変換されます。

ECPGPlusは、 Advanced Serverデータベースに接続されている場合、Cプログラムで Pro  * C構文をサ
ポートします。 ECPGPlusは以下をサポートします：

オラクル Dynamic SQL –方法 4（ODS-M4） - Pro  * C互換の匿名ブロックオラクルデータベースと互換
性のある CALLステートメント

ECPGPlusの使用については、EDBウェブサイトから入手できる* EDB Postgres Advanced Server ECPGコ
ネクタガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

2.11 テーブルのパーティション分割
パーティション化されたテーブルでは、論理的にラージ 1つのテーブルが小さな物理的断片に分割されま
す。パーティション化にはいくつかの利点があります。

• クエリのパフォーマンスは、特定の状況、特にテーブルの頻繁にアクセスされる行のほとんどが単一
のパーティションまたは少数のパーティションにある場合に劇的に改善できます。パーティション
化により、インデックスの前からパーティション列を省略できるため、インデックスサイズが小さく
なり、インデックスの頻繁に使用される部分がメモリに収まる可能性が高くなります。

• クエリーまたは更新が単一のパーティションのラージ部分にアクセスする場合、インデックスおよび
テーブル全体に散在するランダムアクセス読み取りを使用する代わりに、サーバーがパーティション
のシーケンシャルスキャンを実行するため、パフォーマンスが向上する場合があります。

• パーティショニングのデザインにその要件を計画している場合、パーティションを追加または削除
することにより、バルクロード（またはアンロード）を実装できます。ALTER TABLEは、一括オペ
レーションよりもはるかに高速です。また、バルク DELETEに起因する VACUUMのオーバーヘッドを
完全に回避します。

• あまり使用されないデータは、安価な（または低速の）ストレージメディアに移行できます。

テーブルのパーティショニングは、テーブルが非常にラージ場合にのみ価値があります。テーブルがパー
ティショニングの恩恵を受ける正確なポイントは、アプリケーションによって異なります。ルールとして、
テーブルのサイズはデータベースサーバの物理的メモリを超える必要があります。

Advanced Serverでサポートされているデータベース互換性機能の詳細については、次のWebサイトで入
手可能な* Database Compatibility Table Partitioning Guide *を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs
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</ div>

この章では、 Advanced Serverデータベースの管理を支援する機能について説明します。

3.1 Configuration Parameters

</ div>

このセクションでは、Advanced Serverのデータベースサーバ構成パラメータについて説明します。これら
のパラメーターは、データファイルとログファイルの場所、接続、認証、セキュリティ設定、リソースの
アロケーションと消費、アーカイビングとレプリケーションの設定、エラーロギングと統計の収集、最適
化とパフォーマンスチューニングなど、データベースサーバーの動作と環境のさまざまな側面を制御しま
すロケールおよびフォーマット設定など。

Advanced Serverにのみ適用される構成パラメーターは、Summary of Configuration Parametersに記載され
ています。

構成パラメーターに関する追加情報は、次の場所にある PostgreSQL Core Documentationにあります。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/runtime-config.html >

3.1.1 Setting Configuration Parameters

</ div>

</ div>

このセクションでは、構成パラメーターの指定および設定方法の概要を説明します。

各設定パラメータは、name/valueペアを使用して設定されます。パラメータ名は大文字小文字ません。通
常、パラメータ名前は、オプショナルの等号 (=)によって値から分離されます。

以下は、postgresql.confファイルのいくつかの設定パラメータ設定の例です。

# This is a comment

log_connections = yes

log_destination = 'syslog'

search_path = '"$user", public'

shared_buffers = 128MB

パラメーター値は、5つのタイプのいずれかとして指定されます。

https://www.postgresql.org/docs/current/
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• ブール値。許容値は、on, off, true, false, yes, no, 1, 0、またはこれらの明確なプレフィッ
クスとして記述できます。

• 整数。小数パートのない数字。

• 浮動小数点。10進数で区切られたオプショナルの小数パートを持つ数値。

• ** String。**テキスト値。値がシンプル識別子または数値ではない場合（つまり、値にスペースやそ
の他の句読点などの特殊文字が含まれる場合）、シングルクオートで囲みます。

• ** Enum。**文字列値の特定のセット。許可される値は、システムビュー pg_settings.enumvals

にあります。列挙値は大文字小文字ません。

一部の設定では、メモリまたは時間の値を指定します。これらにはそれぞれ、暗黙的な単位（キロバイト、
ブロック（通常 8キロバイト）、ミリ秒、秒、または分）があります。システムビュー pg_settings.unit

を参照すると、デフォルトの単位を見つけることができます。別のユニットを明示的に指定できます。

有効なメモリ単位は、kB（キロバイト）、MB（メガバイト）、および GB（ギガバイト）です。有効な時間単位
は、ms（ミリ秒）、s（秒）、min（分）、h（時間）、および d（日）です。メモリユニットの乗数は 1024です。

設定パラメータの設定は、さまざまな方法で確立できます。

Advanced Serverデータベース製品のビルド時に確立されるパラメータ設定がいくつかあります。これらは
読み取り専用のパラメーターであり、値を変更することはできません。また、データベースの作成時に各
データベースに永続的に設定されるパラメーターがいくつかあります。これらのパラメーターも読み取り
専用であり、その後データベースで変更することはできません。

• データベースクラスタ全体のほとんどすべての構成可能なパラメーターの初期設定は、構成ファイル
postgresql.confにリストされています。これらの設定は、データベースサーバのスタートまたは
リスタート時に有効になります。これらの初期パラメータ設定の一部は、以下の箇条書きで説明され
ているようにオーバーライドできます。すべての構成パラメーターには、明示的にオーバーライドさ
れない場合に有効なビルトインのデフォルト設定があります。

• 同じパラメーターが postgresql.auto.confファイルに含まれている場合、postgresql.confファ
イルの構成パラメーターはオーバーライドされます。ALTER SYSTEMコマンドは、postgresql.auto.
confファイル内の構成パラメーターを管理するために使用されます。

• データベースサーバの実行中に、構成ファイルでパラメーター設定を変更できます。その後、構成
ファイルが再ロードされると（SIGHUPシグナルが発行されることを意味します）、特定のパラメー
タタイプに対して、変更されたパラメーター設定が直ちに有効になります。これらのパラメータタイ
プの一部では、リロード直後に現在実行中のセッションで新しい設定を使用できます。これらの他
のパラメータタイプの場合、新しい設定を使用するには、新しいセッションを開始する必要があり
ます。さらに、他のパラメータタイプの場合、変更された設定は、データベースサーバが停止して再
起動するまで有効になりません。構成ファイルをリロードする方法については、PostgreSQLコアド
キュメントの次のセクションを参照してください。

– https://www.postgresql.org/docs/current/config-setting.html

SQLコマンド ALTER DATABASE、ALTER ROLE、または ALTER ROLE IN DATABASEを使用して、特定のパ
ラメータ設定を変更できます。変更されたパラメータ設定は、コマンドの実行後、新しいセッションで有
効になります。ALTER DATABASEは、指定されたデータベースに接続する新しいセッションに影響します。
ALTER ROLEは、指定されたロールによって開始された新しいセッションに影響します。ALTER ROLE IN

DATABASEは、指定されたデータベースに接続している指定されたロールによって開始された新しいセッ
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ションに影響します。これらの SQLコマンドによって確立されたパラメーター設定は、データベースサー
バの再起動後も無期限に有効であり、2番目と 3番目の箇条書きで説明した方法によって確立された設定
を上書きします。ALTER DATABASE、ALTER ROLE、または ALTER ROLE IN DATABASEコマンドを使用して
確立されたパラメーター設定は、次の方法でのみ変更できます。

• a）異なるパラメータ値でこれらのコマンドを再発行する、または

• b）SET parameter TO DEFAULT句または RESET parameter句のいずれかを使用してこれらのコマ
ンドを発行します。これらの句は、前の箇条書きで説明した方法で確立された設定を使用するよう
にパラメータを変更します。これらの SQL コマンドの正確な構文については、* PostgreSQL Core
Documentation *の第 VI章「リファレンス」の「SQLコマンド」セクションを参照してください。

• https://www.postgresql.org/docs/current/sql-commands.html

• PGOPTIONS環境変数を使用するか、EDB-PSQLまたは PSQLコマンドラインターミナルプログラム内
で SETコマンドを使用して、個々のセッションの継続中に特定のパラメータ設定を変更できます。こ
の方法で行われたパラメーター設定は、セッションの期間のみ、2番目、3番目、および 4番目の箇
条書きで説明されている方法のいずれかを使用して確立された設定をオーバーライドします。

postgresql.confファイルの変更

postgresql.conf ファイルの構成パラメーターは、監査、認証、暗号化、およびその他の動作に関する
サーバーの動作を指定します。LinuxおよびWindowsホストでは、postgresql.confファイルはAdvanced
Serverインストールの dataディレクトリにあります。

ポンド記号（＃）が前に付いているパラメーターは、デフォルト値に設定されます。パラメータ値を変更
するには、ポンド記号を削除して新しい値を入力します。パラメータを設定または変更した後、新しいパ
ラメータ値を有効にするには、サーバーを reloadまたは restartにする必要があります。

postgresql.confファイル内の一部のパラメーターには、change requires restartを示すコメントが
含まれています。サーバーのリスタートが必要なパラメーターのリストをビューするには、psqlコマンド
ラインで次のクエリーを実行します。

SELECT name FROM pg_settings WHERE context = 'postmaster';

</ div>

pg_hba.confファイルの変更

適切な認証方法は、保護とセキュリティを提供します。pg_hba.confファイルのエントリは、接続クライ
アントの認証時にサーバーが使用する認証メソッドを指定します。サーバーに接続する前に、pg_hba.conf
ファイルで指定された認証プロパティの変更が必要になる場合があります。

initdbユーティリティを呼び出してクラスターを作成すると、initdbは、そのクラスターの pg_hba.conf

ファイルを作成し、クライアントの接続に必要な認証の種類を指定します。pg_hba.confファイルを変更
するには、選択したエディタでファイルを開きます。pg_hba.confファイルの認証設定を変更した後、サー
バーをリスタートして変更を適用します。
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認証と pg_hba.confファイルの変更の詳細については、次の PostgreSQLコアドキュメントを参照してく
ださい。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/auth-pg-hba-conf.html >

接続要求を受信すると、サーバーは、データベースへの接続を許可する前に、pg_hba.confファイルの認証
設定に対して提供された資格情報を検証します。pg_hba.confファイルエントリーをログに記録してサー
バーへの接続を認証するには、postgresql.confファイルで log_connectionsパラメータを ONに設定
します。

レコードは、接続タイプ、データベース名前、ユーザ名前、クライアント IPアドレス、および pg_hba.conf

ファイル内のこれらのパラメーターとマッチングしたときに接続を許可する認証メソッドを指定します。
サーバーへの接続が承認されると、一致した行番号と pg_hba.confファイルの認証レコードを確認でき
ます。

次の例は、認証成功時の有効な pg_hba.confエントリーのログ詳細を示しています。

2020-05-08 10:42:17 IST LOG: connection received: host=[local]

2020-05-08 10:42:17 IST LOG: connection authorized: user=u1 database=edb

application_name=psql

2020-05-08 10:42:17 IST DETAIL: Connection matched pg_hba.conf line 84:

"local all all md5"

3.1.2 Summary of Configuration Parameters

</ div>

このセクションには、すべての Advanced Server構成パラメーターとパラメーターのいくつかのキー属性を
リストしたサマリテーブルが含まれています。

これらの属性は、サマリテーブルの次の列で説明されています。

• ** Parameter。**構成パラメータ名前。

• 効果の範囲。設定パラメータ設定の効果の範囲。

– -Cluster –設定は、データベースクラスタ全体（つまり、データベースサーバインスタンスに
よって管理されるすべてのデータベース）に影響します。-Database –設定はデータベースの作
成時に設定されます。ロケール設定に関連する少数のパラメーターに適用されます。-Session
–設定は、個々のセッションの粒度まで変更できます。

– つまり、次のエンティティに対して異なる設定を行うことができます。これにより、このリス
トの後者の設定が前のものを上書きします。a）データベースクラスタ全体、b）データベース
データベースクラスタ内の特定のデータベース、c）特定のロール、d）特定のロール特定のデー
タベースに接続、e）特定のセッション。

• 有効になる時期変更されたパラメータ設定が有効になる時期。

– -Preset – Advanced Server製品の構築時または特定のデータベースの作成時に確立されます。
これは読み取り専用パラメータであり、変更できません。-Restart –データベースサーバーを再
起動する必要があります。-Reload –構成ファイルを再ロードする必要があります（またはデー
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タベースサーバを再起動できます）。-Immediate – PGOPTIONS環境変数または SETコマンドを
使用して現在のセッションの設定を変更すると、セッションですぐに有効になります。ALTER

DATABASE、ALTER ROLE、または ALTER ROLE IN DATABASEコマンドを使用して設定を変更す
ると、新しいセッションで有効になります。

• ** Authorized User。**パラメータ設定を有効にするために使用する必要があるオペレーティングシ
ステムアカウントまたはデータベースロールのタイプ。

– -EPAS service account – EDB Postgres Advanced Serverサービスアカウント（オラクルデー
タベースと互換性のあるインストールの場合は enterprisedb、PostgreSQL互換モードのイン
ストールの場合は postgres）。-Superuser –スーパーユーザ特権を持つデータベースロール。-
User –影響を受けるデータベースオブジェクト（ALTERコマンドで変更するデータベースまた
はロール）に対する権限を持つデータベースロール。-n/a –パラメーター設定はどのユーザも
変更できません。

• 説明。設定パラメータの簡単な説明。

• ** EPASのみ。**‘X’ –構成パラメータは EDB Postgres Advanced Serverのみに適用されます。こ
の列のエントリーは、設定パラメータが PostgreSQLにも適用されることを示しています。

!!! Note *変更しないパラメーターがいくつかあります。これらは、[説明]列で「注：内部使用のみ」とし
て指定されています。

次の表に、構成パラメーターの要約を示します。

Parameter Scope of
Effect

When
Takes
Effect

Autho-
rized<br
/><br
/>User

Description EPAS
Only

allow_system_table_mods Cluster Restart EPAS
service
account

システムテーブルの構
造を変更できます。

application_name Session Immediate User 統計およびログで報告
されるアプリケーショ
ン名前を設定します。

archive_command Cluster Reload EPAS
service
account

WALファイルをアーカ
イブするために呼び出
されるシェルコマンド
を設定します。

archive_mode Cluster Restart EPAS
service
account

`archive_command`を
使用して WAL ファイ
ルのアーカイビングを
許可します。

archive_timeout Cluster Reload EPAS
service
account

新しいファイルが N秒
以内に開始されなかっ
た場合、次の xlogファ
イルへのスイッチを強
制します。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Parameter Scope of

Effect
When
Takes
Effect

Autho-
rized<br
/><br
/>User

Description EPAS
Only

array_nulls Session Immediate User 配列内の NULL要素の
入力を有効にします。

authentication_timeout Cluster Reload EPAS
service
account

クライアント認証を完
了するための最大許容
時間を設定します

autovacuum Cluster Reload EPAS
service
account

オートバキュームサブ
プロセスを開始します。

autovac-
uum_analyze_scale_factor

Cluster Reload EPAS
service
account

`reltuples`の一部として
分析する前のタプルの
挿入、更新、または削
除の数。

autovac-
uum_analyze_threshold

Cluster Reload EPAS
service
account

分析前のタプルの挿入、
更新、または削除の最小
数。

autovacuum_freeze_max_age Cluster Restart EPAS
service
account

トランザクション IDの
周回を防ぐためにテー
ブルをオートバキュー
ムする年齢。

autovacuum_max_workers Cluster Restart EPAS
service
account

同時に実行される自動
バキュームワーカプロ
セスの最大数を設定し
ます。

autovac-
uum_multixact_freeze_max_age

Cluster Restart EPAS
service
account

multixact周回を防ぐた
めにテーブルを自動バ
キュームするオートバ
キューム年齢。

autovacuum_naptime Cluster Reload EPAS
service
account

オートバキューム実行
の間にスリープする時
間。

autovac-
uum_vacuum_cost_delay

Cluster Reload EPAS
service
account

オートバキューム真空
の場合、ミリ秒単位の
真空コスト遅延。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Parameter Scope of

Effect
When
Takes
Effect

Autho-
rized<br
/><br
/>User

Description EPAS
Only

autovac-
uum_vacuum_cost_limit

Cluster Reload EPAS
service
account

オートバキューム真空
の場合、昼寝前に利用
可能な真空コスト額。

autovac-
uum_vacuum_scale_factor

Cluster Reload EPAS
service
account

`reltuples`の割合として
の、バキューム前のタ
プルの更新または削除
の数。

autovac-
uum_vacuum_threshold

Cluster Reload EPAS
service
account

バキューム前のタプル
の更新または削除の最
小数。

autovacuum_work_mem Cluster Reload EPAS
service
account

各バキュームワーカプ
ロセスで使用される最
大メモリを設定します。

backslash_quote Session Immediate User 文 字 列 リ テ ラ ル で
`*'*`を許可するかどう
かを設定します。

bgwriter_delay Cluster Reload EPAS
service
account

ラウンド間のバック
グラウンドライタのス
リープ時間。

bgwriter_lru_maxpages Cluster Reload EPAS
service
account

バックグラウンドライ
タのラウンドごとにフ
ラッシュする LRUペー
ジの最大数。

bgwriter_lru_multiplier Cluster Reload EPAS
service
account

ラウンドごとにフリー
する平均バッファー使
用量の倍数。

block_size Cluster Preset n/a ディスクブロックのサ
イズを表示します。

bonjour Cluster Restart EPAS
service
account

Bonjour を介したサー
バーのアドバタイズを
有効にします。
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bonjour_name Cluster Restart EPAS
service
account

Bonjourサービス名前を
設定します。

bytea_output Session Immediate User `bytea`の出力フォーマ
ットを設定します。

check_function_bodies Session Immediate User `CREATE FUNC-
TION`中にファンク
ション本体を確認しま
す。

checkpoint_completion_target Cluster Reload EPAS
service
account

チェックポイントイン
ターバルの一部として、
チェックポイント中に
ダーティバッファのフ
ラッシュに費やされた
時間。

checkpoint_segments Depre-
cated

Deprecated Deprecated パラメータに値を指定
すると、サーバーが起
動しなくなります。

checkpoint_timeout Cluster Reload EPAS
service
account

自動WALチェックポイ
ント間の最大時間を設
定します。

checkpoint_warning Cluster Reload EPAS
service
account

チェックポイントセグ
メントがこれより頻繁
に入力された場合の警
告を有効にします。

client_encoding Session Immediate User クライアントのキャラ
クタセットエンコーデ
ィングを設定します。

client_min_messages Session Immediate User クライアントに送信さ
れるメッセージレベル
を設定します。
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commit_delay Session Immediate Superuser トランザクションコミ
ットからWALをディス
クにフラッシュするま
での遅延をマイクロ秒
単位で設定します。

commit_siblings Session Immediate User `commit_delay`を 実 行
する前の最小同時オー
プントランザクション
を設定します。

config_file Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーのメイン構成
ファイルを設定します。

constraint_exclusion Session Immediate User プランナがコンストレ
インを使用してクエリ
を最適化できるように
します。

cpu_index_tuple_cost Session Immediate User インデックススキャン
中に各インデックスエ
ントリを処理するコス
トのプランナーの見積
もりを設定します。

cpu_operator_cost Session Immediate User 各演算子またはファン
クション呼び出しの処
理コストのプランナー
の見積もりを設定しま
す。

cpu_tuple_cost Session Immediate User 各タプル（行）の処理
コストのプランナーの
見積もりを設定します。
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cursor_tuple_fraction Session Immediate User 取得されるカーソルの
行の割合のプランナー
の見積もりを設定しま
す。

custom_variable_classes Cluster Reload EPAS
service
account

Advanced Server
Server9.2では非推奨で
す。

X

data_checksums Cluster Preset n/a このクラスターのデー
タチェックサムがオン
になっているかどうか
を示します。

data_directory Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーのデータディ
レクトリを設定します。

datestyle Session Immediate User 日付と時刻の値の表示
フォーマットを設定し
ます。

db_dialect Session Immediate User ビルトインの名前付け
の優先順位を設定しま
す。

X

dbms_alert.max_alerts Cluster Restart EPAS
service
account

アラートの最大数を設
定します。

X

dbms_pipe.total_message_buffer Cluster Restart EPAS
service
account

`DBMS_PIPE`パッケー
ジに使用されるバッフ
ァーの合計サイズを指
定します。

X

db_user_namespace Cluster Reload EPAS
service
account

データベースユーザ名
を有効にします。

deadlock_timeout Session Immediate Superuser デッドロックロックを
チェックする前にロッ
クを待機する時間を設
定します。
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debug_assertions Cluster Preset n/a さまざまなアサーショ
ンチェックをオンにし
ます。 （EPAS ビルド
ではサポートされてい
ません。）

debug_pretty_print Session Immediate User インデントはツリー表
示を解析および計画ツ
リーします。

debug_print_parse Session Immediate User 各クエリの構文解析ツ
リーをログに記録しま
す。

debug_print_plan Session Immediate User 各クエリの実行計画を
ログに記録します。

debug_print_rewritten Session Immediate User 各クエリの書き直され
た構文解析ツリーをロ
グに記録します。

default_heap_fillfactor Session Immediate User デフォルトでは、この
ヒープフィルファク
ターを使用して新しい
テーブルを作成しデフ
ォルト。

X

default_statistics_target Session Immediate User デフォルトの統計ター
ゲットを設定します。

default_tablespace Session Immediate User でテーブルとインデッ
クスを作成するデフォ
ルトテーブルスペース
を設定します。

default_text_search_config Session Immediate User デフォルトのテキスト
サーチ構成を設定しま
す。
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de-
fault_transaction_deferrable

Session Immediate User 新しいトランザクショ
ンのデフォルトの de-
ferrableなステータスを
設定します。

default_transaction_isolation Session Immediate User 新しい各トランザクシ
ョンのトランザクショ
ン分離レベルを設定し
ます。

de-
fault_transaction_read_only

Session Immediate User 新しいトランザクショ
ンのデフォルトの読み
取り専用ステータスを
設定します。

default_with_oids Session Immediate User デフォルトで OIDを使
用して新しいテーブル
を作成します。

default_with_rowids Session Immediate User デフォルトで ROWID
をサポートする新しい
テーブル（インデックス
付きのROWID）を作成
しデフォルト。

X

dynamic_library_path Session Immediate Superuser 動的にロード可能モジ
ュールのパスを設定し
ます。

dy-
namic_shared_memory_type

Cluster Restart EPAS
service
account

使用する動的共有メモ
リの実装を選択します。

edb_audit Cluster Reload EPAS
service
account

EDB 監査を有効にし
て、 XMLまたは CSV
フォーマットの監査レ
ポートを作成します。

X

edb_audit_archiver Cluster Restart EPAS
service
account

監査ログアーカイバー
プロセスを有効にしま
す。

X
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edb_audit_archiver_timeout Cluster Reload EPAS
service
account

`edb_audit_archiver_timeout`パ
ラメータに基づいて
監査ログファイルを
チェックします。

X

edb_audit_archiver_filename_prefixCluster Reload EPAS
service
account

`edb_audit_directory`に
`edb_audit_archiver_filename_prefix`が
含まれる監査ログファ
イ ル が 圧 縮 ま た は
有効期限、あるいは
その両方に適格であ
るかどうかを判断し
ます。パラメータは
`edb_audit_filename`と
整列する必要がありま
す。

X

edb_audit_archiver_compress_time_limitCluster Reload EPAS
service
account

監査ログが圧縮の対象
となるまでの時間を秒
単位で示します。

X

edb_audit_archiver_compress_size_limitCluster Reload EPAS
service
account

監査ログが圧縮の対象
となるまでの合計サイ
ズをメガバイト単位で
表示します。

X

edb_audit_archiver_compress_commandCluster Reload EPAS
service
account

監査ログファイルを圧
縮するコマンド。

X

edb_audit_archiver_compress_suffixCluster Reload EPAS
service
account

す で に 圧 縮 さ れ た
ロ グ フ ァ イ ル の サ
フィックスを決定し
ます; パラメータは
`edb_audit_archiver_compress_command`と
整列する必要がありま
す。

X

edb_audit_archiver_expire_time_limitCluster Reload EPAS
service
account

監査ログが有効期限が
切れるまでの時間を秒
単位で示します。

X

edb_audit_archiver_expire_size_limitCluster Reload EPAS
service
account

合計サイズをメガバイ
ト単位で表示します。
その後、監査ログは有
効期限が切れます。

X
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edb_audit_archiver_expire_commandCluster Reload EPAS
service
account

期限切れの監査ログを
削除する前に実行コマ
ンド。

X

edb_audit_archiver_sort_file Cluster Reload EPAS
service
account

最も古いログファイル
を識別し、アルファベッ
ト順または `mtime`に基
づいて並べ替えます。

X

edb_audit_connect Cluster Reload EPAS
service
account

成功した各接続を監査
します。

X

edb_audit_destination Cluster Reload EPAS
service
account

監査ファイルの宛先
ディレクトリとして
`edb_audit_directory`ま
たは syslog を設定し
ます。 syslog 設定は、
Linux システムでのみ
有効です。

X

edb_audit_directory Cluster Reload EPAS
service
account

監査ファイルの宛先デ
ィレクトリを設定しま
す。

X

edb_audit_disconnect Cluster Reload EPAS
service
account

セッションの終了を監
査します。

X

edb_audit_filename Cluster Reload EPAS
service
account

監査ファイルのファイ
ル名前パターンを設定
します。

X

edb_audit_rotation_day Cluster Reload EPAS
service
account

曜日に基づくログファ
イルの自動ローテーシ
ョン。

X

edb_audit_rotation_seconds Cluster Reload EPAS
service
account

自動ログファイルロー
テーションは N秒後に
発生します。

X

edb_audit_rotation_size Cluster Reload EPAS
service
account

自動ログファイルロー
テーションは、N メガ
バイト後に発生します。

X

edb_audit_statement Cluster Reload EPAS
service
account

監査するステートメン
トのタイプを設定しま
す。

X

edb_audit_tag Session Immediate User 監査ログに含めるタグ
を指定します。

X
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edb_connectby_order Session Immediate User `ORDER BY`を使用し
ない `CONNECT BY`ク
エリの結果を深さ 1次
にオーダー替えます。
注：内部使用のみ。

X

edb_custom_plan_tries Session Immediate User プランナが汎用実行計
画を選択する前に、プ
ランナが検討するカス
タム実行プランの数を
指定します。

X

edb_data_redaction Session Immediate User データの編集を有効に
します。

X

edb_dynatune Cluster Restart EPAS
service
account

edb 使用率を設定しま
す。

X

edb_dynatune_profile Cluster Restart EPAS
service
account

dynatune のワークロー
ドプロファイルを設定
します。

X

edb_enable_pruning Session Immediate User プランナがテーブル
パーティションを早期
に整理できるようにし
ます。

X

edb_log_every_bulk_value Session Immediate Superuser 一括処理のためにログ
に記録されるステート
メントを設定します。

X

edb_max_resource_groups Cluster Restart EPAS
service
account

同時に使用するリソー
スグループの最大数を
指定します。

X

edb_max_spins_per_delay Cluster Restart EPAS
service
account

ロックの待機中にセッ
ションがスピンする回
数を指定します。

X

edb_redwood_date Session Immediate User `DATE`が `TIMES-
TAMP`のように動作す
るかどうかを決定しま
す。

X

edb_redwood_greatest_least Session Immediate User `GREATEST`お よ び
`LEAST`関数が NULL
パラメーターをハンド
ルする方法を決定しま
す。

X
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edb_redwood_raw_names Session Immediate User Redwoodインターフェ
イスからPostgreSQLシ
ステムカタログに保存
されている変更されて
いない名前を返します。

X

edb_redwood_strings Session Immediate User テキスト値と連結する
場合、`NULL`を空の文
字列として扱います。

X

edb_resource_group Session Immediate User 現在のプロセスで使用
されるリソースグルー
プを指定します。

X

edb_sql_protect.enabled Cluster Reload EPAS
service
account

SQL/ Protect がクエリ
を追跡するかどうかを
定義します。

X

edb_sql_protect.level Cluster Reload EPAS
service
account

イベントが見つかった
ときの SQL / Protectの
動作を定義します。

X

edb_sql_protect.max_protected_relationsCluster Restart EPAS
service
account

ロールごとに SQL /
Protectによって保護さ
れるリレーションの最
大数を設定します。

X

edb_sql_protect.max_protected_rolesCluster Restart EPAS
service
account

SQL/ Protect で保護さ
れるロールの最大数を
設定します。

X

edb_sql_protect.max_queries_to_saveCluster Restart EPAS
service
account

SQL/ Protect によって
保存する問題のあるク
エリの最大数を設定し
ます。

X

edb_stmt_level_tx Session Immediate User トランザクションのア
ボートを要求する代わ
りに、エラーを続行で
きます。

X

edb_wait_states.directory Cluster Restart EPAS
service
account

EDB待機状態ログはこ
のディレクトリに保存
されます。

X

edb_wait_states.retention_periodCluster Reload EPAS
service
account

EDB待機状態のログフ
ァイルは、保存期間後に
自動的に削除されます。

X
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edb_wait_states.sampling_intervalCluster Reload EPAS
service
account

2つの EDB待機状態の
サンプリングサイクル
間のインターバル。

X

edbldr.empty_csv_field Session Immediate Superuser EDB* Loader が空の文
字列を処理する方法を
指定します。

X

effective_cache_size Session Immediate User ディスクキャッシュの
サイズに関するプラン
ナーの仮定を設定しま
す。

effective_io_concurrency Session Immediate User ディスクサブシステム
で効率的に処理できる
同時要求の数。

enable_bitmapscan Session Immediate User プランナーによるビッ
トマップスキャンプラ
ンの使用を有効にしま
す。

enable_hashagg Session Immediate User プランナーがハッシュ
集計プランを使用でき
るようにします。

enable_hashjoin Session Immediate User プランナーによるハッ
シュ結合プランの使用
を有効にします。

enable_hints Session Immediate User SQLステートメントで
オプティマイザヒント
を有効にします。

X

enable_indexonlyscan Session Immediate User プランナーがインデッ
クスのみのスキャンプ
ランを使用できるよう
にします。

enable_indexscan Session Immediate User プランナーによるイン
デックススキャンプラ
ンの使用を有効にしま
す。
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enable_material Session Immediate User プランナーによるマテ
リアライゼーションの
使用を有効にします。

enable_mergejoin Session Immediate User プランナーがマージ結
合プランを使用できる
ようにします。

enable_nestloop Session Immediate User プランナーがネステッ
ドループの結合プラン
を使用できるようにし
ます。

enable_seqscan Session Immediate User プランナーがシーケン
シャルスキャンプラン
を使用できるようにし
ます。

enable_sort Session Immediate User プランナーが明示的な
ソートステップを使用
できるようにします。

enable_tidscan Session Immediate User プランナーによる TID
スキャンプランの使用
を有効にします。

escape_string_warning Session Immediate User 通常の文字列リテラル
でのバックスラッシュ
エスケープについて警
告します。

event_source Cluster Restart EPAS
service
account

イベントログで Post-
greSQLメッセージを識
別するために使用され
るアプリケーション名
前を設定します。

exit_on_error Session Immediate User エラーが発生したらセ
ッションを終了します。
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external_pid_file Cluster Restart EPAS
service
account

ポストマスター PIDを
指定されたファイルに
書き込みます。

extra_float_digits Session Immediate User 浮動小数点値に表示さ
れる桁数を設定します。

from_collapse_limit Session Immediate User サブクエリが折りたた
まれない `FROM`-リス
トサイズを設定します。

fsync Cluster Reload EPAS
service
account

ディスクへの更新の同
期を強制します。

full_page_writes Cluster Reload EPAS
service
account

チェックポイント後に
最初に変更されたとき
に、ページ全体をWAL
に書き込みます。

geqo Session Immediate User 遺伝的クエリーの最適
化を有効にします。

geqo_effort Session Immediate User GEQO：他の GEQOパ
ラメーターのデフォル
トを設定するために労
力が使用されます。

geqo_generations Session Immediate User GEQO：アルゴリズムの
反復回数。

geqo_pool_size Session Immediate User GEQO：母集団内の個人
の数。

geqo_seed Session Immediate User GEQO：ランダムパス選
択のシード。

geqo_selection_bias Session Immediate User GEQO：母集団内の選択
的圧力。
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geqo_threshold Session Immediate User GEQO が使用される
`FROM`アイテムのし
きい値を設定します。

gin_fuzzy_search_limit Session Immediate User GINによる正確な検索
で許可される最大結果
を設定します。

hba_file Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーの* hba *構成
ファイルを設定します。

hot_standby Cluster Restart EPAS
service
account

リカバリ中に接続とク
エリを許可します。

hot_standby_feedback Cluster Reload EPAS
service
account

ホットスタンバイから
プライマリへのフィー
ドバックを許可し、ク
エリーの競合を回避し
ます。

huge_pages Cluster Restart EPAS
service
account

Linux での huge pages
の使用。

icu_short_form Database Preset n/a ICU の照合順序オー
ダーの構成を示します。

X

ident_file Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーの* ident *構成
ファイルを設定します。

ignore_checksum_failure Session Immediate Superuser チェックサムが失敗し
た後も処理を続行しま
す。
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ignore_system_indexes Clus-
ter/Session

Reload/ImmediateEPAS
service ac-
count/User

システムインデックス
からの読み取りを無効
にします。（セッショ
ンスタートに `PGOP-
TIONS`で設定すること
もできます。）

index_advisor.enabled Session Immediate User IndexAdvisor プラグイ
ンを有効にします。

X

integer_datetimes Cluster Preset n/a 日時は整数ベースです。

intervalStyle Session Immediate User インターバル値の表示
フォーマットを設定し
ます。

join_collapse_limit Session Immediate User FROM-リストのサイズ
を設定します。これを
超えると、̀JOIN`構成が
フラット化されません。

krb_caseins_users Cluster Reload EPAS
service
account

Kerberos および GSS-
API ユーザ名を大文字
小文字しないものとし
て扱うかどうかを設定
します。

krb_server_keyfile Cluster Reload EPAS
service
account

Kerberos サーバーキー
ファイルの場所を設定
します。

lc_collate Database Preset n/a 照合順序オーダーロ
ケールを表示します。

lc_ctype Database Preset n/a 文字分類と大文字小文
字変換ロケールを表示
します。

lc_messages Session Immediate Superuser メッセージを表示する
言語を設定します。
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lc_monetary Session Immediate User 金額をフォーマットす
るためのロケールを設
定します。

lc_numeric Session Immediate User 数値をフォーマットす
るためのロケールを設
定します。

lc_time Session Immediate User 日付と時刻の値をフ
ォーマットするための
ロケールを設定します。

listen_addresses Cluster Restart EPAS
service
account

監視するするホスト名
前または IPアドレスを
設定します。

local_preload_libraries Clus-
ter/Session

Reload/ImmediateEPAS
service ac-
count/User

各バックエンドにプリ
ロードする共有ライブ
ラリを一覧表示します。
（セッションスタートに
`PGOPTIONS`で設定す
ることもできます。）

lock_timeout Session Immediate User ステートメントがロッ
クを待機できる最大時
間を設定します。

lo_compat_privileges Session Immediate Superuser ラージオブジェクトの
権限チェックの下位互
換性モードを有効にし
ます。

log_autovacuum_min_duration Cluster Reload EPAS
service
account

オートバキュームアク
ションがログに記録さ
れる最小実行時間を設
定します。

log_checkpoints Cluster Reload EPAS
service
account

各チェックポイントを
ログに記録します。
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log_connections Clus-
ter/Session

Reload/ImmediateEPAS
service ac-
count/User

成功した各接続をログ
に記録します。（セッシ
ョンスタートに `PGOP-
TIONS`で設定すること
もできます。）

log_destination Cluster Reload EPAS
service
account

サーバーログ出力先を
設定します。

log_directory Cluster Reload EPAS
service
account

ログファイルの宛先デ
ィレクトリを設定しま
す。

log_disconnections Clus-
ter/Session

Reload/ImmediateEPAS
service ac-
count/User

期間を含む、セッショ
ンの終了をログに記録
します。 （セッショ
ンスタートに `PGOP-
TIONS`で設定すること
もできます。）

log_duration Session Immediate Superuser 完了した各 SQLステー
トメントの期間をログ
に記録します。

log_error_verbosity Session Immediate Superuser ログに記録されたメッ
セージの冗長性を設定
します。

log_executor_stats Session Immediate Superuser エクゼキュータのパフ
ォーマンス統計をサー
バーログに書き込みま
す。

log_file_mode Cluster Reload EPAS
service
account

ログファイルのファイ
ル権限を設定します。
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log_filename Cluster Reload EPAS
service
account

ログファイルのファイ
ル名前パターンを設定
します。

log_hostname Cluster Reload EPAS
service
account

ホスト名前を接続ログ
に記録します。

log_line_prefix Cluster Reload EPAS
service
account

各ログ行の前に付けら
れる情報を制御します。

log_lock_waits Session Immediate Superuser 長いロック待機をログ
に記録します。

log_min_duration_statement Session Immediate Superuser ステートメントがログ
に記録される最小実行
時間を設定します。

log_min_error_statement Session Immediate Superuser このレベル以上でエ
ラーを生成するすべて
のステートメントがロ
グに記録されます。

log_min_messages Session Immediate Superuser ログに記録されるメッ
セージレベルを設定し
ます。

log_parser_stats Session Immediate Superuser パーサのパフォーマン
ス統計をサーバーログ
に書き込みます。

log_planner_stats Session Immediate Superuser プランナのパフォーマ
ンス統計をサーバーロ
グに書き込みます。

log_rotation_age Cluster Reload EPAS
service
account

自動ログファイルロー
テーションは N分後に
発生します。
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log_rotation_size Cluster Reload EPAS
service
account

ログファイルの自動
ローテーションは、Nキ
ロバイト後に発生しま
す。

log_statement Session Immediate Superuser ログに記録されるス
テートメントのタイプ
を設定します。

log_statement_stats Session Immediate Superuser 累積パフォーマンス統
計をサーバーログに書
き込みます。

log_temp_files Session Immediate Superuser このキロバイト数より
大きい一時ファイルの
使用をログに記録しま
す。

log_timezone Cluster Reload EPAS
service
account

ログメッセージで使用
するタイムゾーンを設
定します。

log_truncate_on_rotation Cluster Reload EPAS
service
account

ログローテーション中
に同じ名前の既存のロ
グファイルを切り捨て
ます。

logging_collector Cluster Restart EPAS
service
account

サブプロセスを開始し
て、stderr出力や csvロ
グをログファイルにキ
ャプチャします。

maintenance_work_mem Session Immediate User メンテナンス操作に使
用する最大メモリを設
定します。

max_connections Cluster Restart EPAS
service
account

同時接続の最大数を設
定します。
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max_files_per_process Cluster Restart EPAS
service
account

サーバプロセスごとに
同時に開くファイルの
最大数を設定します。

max_function_args Cluster Preset n/a ファンクション引数の
最大数を表示します。

max_identifier_length Cluster Preset n/a 識別子の最大長さを表
示します。

max_index_keys Cluster Preset n/a インデックスキーの最
大数を表示します。

max_locks_per_transaction Cluster Restart EPAS
service
account

トランザクションごと
のロックの最大数を設
定します。

max_pred_locks_per_transactionCluster Restart EPAS
service
account

トランザクションごと
の述語ロックの最大数
を設定します。

max_prepared_transactions Cluster Restart EPAS
service
account

同時に準備されるトラ
ンザクションの最大数
を設定します。

max_replication_slots Cluster Restart EPAS
service
account

同時に定義されるレプ
リケーションスロット
の最大数を設定します。

max_stack_depth Session Immediate Superuser 最大スタック深度をキ
ロバイトで設定します。

max_standby_archive_delay Cluster Reload EPAS
service
account

ホットスタンバイサー
バがアーカイブされた
WALデータを処理して
いるときにクエリをキ
ャンセルするまでの最
大遅延を設定します。
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max_standby_streaming_delay Cluster Reload EPAS
service
account

ホットスタンバイサー
バがストリーミングさ
れたWALデータを処理
しているときにクエリ
をキャンセルするまで
の最大遅延を設定しま
す。

max_wal_senders Cluster Restart EPAS
service
account

同時に実行されるWAL
送信者プロセスの最大
数を設定します。

max_wal_size Cluster Reload EPAS
service
account

自動WALチェックポイ
ント間で WAL が拡大
する最大サイズを設定
します。デフォルトは
1GBです。

max_worker_processes Cluster Restart EPAS
service
account

同時ワーカープロセス
の最大数。

min_wal_size Cluster Reload EPAS
service
account

WALログが削除される
のではなくリサイクル
されるしきい値を設定
します。デフォルトは
メガバイトです。

nls_length_semantics Session Immediate Superuser char、varchar、varchar2、
および long列に使用す
るセマンティクスを設
定します。

X

odbc_lib_path Cluster Restart EPAS
service
account

ODBCライブラリのパ
スを設定します。

X

optimizer_mode Session Immediate User デフォルトのオプティ
マイザモード。

X

oracle_home Cluster Restart EPAS
service
account

オラクルホームディレ
クトリのパスを設定し
ます。

X
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password_encryption Session Immediate User パスワードを暗号化し
ます。

pg_prewarm.autoprewarm Cluster Restart EPAS
service
account

`autoprewarm`バックグ
ラウンドワーカを有効
にします。

X

pg_prewarm.autoprewarm_intervalCluster Reload EPAS
service
account

`autoprewarm`が共有バ
ッファーをダンプする
までの最小秒数を設定
します。

X

port Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーがリッスンす
る TCPポートを設定し
ます。

post_auth_delay Clus-
ter/Session

Reload/ImmediateEPAS
service ac-
count/User

認証後、接続のスター
トアップを N 秒待機
します。 （セッショ
ンスタートに `PGOP-
TIONS`で設定すること
もできます。）

pre_auth_delay Cluster Reload EPAS
service
account

接続のスタートアップ
を N秒間待ってから認
証します。

qreplace_function Session Immediate Superuser クエリ置換ファンクシ
ョンで使用する機能。
注：内部使用のみ。

X

query_rewrite_enabled Session Immediate User 子テーブルのスキャン
は、クエリーにマッチ
する行がないことがコ
ンストレインによって
保証されている場合は
スキップされたされま
す。

X

query_rewrite_integrity Session Immediate Superuser 問い合わせ書き換えを
強制する度合いを設定
します。

X
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quote_all_identifiers Session Immediate User SQLフラグメントを生
成するときは、すべて
の識別子をクオートで
囲んでください。

random_page_cost Session Immediate User 順次フェッチされない
ディスクページのコス
トのプランナーの見積
もりを設定します。

restart_after_crash Cluster Reload EPAS
service
account

バックエンドがクラッ
シュした後、サーバー
を再初期化します。

search_path Session Immediate User スキーマ修飾されてい
ない名前のスキーマ検
索オーダーを設定しま
す。

segment_size Cluster Preset n/a ディスクファイルあた
りのページ数を表示し
ます。

seq_page_cost Session Immediate User 順次フェッチされるデ
ィスクページのコスト
のプランナーの見積も
りを設定します。

server_encoding Database Preset n/a サーバー（データベー
ス）のキャラクタセッ
トエンコーディングを
設定します。

server_version Cluster Preset n/a サーババージョンを表
示します。

server_version_num Cluster Preset n/a サーババージョンを整
数で表示します。
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session_preload_libraries Session Immediate
but only at
connection
start

Superuser 各バックエンドにプリ
ロードする共有ライブ
ラリを一覧表示します。

session_replication_role Session Immediate Superuser トリガーと書き換え
ルールのセッションの
動作を設定します。

shared_buffers Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーが使用する共
有メモリバッファーの
数を設定します。

shared_preload_libraries Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーにプリロード
する共有ライブラリを
一覧表示します。

sql_inheritance Session Immediate User サブテーブルがデフォ
ルトでさまざまなコマ
ンドに含まれるように
します。

ssl Cluster Restart EPAS
service
account

SSL 接続を有効にしま
す。

ssl_ca_file Cluster Restart EPAS
service
account

SSL 証明書権限ファイ
ルの場所。

ssl_cert_file Cluster Restart EPAS
service
account

SSL サーバー証明書フ
ァイルの場所。

ssl_ciphers Cluster Restart EPAS
service
account

許可される SSL暗号の
リストを設定します。
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ssl_crl_file Cluster Restart EPAS
service
account

SSL 証明書失効リスト
ファイルの場所。

ssl_ecdh_curve Cluster Restart EPAS
service
account

ECDH に使用する曲線
を設定します。

ssl_key_file Cluster Restart EPAS
service
account

SSL サーバーのプライ
ベートキーファイルの
場所。

ssl_prefer_server_ciphers Cluster Restart EPAS
service
account

サーバーの暗号スイー
トのオーダーを優先し
ます。

ssl_renegotiation_limit Session Immediate User 暗号化キーを再ネゴシ
エートする前に送受信
するトラフィックの量
を設定します。

standard_conforming_strings Session Immediate User '...'文字列でバックスラ
ッシュを文字通り処理
します。

statement_timeout Session Immediate User ステートメントの最大
許容期間を設定します。

stats_temp_directory Cluster Reload EPAS
service
account

指定されたディレクト
リに一時統計ファイル
を書き込みます。

supe-
ruser_reserved_connections

Cluster Restart EPAS
service
account

スーパーユーザー用に
予約ている接続スロッ
トの数を設定します。

synchronize_seqscans Session Immediate User 同期シークエンシャル
スキャンを有効にしま
す。
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synchronous_commit Session Immediate User コミット時に即時 fsync
を設定します。

synchronous_standby_names Cluster Reload EPAS
service
account

潜在的な同期的スタン
バイの名前のリスト。

syslog_facility Cluster Reload EPAS
service
account

syslog が有効な場合に
使用される syslog *機
能*を設定します。

syslog_ident Cluster Reload EPAS
service
account

syslogで PostgreSQLメ
ッセージを識別するた
めに使用されるプログ
ラム名前を設定します。

tcp_keepalives_count Session Immediate User TCPキープアライブ再
送信の最大数。

tcp_keepalives_idle Session Immediate User TCPキープアライブを
発行する間の時間。

tcp_keepalives_interval Session Immediate User TCPキープアライブが
再送信する間の時間。

temp_buffers Session Immediate User 各セッションで使用さ
れる一時バッファーの
最大数を設定します。

temp_file_limit Session Immediate Superuser 各セッションで使用さ
れるすべての一時ファ
イルの合計サイズを制
限します。

temp_tablespaces Session Immediate User 一時テーブルとソー
トファイルに使用す
るテーブルテーブルス
ペースを設定します。
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timed_statistics Session Immediate User 時限統計の記録を有効
にします。

X

timezone Session Immediate User タイムスタンプを表示
および解釈するための
タイムゾーンを設定し
ます。

timezone_abbreviations Session Immediate User タイムゾーンの略語の
ファイルを選択します。

trace_hints Session Immediate User 尊重されるヒントに関
するデバッグ情報を出
力します。

X

trace_notify Session Immediate User `LISTEN`および `NO-
TIFY`のデバッグ出力
を生成します。

trace_recovery_messages Cluster Reload EPAS
service
account

リカバリ関連のデバッ
グ情報のロギングを有
効にします。

trace_sort Session Immediate User 並べ替えの際のリソー
ス使用量に関する情報
を出力します。

track_activities Session Immediate Superuser コマンドの実行に関す
る情報を収集します。

track_activity_query_size Cluster Restart EPAS
service
account

`pg_stat_activity.current_query`用
に予約ているサイズを
バイト単位で設定しま
す。

track_counts Session Immediate Superuser データベース活動状況
に関する統計を収集し
ます。

track_functions Session Immediate Superuser データベース活動状況
に関する機能レベルの
統計を収集します。
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track_io_timing Session Immediate Superuser データベース I / Oアク
ティビティのタイミン
グ統計を収集します。

transaction_deferrable Session Immediate User 読み取り専用のシリア
ライザブルトランザク
ションを、シリアル化
の失敗が発生すること
なく実行できるように
なるまで延期するかど
うか。

transaction_isolation Session Immediate User 現在のトランザクショ
ンの隔離レベルを設定
します。

transaction_read_only Session Immediate User 現在のトランザクショ
ンの読み取り専用ス
テータスを設定します。

transform_null_equals Session Immediate User `*expr=NULL*`を
`*expr IS NULL*`とし
て扱います。

unix_socket_directories Cluster Restart EPAS
service
account

Unixドメインソケット
が作成されるディレク
トリを設定します。

unix_socket_group Cluster Restart EPAS
service
account

Unixドメインソケット
の所有グループを設定
します。

unix_socket_permissions Cluster Restart EPAS
service
account

Unixドメインソケット
のアクセス許可を設定
します。
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update_process_title Session Immediate Superuser プロセスタイトルを更
新して、アクティブな
SQLコマンドを表示し
ます。

utl_encode.uudecode_redwood Session Immediate User Oracle で作成された
uuencode データのデ
コードを許可します。

X

utl_file.umask Session Immediate User `UTL_FILE`パッケージ
を介して作成された
ファイルに使用される
Umask。

X

vacuum_cost_delay Session Immediate User ミリ秒単位の真空コス
ト遅延。

vacuum_cost_limit Session Immediate User 昼寝前に利用可能な真
空コスト額。

vacuum_cost_page_dirty Session Immediate User 真空で汚れたページの
バキュームコスト。

vacuum_cost_page_hit Session Immediate User バッファキャッシュで
見つかったページの真
空コスト。

vacuum_cost_page_miss Session Immediate User バッファキャッシュに
見つからないページの
真空コスト。

vacuum_defer_cleanup_age Cluster Reload EPAS
service
account

`VACUUM`お よ び
`HOT`のクリーンアッ
プを遅延する必要があ
るトランザクションの
数（ある場合）。

vacuum_freeze_min_age Session Immediate User `VACUUM`がテーブル
行をフリーズする最小
年齢。
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vacuum_freeze_table_age Session Immediate User `VACUUM`がテーブル
全体をスキャンしてタ
プルをフリーズする年
齢。

vac-
uum_multixact_freeze_min_age

Session Immediate User `VACUUM`がテーブル
行の MultiXactId をフ
リーズする最小年齢。

vac-
uum_multixact_freeze_table_age

Session Immediate User `VACUUM`がタプルを
フリーズするために
テーブル全体をスキャ
ン必要があるMultixact
の年齢。

wal_block_size Cluster Preset n/a 先行書き込みログにブ
ロックサイズを表示し
ます。

wal_buffers Cluster Restart EPAS
service
account

WALの共有メモリ内の
ディスクページバッフ
ァの数を設定します。

wal_keep_segments Cluster Reload EPAS
service
account

スタンバイサーバ用に
保持されるWALファイ
ルの数を設定します。

wal_level Cluster Restart EPAS
service
account

WALに書き込まれる情
報のレベルを設定しま
す。

wal_log_hints Cluster Restart EPAS
service
account

重要でない変更の場合
でも、チェックポイン
ト後に最初に変更され
たときにページ全体を
WALに書き込みます。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Parameter Scope of

Effect
When
Takes
Effect

Autho-
rized<br
/><br
/>User

Description EPAS
Only

wal_receiver_status_interval Cluster Reload EPAS
service
account

WALレシーバステータ
スレポートからプライ
マリへの最大インター
バルを設定します。

wal_receiver_timeout Cluster Reload EPAS
service
account

プライマリからデータ
を受信するための最大
待機時間を設定します。

wal_segment_size Cluster Preset n/a 先行書き込みログセグ
メントあたりのページ
数を表示します。

wal_sender_timeout Cluster Reload EPAS
service
account

WALレプリケーション
を待機する最大時間を
設定します。

wal_sync_method Cluster Reload EPAS
service
account

ディスクにWAL更新を
強制するために使用さ
れるメソッドを選択し
ます。

wal_writer_delay Cluster Reload EPAS
service
account

WAL フラッシュ間の
WALライタのスリープ
時間。

work_mem Session Immediate User クエリーワークスペー
スに使用される最大メ
モリを設定します。

xloginsert_locks Cluster Restart EPAS
service
account

同時 xlog挿入に使用さ
れるロックの数を設定
します。

xmlbinary Session Immediate User バイナリ値を XML で
エンコードする方法を
設定します。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Parameter Scope of

Effect
When
Takes
Effect

Autho-
rized<br
/><br
/>User

Description EPAS
Only

xmloption Session Immediate User 暗黙的なパースおよび
シリアル化操作のXML
データをドキュメント
と見なすかコンテンツ
フラグメントと見なす
かを設定します。

zero_damaged_pages Session Immediate Superuser 破損したページヘッ
ダーを超えて処理を続
行します。

3.1.3 Configuration Parameters by Functionality

</ div>

このセクションでは、構成パラメーターの特定のグループについて詳しく説明します。

各パラメータのセクション見出しの後に、属性のリストが続きます。

• Parameter Type.パラメータが受け入れることができる値のタイプ。パラメータタイプの値につい
ては、Setting Configuration Parametersセクションを参照してください。

• Default Value.構成ファイルで値が明示的に設定されていない場合のデフォルト設定。

• Range.許可される値のレンジ。

• Minimum Scope of Effect.個別の設定を行うことができる最小のスコープ。通常、個別の設定の
最小スコープは、cluster全体（クラスター内のすべてのデータベースとそのセッションで同じで
す）、または per session（設定はロール、データベース、または個別のセッションによって異なり
ます）です。（この属性の意味は、表の Scope of Effect列と同じです）。

• When Value Changes Take Effect.パラメーターの値への変更を有効にするために必要な最小侵
襲アクション。構成ファイルで行われたすべてのパラメータ設定の変更は、データベースサーバを
リスタートすると有効になります。ただし、特定のパラメーターにはデータベースサーバ restart

が必要です。一部のパラメータ設定の変更は、データベースサーバを停止せずに、構成ファイルの
reloadを使用して有効にできます。最後に、他のパラメータ設定の変更は、結果が immediateで
あるクライアントサイドアクションで有効にすることができます。（この属性は、表の When Takes

Effect列と同じ意味を持ちます）。

• Required Authorization to Activate.パラメーターの設定の変更を有効にするユーザ認証のタ
イプ。データベースサーバのリスタートまたは構成ファイルのリロードが必要な場合、ユーザは EPAS
サービスアカウント（Advanced Server 互換性インストールモードに応じて enterprisedb または
postgres）でなければなりません。（この属性の意味は、表の Authorized User列と同じです）。
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Top Performance Related Parameters

</ div>

このセクションでは、パフォーマンスに最も直接的インパクトを与える構成パラメーターについて説明し
ます。

shared_buffers

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 32MB

範囲： 128kBからシステムに依存

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

データベースサーバが共有メモリバッファに使用するメモリ量を設定します。デフォルトは通常 32メガバ
イト（32MB）ですが、カーネル設定でサポートされていない場合は（initdbで決定されたように）少なく
なる場合があります。この設定は少なくとも 128キロバイトでなければなりません。（BLCKSZのデフォル
ト以外の値は最小値を変更します。）ただし、パフォーマンスを向上させるには通常、最小値よりも大幅に
高い設定が必要です。

1GB以上の RAMを備えた専用のデータベースサーバがある場合、shared_buffersの妥当な開始値はシ
ステムのメモリの 25％です。shared_buffersのラージ設定でも効果的なワークロードがいくつかありま
すが、Advanced Serverはオペレーティングシステムキャッシュにも依存しているため、shared_buffers

への RAMの 40％以上のアロケーションが少ない量よりもうまく機能することはほとんどありません。

RAMが 1GBより小さいのシステムでは、オペレーティングシステム用に十分なスペースを確保するため
に、RAMの割合を減らすのが適切です（これらの状況では、メモリの 15％がより一般的です）。また、
Windows、shared_buffersのラージ値はそれほど効果的ではありません。設定を比較的低く保ち、代わ
りにオペレーティングシステムキャッシュをより多く使用すると、より良い結果が得られる場合がありま
す。Windowsシステムでの shared_buffersの有効なレンジは、一般に 64MBから 512MBです。

このパラメータを大きくすると、 Advanced Serverは、オペレーティングシステムのデフォルト構成で許
可されているよりも多くの System V共有メモリを要求する場合があります。必要に応じてこれらのパラ
メーターを調整する方法については、* PostgreSQL Core Documentation *のセクション Shared Memory and

Semaphoresを参照してください。
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work_mem

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 1MB

範囲： 64kBから 2097151kB

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

一時ディスクファイルに書き込む前に、内部ソート操作とハッシュテーブルによって使用されるメモリの
量を指定します。値のデフォルトは 1メガバイト（1MB）です。複雑なクエリーでは、いくつかの並べ替え
またはハッシュ操作が並行して実行される場合があることに注意してください。各オペレーションは、一
時ファイルへのデータの書き込みを開始する前に、この値が指定するだけのメモリを使用できます。また、
実行中の複数のセッションがこのような操作を同時に実行している可能性があります。したがって、使用
される合計メモリは work_memの値の何倍にもなります。値を選択するときは、この事実に留意する必要
があります。ソート操作は、ORDER BY、DISTINCT、およびマージ結合に使用されます。ハッシュテーブル
は、ハッシュ結合、ハッシュベースの集約、および INサブクエリのハッシュベースの処理で使用されます。

通常、妥当な値は 4MB～64MBで、マシンのサイズ、予想される同時接続数（max_connectionsで決定）、
およびクエリの複雑さによって異なります。

maintenance_work_mem

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 16MB

範囲： 1024kB～2097151kB

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

VACUUM、CREATE INDEX、ALTER TABLE ADD FOREIGN KEYなどのメンテナンス操作で使用されるメモリ
の最大量を指定します。デフォルトは 16メガバイト（16MB）です。データベースセッションで一度に実
行できるのはこれらの操作の 1つだけであり、通常、インストールではそれらの多くが同時に実行されな
いため、この値を work_memよりも大幅に大きく設定しても安全です。設定を大きくすると、バキューム
処理およびデータベースダンプの復元のパフォーマンスが向上する場合があります。

オートバキュームを実行すると、このメモリが autovacuum_max_workers倍まで割り当てられる可能性が
あるため、デフォルト値を高く設定しないように注意してください。
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ルールとして、これをシステムメモリの約 5％に設定することをお勧めしますが、約 512MBを超えない
ようにしてください。値を大きくしても、必ずしもパフォーマンスが向上するとは限りません。

wal_buffers

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 64kB

範囲： 32kBからシステムに依存

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

WALデータ用の共有メモリで使用されるメモリの量。デフォルトは 64キロバイト（64kB）です。データ
はトランザクションコミットされるたびにディスクに書き出されるため、設定は 1つの典型的なトランザ
クションによって生成されるWALデータの量を保持するのに十分なラージさである必要があります。

このパラメータを大きくすると、 Advanced Serverは、オペレーティングシステムのデフォルト構成で許
可されているよりも多くの System V共有メモリを要求する場合があります。必要に応じてこれらのパラ
メーターを調整する方法については、* PostgreSQL Core Documentation *のセクション「共有メモリとセマ
フォ」を参照してください。

この非常に小さな設定でも常に問題が発生するとは限りませんが、余分な fsync呼び出しが発生し、シス
テム全体のスループットが低下する場合があります。この値を 1MB程度に増やすと、この問題を軽減で
きます。非常にビジーなシステムでは、最大約 16MBまでのさらに高い値が必要になる場合があります。
shared_buffersと同様に、このパラメータは Advanced Serverの初期共有メモリアロケーションを増やし
ます。そのため、これを増やすと Advanced Serverのスタートエラーが発生する場合、オペレーティングシ
ステムの制限を増やす必要があります。

checkpoint_segments

</ div>

廃止されました。このパラメータは Advanced Serverでサポートされていません。

checkpoint_completion_target

</ div>

パラメータタイプ：浮動小数点

デフォルト値： 0.5

範囲： 0から 1

効果の最小範囲：クラスター

3.1. Configuration Parameters 67



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

チェックポイント完了のターゲットを、チェックポイント間の合計時間の一部として指定します。これに
より、システムが次のチェックポイントに向けて作業を開始する間にチェックポイントの書き込みが広が
ります。

デフォルトの 0.5は、次のチェックポイントの 50％の準備ができたときにチェックポイントの書き込みを
終了することを意味します。値 0.9は、次のチェックポイントの 90％が完了したときにチェックポイント
の書き込みを終了することを意味するため、より長い時間にわたってチェックポイントの書き込みを調整
し、パフォーマンスのボトルネックのスパイクを回避します。

checkpoint_timeout

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 5分

範囲： 30秒から 3600秒

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

自動WALチェックポイント間の最大時間（秒単位）。デフォルトは 5分（5min）です。このパラメータを
増やすと、クラッシュリカバリに必要な時間を増やすことができます。

checkpoint_timeoutを 15分などの大きな値に増やすと、特に shared_buffersにラージ値を使用する
場合に、システムの I / Oロードを減らすことができます。

前述のチェックポイントパラメータの調整の欠点は、システムが適度な追加のディスクスペースを使用し、
クラッシュが発生したイベントの回復に時間がかかることです。ただし、ほとんどのユーザーにとって、
これはパフォーマンスを大幅に向上させるための小さな価格です。

max_wal_size

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 1ギガバイト

範囲： 2から 2147483647

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント
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max_wal_sizeは、WALが自動WALチェックポイント間で到達する最大サイズを指定します。これはソフ
ト制限です。WALサイズは、特別な状況（高ロード、archive_commandの失敗、または wal_keep_segments

の設定が高い場合）で max_wal_sizeを超えることがあります。

このパラメータを増やすと、クラッシュリカバリに必要な時間を増やすことができます。このパラメータ
は、postgresql.confファイルまたはサーバコマンドラインでのみ設定できます。

min_wal_size

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 80メガバイト

範囲： 2から 2147483647

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

WALディスク使用量が min_wal_sizeで指定された値を下回っている場合、古いWALファイルは削除さ
れるのではなく、チェックポイントで将来使用するためにリサイクルされます。これにより、WAL使用量
の急増にハンドルするために十分なWALスペースが予約れます（ラージバッチジョブの実行時など）。こ
のパラメータは、postgresql.confファイルまたはサーバコマンドラインでのみ設定できます。

bgwriter_delay

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 200ms

範囲： 10msから 10000ms

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

バックグラウンドライタのアクティビティラウンド間の遅延を指定します。各ラウンドで、ライタはいく
つかのダーティバッファ（bgwriter_lru_maxpagesおよび bgwriter_lru_multiplierパラメータで制
御可能）に書き込みを発行します。その後、bgwriter_delayミリ秒スリープし、繰り返します。

デフォルト値は 200ミリ秒（200ms）です。多くのシステムでは、スリープ遅延の有効な解像度は 10ミリ
秒です。bgwriter_delayを 10のマルチプルではない値に設定すると、次に高い 10のマルチプルに設定
した場合と同じ結果になる場合があります。

通常、bgwriter_delayをチューニングするときは、デフォルト値から減らす必要があります。このパラ
メータは、使用率が非常に低いシステムでの電力消費を節約することを除いて、ほとんど増加しません。
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seq_page_cost

</ div>

パラメータタイプ：浮動小数点

デフォルト値： 1

範囲： 0から 1.79769e + 308

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

シリーズのシーケンシャルフェッチのパートであるディスクページフェッチのコストに関するプランナの見
積もりを設定します。デフォルトは 1.0です。この名前は、同じ名前のテーブルスペースパラメータを設定
することにより、特定のテーブルスペースに対してオーバーライドできテーブルスペース。（* PostgreSQL
Core Documentation *の ALTER TABLESPACEコマンドを参照してください）。

デフォルト値はキャッシングがほとんどないことを前提としているため、頻繁に減らすことをお勧めしま
す。データベースが物理的メモリよりも大幅に大きい場合でも、このパラメータを 1より小さい（デフォ
ルト値 1ではなく）に設定して、その方法でより良いクエリープランが得られるかどうかを確認できます。
データベースがメモリ内に完全に収まる場合、この値をさらに大きく、おそらく 0.1に下げることができ
ます。

random_page_cost

</ div>

パラメータタイプ：浮動小数点

デフォルト値： 4

範囲： 0から 1.79769e + 308

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

順次にフェッチされないディスクページのコストに関するプランナの見積もりを設定します。デフォルト
は 4.0です。この名前は、同じ名前のテーブルスペースパラメータを設定することにより、特定のテーブ
ルスペースに対してオーバーライドできテーブルスペース。（* PostgreSQL Core Documentation *の ALTER

TABLESPACEコマンドを参照してください）。

seq_page_costに対してこの値を小さくすると、システムはインデックススキャンを優先します。値を
大きく make と、インデックススキャンのコストが比較的高くなります。両方の値を一緒に増減して、
cpu_tuple_costパラメーターと cpu_index_tuple_costパラメーターで記述される CPUコストに対す
るディスク I / Oコストの重要性を変更できます。

70 第 3章 Database Administration



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

デフォルト値はキャッシングがほとんどないことを前提としているため、頻繁に減らすことをお勧めしま
す。データベースが物理的メモリよりもかなり大きい場合でも、このパラメータを（デフォルトの 4では
なく）2に設定して、その方法でより良いクエリープランが得られるかどうかを確認できます。データベー
スがメモリ内に完全に収まる場合、この値をさらに大きく、おそらく 0.1に下げることができます。

システムで許可されますが、random_page_costを seq_page_costより小さい設定しないでください。た
だし、データベースがほとんどまたは完全にメモリ内に収まるシーケンスは、それらを等しい（または非
常に近い）に設定することはペナルティにかなっていページ。また、大量にキャッシュされたデータベー
スでは、既に RAMにあるページをフェッチするコストが通常よりもはるかに小さいため、CPUパラメー
ターに比べて両方の値を低くする必要があります。

effective_cache_size

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 128MB

範囲： 8kBから 17179869176kB

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

単一のクエリーで使用可能なディスクキャッシュの有効サイズに関するプランナーの仮定を設定します。
これは、インデックスを使用するコストの見積もりに組み込まれます。値が大きいほどインデックススキャ
ンが使用される可能性が高くなり、値が小さいほどシークエンシャルスキャンが使用される可能性が高くな
ります。このパラメータを設定するときは、Advanced Serverの共有バッファーと、 Advanced Serverデー
タファイルに使用されるカーネルのディスクキャッシュの部分の両方を考慮する必要があります。また、
使用可能なスペースを共有する必要があるため、異なるテーブルで予想される同時クエリ数をアカウント
してください。このパラメータは、Advanced Serverによって割り当てられた共有メモリのサイズには影響
せず、カーネルディスクキャッシュも予約しません。推定目的でのみ使用されます。デフォルトは 128メ
ガバイト（128MB）です。

このパラメータの設定が低すぎると、プランナは、有益な場合でもインデックスを使用しないことを決定
する場合があります。effective_cache_sizeを物理的メモリの 50％に設定することは、通常の保守的
な設定です。より積極的な設定は、物理的メモリの約 75％です。

synchronous_commit

</ div>

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと
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値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

コマンドがクライアントに success指示を返す前に、WALレコードがディスクに書き込まれるのをトラ
ンザクションコミットが待機するかどうかを指定します。デフォルトの安全な設定はオンです。オフの場
合、成功がクライアントに報告されてから、トランザクションがサーバクラッシュに対して安全であるこ
とが実際に保証されるまでに遅延が発生する可能性があります。（最大遅延は wal_writer_delayの 3倍
です。）

fsyncとは異なり、このパラメータをオフに設定しても、データベースの不整合のリスクは発生しません。
オペレーティングシステムまたはデータベースクラッシュにより、コミットされた最近のトランザクショ
ンが失われる可能性がありますが、データベースの状態はそれらのトランザクションが失われた場合と同
じになりますきれいに中止しました。

そのため、トランザクションの永続性に関する正確な確実性よりもパフォーマンスが重要な場合、
synchronous_commit をオフにすることは有用な代替手段となります。詳細については、* PostgreSQL
Core Documentation *のセクション Asynchronous Commitを参照してください。

このパラメータはいつでも変更できます。1つのトランザクションの動作は、コミット時に有効な設定に
よって決まります。したがって、一部のトランザクションを同期的にコミットし、他のトランザクションを
非同期的にコミットすることが可能であり、便利です。例、デフォルトが反対の場合に単一のマルチステー
トメントトランザクションコミットするには、トランザクション内で SET LOCAL synchronous_commit

TO OFFを発行します。

edb_max_spins_per_delay

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 1000

範囲： 10から 1000

効果の最小範囲：クラスターごと

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

edb_max_spins_per_delayを使用して、スピンロックの待機中にセッションがスピンする最大回数を指
定します。ロックが取得されない場合、セッションはスリープします。edb_max_spins_per_delayの代
替値を指定しない場合、サーバーは 1000のデフォルト値を適用します。

これは、NUMA（非均一メモリアクセス）アーキテクチャを使用するシステムに役立つ場合があります。
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pg_prewarm.autoprewarm

</ div>

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

このパラメータは、データベースサーバが autoprewarmを実行するかどうかを制御します。autoprewarm

は、シャットダウン前に共有バッファーをディスクに自動的にダンプするバックグラウンドワーカープロ
セスです。次に、サーバーの次回起動時に共有バッファ prewarmsを使用します。つまり、ディスクから
バッファプールにブロックをロードします。

利点は、シャットダウン前にディスクにダンプされたデータをローディングすることにより、サーバーの
再起動後のウォームアップ時間を短縮することです。

pg_prewarm.autoprewarmがオンに設定されている場合、autoprewarmワーカーが有効になります。パラ
メータがオフに設定されている場合、autoprewarmは無効になります。パラメータはデフォルトでオンに
なっています。

autoprewarm を 使 用 す る 前 に 、次 の 例 に 示 す よ う に 、postgresql.conf フ ァ イ ル の
shared_preload_libraries 設定パラメータにリストされているライブラリーに$libdir/pg_prewarm

を追加する必要があります。

shared_preload_libraries = '$libdir/dbms_pipe,$libdir/edb_gen,$libdir/dbms_aq,$libdir/

↪→pg_prewarm'

shared_preload_librariesパラメータを変更した後、データベースサーバをリスタートします。その後、
サーバーが一貫した状態になった直後に、autoprewarmバックグラウンドワーカが起動します。

autoprewarm プロセスは、バッファプールにフリーバッファスペースがなくなるまで、$PGDATA/

autoprewarm.blocks に以前に記録されたブロックのローディングをスタートします。この方法では、
リカバリプロセスまたはクエリを実行するクライアントによってロードされた新しいブロックは置き換え
られません。

autoprewarm プロセスがディスクからのバッファのローディングを完了すると、pg_prewarm.

autoprewarm_interval パラメータで指定されたインターバルで共有バッファをディスクに定期的にダ
ンプします。autoprewarmバックグラウンドワーカの詳細については、pg_prewarm.autoprewarm_interval
を参照してください。次のサーバーのリスタートに、プレウォームプロセスは、ディスクに最後にダンプ
されたブロックで共有バッファを事前にウォームアップします。
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pg_prewarm.autoprewarm_interval

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 300s

範囲： 0秒から 2147483秒

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

これは、autoprewarm バックグラウンドワーカが共有バッファをディスクにダンプするまでの最小秒数
です。デフォルトは 300秒です。0に設定すると、共有バッファーは定期的な間隔ではなく、サーバーが
シャットダウンされたときにのみダンプされます。

autoprewarmバックグラウンドワーカの詳細については、pg_prewarm.autoprewarmを参照してください。

Resource Usage / Memory

</ div>

このセクションの構成パラメータは、メモリに関連するリソース使用量を制御します。

edb_dynatune

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 0

範囲： 0から 100

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ホストマシンの使用可能なリソースの合計とホストマシンの使用目的に基づいて、データベースサーバシ
ステムがホストシステムのリソースをどれだけ使用するかを決定しホスト。

Advanced Serverが最初にインストールされるとき、edb_dynatuneパラメータは、インストールされたホ
ストマシン（開発マシン、混在マシン、または専用サーバー）の選択された使用法に従って設定されます。
ほとんどの場合、データベース管理者が postgresql.confファイルのさまざまな構成パラメーターを調
整してパフォーマンスを向上さオーダー必要はありません。

edb_dynatuneパラメータは、0～100の整数値に設定できます。値を 0にすると、動的チューニング機能
がオフになり、データベースサーバのリソース使用量が postgresql.confファイル内の他の構成パラメー
ターの制御下に完全に残ります。
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ゼロ以外の低い値（1-33など）は、ホストマシンのリソースの最小量をデータベースサーバ専用にします。
この設定は、他の多くのアプリケーションが使用されている開発マシンで使用されます。

34～66のレンジの値は、適度な量のリソースをデータベースサーバ専用にします。この設定は、Advanced
Serverと同じマシンで実行されている他のアプリケーションの固定数を持つ専用アプリケーションサーバー
に使用される場合があります。

最も高い値（67～100など）は、サーバーのリソースのほとんどをデータベースサーバ専用にします。こ
の設定は、Advanced Serverの実行専用のホストマシンに使用されます。

edb_dynatuneの値が選択されると、postgresql.confファイルの他の構成パラメーターを調整すること
により、データベースサーバのパフォーマンスをさらに微調整できます。調整された設定は、edb_dynatune
によって選択された対応する値をオーバーライドします。パラメータの値を変更するには、設定パラメー
タのコメントを外し、目的の値を指定して、データベースサーバを再起動します。

edb_dynatune_profile

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： oltp

範囲： {oltp | reporting | mixed}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

このパラメータは、データベースサーバで予想されるワークロードプロファイルに基づいてチューニング
の側面を制御するために使用されます。

可能な値は次のとおりです。

• oltp.データベースサーバが重いオンライントランザクション処理ワークロードを処理していると
きに推奨されます。

• reporting.大量のデータレポートに使用されるデータベースサーバーに推奨。

• mixed.トランザクション処理とデータレポートの両方を提供するサーバーに推奨。

Resource Usage / EDB Resource Manager

</ div>

このセクションの構成パラメーターは、 EDB Resource Managerを介してリソースの使用を制御します。
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edb_max_resource_groups

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 16

範囲： 0から 65536

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

このパラメータは、 EDB Resource Managerが同時に使用できるリソースグループの最大数を制御します。
edb_max_resource_groupsで指定された値よりも多くのリソースグループを作成できますが、これらのグ
ループのプロセスがアクティブに使用しているリソースグループの数はこの値を超えることはできません。

パラメータ edb_max_resource_groupsは、不足しないように維持する予定のグループ数よりも十分に大
きく設定する必要があります。

edb_resource_group

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値：なし

範囲：該当なし

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

edb_resource_groupパラメータを、グループのリソースタイプ設定に従って、EDB Resource Managerに
よって現在のセッションが制御されるリソースグループの名前に設定します。

パラメータが設定されていない場合、現在のセッションは EDB Resource Managerを使用しません。

Query Tuning

</ div>

このセクションでは、オプティマイザのヒントに使用される構成パラメーターについて説明します。
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enable_hints

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

enable_hintsがオンの場合、SQLコマンドに埋め込みれたオプティマイザーヒントが利用されます。こ
のパラメータがオフの場合、オプティマイザーのヒントは無視されます。

Query Tuning / Planner Method Configuration

</ div>

このセクションでは、プランナメソッドの構成に使用される構成パラメーターについて説明します。

edb_enable_pruning

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

TRUEに設定すると、edb_enable_pruningにより、クエリープランナはテーブルパーティションを早期
にプルーニングできます。Early-pruningは、クエリープランナがクエリープランを生成するクエリー
beforeで検索されないパーティションを prune（つまり無視）できることを意味します。これにより、検
索されないパーティションのクエリープランの生成が排除されるため、パフォーマンス時間が向上します。

逆に、late-pruningは、クエリープランナがパーティション afterをプルーニングして、各パーティショ
ンのクエリープランを生成することを意味します。（constraint_exclusion設定パラメータは、遅延プ
ルーニングを制御します。）

早期プルーニングの機能は、WHERE句のクエリーの性質に依存します。アーリープルーニングは、WHERE

column = literal型のコンストレインを持つシンプルクエリ（たとえば、WHERE deptno = 10)など）で
のみ使用できます。

アーリープルーニングは、WHERE column = expression（WHERE deptno = 10 + 5)など）などのより
複雑な問い合わせには使用されません。
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Reporting and Logging / What to Log

</ div>

このセクションの構成パラメータは、レポートとロギングを制御します。

trace_hints

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

ヒントがプランナによって使用されたかどうかに関するより詳細な情報を提供するには、オプティマイザ
のヒント機能とともに使用します。client_min_messagesおよび trace_hints構成パラメーターを次の
ように設定します。

SET client_min_messages TO info;

SET trace_hints TO true;

以下に示す NO_INDEXヒント付きの SELECTコマンドは、前述の構成パラメーターが設定されたときに生成
される追加情報を示しています。

EXPLAIN SELECT /*+ NO_INDEX(accounts accounts_pkey) */ * FROM accounts

WHERE aid = 100;

INFO: [HINTS] Index Scan of [accounts].[accounts_pkey] rejected because

of NO_INDEX hint.

INFO: [HINTS] Bitmap Heap Scan of [accounts].[accounts_pkey] rejected

because of NO_INDEX hint.

* QUERY PLAN

-------------------------------------------------------------

Seq Scan on accounts (cost=0.00..14461.10 rows=1 width=97)

* Filter: (aid = 100)

(2 rows)
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edb_log_every_bulk_value

</ div>

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：スーパーユーザー

一括処理は、結果のステートメントをAdvanced Serverログファイルと EDB Auditログファイルの両方に記
録します。ただし、一括処理ですべてのステートメントをロギングに記録するにはコストがかかります。こ
れは、edb_log_every_bulk_value設定パラメータによって制御できます。trueに設定すると、一括処理
のすべてのステートメントがログに記録されます。一括実行中に、edb_log_every_bulk_valueが false

に設定されている場合、ログメッセージは一括処理ごとに 1回、処理された行数とともに記録されます。
さらに、期間はバルク処理ごとに 1回発行されます。デフォルトは falseに設定されています。

Auditing Settings

</ div>

このセクションでは、Advanced Serverデータベース監査機能で使用される構成パラメーターについて説明
します。

edb_audit

</ div>

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： none

範囲： {none | csv | xml}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

データベース監査を有効または無効にします。値 xmlまたは csvは、データベース監査を有効にします。
これらの値は、監査情報がキャプチャされるファイル形式を表します。noneはデータベース監査を無効に
し、これもデフォルト。
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edb_audit_directory

</ div>

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： edb_audit

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

監査ログファイルが作成されるディレクトリを指定します。ディレクトリのパスは、Advanced Server data
ディレクトリに対する絶対パスまたは相対パスにすることができます。

edb_audit_filename

</ div>

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： audit-%Y%m%d_%H%M%S

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

監査情報が保存される監査ファイルのファイル名前を指定します。デフォルトのファイル名前は
audit-%Y%m%d_%H%M%S です。エスケープシーケンス%Y, %m などは、システムの日付と時刻に応じて適
切な現在の値に置き換えられます。

edb_audit_rotation_day

</ div>

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： every

範囲：{none | every | sun | mon | tue | wed | thu | fri | sat} ...

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント
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監査ファイルをローテートする曜日を指定します。有効な値は、sun、mon、tue、wed、thu、fri、sat、
every、および noneです。ローテーションを無効にするには、値を noneに設定します。ファイルを毎日
ローテートするには、edb_audit_rotation_dayの値を everyに設定します。特定の曜日にファイルを
ローテートするには、値を目的の曜日に設定します。

edb_audit_rotation_size

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 0MB

範囲： 0MBから 5000MB

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ファイルのローテーションが強制されるときのファイルサイズのしきい値をメガバイト単位で指定します。
デフォルト値は 0MBです。パラメータがコメント化されているか、0に設定されている場合、サイズごと
のファイルのローテーションは発生しません。

edb_audit_rotation_seconds

</ div>

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 0s

範囲： 0秒から 2147483647秒

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

新しいログファイルを作成するローテーション時間を秒単位で指定します。この機能を無効にするには、
このパラメータを 0に設定します。
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edb_audit_connect

</ div>

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： failed

範囲： {none | failed | all}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ユーザーによるデータベースコネクション試行の監査を有効にします。すべての接続試行の監査を無効に
するには、edb_audit_connectを noneに設定します。失敗したすべての接続試行を監査するには、値を
failedに設定します。すべての接続試行を監査するには、値を allに設定します。

edb_audit_disconnect

</ div>

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： none

範囲： {none | all}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

接続ユーザーによるデータベース切断の監査を有効にします。切断の監査を有効にするには、値を allに
設定します。無効にするには、値を noneに設定します。

edb_audit_statement

</ div>

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： ddl, error

範囲：{none | ddl | dml | insert | update | delete | truncate | select | error | create

| drop | alter | grant | revoke | rollback | set | all | { select | update | delete |

insert }@groupname} ...

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み
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有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

この設定パラメータは、特定の SQLコマンドに関連するステートメントだけでなく、SQLステートメント
のさまざまなカテゴリーの監査を指定するために使用されます。エラーをログに記録するには、パラメー
タ値を errorに設定します。CREATE TABLE、ALTER TABLEなどのすべてのDDLステートメントを監査す
るには、パラメータ値を ddlに設定します。特定のタイプの DDLステートメントを監査するために、パラ
メータ値にそれらの特定の SQLコマンド（create、drop、または alter）を含めることができます。さら
に、create table、create view、drop roleなどのコマンドの後にオブジェクトタイプを指定できます。
INSERT、UPDATE、DELETE、または TRUNCATEなどのすべての変更ステートメントは、edb_audit_statement
を dmlに設定して監査できます。特定のタイプの DMLステートメントを監査するために、パラメータ値
に特定の SQLコマンド、insert、update、delete、または truncateを含めることができます。これら
の SQLコマンドに関するステートメントを監査するには、パラメータ値 select、grant、revoke、または
rollbackを含めます。SETステートメントを監査するには、SETにパラメータ値を含めます。値を allに
設定すると、すべてのステートメントが監査されますが、noneはこの機能を無効にします。オブジェクト
ごとのレベルの監査では、SELECT、UPDATE、DELETE、INSERTステートメント、(@)などのオブジェクト
権限で許可された操作を監査しますテーブル。特定のタイプのオブジェクトを監査するには、監査するオ
ブジェクトグループの名前を指定します。edb_audit_statementパラメータには、(@) includeおよび (-)

excludeシンボルを持つグループ名前に関連付けられた特定の SQLコマンド（select、update、delete、
または insert）を含めることができます。

edb_audit_tag

</ div>

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値：なし

最小効果範囲：セッション

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：ユーザー

edb_auditパラメータが csvまたは xmlに設定されている場合、edb_audit_tagを使用して、監査ログ
に含まれる文字列値を指定します。

edb_audit_destination

</ div>

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： file

範囲： {file | syslog}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント
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監査ログ情報を、edb_audit_directoryパラメータで指定されたディレクトリに記録するか、syslogプ
ロセスで管理されるディレクトリとファイルに記録するかを指定します。edb_audit_directoryで指定
されたディレクトリを使用するには、fileに設定します（デフォルト設定）。

/etc/syslog.confファイルで構成された syslogプロセスとその場所を使用するには、syslogに設定し
ます。syslog設定は、Linuxホストで実行されている Advanced Serverでのみ有効であり、Windowsシス
テムではサポートされていません。

!!! Note *最近のLinuxバージョンでは、syslogは rsyslogに置き換えられ、構成ファイルは/etc/rsyslog.

confにあります。

edb_log_every_bulk_value

</ div>

edb_log_every_bulk_valueについては、edb_log_every_bulk_valueを参照してください。

Client Connection Defaults / Locale and Formatting

</ div>

このセクションでは、ロケールとフォーマットに影響する構成パラメーターについて説明します。

icu_short_form

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値：なし

範囲：該当なし

最小効果範囲：データベース

値の変更が有効になるとき： n / a

有効化に必要な承認：該当なし

設定パラメータ icu_short_formは、データベースまたは Advanced Serverインスタンスに割り当てられ
たデフォルトの ICU短縮名前を含むパラメータです。ICUの短いフォームと Unicode照合アルゴリズムに
関する一般情報については、Unicode Collation Algorithmを参照してください。

この設定パラメータは、CREATE DATABASEコマンドを ICU_SHORT_FORMパラメータと一緒に使用する場
合に設定されます。この場合、このデータベースに接続するときに、指定された短いフォーム名前が設定
されて icu_short_form設定パラメータに表示されるか、initdbで Advanced Serverインスタンスが作成
されます--icu_short_formオプションと一緒に使用されるコマンド。この場合、指定された短いフォー
ム名前が設定され、その Advanced Serverインスタンスのデータベースに接続するときに icu_short_form

設定パラメータに表示されます。データベースは、異なる shortを持つ独自の ICU_SHORT_FORMパラメー
タでそれをオーバーライドしませんフォーム

説明した方法で設定すると、icu_short_form設定パラメータは変更できません。
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Client Connection Defaults / Statement Behavior

</ div>

このセクションでは、ステートメントの動作に影響する構成パラメーターについて説明します。

default_heap_fillfactor

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 100

範囲： 10から 100

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

CREATE TABLEコマンドで FILLFACTORストレージパラメータが省略されている場合に、テーブルの fillfactor
を設定します。

テーブルのfillfactorは 10～100の割合です。100（完全なパッキング）がデフォルト。より小さい fillfactor

が指定されている場合、INSERT操作は、指定されたパーセンテージにのみテーブルページをパックしま
す。各ページの残りのスペースは、そのページの行を更新ために予約れています。これにより、UPDATE行
の更新されたコピーをオリジナルのページと同じページに配置できます。これは、別のページに配置する
よりも効率的です。エントリが決して更新されないテーブルの場合、完全なパッキングが最良の選択です
が、頻繁に更新されるテーブルでは、より小さい fillfactorが適切です。

edb_data_redaction

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

データ編集とは、表示される情報を変更することにより、特定の機密データの特定のユーザーへの露出を
制限するポリシーのサポートです。

デフォルト設定は TRUEであるため、スーパーユーザーとテーブル所有者を除くすべてのユーザーにデー
タ修正が適用されます。

• スーパーユーザーとテーブル所有者は、データ編集をバイパスします。

• 他のすべてのユーザーは、墨消しポリシーが適用され、再フォーマットされたデータが表示されます。
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パラメータを FALSEに設定して無効にすると、次のことが発生します。

• スーパーユーザーとテーブル所有者は、引き続きデータ編集をバイパスします。

• 他のすべてのユーザーはエラーを受け取ります。

データのリダクションについては、* EDB Postgres Advanced Server Security Features Guide *を参照してく
ださい。

Client Connection Defaults / Other Defaults

</ div>

このセクションのパラメーターは、その他のさまざまなクライアント接続のデフォルトを設定します。

oracle_home

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値：なし

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

オラクルサーバーへのオラクル Call Interface（OCI）データベースリンクを作成する前に、Advanced Server
を正しいオラクルホームディレクトリに転送する必要があります。Linuxの LD_LIBRARY_PATH環境変数
（またはWindowsの PATH）をオラクルクライアントインストレーションディレクトリの libディレクトリ
に設定します。

Windowsの場合のみ、代わりに postgresql.confファイルの oracle_home設定パラメータの値を設定で
きます。oracle_home設定パラメータで指定された値は、Windowsの PATH環境変数をオーバーライドし
ます。

Advanced Serverをスタートするたびに、Linuxの LD_LIBRARY_PATH環境変数（Windowsの PATH環境変
数または oracle_home設定パラメータ）を適切に設定する必要があります。

** Windowsのみ：** postgresql.confファイルで oracle_home設定パラメータを設定するには、ファ
イルを編集し、次の行を追加します。

oracle_home = 'lib_directory'

lib_directoryを oci.dllを含むWindowsディレクトリの名前に置き換えます。

oracle_home設定パラメータを設定した後、変更を有効にするにはサーバーをリスタートする必要があり
ます。Windowsサービスコンソールからサーバーを再起動します。
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odbc_lib_path

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値：なし

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ODBCドライバマネージャを使用し、標準以外の場所にインストールする場合、postgresql.confファイ
ルの odbc_lib_path設定パラメータを設定して場所を指定します。

odbc_lib_path = 'complete_path_to_libodbc.so'

構成ファイルには、ドライバマネージャ共有ライブラリ（通常は libodbc.so）への完全なパス名を含める
必要があります。

Compatibility Options

</ div>

このセクションで説明する構成パラメーターは、さまざまなデータベース互換性機能を制御します。

edb_redwood_date

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

DATEがコマンドの列のデータタイプとして表示される場合、設定パラメータ edb_redwood_dateが TRUE

に設定されている場合、テーブル定義がデータベースに格納されるときに、TIMESTAMPに変換されます。
したがって、時間コンポーネントも日付とともに列に格納されます。

edb_redwood_dateが FALSEに設定されている場合、CREATE TABLEまたは ALTER TABLEコマンドの列の
データタイプは、PostgreSQLのネイティブ DATEデータタイプのままであり、データベースにそのまま格
納されます。PostgreSQLの DATEデータタイプは、列に時間コンポーネントのない日付のみを格納します。

edb_redwood_dateの設定に関係なく、コンテキストが SPL宣言セクションの変数のデータタイプデータ
タイプ、SPLプロシージャまたは SPLファンクションの仮パラメータのデータタイプ、または SPLファン
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クションの戻り値の型は、常に内部的に TIMESTAMPに変換されるため、時間コンポーネントが存在する場
合はハンドルできます。

edb_redwood_greatest_least

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

GREATESTファンクションは、パラメーターのリストから最大値を持つパラメータを返します。LEASTファ
ンクションは、パラメーターのリストから値が最小のパラメータを返します。

edb_redwood_greatest_leastが TRUEに設定されている場合、GREATESTおよび LEAST関数は、パラメー
ターの少なくとも 1つが nullの場合に nullを結果ます。

SET edb_redwood_greatest_least TO on;

SELECT GREATEST(1, 2, NULL, 3);

greatest

----------

(1 row)

edb_redwood_greatest_leastが FALSEに設定されている場合、すべてのパラメーターが nullである場
合を除き、nullパラメーターは無視されます。その場合、関数によって nullが返されます。

SET edb_redwood_greatest_least TO off;

SELECT GREATEST(1, 2, NULL, 3);

greatest

----------

* 3

(1 row)

SELECT GREATEST(NULL, NULL, NULL);

greatest

----------

(1 row)
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edb_redwood_raw_names

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

プログラムがデフォルト値のデータベースにユーザされている場合、Redwoodカタログ（つまり、システ
ムカタログのプレフィックスが ALL_、DBA_、または USER_）。さらに、引用符は、引用符で囲まれて作成
された名前を囲み引用符。

edb_redwood_raw_namesが TRUEに設定されている場合、データベースオブジェクト名は、Redwoodカタ
ログから表示したときに PostgreSQLシステムカタログに保存されているとおりに表示されます。したがっ
て、引用符で囲まずに作成された名前は、PostgreSQLで期待されるように小文字で表示されます。引用符
で囲んで作成された名前は、作成されたとおりに表示されますが、引用符符は表示されません。

例、次のユーザ名前が作成され、そのユーザとのセッションが開始されます。

CREATE USER reduser IDENTIFIED BY password;

edb=# \c - reduser

Password for user reduser:

You are now connected to database "edb" as user "reduser".

reduserとしてデータベースに接続すると、次のテーブルが作成されます。

CREATE TABLE all_lower (col INTEGER);

CREATE TABLE ALL_UPPER (COL INTEGER);

CREATE TABLE "Mixed_Case" ("Col" INTEGER);

edb_redwood_raw_namesをデフォルト値 FALSEに設定した Redwoodカタログ USER_TABLESから表示す
ると、引用符名前を除き、名前は大文字で表示されます。

edb=> SELECT * FROM USER_TABLES;

schema_name | table_name | tablespace_name | status | temporary

--------------+--------------+------------------+---------+-----------

REDUSER | ALL_LOWER | | VALID | N

REDUSER | ALL_UPPER | | VALID | N

REDUSER | "Mixed_Case" | | VALID | N

(3 rows)

edb_redwood_raw_namesを TRUEに設定して表示すると、Mixed_Case名前を除き、名前は小文字で表示
され引用符。
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edb=> SET edb_redwood_raw_names TO true;

SET

edb=> SELECT * FROM USER_TABLES;

schema_name | table_name | tablespace_name | status | temporary

-------------+------------+------------------+--------+-----------

reduser | all_lower | | VALID | N

reduser | all_upper | | VALID | N

reduser | Mixed_Case | | VALID | N

(3 rows)

これらの名前は、 PostgreSQL pg_tablesカタログから見ると大文字と小文字がマッチするようになりま
した。

edb=> SELECT schemaname, tablename, tableowner FROM pg_tables WHERE

tableowner = 'reduser';

schemaname | tablename | tableowner

------------+------------+------------

reduser | all_lower | reduser

reduser | all_upper | reduser

reduser | Mixed_Case | reduser

(3 rows)

edb_redwood_strings

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

edb_redwood_stringsパラメータが TRUEに設定されている場合、文字列が null変数または null列と連結
されると、結果はオリジナルの文字列になります。edb_redwood_stringsが FALSEに設定されている場
合、ネイティブの PostgreSQLの動作が維持されます。これは、文字列と null変数または null列の結合が
null結果をもたらすことです。

次の例は、違いを示しています。

サンプルアプリケーションには、従業員のテーブルが含まれています。このテーブルには、ほとんどの従
業員にとって nullである commという名前付けの列があります。次のクエリーは、edb_redwood_string

を FALSEに設定して実行されます。null列と空でない文字列を結合すると、最終結果 nullが生成されるた
め、クエリー結果には歩合のある従業員のみが表示されます。他のすべての従業員の出力行は nullです。
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SET edb_redwood_strings TO off;

SELECT RPAD(ename,10) || ' ' || TO_CHAR(sal,'99,999.99') || ' ' ||

TO_CHAR(comm,'99,999.99') "EMPLOYEE COMPENSATION" FROM emp;

* EMPLOYEE COMPENSATION

----------------------------------

* ALLEN 1,600.00 300.00

WARD 1,250.00 500.00

* MARTIN 1,250.00 1,400.00

* TURNER 1,500.00 .00

(14 rows)

以下は、edb_redwood_stringsが TRUEに設定されている場合に実行される同じクエリーです。ここでは、
null列の値は空の文字列として扱われます。空の文字列と空でない文字列を結合すると、空でない文字列
が生成され文字列。

SET edb_redwood_strings TO on;

SELECT RPAD(ename,10) || ' ' || TO_CHAR(sal,'99,999.99') || ' ' ||

TO_CHAR(comm,'99,999.99') "EMPLOYEE COMPENSATION" FROM emp;

* EMPLOYEE COMPENSATION

----------------------------------

* SMITH 800.00

ALLEN 1,600.00 300.00

WARD 1,250.00 500.00

JONES 2,975.00

MARTIN 1,250.00 1,400.00

BLAKE 2,850.00

CLARK 2,450.00

SCOTT 3,000.00

KING 5,000.00

TURNER 1,500.00 .00

ADAMS 1,100.00

JAMES 950.00

FORD 3,000.00

MILLER 1,300.00

(14 rows)
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edb_stmt_level_tx

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

statement level transaction isolationという用語は、SQLコマンドでランタイムエラーが発生し
たときに、その単一のコマンドによって引き起こされたデータベース上のすべての更新がロールバックさ
れる動作を示します。例、1つの UPDATEコマンドが 5行を正常に更新したが、6行を更新しようとすると
例外が発生する場合、この UPDATEコマンドによって行われた 6行すべての更新はロールバックされます。
まだコミットまたはロールバックされていない以前の SQLコマンドの効果は、COMMITまたは ROLLBACK

コマンドが実行されるまで保留されます。

Advanced Serverでは、SQLコマンドの実行中に例外が発生すると、トランザクションのスタート以降の
データベース上のすべての更新がロールバックされます。さらに、トランザクションは中止状態のままにな
り、別のトランザクションを開始する前に COMMITまたは ROLLBACKコマンドを発行する必要があります。

edb_stmt_level_txが TRUEに設定されている場合、例外は以前のコミットされていないデータベース更
新を自動的にロールバックません。edb_stmt_level_txが FALSEに設定されている場合、例外はコミッ
トされていないデータベース更新をロールバックします。

!!! Note * edb_stmt_level_txを TRUEに設定するのは、どうしても必要な場合のみにしてください。パ
フォーマンスにインパクトを与える可能性があります。

次の PSQLでの実行例は、edb_stmt_level_txが FALSEである場合、2番目の INSERTコマンドのアボー
トによって最初の INSERTコマンドもロールバックされることを示しています。PSQLではコマンド\set

AUTOCOMMIT offを発行する必要があります。そうしないと、すべてのステートメントが自動的にコミッ
トし、edb_stmt_level_txの効果のこのデモの目的に反します。

\set AUTOCOMMIT off

SET edb_stmt_level_tx TO off;

INSERT INTO emp (empno,ename,deptno) VALUES (9001, 'JONES', 40);

INSERT INTO emp (empno,ename,deptno) VALUES (9002, 'JONES', 00);

ERROR: insert or update on table "emp" violates foreign key constraint

"emp_ref_dept_fk"

DETAIL: Key (deptno)=(0) is not present in table "dept".

COMMIT;

SELECT empno, ename, deptno FROM emp WHERE empno > 9000;

empno | ename | deptno

(次のページに続く)
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-------+-------+--------

(0 rows)

次の例では、edb_stmt_level_txが TRUEに設定されているため、2番目の INSERTコマンドでエラーが
発生した後、最初の INSERTコマンドはロールバックされていません。この時点で、最初の INSERTコマ
ンドはコミットまたはロールバックできます。

\set AUTOCOMMIT off

SET edb_stmt_level_tx TO on;

INSERT INTO emp (empno,ename,deptno) VALUES (9001, 'JONES', 40);

INSERT INTO emp (empno,ename,deptno) VALUES (9002, 'JONES', 00);

ERROR: insert or update on table "emp" violates foreign key constraint

"emp_ref_dept_fk"

DETAIL: Key (deptno)=(0) is not present in table "dept"

SELECT empno, ename, deptno FROM emp WHERE empno > 9000;

empno | ename | deptno

-------+-------+--------

* 9001 | JONES | 40

(1 row)

COMMIT;

COMMITコマンドの代わりに ROLLBACKコマンドが発行された場合、従業員番号 9001の挿入もロールバッ
クされます。

db_dialect

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： postgres

範囲： {postgres | redwood}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

ネイティブ PostgreSQLシステムカタログ pg_catalogに加えて、Advanced Serverには拡張カタログビュー
が含まれています。これは、展開カタログビューの sysカタログです。db_dialectパラメータは、これ
らのカタログが名前解決のために検索されるオーダーを制御します。

postgresに設定すると、ネームスペースの優先順位は pg_catalog、次に sysになり、PostgreSQLカタ
ログに最高の優先順位が与えられます。redwoodに設定すると、ネームスペースの優先順位は sys、次に
pg_catalogになり、展開カタログビューの優先順位が最も高くなります。
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default_with_rowids

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

onに設定すると、CREATE TABLEには新しく作成されたテーブルに ROWID列が含まれ、SQLコマンドで被参
照できます。以前のバージョンの Advanced Server ROWIDsは OIDsにマップされていましたが、Advanced
Serverバージョン 12以降では、ROWIDは 1で始まり、ROWIDsオプションで作成されたテーブルの行に割
り当てられたシーケンスに基づく自動インクリメント値です。デフォルトでは、ROWID列に一意インデッ
クスが作成されます。

ALTERおよび DROP操作は、ROWID列で制限されています。

Advanced Server 11以前のバージョンから ROWIDsを使用してデータベースを復元するには、次を実行する
必要があります。

• pg_dump：テーブルに OIDsが含まれている場合、--convert-oids-to-rowidsを指定してデータ
ベースをダンプします。それ以外の場合は、OIDsを無視して、Advanced Serverバージョン 12以降
でテーブル作成を続行します。pg_upgrade：エラーが発生しました。ただし、テーブルに OIDsまた
は ROWIDsが含まれている場合は、次の手順を実行する必要があります。

1. --convert-oids-to-rowidsオプションを指定して、テーブルのダンプを取得します。2.テーブル
を削除してから、アップグレードを実行します。3.アップグレードが成功した後、ターゲットデータ
ベースにダンプされたテーブルを含む新しいクラスターにダンプを復元します。

optimizer_mode

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： choose

範 囲：{choose | ALL_ROWS | FIRST_ROWS | FIRST_ROWS_10 | FIRST_ROWS_100 |

FIRST_ROWS_1000}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

オプティマイザのヒントを分析するためのデフォルトの最適化モードを設定します。

次の表は、可能な値を示しています。
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Hint Description
ALL_ROWS 結果セットのすべての行を取得するために最適化します。
CHOOSE 結果セットから取得されると想定される行数に基づくデフォルトの最適化は

行われません。これがデフォルト。
FIRST_ROWS 結果セットの最初の行のみを取得するように最適化します。
FIRST_ROWS_10 結果セットの最初の 10行の取得用に最適化します。
FIRST_ROWS_100 結果セットの最初の 100行の取得用に最適化します。
FIRST_ROWS_1000 結果セットの最初の 1000行の取得用に最適化します。

NA

これらの最適化モードは、SQLコマンドを送信するクライアントが結果セットの最初の n行のみを表示し、
結果セットの残りを放棄することに関心があるという仮定に基づいています。クエリーに割り当てられた
リソースは、そのように調整されます。

Customized Options

</ div>

Advanced Serverの以前のリリースでは、アドオンモジュール（手続き言語など）によって追加されること
が通常知られていないパラメーターには custom_variable_classesが必要でした。

custom_variable_classes

custom_variable_classesパラメータは、 Advanced Server 9.2では非推奨です。以前にこのパラメータ
に依存していたパラメーターは、そのサポートを必要としなくなりました。

dbms_alert.max_alerts

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 100

範囲： 0から 500

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

DBMS_ALERTSパッケージを使用して、システムで許可される同時アラートの最大数を指定します。
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dbms_pipe.total_message_buffer

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 30 Kb

範囲： 30 Kb～256 Kb

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

DBMS_PIPEパッケージに使用されるバッファーの合計サイズを指定します。

index_advisor.enabled

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

EDB-PSQL または PSQL セッションで Index Advisor を一時的に中断する機能を提供します。
index_advisor.enabled設定パラメータを使用オーダーには、Index Advisorプラグイン index_advisor

を EDB-PSQLまたは PSQLセッションにロードする必要があります。

Index Advisorプラグインは、次の例に示すようにロードできます。

$ psql -d edb -U enterprisedb

Password for user enterprisedb:

psql (14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# LOAD 'index_advisor';

LOAD

次の例に示すように、SETコマンドを使用してパラメータ設定を変更し、Index Advisorが代替クエリプラ
ンを生成するかどうかを制御します。

edb=# SET index_advisor.enabled TO off;

SET

edb=# EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a < 10000;

* QUERY PLAN

(次のページに続く)
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-------------------------------------------------------

Seq Scan on t (cost=0.00..1693.00 rows=9864 width=8)

* Filter: (a < 10000)

(2 rows)

edb=# SET index_advisor.enabled TO on;

SET

edb=# EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a < 10000;

* QUERY PLAN

-----------------------------------------------------------------------------

Seq Scan on t (cost=0.00..1693.00 rows=9864 width=8)

* Filter: (a < 10000)

Result (cost=0.00..327.88 rows=9864 width=8)

* One-Time Filter: '===[ HYPOTHETICAL PLAN ]==='::text

* -> Index Scan using "<hypothetical-index>:1" on t (cost=0.00..327.88

rows=9864 width=8)

* Index Cond: (a < 10000)

(6 rows)

edb_sql_protect.enabled

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

SQL/ Protectが保護されたロールをアクティブにモニタリングするかどうかを制御するには、それらのロー
ルによって発行された SQLステートメントを分析し、edb_sql_protect.levelの設定に従って反応しま
す。SQL / Protectでモニタリングを開始する準備ができたら、このパラメータをオンに設定します。

edb_sql_protect。レベル

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： passive

範囲： {learn | passive | active}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み
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有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

保護されたロールによって SQLステートメントが発行されたときに、 SQL / Protectによって実行される
アクションを設定します。

edb_sql_protect.level設定パラメータを以下の値のいずれかに設定して、学習モード、パッシブモー
ド、またはアクティブモードのいずれかを使用できます。

• 学習保護されたロールのアクティビティを追跡し、ロールで使用されるリレーションを記録します。
これは、保護されたアプリケーションの予想される動作が学習されるように、最初に SQL/ Protectを
構成するときに使用されます。

• ** passive。**保護されたロールが定義されたルールに違反している場合に警告を発行しますが、SQL
ステートメントの実行を停止しません。これは、SQL/ Protectが保護されたロールの予想される動作
を学習した後の次のステップです。これは基本的に侵入検知モードで動作し、適切に監視されている
場合は稼動環境で実行できます。

• ** active。**保護されたロールの無効なステートメントをすべて停止します。これは、危険なクエリ
の実行を防ぐ SQLファイアウォールとして動作します。これは、攻撃者がアプリケーションの背後
にある脆弱点とデータベースのタイプを特定しようとしている場合の早期侵入テストに対して特に
効果的です。SQL / Protectはこれらの脆弱性ポイントを閉じるだけでなく、ブロックされたクエリを
追跡して、攻撃者がシステムに侵入する別のメソッドを見つける前に管理者に警告することを可能に
します。

SQL/ Protectを初めて使用する場合は、edb_sql_protect.levelを learnに設定します。

edb_sql_protect.max_protected_relations

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 1024

範囲： 1から 2147483647

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ロールごとに保護できるリレーションの最大数を設定します。サーバーの保護されたリレーションの総数
は、保護されたリレーションの数に保護されたロールの数を掛けたものになることにノートしてください。
すべての保護されたリレーションは、共有メモリのスペースを消費します。可能な限り最大の保護された
リレーションのためのスペースは、データベースサーバのスタートアップに予約れます。

edb_sql_protect.max_protected_relationsが有効なレンジ外の値（例、2,147,483,648の値）に設定さ
れているときにサーバーが起動されると、ワーニングメッセージがデータベースサーバのログファイルに
記録されます。

2014-07-18 16:04:12 EDT WARNING: invalid value for parameter

"edb_sql_protect.max_protected_relations": "2147483648"

2014-07-18 16:04:12 EDT HINT: Value exceeds integer range.
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データベースサーバは正常に起動しますが、edb_sql_protect.max_protected_relationsはデフォルト
値の 1024に設定されています。

パラメータのレンジは整数データタイプの最大値としてリストされていますが、実際の設定は、使用可能
な共有メモリの量とデータベースサーバのスタートアップに使用されるパラメータ値によって異なります。

必要なスペースを共有メモリに予約できる限り、この値は受け入れられます。共有メモリ内のスペースを
予約できないような値の場合、データベースサーバのスタートアップは失敗し、次のようなエラーメッセー
ジが表示されます。

2014-07-18 15:22:17 EDT FATAL: could not map anonymous shared memory:

Cannot allocate memory

2014-07-18 15:22:17 EDT HINT: This error usually means that PostgreSQL's

request for a shared memory segment exceeded available memory, swap

space or huge pages. To reduce the request size (currently 2070118400

bytes), reduce PostgreSQL's shared memory usage, perhaps by reducing

shared_buffers or max_connections.

このような場合は、データベースサーバを正常に起動できるようになるまでパラメータ値を減らします。

edb_sql_protect.max_protected_roles

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 64

範囲： 1から 2147483647

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

保護できるロールの最大数を設定します。

保護されたロールはすべて、共有メモリのスペースを消費します。サーバーは、保護されたロールの数に
保護されたリレーションの数（edb_sql_protect.max_protected_relations）を掛けたスペースを確保
することにノートしてください。データベースサーバのスタートアップに、保護されたロールの最大可能
スペースが予約れます。

edb_sql_protect.max_protected_rolesが有効なレンジ外の値（例、2,147,483,648の値）に設定されて
いるときにデータベースサーバが起動すると、データベースサーバのログファイルにワーニングメッセー
ジが記録されます。

2014-07-18 16:04:12 EDT WARNING: invalid value for parameter

"edb_sql_protect.max_protected_roles": "2147483648"

2014-07-18 16:04:12 EDT HINT: Value exceeds integer range.

データベースサーバは正常に起動しますが、edb_sql_protect.max_protected_rolesはデフォルト値の
64に設定されています。
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パラメータのレンジは整数データタイプの最大値としてリストされていますが、実際の設定は、使用可能
な共有メモリの量とデータベースサーバのスタートアップに使用されるパラメータ値によって異なります。

必要なスペースを共有メモリに予約できる限り、この値は受け入れられます。共有メモリ内のスペースを
予約できないような値の場合、データベースサーバのスタートアップは失敗し、次のようなエラーメッセー
ジが表示されます。

2014-07-18 15:22:17 EDT FATAL: could not map anonymous shared memory:

Cannot allocate memory

2014-07-18 15:22:17 EDT HINT: This error usually means that PostgreSQL's

request for a shared memory segment exceeded available memory, swap

space or huge pages. To reduce the request size (currently 2070118400

bytes), reduce PostgreSQL's shared memory usage, perhaps by reducing

shared_buffers or max_connections.

このような場合は、データベースサーバを正常に起動できるようになるまでパラメータ値を減らします。

edb_sql_protect.max_queries_to_save

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 5000

範囲： 100から 2147483647

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ビュー edb_sql_protect_queriesに保存する問題のあるクエリの最大数を設定します。

保存されるすべてのクエリーは、共有メモリのスペースを消費します。保存可能なクエリの最大可能スペー
スは、データベースサーバのスタートアップに予約れます。

edb_sql_protect.max_queries_to_saveが有効なレンジ外の値（例、値 10）に設定されているときに
データベースサーバが起動すると、データベースサーバのログファイルにワーニングメッセージが記録さ
れます。

2014-07-18 13:05:31 EDT WARNING: 10 is outside the valid range for

parameter "edb_sql_protect.max_queries_to_save" (100 .. 2147483647)

データベースサーバは正常に起動しますが、edb_sql_protect.max_queries_to_saveはデフォルト値の
5000に設定されています。

パラメータのレンジは整数データタイプの最大値としてリストされていますが、実際の設定は、使用可能
な共有メモリの量とデータベースサーバのスタートアップに使用されるパラメータ値によって異なります。

必要なスペースを共有メモリに予約できる限り、この値は受け入れられます。共有メモリ内のスペースを
予約できないような値の場合、データベースサーバのスタートアップは失敗し、次のようなエラーメッセー
ジが表示されます。
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2014-07-18 15:22:17 EDT FATAL: could not map anonymous shared memory:

Cannot allocate memory

2014-07-18 15:22:17 EDT HINT: This error usually means that PostgreSQL's

request for a shared memory segment exceeded available memory, swap

space or huge pages. To reduce the request size (currently 2070118400

bytes), reduce PostgreSQL's shared memory usage, perhaps by reducing

shared_buffers or max_connections.

このような場合は、データベースサーバを正常に起動できるようになるまでパラメータ値を減らします。

edb_wait_states。ディレクトリ

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： edb_wait_states

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

EDB待機状態ログファイルが保存されるディレクトリパスを設定します。指定されたパスは、絶対パスであり、
相対パスではありません。ただし、デフォルト設定はedb_wait_statesであり、$PGDATA/edb_wait_states
がデフォルトのディレクトリの場所になります。EDBの待機状態については、Performance Analysis and
Tuningの下の EDB Wait Statesを参照してください。

edb_wait_states.retention_period

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 604800s

範囲： 86400sから 2147483647s

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

EDB待機状態のログファイルが削除されるまでの期間を設定します。デフォルトは 604800秒、つまり 7
日です。EDBの待機状態については、Performance Analysis and Tuningの下の EDB Wait Statesを参照し
てください。
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edb_wait_states.sampling_interval

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 1s

範囲： 1秒から 2147483647秒

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

EDB待機状態の 2つのサンプリングサイクル間のタイミングインターバルを設定します。デフォルト設定
は 1秒です。EDBの待機状態については、Performance Analysis and Tuningの下の EDB Wait Statesを参
照してください。

edbldr.empty_csv_field

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： NULL

範囲： {NULL | empty_string | pgsql}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

edbldr.empty_csv_fieldパラメータを使用して、 EDB  * Loaderが空の文字列を処理する方法を指定
します。edbldr.empty_csv_fieldパラメータの有効な値は次のとおりです。

Parameter Setting EDB*Loader Behavior
NULL An empty field is treated as NULL.
empty_string An empty field is treated as a string of length zero.
pgsql An empty field is treated as a NULL if it does not contain quotes and as an empty

string if it contains quotes.

EDB  * Loaderの edbldr.empty_csv_fieldパラメータの詳細については、EDBウェブサイトの*『オ
ラクル Developers Tools and Utilities Guideのデータベース互換性*』を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs
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utl_encode.uudecode_redwood

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

TRUEに設定すると、Advanced Serverの UTL_ENCODE.UUDECODEファンクションは、UTL_ENCODE.UUENCODE
ファンクションのオラクル実装によって作成された uuencodedデータをデコードできます。

FALSEのデフォルト設定に設定すると、Advanced Serverの UTL_ENCODE.UUDECODE関数は、Advanced Server
の UTL_ENCODE.UUENCODEファンクションによって作成された uuencodeデータをデコードできファンク
ション。

utl_file.umask

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： 0077

範囲： umask設定の 8進数

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

utl_file.umaskパラメータは、Linuxの umaskコマンドと同様の方法で、ファイルモード作成マスクま
たは単にマスクを設定します。これは、Advanced Server UTL_FILEパッケージ内でのみ使用されます。

!!! Note * utl_file.umaskパラメータは、Windowsシステムではサポートされていません。

utl_file.umaskに指定される値は、Linuxの umaskコマンドに有効な 3文字または 4文字の 8進数文字
列です。この設定により、UTL_FILE関数およびプロシージャによって作成されたファイルの権限が決ま
ります。（ファイル許可と umaskコマンドの使用法については、Linuxまたは Unixシステムに関する情報
ソースを参照してください。）

以下は、デフォルトの utl_file.umask設定 0077の結果を示しています。enterprisedbグループに属
するユーザーおよび他のすべてのユーザーに対するすべての許可が拒否されることに注意してください。
ユーザ enterprisedbのみがファイルに対する読み取りおよび書き込み権限を持っています。

- rw------- 1 enterprisedb enterprisedb 21 Jul 24 16:08 utlfile
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Ungrouped

</ div>

このセクションの構成パラメーターは Advanced Serverのみに適用され、特定の限定された目的のためのも
のです。

nls_length_semantics

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： byte

範囲： {byte | char}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：スーパーユーザー

このパラメータは Advanced Serverでは効果がありません。

例、ALTER SESSIONコマンドのフォームは、構文エラーをスローすることなく Advanced Serverで受け入
れられますが、セッション環境は変更しません。

ALTER SESSION SET nls_length_semantics = char;

!!! Note *このパラメータの設定はサーバー環境に影響を与えないため、システムビュー pg_settingsに
は表示されません。

query_rewrite_enabled

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： false

範囲： {true | false | force}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

このパラメータは Advanced Serverでは効果がありません。

例、次のフォームの ALTER SESSIONコマンドは Advanced Serverで構文エラーをスローすることなく受け
入れられますが、セッション環境は変更されません。

ALTER SESSION SET query_rewrite_enabled = force;
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!!! Note *このパラメータの設定はサーバー環境に影響を与えないため、システムビュー pg_settingsに
は表示されません。

query_rewrite_integrity

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： enforced

範囲： {enforced | trusted | stale_tolerated}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：スーパーユーザー

このパラメータは Advanced Serverでは効果がありません。

例、次のフォームの ALTER SESSIONコマンドは Advanced Serverで構文エラーをスローすることなく受け
入れられますが、セッション環境は変更されません。

ALTER SESSION SET query_rewrite_integrity = stale_tolerated;

!!! Note *このパラメータの設定はサーバー環境に影響を与えないため、システムビュー pg_settingsに
は表示されません。

timed_statistics

パラメータタイプ：ブール値

デフォルト値： true

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：セッションごと

値の変更が有効になるとき：即時

アクティブ化に必要な承認：セッションユーザ

Dynamic Runtime Instrumentation Tools Architecture（DRITA）機能のタイミングデータの収集を制御しま
す。onに設定すると、タイミングデータが収集されます。

!!! Note * Advanced Server がインストールされている場合、postgresql.conf ファイルには、
timed_statistics をオフに設定する明示的なエントリーが含まれています。このエントリーがコメン
トアウトされて、timed_statisticsがデフォルトになり、構成ファイルが再ロードされると、時間指定
統計収集がオンになります。
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Audit Archiver

</ div>

このセクションでは、 Advanced Serverデータベース監査アーカイビング機能で使用される構成パラメー
ターについて説明します。

edb_audit_archiver

パラメータタイプ：列挙型

デフォルト値： false

範囲： {true | false}

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再起動

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

データベース監査アーカイビングを有効または無効にします。

edb_audit_archiver_timeout

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： 300s

範囲： 30秒から 1日

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

データベースがログファイルをアーカイブしようとするときにタイムアウトを秒単位で強制します。有効
なレンジは 30秒から 1日です。

edb_audit_archiver_filename_prefix

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： audit-

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント
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アーカイブニーズがある監査ログファイルのファイル名前を指定します。ファイル名前は
edb_audit_filenameパラメータと一致する必要があります。edb_audit_archiver_filename_prefix

のデフォルト値は audit-です。edb_audit_directoryに edb_audit_archiver_filename_prefixが含
まれる監査ファイルは、圧縮および/または期限切れの対象となります。

edb_audit_archiver_compress_time_limit

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： -1

許容値： 0、-1、または秒単位の正の数値

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

監査ログが圧縮に適格になるまでの時間を秒単位で指定します。このパラメータを設定できる値は次のと
おりです。0 =ログファイルが現在のファイルでないとすぐに圧縮が開始され、-1 =ログファイルのタイム
リーな圧縮は行われません。

edb_audit_archiver_compress_size_limit

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： -1

許容値： 0、-1、またはメガバイト単位の正の数値

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

ファイルサイズのしきい値をメガバイト単位で指定します。その後、監査ログは圧縮の対象になります。
パラメータが-1に設定されている場合、サイズごとのログファイルの圧縮は行われません。

edb_audit_archiver_compress_command

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： gzip %p

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント
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監査ログファイルの圧縮を実行コマンドを指定します。edb_audit_archiver_compress_command のデ
フォルト値は gzip %pです。gzipは、ファイルを圧縮する標準的なメソッドを提供します。文字列の%p

は、アーカイブするファイルのパス名前に置き換えられます。

edb_audit_archiver_compress_suffix

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： .gz

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

すでに圧縮されているログファイルのファイル名前を指定します。ファイル名前は
edb_audit_archiver_compress_command に合わせる必要があります。デフォルトのファイル名前
は.gzです。

edb_audit_archiver_expire_time_limit

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： -1

許容値： 0、-1、または秒単位の正の数値

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

監査ログが有効期限切れになるまでの時間を秒単位で指定します。このパラメータを設定できる値は次の
とおりです。0 =ログファイルが現在のファイルでない場合はすぐに有効期限が開始され、-1 =ログファイ
ルのタイムリーな有効期限は発生しません。

＃ edb_audit_archiver_expire_size_limit

パラメータタイプ：整数

デフォルト値： -1

許容値： 0、-1、またはメガバイト単位の正の数値

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント
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ファイルサイズのしきい値をメガバイト単位で指定します。その後、監査ログは期限切れの対象になりま
す。パラメータが-1に設定されている場合、サイズに基づいたログファイルの有効期限は発生しません。

edb_audit_archiver_expire_command

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値：’’

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

削除する前に期限切れの監査ログファイルで実行コマンドを指定します。

＃ edb_audit_archiver_sort_file

パラメータタイプ：文字列

デフォルト値： mtime

範囲：該当なし

効果の最小範囲：クラスター

値の変更が有効になるとき：再読み込み

有効化に必要な承認： EPASサービスアカウント

アルファベット順または mtimeに基づいてソートされる最も古いログファイルを識別します。mtimeは、
ファイルの変更時間に基づいてファイルを並べ替えことを示します。alphabeticは、ファイル名前に基
づいてファイルをアルファベット順に並べ替えことを示します。

3.2 Index Advisor

</ div>

インデックスアドバイザーユーティリティは、特定のワークロードでパフォーマンスを向上させるために
インデックスを作成する列を決定するのに役立ちます。インデックスアドバイザーは B-tree（単一列また
は複合）インデックスタイプを考慮し、パフォーマンスを向上させる可能性のある他のインデックスタイ
プ（GIN、GiST、ハッシュ）を識別しません。Index Advisorは EDB Postgres Advanced Serverとともにイ
ンストールされます。

インデックスアドバイザーは Advanced Serverのクエリープランナと連携し、クエリープランナがそのよう
なインデックスが利用可能であるかのように実行コストを計算するために使用する仮定のインデックスを
作成します。インデックスアドバイザーは、ワークロードで提供される SQLクエリを分析することによ
り、インデックスを識別します。

Index Advisorを使用して SQLクエリを分析するには、3つの方法があります。
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• Index Advisorユーティリティプログラムを呼び出して、分析する SQLクエリを含むテキストファイ
ルを提供します。インデックスアドバイザーは、推奨インデックスの CREATE INDEXステートメン
トを含むテキストファイルを生成します。

• インデックスアドバイザーに分析させるクエリを EDB-PSQLコマンドラインで提供します。

Postgres Enterprise Managerクライアントから Index Advisorにアクセスします。PEMクライアント経由で
アクセスすると、インデックスアドバイザーは SQLプロファイラーと連携し、SQLトレースでキャプチャ
されたコードのインデックス作成に関する推奨事項を提供します。PEMで SQLプロファイラーとインデッ
クスアドバイザーを使用する方法の詳細については、次の EDBウェブサイトから入手できる* PEM入門
ガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

インデックスアドバイザは、INSERT、UPDATE、DELETE、および SELECTステートメントでインデックスの
推奨事項を作成しようとします。インデックスアドバイザーを呼び出すとき、クエリセット（SQLファイ
ルでコマンドを提供する場合）または EXPLAINステートメント（psqlコマンドラインで SQLステートメ
ントを指定する場合）のフォームでワークロードを提供します。インデックスアドバイザーは、指定され
たクエリーのクエリプランと推定実行コストを表示しますが、実際にはクエリーを実行しません。

分析中に、インデックスアドバイザーは、クエリー実行コストと仮定のインデックスの有無を比較します。
仮定のインデックスを使用した実行コストがそれを使用しない実行コストより小さい、両方のプランが
EXPLAINステートメントの出力で報告され、改善を定量化するメトリックが計算され、インデックスアド
バイザーはインデックスの作成に必要な CREATE INDEXステートメントを生成します。

実行コストを削減する仮定のインデックスが見つからない場合、Index Advisorは EXPLAINステートメント
のオリジナルのクエリプラン出力のみを表示します。

• インデックスアドバイザーは、実際にはテーブルにインデックスを作成しません。インデックスアド
バイザーが提供する CREATE INDEXステートメントを使用して、推奨インデックスをテーブルに追
加します。*

Advanced Serverに付属のスクリプトは、インデックスアドバイザーが分析によって生成されたインデック
ス付けの推奨事項を保存するテーブルを作成します。また、スクリプトはファンクションの作成とテーブ
ルのビューを作成して、結果の取得と解釈を簡素化します。

スクリプトの実行を中止することを選択した場合、インデックスアドバイザーは、インデックスアドバイ
ザーセッションの間のみ利用可能な一時テーブルに推奨事項をログします。

3.2.1 Index Advisor Components

</ div>

インデックスアドバイザーの共有ライブラリは、クエリープランナと対話しmake、インデックス作成の推奨
事項を作成します。Windowsでは、Advanced Serverインストーラは Advanced Serverホームディレクトリ
サブディレクトリに次の共有ライブラリを作成します。Linuxの場合、edb-asxx-server-indexadvisor

RPMパッケージをインストールします。xxは Advanced Serverのバージョン番号です。

Linuxの場合：

index_advisor.so
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Windows：

index_advisor.dll

libdirディレクトリ内のライブラリは、スーパーユーザのみがロードできることにノートしてください。
データベース管理者は、インデックスアドバイザファイルを libdirディレクトリから libdir/plugins

ディレクトリ（Advanced Serverホームディレクトリの下）に手動でコピーすることにより、非スーパー
ユーザーがインデックスアドバイザを使用できるようにすることができます。プラグインへのアクセスを
許可するのは、信頼できる非スーパーユーザーのみにしてください。これは、稼動環境では安全ではあり
ません。

インストーラは、インデックスアドバイザーユーティリティプログラムとセットアップスクリプトも作成
します。

pg_advise_index

pg_advise_indexは、SQLクエリを含むユーザー提供の入力ファイルを読み取り、Index Advisorが推奨
するインデックスの作成に使用できる CREATE INDEXステートメントを含むテキストファイルを生成する
ユーティリティプログラムです。pg_advise_indexプログラムは、 Advanced Serverホームディレクトリ
サブディレクトリにあります。

index_advisor.sql

index_advisor.sqlは、ログテーブルからの推奨事項のレポートを容易にするためのファンクションと
ビューとともに永続的なインデックスアドバイザーログテーブルを作成するスクリプトです。スクリプト
は、Advanced Serverディレクトリの share/contribサブディレクトリにあります。

index_advisor.sqlスクリプトは、index_advisor_logテーブル、show_index_recommendations()ファ
ンクション、および index_recommendationsビューを作成します。これらのデータベースオブジェクト
は、インデックスアドバイザを呼び出すロールの検索パスにアクセス可能なスキーマに作成する必要があ
ります。

index_advisor_log

インデックスアドバイザーは、インデックスの推奨事項を index_advisor_logテーブルに記録します。イ
ンデックスアドバイザーがユーザーの検索パスで index_advisor_logテーブルを見つけられない場合、イ
ンデックスアドバイザーは同じ名前の一時テーブルにインデックスの推奨事項を保存します。一時テーブ
ルは、現在のセッションの間だけ存在します。

show_index_recommendations()

show_index_recommendations()は、特定の Index Advisorセッション中に作成された推奨事項を解釈し
て表示する PL / pgSQLファンクションです（バックエンドプロセス IDで識別されます）。

index_recommendations

インデックスアドバイザーは、クエリー分析中に index_advisor_logテーブルに格納された情報に基づ
いて index_recommendationsビューを作成します。ビューは show_index_recommendations()関数と
同じフォーマットで出力を生成しますが、show_index_recommendations()ファンクションによって返さ
れる結果セットは指定されたセッションに制限されファンクションが、保存されたすべてのセッションに
対するインデックスアドバイザーの推奨事項が含まれます。
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3.2.2 Index Advisor Configuration

</ div>

インデックスアドバイザーは、現在のセッションの間のみ利用可能な推奨事項を生成するための構成を必要
としません。マルチプルのセッションの結果を保存するには、index_advisor_logテーブルを作成する必
要があります（Advanced Serverが Index Advisorの推奨事項を保存する場所）。index_advisor_logテー
ブルを作成するには、index_advisor.sqlスクリプトを実行する必要があります。

インデックスアドバイザーのテーブル、ファンクション、およびビューのストレージスキーマを選択する
ときは、インデックスアドバイザーを呼び出す（および結果セットをクエリーする）すべてのユーザーが
スキーマに対する USAGE特権を持っている必要があることに注意してください。スキーマは、インデック
スアドバイザーと対話するすべてのユーザーの検索パスに存在する必要があります。

1.選択したスキーマを search_pathパラメータのスタートに配置します。例、検索パスが現在の場合：

* search_path=public, accounting

• インデックスアドバイザーオブジェクトを advisor名前付けのスキーマに作成するには、次のコマ
ンドを使用します。

* SET search_path = advisor, public, accounting;

2. index_advisor.sqlスクリプトを実行して、データベースオブジェクトを作成します。psqlクライ
アントを実行している場合、次のコマンドを使用できます。

* \i full_pathname/index_advisor.sql

• full_pathnameの代わりに index_advisor.sqlスクリプトへのパス名を指定します。

3. index_advisor_logテーブルに対する特権をすべての Index Advisorユーザーに付与します。 Index
Advisorユーザがスーパーユーザ、またはこれらのデータベースオブジェクトの所有者である場合、
この手順は不要です。

• -index_advisor_logテーブルに対する SELECTおよび INSERT特権を付与して、ユーザが Index
Advisorを起動できるようにします。-index_advisor_logテーブルに対する DELETE特権を付与
して、指定したユーザがテーブルの内容を削除できるようにします。-index_recommendations
ビューで SELECT権限を付与します。

次の例は、ia名前付けのスキーマでのインデックスアドバイザーデータベースオブジェクトの作成を示し
ています。このオブジェクトには、ユーザ名前 ia_userのインデックスアドバイザーユーザがアクセスで
きます。

$ edb-psql -d edb -U enterprisedb

psql.bin (14.0.0, server 14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# CREATE SCHEMA ia;

CREATE SCHEMA

edb=# SET search_path TO ia;

(次のページに続く)
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SET

edb=# \i /usr/edb/as14/share/contrib/index_advisor.sql

CREATE TABLE

CREATE INDEX

CREATE INDEX

CREATE FUNCTION

CREATE FUNCTION

CREATE VIEW

edb=# GRANT USAGE ON SCHEMA ia TO ia_user;

GRANT

edb=# GRANT SELECT, INSERT, DELETE ON index_advisor_log TO ia_user;

GRANT

edb=# GRANT SELECT ON index_recommendations TO ia_user;

GRANT

インデックスアドバイザを使用する場合、指定されたスキーマ (ia)を ia_userの search_pathパラメー
タに含める必要があります。

3.2.3 Using Index Advisor

</ div>

インデックスアドバイザーを呼び出すときは、ワークロードを提供する必要があります。ワークロードは、
クエリー（コマンドラインで指定）、またはクエリのセットを含むファイル（pg_advise_index()ファン
クションによって実行）です。ワークロードの分析後、Index Advisorは結果セットを一時テーブルまたは
永続テーブルに保存します。インデックスアドバイザーによって生成されたインデックスの推奨事項を確
認し、インデックスアドバイザーによって生成された CREATE INDEXステートメントを使用して、推奨イ
ンデックスを作成できます。

!!! Note *読み取り専用トランザクションでインデックスアドバイザーを実行しないでください。

次の例では、スーパーユーザ enterprisedbがインデックスアドバイザーユーザであり、インデックスア
ドバイザーデータベースオブジェクトがスーパーユーザ enterprisedbの search_pathのスキーマに作成
されていることを前提としています。

次のセクションの例では、次のステートメントで作成されたテーブルを使用しています。

CREATE TABLE t( a INT, b INT );

INSERT INTO t SELECT s, 99999 - s FROM generate_series(0,99999) AS s;

ANALYZE t;

結果のテーブルには、次の行が含まれます。

a | b

-------+-------

* 0 | 99999

(次のページに続く)

3.2. Index Advisor 113



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

(前のページからの続き)

* 1 | 99998

* 2 | 99997

* 3 | 99996

* .

* .

* .

99997 | 2

99998 | 1

99999 | 0

pg_advise_indexユーティリティの使用

pg_advise_indexユーティリティを呼び出すときは、pg_advise_indexによって実行されるクエリを含
むファイルの名前を含める必要があります。クエリは同じ行または別々の行にありますが、各クエリーは
セミコロンで終了する必要があります。ファイル内のクエリは、EXPLAINキーワードで始まってはなりま
せん。

次の例は、サンプルの workload.sqlファイルの内容を示しています。

SELECT * FROM t WHERE a = 500;

SELECT * FROM t WHERE b < 1000;

以下のコードサンプルに示すように、pg_advise_indexプログラムを実行します。

$ pg_advise_index -d edb -h localhost -U enterprisedb -s 100M -o advisory.sql

workload.sql

poolsize = 102400 KB

load workload from file 'workload.sql'

Analyzing queries .. done.

size = 2184 KB, benefit = 1684.720000

size = 2184 KB, benefit = 1655.520000

/* 1. t(a): size=2184 KB, benefit=1684.72 */

/* 2. t(b): size=2184 KB, benefit=1655.52 */

/* Total size = 4368KB */

コードサンプルでは、-d、-h、および-Uオプションは psql接続オプションです。

-s

-sは、Index Advisorが推奨するインデックスの最大サイズを制限するオプショナルのパラメータです。イ
ンデックスアドバイザーが結果セットを結果ない場合、-sの設定が低すぎる可能性があります。

-o

推奨されるインデックスは、-oオプションの後に指定されたファイルに書き込まれます。
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pg_advise_indexプログラムによって表示される情報は、index_advisor_logテーブルに記録されます。
例に示されているコマンドに応じて、Index Advisorは次の CREATE INDEXステートメントを advisory.sql

出力ファイルに書き込みます。

create index idx_t_1 on t (a);

create index idx_t_2 on t (b);

ファイル内の CREATE INDEXステートメントを使用して psqlコマンドラインで推奨インデックスを作成す
るか、advisory.sqlスクリプトを実行してインデックスを作成できます。

$ edb-psql -d edb -h localhost -U enterprisedb -e -f advisory.sql

create index idx_t_1 on t (a);

CREATE INDEX

create index idx_t_2 on t (b);

CREATE INDEX

psqlコマンドラインでのインデックスアドバイザーの使用

インデックスアドバイザーを使用して、edb-psql（または psql）コマンドラインで入力された SQLステー
トメントを分析できます。次の手順では、Index Advisorプラグインのローディングと Index Advisorの使用
について詳しく説明します。

1. edb-psqlコマンドラインユーティリティを使用してサーバーに接続し、Index Advisorプラグインを
ロードします。

$ edb-psql -d edb -U enterprisedb

...

edb=# LOAD 'index_advisor';

LOAD

2. edb-psqlコマンドラインを使用して、インデックスアドバイザーに分析させたい各 SQLコマンドを
呼び出します。インデックスアドバイザーは、クエリの推奨事項を index_advisor_logテーブルに
格納します。index_advisor_logテーブルがユーザーの search_pathに存在しない場合、同じ名前
の一時テーブルが作成されます。この一時テーブルは、ユーザーのセッションの間のみ存在します。

Index Advisorプラグインをローディングだ後、Index Advisorはすべての SQLステートメントを分析し、
セッション中のインデックス作成に関する推奨事項をログします。

実際にクエリーを実行せずに、インデックスアドバイザでクエリーを分析（およびインデックス makeの
推奨事項）したい場合は、SQLステートメントの前にはじめにキーワードを付けます。

ステートメントの前にはじめにキーワードを付けない場合、Index Advisorはステートメントの実行中にス
テートメントを分析し、後で確認するためにインデックスの推奨事項を index_advisor_logテーブルに
書き込みます。

次の例では、クエリーが推奨仮定のインデックスを使用している場合、EXPLAINステートメントは通常の
クエリプランを表示し、その後に同じクエリーのクエリプランを表示します。
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edb=# EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a < 10000;

* QUERY PLAN

-----------------------------------------------------------------------------

Seq Scan on t (cost=0.00..1693.00 rows=10105 width=8)

* Filter: (a < 10000)

Result (cost=0.00..337.10 rows=10105 width=8)

* One-Time Filter: '===[ HYPOTHETICAL PLAN ]==='::text

* -> Index Scan using "<hypothetical-index>:1" on t

* (cost=0.00..337.10 rows=10105 width=8)

* Index Cond: (a < 10000)

(6 rows)

edb=# EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a = 100;

* QUERY PLAN

-----------------------------------------------------------------------------

Seq Scan on t (cost=0.00..1693.00 rows=1 width=8)

* Filter: (a = 100)

Result (cost=0.00..8.28 rows=1 width=8)

* One-Time Filter: '===[ HYPOTHETICAL PLAN ]==='::text

* -> Index Scan using "<hypothetical-index>:3" on t

* (cost=0.00..8.28 rows=1 width=8)

* Index Cond: (a = 100)

(6 rows)

Index Advisorプラグインをローディングした後、index_advisor.enabledのデフォルト値は onです。SET

または SHOWコマンドを使用して index_advisor.enabledの現在の値を表示するには、Index Advisorプ
ラグインをロードする必要があります。

index_advisor.enabledパラメータを使用して、psqlセッションを中断することなく、インデックスアド
バイザーを一時的に無効にできます。

edb=# SET index_advisor.enabled TO off;

SET

インデックスアドバイザーを有効にするには、パラメータを onに設定します。

edb=# SET index_advisor.enabled TO on;

SET
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3.2.4 Reviewing the Index Advisor Recommendations

</ div>

Index Advisorによって生成されたインデックスの推奨事項を確認するには、いくつかの方法があります。
次のことができます。

• index_advisor_logテーブルをクエリします。

• show_index_recommendationsファンクションを実行します。

• index_recommendationsビューを照会します。

show_index_recommendations（）ファンクションの使用

show_index_recommendations()ファンクションを使用してインデックスアドバイザーユーティリティの
推奨事項を確認するには、セッションのプロセス IDを指定してファンクションを呼び出します。

SELECT show_index_recommendations( pid );

ここで、pidは現在のセッションのプロセス IDです。現在のセッションのプロセス IDがわからない場合、
NULLの値を渡すと、現在のセッションの結果セットも結果れます。

次のコードは、結果セットのフラグメントの例を示し行います。

edb=# SELECT show_index_recommendations(null);

* show_index_recommendations

---------------------------------------------------------------------

create index idx_t_a on t(a);/* size: 2184 KB, benefit: 3040.62,

gain: 1.39222666981456 */

(1 row)

この例では、create index idx_t_a on t(a)は、Index Advisorによって提案されたインデックスを作成
するために必要な SQLステートメントです。結果セットの行には以下が表示されます。

• 推奨インデックスの作成に必要なコマンド。

• インデックスの推定最大サイズ。

• インデックスを使用して計算された利点。

• インデックスの実装から生じる推定ゲイン。

次のビューから、すべてのインデックスアドバイザーセッションの結果を表示できます。

SELECT * FROM index_recommendations;
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index_advisor_logテーブルのクエリ

インデックスアドバイザーは、インデックス作成の推奨事項を index_advisor_log名前付けのテーブル
に格納します。index_advisor_logテーブルの行には、クエリの実行コストを削減するために仮定のイン
デックスを推奨できると Index Advisorが判断したクエリーの結果が含まれクエリー。

Column Type Description
reloid oid インデックスのベーステーブルの OID
relname name インデックスのベーステーブルの名前
attrs integer[] 推奨されるインデックス列（列番号で識別）
benefit real このクエリーのインデックスの計算された利益
index_size integer ディスクページの推定インデックスサイズ
backend_pid integer この推奨事項を生成するプロセスのプロセス ID
timestamp timestamp 推奨が生成された日付/時刻

NA

psqlコマンドラインで index_advisor_logテーブルをクエリーできます。次の例は、2つの Index Advisor
セッションから生じる index_advisor_logテーブルエントリを示しています。各セッションには 2つの
クエリが含まれ、異なる backend_pid値によって（下の表で）識別できます。セッションごとに、Index
Advisorは 2つのインデックスの推奨事項を生成しました。

edb=# SELECT * FROM index_advisor_log;

reloid | relname | attrs | benefit | index_size | backend_pid | timestamp

---------+---------+-------+---------+------------+-------------+------------

----------------------

16651 | t | {1} | 1684.72 | 2184 | 3442 | 22-MAR-11

16:44:32.712638 -04:00

16651 | t | {2} | 1655.52 | 2184 | 3442 | 22-MAR-11

16:44:32.759436 -04:00

16651 | t | {1} | 1355.9 | 2184 | 3506 | 22-MAR-11

16:48:28.317016 -04:00

16651 | t | {1} | 1684.72 | 2184 | 3506 | 22-MAR-11

16:51:45.927906 -04:00

(4 rows)

インデックスアドバイザは、pg_advise_indexユーティリティによって実行される次の 2つのクエリを分
析した後、テーブルに最初の 2行を追加しました。

SELECT * FROM t WHERE a = 500;

SELECT * FROM t WHERE b < 1000;

列 backend_pidの 3442の値は、これらの結果をプロセス ID 3442のセッションからのものとして識別し
ます。

最初の行の列 attrsの 1の値は、仮定のインデックスがテーブルの最初の列（テーブル tの列 a）にある
ことを示しています。
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2行の attrs列の 2の値は、仮定のインデックスがテーブルの 2列目（テーブル tの列 b）にあることを
示しています。

インデックスアドバイザーは、次の 2つのクエリ（psqlコマンドラインで実行）を分析した後、最後の 2
行をテーブルに追加しました。

edb=# EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a < 10000;

* QUERY PLAN

------------------------------------------------------------------------------

----------------

Seq Scan on t (cost=0.00..1693.00 rows=10105 width=8)

* Filter: (a < 10000)

Result (cost=0.00..337.10 rows=10105 width=8)

* One-Time Filter: '===[ HYPOTHETICAL PLAN ]==='::text

* -> Index Scan using "<hypothetical-index>:1" on t (cost=0.00..337.10

rows=10105 width=8)

* Index Cond: (a < 10000)

(6 rows)

edb=# EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a = 100;

* QUERY PLAN

------------------------------------------------------------------------------

----------

Seq Scan on t (cost=0.00..1693.00 rows=1 width=8)

* Filter: (a = 100)

Result (cost=0.00..8.28 rows=1 width=8)

* One-Time Filter: '===[ HYPOTHETICAL PLAN ]==='::text

* -> Index Scan using "<hypothetical-index>:3" on t (cost=0.00..8.28

rows=1 width=8)

* Index Cond: (a = 100)

(6 rows)

index_advisor_logテーブルの benefit列の値は、次の式を使用して計算されます。

benefit = (normal execution cost) - (execution cost with hypothetical index)

index_advisor_logテーブルの最後の行（例に示す）の benefit列の値は、次の SQLステートメントの
クエリプランを使用して計算されます。

EXPLAIN SELECT * FROM t WHERE a = 100;

さまざまな実行計画の実行コストが評価され、比較されます。

benefit = (Seq Scan on t cost) - (Index Scan using <hypothetical-index>)

また、表に利点が追加されます。
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benefit = 1693.00 - 8.28

benefit = 1684.72

行に格納されたクエリの結果を確認する必要がなくなったら、index_advisor_logテーブルから行を削除
できます。

index_recommendationsビューのクエリ

index_recommendationsビューには、結果が現在 index_advisor_logテーブルにあるすべてのセッショ
ンの推奨インデックスを作成するための計算されたメトリックと CREATE INDEXステートメントが含まれ
ています。以下に示すように、index_recommendationsビューを照会することにより、保存されている
すべての Index Advisorセッションの結果を表示できます。

SELECT * FROM index_recommendations;

前のセクション（Querying the index_advisor_log Table）に示されている例を使用すると、
index_recommendationsビューには次が表示されます。

edb=# SELECT * FROM index_recommendations;

backend_pid | show_index_recommendations

-------------+---------------------------------------------------------------

------------------------------

* 3442 | create index idx_t_a on t(a);/* size: 2184 KB, benefit:

1684.72, gain: 0.771392654586624 */

* 3442 | create index idx_t_b on t(b);/* size: 2184 KB, benefit:

1655.52, gain: 0.758021539820856 */

* 3506 | create index idx_t_a on t(a);/* size: 2184 KB, benefit:

3040.62, gain: 1.39222666981456 */

(3 rows)

各セッション内で、同じ推奨インデックスの恩恵を受けるすべてのクエリの結果が組み合わされて、推奨
インデックスごとに 1セットのメトリックが生成され、benefitおよび gain名前付けのフィールドに反
映されます。

フィールドの式は次のとおりです。

size = MAX(index size of all queries)

benefit = SUM(benefit of each query)

gain = SUM(benefit of each query) / MAX(index size of all queries)

したがって、例、backend_pidが 3506であるプロセスからの次のクエリー結果を使用します。

reloid | relname | attrs | benefit | index_size | backend_pid | timestamp

---------+---------+-------+---------+------------+-------------+------------

----------------------

(次のページに続く)
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16651 | t | {1} | 1355.9 | 2184 | 3506 | 22-MAR-11

16:48:28.317016 -04:00

16651 | t | {1} | 1684.72 | 2184 | 3506 | 22-MAR-11

16:51:45.927906 -04:00

backend_pid 3506の index_recommendationsビューから表示されるメトリックは次のとおりです。

backend_pid | show_index_recommendations

-------------+---------------------------------------------------------------

------------------------------

* 3506 | create index idx_t_a on t(a);/* size: 2184 KB, benefit:

3040.62, gain: 1.39222666981456 */

ビューのメトリックは次のように計算されます。

benefit = (benefit from 1st query) + (benefit from 2nd query)

benefit = 1355.9 + 1684.72

benefit = 3040.62

そして

gain = ((benefit from 1st query) + (benefit from 2nd query)) / MAX(index

size of all queries)

gain = (1355.9 + 1684.72) / MAX(2184, 2184)

gain = 3040.62 / 2184

gain = 1.39223

ゲインメトリックは、特定のセッション中に派生したさまざまな推奨インデックスの相対的な利点を比較
するときに役立ちます。ゲイン値が大きいほど、インデックスから得られるコスト効果は、インデックス
のディスクスペース消費の可能性と比較検討されます。

3.2.5 Index Advisor Limitations

</ div>

Index Advisorは Index Onlyスキャンを考慮しません。推奨を行う際にインデックススキャンを考慮します。

インデックスアドバイザーは、WHERE句で見つかった計算を無視します。事実上、推奨事項のインデック
スフィールドは、いかなる種類の式でもありません。フィールドはシンプル列名前になります。

仮定のインデックスを推奨する場合、インデックスアドバイザーは継承を考慮しません。クエリーが親テー
ブルを参照する場合、インデックスアドバイザは子テーブルのインデックスを推奨 makeません。

index_advisor_logテーブル、またはインデックス作成の推奨事項が作成されて index_advisor_logテー
ブルに格納されたテーブルを含む pg_dumpバックアップファイルを復元すると、index_advisor_logテー
ブルと index_advisor_logテーブルの行によって被参照される復元テーブルとの間に「リンク切れ」が
発生する場合がありますオブジェクト識別子（OID）の変更。
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バックアップの前に作成された推奨事項を表示する必要がある場合は、 SQL UPDATEステートメントを使
用して、index_advisor_logテーブルの reloid列の古い OIDを被参照テーブルの新しい OIDに置き換
えることができます。

UPDATE index_advisor_log SET reloid = new_oid WHERE reloid = old_oid;

3.3 SQL Profiler

</ div>

非効率的な SQLコードは、データベースパフォーマンスの問題の主な原因ではないにしても、その 1つで
す。データベース管理者および開発者にとっての課題は、ラージで複雑なシステムでこのコードを見つけ
て最適化することです。

• SQL Profiler *は、実行が不十分な SQLコードを見つけて最適化するのに役立ちます。

SQL Profilerの特定の機能と利点は次のとおりです。

• オンデマンドトレース。パラメータを手動で設定し、トレースを開始することにより、いつでも SQL
トレースをキャプチャできます。

• スケジュールされたトレース。都合の悪い時間に、トレースパラメータを指定して、後で実行するよ
うにスケジュールすることもできます。

• トレースを保存します。トレースを実行し、後で確認できるように保存します。

• トレースフィルター。データベースおよびユーザごとに SQLキャプチャを選択的にフィルター処理
するか、すべてのデータベースに対してすべてのユーザーが送信したすべての SQLステートメント
をキャプチャします。

• トレース出力アナライザ。グラフィカルテーブルにより、クエリを期間またはステートメントごと
にすばやく並べ替えたり、フィルタリングしたりできます。グラフィカルまたはテキストベースの
EXPLAINプランは、クエリーと結合をレイアウトします。

• インデックスアドバイザーの統合遅いクエリを見つけて最適化したら、パフォーマンスをさらに向上
させるために、インデックスアドバイザーに基礎となるテーブルインデックスの作成を推奨させるこ
ともできます。

次に、インストールプロセスについて説明します。

ステップ 1： SQLプロファイラーのインストール

SQLプロファイラーは、WindowsAdvanced Serverインストーラによって、Linuxでは xx RPMはAdvanced
Serverのバージョン番号である edb-asxx-server-sqlprofiler RPMパッケージからインストールされ
ます。

ステップ 2： SQLプロファイラーライブラリを追加する

インスタンスの postgresql.confパラメータファイルを変更して、shared_preload_libraries設定パ
ラメータに SQLプロファイラーライブラリを含めます。

Linuxインストールの場合、パラメータ値には以下を含める必要があります。
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$libdir/sql-profiler

Windowsでは、パラメータ値には次のものが含まれます。

$libdir\sql-profiler.dll

ステップ 3： SQLプロファイラーが使用する関数を作成する

SQL Profilerインストールプログラムは、次の場所に SQLスクリプト（sql-profiler.sql名前付け）を
配置します。

Linuxの場合：

/usr/edb/as14/share/contrib/

Windows：

C:\Program Files\edb\as14\share\contrib\

psqlコマンドラインインタフェースを使用して、プロファイリングするサーバーのメンテナンスデータ
ベースとして指定されたデータベースで sql-profiler.sqlスクリプトを実行します。Advanced Serverを
使用している場合、デフォルトのメンテナンスデータベースの名前付けは edbです。PostgreSQLインスタ
ンスを使用している場合、デフォルトのメンテナンスデータベースの名前付けは postgresです。

次のコマンドは、Linuxシステムで psqlコマンドラインを使用して sql-profiler.sqlスクリプトを呼
び出します。

$ /usr/edb/as14/bin/psql -U user_name database_name <

/usr/edb/as14/share/contrib/sql-profiler.sql

ステップ 4：サーバーを停止してリスタートし、変更を有効にします。

SQLプロファイラーを構成すると、サーバー上にあるすべてのデータベースで使用できるようになります。
EDB Postgres Enterprise Managerで SQLプロファイラー機能を利用できます。Postgres Enterprise Manager
の詳細については、次の EDBウェブサイトにアクセスしてください。

https://www.enterprisedb.com/docs

トラブルシューティング

（SQLプロファイラーの新しいバージョンへのアップグレードを実行した後に）次のテキストを含むエラー
が発生した場合：

An error has occurred:

ERROR: function return row and query-specified return row do not match.

DETAIL: Returned row contains 11 attributes, but the query expects 10.

このエラーを修正するには、既存のクエリーセットを新しいクエリーセットに置き換える必要があります。
まず、uninstall-sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出して SQLプロファイラーをアンインストール
し、次に sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出して SQLプロファイラーを再インストールします。

3.3. SQL Profiler 123

https://www.enterprisedb.com/docs


EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

3.4 pgsnmpd

</ div>

pgsnmpdは、Linuxシステム上のAdvanced Serverの現在の状態に関する階層情報を結果ことができる SNMP
エージェントです。pgsnmpdは、xx RPMが Advanced Serverバージョン番号である edb-asxx-pgsnmpd

RPMパッケージを使用して配布およびインストールされます。pgsnmpdエージェントは、スタンドアロ
ン SNMPエージェント、パススルーサブエージェント、または AgentXサブエージェントとして動作でき
ます。

Advanced Serverのインストール後、LD_LIBRARY_PATH変数を更新する必要があります。次のコマンドを
使用します。

$ export LD_LIBRARY_PATH=/usr/edb/as14/lib:$LD_LIBRARY_PATH

このコマンドは、LD_LIBRARY_PATHの値を永続的に変更しません。LD_LIBRARY_PATHの値を永続的に設
定する方法については、Linuxのディストリビューションションの文書を参照してください。

以下の例は、読み取り専用アクセスを実装する pgsnmpdの最も単純な使用法を示しています。pgsnmpdは
net-snmpライブラリに基づいています。net-snmpの詳細については、次を参照してください。

http://net-snmp.sourceforge.net/

3.4.1 pgsnmpdの構成

pgsnmpd 構成ファイルの名前付けは snmpd.conf です。構成ファイルで指定できる指示子については、
snmpd.confのマニュアルページ（man snmpd.conf）を参照してください。

構成ファイルは手動で作成するか、snmpconf perlスクリプトを使用して構成ファイルを作成できます。perl
スクリプトは net-snmpパッケージで配布されます。

net-snmpは、以下から入手できるオープンソースパッケージです。

http://www.net-snmp.org/

snmpconf構成ファイルウィザードを使用するには、net-snmpをダウンロードしてインストールします。イ
ンストールが完了したら、コマンドラインを開き、次のように入力します。

snmpconf

構成ファイルウィザードが開くと、既存の構成ファイルを読み込むように求められる場合がありプロンプ
ト。noneと入力して、新しい構成ファイルを生成します（既存の構成ファイルに基づいていません）。

snmpconfはメニュー方式のウィザードです。メニューアイテム 1: snmpd.confを選択して、構成ウィ
ザードをスタートします。snmpconfによって表示される各トップレベルメニューオプションを選択する
と、ウィザードはシリーズの質問を順に実行し、構成ファイルの構築に必要な情報の入力を求めます。シス
テムに関連する各カテゴリの情報を提供したら、Finishedと入力して、snmpd.conf名前付けの構成ファ
イルを生成します。ファイルを次の場所にコピーします。
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/usr/edb/as14/share/

3.4.2 リスナーアドレスの設定

デフォルトでは、pgsnmpdはポート 161をリッスンします。リスナポートが既に別のサービスで使用され
ている場合、次のエラーが表示される場合があります。

Error opening specified endpoint "udp:161".

snmpd.confファイルに次の行を追加することにより、代替リスナポートを指定できます。

agentaddress $host_address:2000

この例では、pgsnmpdがUDPポート 2000を監視するするように指示します。$host_addressはサーバー
の IPアドレス（127.0.0.1など）です。

pgsnmpdを呼び出す前に、次のコマンドを使用して pgsnmpdスキーマを作成し、検索パスを設定して pgsnmpd

スキーマにテーブルを作成する必要があります。

CREATE SCHEMA pgsnmpd;

SET search_path = pgsnmpd;

\i pgsnmpd.sql

3.4.3 pgsnmpdの呼び出し

Advanced Serverのインスタンスが稼働中であることを確認します（pgsnmpdはこのサーバーに接続しま
す）。次のフォームのコマンドで pgsnmpdを呼び出す前に、コマンドラインを開き、スーパーユーザ権限
を引き継ぎます。

POSTGRES_INSTALL_HOME/bin/pgsnmpd -b

* -c POSTGRES_INSTALL_HOME/share/snmpd.conf

* -C "user=enterprisedb dbname=edb password=safe_password

* port=5444"

POSTGRES_INSTALL_HOMEは Advanced Serverのインストレーションディレクトリを指定します。

-bオプションを含めて、pgsnmpdをバックグラウンドで実行することを指定します。

pgsnmpd構成ファイルのパスと名前を指定して、-cオプションを含めます。

-Cオプションの後に、 Advanced Serverのインストールの接続情報（libpq接続文字列のフォーム）を含
めます。
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3.4.4 pgsnmpdヘルプの表示

pgsnmpdユーティリティを呼び出して他の pgsnmpdコマンドラインオプションをビューする場合は、--help
オプションを含めます。

pgsnmpd --help

* Version PGSQL-SNMP-Ver1.0

* usage: pgsnmpd [-s] [-b] [-c FILE ] [-x address ] [-g] [-C "Connect String"]

* -s : run as AgentX sub-agent of an existing snmpd process

* -b : run in the background

* -c : configuration file name

* -g : use syslog

* -C : libpq connection string

* -x : address:port of a network interface

* -V : display version strings

3.4.5 pgsnmpdからの情報の要求

net-snmpコマンドを使用して、pgsnmpdサービスをクエリーできます。例：

snmpgetnext -v 2c -c public localhost .1.3.6.1.4.1.5432.1.4.2.1.1.0

上記の例では：

-v 2cオプションは、snmpgetnextクライアントに要求を SNMPバージョン 2cフォーマットで送信する
ように指示します。

-c publicはコミュニティ名前を指定します。

localhostは、pgsnmpdサーバーを実行しているホストマシンを示します。

.1.3.6.1.4.1.5432.1.4.2.1.1.0は、要求されたオブジェクトの IDです。すべてのデータベースのリ
ストを表示するには、最後の桁を 1つ増やします（例：.1.1、インクリメント、.1.3など）。

特定のオブジェクトのクエリーに必要なエンコーディングは、MIB（管理情報ベース）で定義されていま
す。SNMPクライアントは、さまざまなサーバーをモニタできます。サーバーの種類によって、特定のサー
バーによって公開される情報が決まります。各 SNMPサーバーは、公開されたデータをMIB（管理情報
ベース）のフォームで記述します。デフォルトでは、pgsnmpdは次の場所でMIBを検索します。

/usr/share/snmp/mibs

$HOME/.snmp/mibs
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3.5 EDB Audit Logging

</ div>

Advanced Serverを使用すると、データベースおよびセキュリティの管理者、監査者、およびオペレーター
は、* EDB Audit Logging *機能を使用してデータベースアクティビティを追跡および分析できます。EDB
監査ログは、関連するすべての情報を含む監査ログファイルを生成します。監査ログは、次のような情報
をレコードするように構成できます。

• ロールが Advanced Serverデータベースへの接続を確立するとき Advanced Serverへの接続時にロー
ルが作成、変更、または削除するデータベースオブジェクト

• 認証に失敗した場合

構成ファイル postgresql.confまたは postgresql.auto.confで指定されたパラメーターは、監査ログ
に含まれる情報を制御します。

3.5.1 Audit Logging Configuration Parameters

</ div>

以下の構成パラメーターを使用して、データベース監査を制御します。Summary of Configuration Parameters
を参照して、設定パラメータの変更をすぐに有効にするか、構成を再ロードするニーズがあるか、または
データベースサーバを再起動ニーズがあるかを判断します。

edb_audit

データベース監査を有効または無効にします。値 xmlまたは csvは、データベース監査を有効にします。
これらの値は、監査情報がキャプチャされるファイル形式を表します。noneはデータベース監査を無効に
し、これもデフォルト。

edb_audit_archiver

データベース監査アーカイビングを有効または無効にします。

edb_audit_archiver_timeout

このパラメータを使用して、データベースがログファイルをアーカイブしようとするときにタイムアウト
を秒単位で強制します。有効なレンジは 30秒から 1日です。

edb_audit_archiver_filename_prefix

アーカイブニーズがある監査ログファイルのファイル名前を指定します。ファイル名前は
edb_audit_filenameパラメータと一致する必要があります。edb_audit_archiver_filename_prefix

のデフォルト値は audit-です。edb_audit_directoryに edb_audit_archiver_filename_prefixが含
まれる監査ファイルは、圧縮および/または期限切れの対象となります。

edb_audit_archiver_compress_time_limit

監査ログが圧縮に適格になるまでの時間を秒単位で指定します。このパラメータを設定できる値は次のと
おりです。0 =ログファイルが現在のファイルでないとすぐに圧縮が開始され、-1 =ログファイルのタイム
リーな圧縮は行われません。
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edb_audit_archiver_compress_size_limit

ファイルサイズのしきい値をメガバイト単位で指定します。その後、監査ログは圧縮の対象になります。
パラメータが-1に設定されている場合、サイズごとのログファイルの圧縮は行われません。

edb_audit_archiver_compress_command

監査ログファイルの圧縮を実行コマンドを指定します。edb_audit_archiver_compress_command のデ
フォルト値は gzip %pです。gzipは、ファイルを圧縮する標準的なメソッドを提供します。文字列の%p

は、アーカイブするファイルのパス名前に置き換えられます。

edb_audit_archiver_compress_suffix

すでに圧縮されているログファイルのファイル名前を指定します。ファイル名前は
edb_audit_archiver_compress_command に合わせる必要があります。デフォルトのファイル名前
は.gzです。

edb_audit_archiver_expire_time_limit

監査ログが有効期限切れになるまでの時間を秒単位で指定します。このパラメータを設定できる値は次の
とおりです。0 =ログファイルが現在のファイルでない場合はすぐに有効期限が開始され、-1 =ログファイ
ルのタイムリーな有効期限は発生しません。

edb_audit_archiver_expire_size_limit

ファイルサイズのしきい値をメガバイト単位で指定します。その後、監査ログは期限切れの対象になりま
す。パラメータが-1に設定されている場合、サイズに基づいたログファイルの有効期限は発生しません。

edb_audit_archiver_expire_command

削除する前に期限切れの監査ログファイルで実行コマンドを指定します。

edb_audit_archiver_sort_file

アルファベット順または mtimeに基づいてソートされる最も古いログファイルを識別します。mtimeは、
ファイルの変更時間に基づいてファイルを並べ替えことを示します。alphabeticは、ファイル名前に基
づいてファイルをアルファベット順に並べ替えことを示します。

edb_audit_directory

ログファイルが作成されるディレクトリを指定します。ディレクトリのパスは、データフォルダに対して
相対パスまたは絶対パスにすることができます。デフォルトは PGDATA/edb_auditディレクトリです。

edb_audit_filename

監査情報が保存される監査ファイルのファイル名前を指定します。デフォルトのファイル名前は
audit-%Y%m%d_%H%M%S です。エスケープシーケンス%Y、%m などは、システムの日付と時刻に従って適
切な現在の値に置き換えられます。

edb_audit_rotation_day

監査ファイルをローテートする曜日を指定します。有効な値は、sun、mon、tue、wed、thu、fri、sat、
every、および noneです。ローテーションを無効にするには、値を noneに設定します。ファイルを毎日
ローテートするには、edb_audit_rotation_dayの値を everyに設定します。特定の曜日にファイルを
ローテートするには、値を目的の曜日に設定します。everyはデフォルト値です。

edb_audit_rotation_size
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ファイルのローテーションが強制されるときのファイルサイズのしきい値をメガバイト単位で指定します。
デフォルト値は 0メガバイトです。パラメータがコメント化されているか、0に設定されている場合、サ
イズごとのファイルのローテーションは発生しません。

edb_audit_rotation_seconds

新しいログファイルを作成するローテーション時間を秒単位で指定します。この機能を無効にするには、
このパラメータをデフォルトの 0に設定します。

edb_audit_connect

ユーザーによるデータベースコネクション試行の監査を有効にします。すべての接続試行の監査を無効に
するには、edb_audit_connect を none に設定します。失敗した接続試行をすべて監査するには、値を
failedに設定します。これはデフォルト。すべての接続試行を監査するには、値を allに設定します。

edb_audit_disconnect

接続ユーザーによるデータベース切断の監査を有効にします。切断の監査を有効にするには、値を allに
設定します。無効にするには、値を noneに設定します。これはデフォルト。

edb_audit_statement

この設定パラメータは、SQLステートメントのさまざまなカテゴリーの監査を指定するために使用されま
す。none、dml、insert、update、delete、truncate、select、error、rollback、ddl、create、drop、
alter、grant、revoke、set、all、及び{ select | update | delete | insert }@groupname：以下
の値の様々な組み合わせを指定することができます。デフォルトは ddlおよび errorです。このパラメー
タの設定に関する情報については、Selecting SQL Statements to Auditを参照してください。

edb_audit_tag

この設定パラメータを使用して、各エントリーの監査ログファイルに追跡タグとして含める文字列値を指
定します。

edb_log_every_bulk_value

一括処理は、結果のステートメントをAdvanced Serverログファイルと EDB Auditログファイルの両方に記
録します。ただし、一括処理ですべてのステートメントをロギングに記録するにはコストがかかります。こ
れは、edb_log_every_bulk_value設定パラメータによって制御できます。trueに設定すると、一括処理
のすべてのステートメントがログに記録されます。一括実行中に、edb_log_every_bulk_valueが false

に設定されている場合、ログメッセージは一括処理ごとに 1回、処理された行数とともに記録されます。
さらに、期間はバルク処理ごとに 1回発行されます。デフォルトは falseに設定されています。

edb_audit_destination

監査ログ情報を、edb_audit_directory パラメータで指定されたディレクトリに記録するか、syslog

プロセスで管理されるディレクトリとファイルに記録するかを指定します。デフォルト設定の
edb_audit_directoryで指定されたディレクトリを使用するには、fileに設定します。

/etc/syslog.confファイルで構成された syslogプロセスとその場所を使用するには、syslogに設定し
ます。syslog設定は、Linuxホストで実行されている Advanced Serverで有効であり、Windowsシステム
ではサポートされていません。注：最近の Linuxバージョンでは、syslogは rsyslogに置き換えられてお
り、構成ファイルは/etc/rsyslog.confにあります。

!!! Note * Advanced Serverでは、管理特権に関連付けられた管理ユーザーが、任意のユーザ、グループ、ま
たはロールによるステートメントを監査できます。特定のユーザーを監査することにより、生成される監
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査レコードの数を最小限に抑えることができます。詳細については、Selecting SQL Statements to Auditの
例を参照してください。

次のセクションでは、edb_audit_statementパラメータを使用して監査する特定の SQLステートメント
の選択について説明します。

3.5.2 Selecting SQL Statements to Audit

</ div>

edb_audit_statementでは、監査する SQLステートメントを制御するために、1つ以上のコンマ区切り
値を inclusionができます。一般的なフォーマットは次のとおりです。

edb_audit_statement = 'value_1[, value_2]...'

コンマで区切られた値には、コンマに続くスペース文字が含まれるか、省略されます。値は、小文字また
は大文字の任意の組み合わせで指定できます。

基本的なパラメータ値は次のとおりです。

• all –ステートメントのエラーメッセージを含むすべてのステートメントの監査とロギングを行い
ます。

• none –すべての監査とロギングを無効にします。noneの値は、リストに含まれる他の値をオーバー
ライドします。

• ddl –すべてのデータ定義言語（DDL）ステートメント（CREATE、ALTER、および DROP）、および GRANT

および REVOKEデータ制御言語（DCL）ステートメントを監査します。

• dml –すべてのデータ操作言語（DML）ステートメント（INSERT、UPDATE、DELETE、および TRUNCATE）
を監査します。

• select – SELECTステートメントの監査結果。

• set – SETステートメントの監査結果。

• rollback – ROLLBACKステートメントの監査結果。

• error –発生したすべてのエラーメッセージをロギングに記録します。error値が含まれていない限
り、allが使用されている場合を除き、他の先行パラメータ値に関連する SQLステートメントで発
生したエラーに関するエラーメッセージは記録されません。

• { select | update | delete | insert }@groupname –特定のテーブルの特定のデータ操作言語
（DML）ステートメント（SELECT、UPDATE、DELETE、および INSERTを含む）のオブジェクトを選
択的に監査します。詳細については、Object Auditingを参照してください。

Data Definition Language and Data Control Language Statementsは、監査のために特定の DDL
または DCLステートメントを選択するための追加のパラメータ値を記述します。

Data Manipulation Language Statementsは、監査のために特定の DMLステートメントを選択するた
めの追加のパラメータ値を記述します。
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サポートされていない値が edb_audit_statement パラメータに含まれている場合、データベースサー
バに設定を適用するときにエラーが発生します。create materialized vw がエラーになる次の例のよ
うなエラーについては、データベースサーバのログファイルを参照してください。（正しい値は create

materialized viewです。）

2017-07-16 11:20:39 EDT LOG: invalid value for parameter

"edb_audit_statement": "create materialized vw, create sequence, grant"

2017-07-16 11:20:39 EDT FATAL: configuration file "/var/lib/edb/as14/data/

postgresql.conf" contains errors

以下のセクションでは、SQL言語タイプ DDL、DCL、および DMLの値について説明します。

データ定義言語とデータ制御言語のステートメント

このセクションでは、DDLおよびDCLステートメントを監査するために edb_audit_statementパラメー
タに含めることができる値について説明します。

次の一般規則が適用されます。

• edb_audit_statementパラメータに ddlまたは allが含まれている場合、すべての DDLステート
メントが監査されます。さらに、DCLステートメント GRANTおよび REVOKEも監査されます。

• edb_audit_statementが noneに設定されている場合、DDLステートメントも DCLステートメン
トも監査されません。

• edb_audit_statementパラメータ内に値の組み合わせを含めることにより、特定のタイプの DDL
および DCLステートメントを監査用に選択できます。

次の構文を使用して、DDLステートメントの edb_audit_statementパラメータ値を指定します。

{ create | alter | drop } [ <object_type> ]

object_typeは次のいずれかです。

-ACCESS METHOD

-AGGREGATE

-CAST

-COLLATION

-CONVERSION

-DATABASE

-EVENT TRIGGER

-EXTENSION

-FOREIGN TABLE

-FUNCTION
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-INDEX

-LANGUAGE

-LARGE OBJECT

-MATERIALIZED VIEW

-OPERATOR

-OPERATOR CLASS

-OPERATOR FAMILY

-POLICY

-PUBLICATION

-ROLE

-RULE

-SCHEMA

-SEQUENCE

-SERVER

-SUBSCRIPTION

-TABLE

-TABLESPACE

-TEXT SEARCH CONFIGURATION

-TEXT SEARCH DICTIONARY

-TEXT SEARCH PARSER

-TEXT SEARCH TEMPLATE

-TRANSFORM

-TRIGGER

-TYPE

-USER MAPPING

-VIEW

SQLコマンドで使用されるオブジェクトタイプの説明は、次の場所にある PostgreSQLコア文書に記載さ
れています。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-commands.html >

パラメータ値から object_typeが省略された場合、指定されたすべてのコマンドステートメント（create、
alter、または dropのいずれか）が監査されます。

DCLステートメントの edb_audit_statementパラメータ値を指定するには、次の構文を使用します。
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{ grant | revoke }

以下は、 DDLと DCLの例です。

例 1

以下は、edb_audit_connectおよび edb_audit_statementが次のデフォルト以外の値で設定されている
例です。

logging_collector = 'on'

edb_audit_connect = 'all'

edb_audit_statement = 'create, alter, error'

したがって、CREATEおよび ALTERコマンドによって呼び出された SQLステートメントのみが監査されま
す。エラーメッセージも監査ログに含まれます。

発生するデータベースセッションは次のとおりです。

$ psql edb enterprisedb

Password for user enterprisedb:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# SHOW edb_audit_connect;

edb_audit_connect

-------------------

all

(1 row)

edb=# SHOW edb_audit_statement;

edb_audit_statement

----------------------

create, alter, error

(1 row)

edb=# CREATE ROLE adminuser;

CREATE ROLE

edb=# ALTER ROLE adminuser WITH LOGIN, SUPERUSER, PASSWORD 'password';

ERROR: syntax error at or near ","

LINE 1: ALTER ROLE adminuser WITH LOGIN, SUPERUSER, PASSWORD 'passwo...

* ^

edb=# ALTER ROLE adminuser WITH LOGIN SUPERUSER PASSWORD 'password';

ALTER ROLE

edb=# CREATE DATABASE auditdb;

CREATE DATABASE

edb=# ALTER DATABASE auditdb OWNER TO adminuser;

ALTER DATABASE

(次のページに続く)
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edb=# \c auditdb adminuser

Password for user adminuser:

You are now connected to database "auditdb" as user "adminuser".

auditdb=# CREATE SCHEMA edb;

CREATE SCHEMA

auditdb=# SET search_path TO edb;

SET

auditdb=# CREATE TABLE department (

auditdb(# deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

auditdb(# dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

auditdb(# loc VARCHAR2(13)

auditdb(# );

CREATE TABLE

auditdb=# DROP TABLE department;

DROP TABLE

auditdb=# CREATE TABLE dept (

auditdb(# deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

auditdb(# dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

auditdb(# loc VARCHAR2(13)

auditdb(# );

CREATE TABLE

結果の監査ログファイルには、次のものが含まれます。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2020-05-25 12:32:22.799 IST,"enterprisedb","edb",72518,"[local]",5ecb6d7e.

11b46,1,"authentication",2020-05-25 12:32:22 IST,4/19,0,AUDIT,00000,

"connection authorized:user=enterprisedb database=edb",,,,,,,,,"","client

backend","","connect"

2020-05-25 12:34:05.843 IST,"enterprisedb","edb",72518,"[local]",5ecb6d7e.

11b46,2,"idle",2020-05-25 12:32:22 IST,4/23,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

ROLE adminuser;",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE ROLE","create"

2020-05-25 12:34:16.617 IST,"enterprisedb","edb",72518,"[local]",5ecb6d7e.

11b46,3,"idle",2020-05-25 12:32:22 IST,4/24,0,ERROR,42601,"syntax error at or

near "",""",,,,,,"ALTER ROLE adminuser WITH LOGIN, SUPERUSER, PASSWORD

'password';",32,,"psql","client backend","","error"

2020-05-25 12:34:29.954 IST,"enterprisedb","edb",72518,"[local]",5ecb6d7e.

11b46,4,"idle",2020-05-25 12:32:22 IST,4/25,0,AUDIT,00000,"statement: ALTER

ROLE adminuser WITH LOGIN SUPERUSER PASSWORD 'password';",,,,,,,,,"psql",

"client backend","ALTER ROLE","alter"

(次のページに続く)
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2020-05-25 12:34:40.114 IST,"enterprisedb","edb",72518,"[local]",5ecb6d7e.

11b46,5,"idle",2020-05-25 12:32:22 IST,4/26,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

DATABASE auditdb;",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE DATABASE","create"

2020-05-25 12:34:50.591 IST,"enterprisedb","edb",72518,"[local]",5ecb6d7e.

11b46,6,"idle",2020-05-25 12:32:22 IST,4/27,0,AUDIT,00000,"statement: ALTER

DATABASE auditdb OWNER TO adminuser;",,,,,,,,,"psql","client backend","ALTER

DATABASE","alter"

2020-05-25 12:35:01.554 IST,"adminuser","auditdb",75531,"[local]",5ecb6e1d.

1270b,1,"authentication",2020-05-25 12:35:01 IST,5/11,0,AUDIT,00000,

"connection authorized:user=adminuser database=auditdb",,,,,,,,,"","client

backend","","connect"

2020-05-25 12:35:12.931 IST,"adminuser","auditdb",75531,"[local]",5ecb6e1d.

1270b,2,"idle",2020-05-25 12:35:01 IST,5/13,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

SCHEMA edb;",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE SCHEMA","create"

2020-05-25 12:37:18.547 IST,"adminuser","auditdb",75531,"[local]",5ecb6e1d.

1270b,3,"idle",2020-05-25 12:35:01 IST,5/15,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

TABLE department

(

* deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

* dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

* loc VARCHAR2(13)

);",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE TABLE","create"

2020-05-25 12:39:09.065 IST,"adminuser","auditdb",75531,"[local]",5ecb6e1d.

1270b,4,"idle",2020-05-25 12:35:01 IST,5/17,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

TABLE dept (

* deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

* dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

* loc VARCHAR2(13)

);",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE TABLE","create"

adminuserロールおよび auditdbデータベースの CREATEおよび ALTERステートメントが監査されます。
エラーは edb_audit_statementパラメータに含まれているため、ALTER ROLE adminuserステートメン
トのエラーもログに記録されます。

同様に、スキーマ edbとテーブル departmentおよび deptの CREATEステートメントが監査されます。

ddl、all、またはdropなど、正常に処理されたDROPステートメントの監査につながるedb_audit_statement

設定がないため、DROP TABLE departmentステートメントは監査ログにないことに注意してください。

例 2
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以下は、edb_audit_connectおよび edb_audit_statementが次のデフォルト以外の値で設定されている
例です。

logging_collector = 'on'

edb_audit_connect = 'all'

edb_audit_statement = 'create view,create materialized view,create sequence,grant'

したがって、CREATE VIEW、CREATE MATERIALIZED VIEW、CREATE SEQUENCE、および GRANTコマンドに
よって呼び出された SQLステートメントのみが監査されます。

発生するデータベースセッションは次のとおりです。

$ psql auditdb adminuser

Password for user adminuser:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

auditdb=# SHOW edb_audit_connect;

edb_audit_connect

-------------------

all

(1 row)

auditdb=# SHOW edb_audit_statement;

* edb_audit_statement

------------------------------------------------------------

create view,create materialized view,create sequence,grant

(1 row)

auditdb=# SET search_path TO edb;

SET

auditdb=# CREATE TABLE emp (

auditdb(# empno NUMBER(4) NOT NULL CONSTRAINT emp_pk PRIMARY KEY,

auditdb(# ename VARCHAR2(10),

auditdb(# job VARCHAR2(9),

auditdb(# mgr NUMBER(4),

auditdb(# hiredate DATE,

auditdb(# sal NUMBER(7,2) CONSTRAINT emp_sal_ck CHECK (sal > 0),

auditdb(# comm NUMBER(7,2),

auditdb(# deptno NUMBER(2) CONSTRAINT emp_ref_dept_fk

auditdb(# REFERENCES dept(deptno)

auditdb(# );

CREATE TABLE

auditdb=# CREATE VIEW salesemp AS

auditdb-# SELECT empno, ename, hiredate, sal, comm FROM emp WHERE job =

'SALESMAN';

CREATE VIEW

(次のページに続く)
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auditdb=# CREATE MATERIALIZED VIEW managers AS

auditdb-# SELECT empno, ename, hiredate, sal, comm FROM emp WHERE job =

'MANAGER';

SELECT 0

auditdb=# CREATE SEQUENCE next_empno START WITH 8000 INCREMENT BY 1;

CREATE SEQUENCE

auditdb=# GRANT ALL ON dept TO PUBLIC;

GRANT

auditdb=# GRANT ALL ON emp TO PUBLIC;

GRANT

結果の監査ログファイルには、次のものが含まれます。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2020-05-25 14:05:29.163 IST,"adminuser","auditdb",40810,"[local]",5ecb8351.

9f6a,1,"authentication",2020-05-25 14:05:29 IST,4/28,0,AUDIT,00000,

"connection authorized:user=adminuser database=auditdb",,,,,,,,,"","client

backend","","connect"

2020-05-25 14:12:06.318 IST,"adminuser","auditdb",40810,"[local]",5ecb8351.

9f6a,2,"idle",2020-05-25 14:05:29 IST,4/34,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

VIEW salesemp AS SELECT empno, ename, hiredate, sal, comm FROM emp WHERE job

= 'SALESMAN';",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE VIEW","create"

2020-05-25 14:13:26.657 IST,"adminuser","auditdb",40810,"[local]",5ecb8351.

9f6a,3,"idle",2020-05-25 14:05:29 IST,4/36,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

MATERIALIZED VIEW managers AS SELECT empno, ename, hiredate, sal, comm FROM

emp WHERE job = 'MANAGER';",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE

MATERIALIZED VIEW","create"

2020-05-25 14:13:38.928 IST,"adminuser","auditdb",40810,"[local]",5ecb8351.

9f6a,4,"idle",2020-05-25 14:05:29 IST,4/37,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

SEQUENCE next_empno START WITH 8000 INCREMENT BY 1;",,,,,,,,,"psql","client

backend","CREATE SEQUENCE","create"

2020-05-25 14:13:51.434 IST,"adminuser","auditdb",40810,"[local]",5ecb8351.

9f6a,5,"idle",2020-05-25 14:05:29 IST,4/38,0,AUDIT,00000,"statement: GRANT

ALL ON dept TO PUBLIC;",,,,,,,,,"psql","client backend","GRANT","grant"

2020-05-25 14:14:03.737 IST,"adminuser","auditdb",40810,"[local]",5ecb8351.

9f6a,6,"idle",2020-05-25 14:05:29 IST,4/39,0,AUDIT,00000,"statement: GRANT

ALL ON emp TO PUBLIC;",,,,,,,,,"psql","client backend","GRANT","grant"

CREATE VIEW および CREATE MATERIALIZED VIEW ステートメントが監査されます。create、create
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table、ddl、または allのいずれの値も edb_audit_statementパラメータに含まれていないため、前の
CREATE TABLE empステートメントは監査されないことに注意してください。

CREATE SEQUENCEおよび GRANTステートメントは、それらの値が edb_audit_statementパラメータに含
まれているため、監査されます。

例 3

以下は、edb_audit_connectおよび edb_audit_statementが次のデフォルト以外の値で設定されている
例です。

logging_collector = 'on'

edb_audit_connect = 'all'

edb_audit_statement = 'none'

ADMIN または SYSDBA として接続するユーザーのセッションは、完全に監査できます。管理ユーザは、
ADMINUSERとしてデータベース auditdbに接続されます。次の ALTER USERコマンドは、ADMINUSERを監
査することを指定します。

ALTER USER adminuser SET edb_audit_statement = "all";

edb_audit_statementパラメータを allに設定すると、管理ユーザのすべての SQLステートメントを監
査できます。

発生するデータベースセッションは次のとおりです。

$ psql auditdb adminuser

Password for user adminuser:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

auditdb=# SHOW edb_audit_connect;

edb_audit_connect

-------------------

all

(1 row)

auditdb=# SHOW edb_audit_statement;

edb_audit_statement

---------------------

all

(1 row)

auditdb=# SET search_path TO edb;

SET

auditdb=> CREATE TABLE dept

auditdb-> (deptno NUMBER(2),

auditdb(> dname VARCHAR2(14),

auditdb(> loc VARCHAR2(13) );
(次のページに続く)
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CREATE TABLE

auditdb=> INSERT INTO dept VALUES (10, 'ACCOUNTING', 'NEW YORK');

INSERT 0 1

auditdb=> INSERT INTO dept VALUES (20, 'RESEARCH', 'DALLAS');

INSERT 0 1

auditdb=> INSERT INTO dept VALUES (30, 'SALES', 'CHICAGO');

INSERT 0 1

auditdb=> UPDATE dept SET loc = 'BEDFORD' WHERE deptno = 20;

UPDATE 1

auditdb=> SELECT * FROM dept;

deptno | dname | loc

--------+------------+----------

* 10 | ACCOUNTING | NEW YORK

* 30 | SALES | CHICAGO

* 20 | RESEARCH | BEDFORD

(3 rows)

auditdb=> DELETE FROM emp WHERE deptno = 40;

ERROR: relation "emp" does not exist

LINE 1: DELETE FROM emp WHERE deptno = 40;

* ^

auditdb=> DELETE FROM dept WHERE deptno = 10;

DELETE 1

auditdb=> SELECT * FROM dept;

deptno | dname | loc

--------+----------+---------

* 30 | SALES | CHICAGO

* 20 | RESEARCH | BEDFORD

(2 rows)

結果の監査ログファイルには、次のものが含まれます。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2021-06-23 06:06:59.027 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,1,"authentication",2021-06-23 06:06:59 IST,4/19,0,AUDIT,00000,"connection␣

↪→authorized:

user=adminuser database=auditdb",,,,,,,,,"","client backend",,"","","connect"

2021-06-23 06:07:33.192 IST,"adminuser","auditdb",66316,"[local]",60daab0c.

1030c,2,"idle",2021-06-23 06:07:33 IST,4/16,0,AUDIT,00000,"statement: SHOW edb_audit_

↪→connect;

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"SHOW","","sql statement"

(次のページに続く)
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2021-06-23 06:08:12.474 IST,"adminuser","auditdb",66316,"[local]",60daab0c.

1030c,3,"idle",2021-06-23 06:08:12 IST,4/17,0,AUDIT,00000,"statement: SHOW edb_audit_

↪→statement;

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"SHOW","","sql statement"

2021-06-23 06:08:20.519 IST,"adminuser","auditdb",66922,"[local]",60dab036.

1056a,4,"idle",2021-06-23 06:08:20 IST,4/15,0,AUDIT,00000,"statement: SET search_path␣

↪→TO edb;

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"SET","","set"

2021-06-23 06:09:27.613 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60dab117.

10602,5,"idle",2021-06-23 06:09:59 IST,4/21,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE TABLE␣

↪→dept

* (deptno NUMBER(2),

* dname VARCHAR2(14),

* loc VARCHAR2(13) );",,,,,,,,,"psql","client backend",,"CREATE TABLE","",

↪→"create"

2021-06-23 06:09:39.238 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,6,"idle",2021-06-23 06:09:29 IST,4/22,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

dept VALUES (10, 'ACCOUNTING', 'NEW YORK');",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT

↪→","","insert"

2021-06-23 06:09:39.242 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,7,"idle",2021-06-23 06:09:29 IST,4/23,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

dept VALUES (20, 'RESEARCH', 'DALLAS');",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","",

↪→"insert"

2021-06-23 06:09:39.247 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,8,"idle",2021-06-23 06:08:35 IST,4/24,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

dept VALUES (30, 'SALES', 'CHICAGO');",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","",

↪→"insert"

2021-06-23 06:10:04.849 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,9,"idle",2021-06-23 06:08:59 IST,4/25,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE dept SET␣

↪→loc = 'BEDFORD'

WHERE deptno = 20;",,,,,,,,,"psql","client backend",,"UPDATE","","update"

2021-06-23 06:10:16.045 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,10,"idle",2021-06-23 06:08:59 IST,4/26,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM␣

↪→dept;",,,,,,,,,

"psql","client backend",,"SELECT","","select"

2021-06-23 06:10:40.593 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,11,"idle",2021-06-23 06:08:59 IST,4/27,0,AUDIT,00000,"statement: DELETE FROM emp␣

↪→WHERE deptno = 40; (次のページに続く)
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",,,,,,,,,"psql","client backend",,"DELETE","","delete"

2021-06-23 06:10:40.594 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,12,"DELETE",2021-06-23 06:08:59 IST,4/27,0,ERROR,42P01,"relation ""emp"" does␣

↪→not exist",,,,,,

"DELETE FROM emp WHERE deptno = 40;",13,,"psql","client backend",,"DELETE","","error"

2021-06-23 06:11:02.563 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,13,"idle",2021-06-23 06:08:59 IST,4/28,0,AUDIT,00000,"statement: DELETE FROM␣

↪→dept WHERE deptno = 10;

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"DELETE","","delete"

2021-06-23 06:11:14.585 IST,"adminuser","auditdb",60218,"[local]",60d3083b.

eb3a,14,"idle",2021-06-23 06:08:59 IST,4/29,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM␣

↪→dept;",,,,,,,,,

"psql","client backend",,"SELECT","","select"

例 4

以下は、edb_audit_connectおよび edb_audit_statementが次のデフォルト以外の値で設定されている
例です。

logging_collector = 'on'

edb_audit_connect = 'all'

edb_audit_statement = 'all'

ユーザ carolの監査セッションは、データベース管理者が ALTER USERコマンドを使用して完全にブロッ
クできます。

ALTER USER carol SET edb_audit_statement = "none";

!!! Note *データベース管理者は、ALTER USERコマンドを指定し、edb_audit_statementパラメータを
任意の値に設定することにより、特定のユーザが SQLステートメントを監査できるようにすることができ
ます。発生するデータベースセッションは次のとおりです。

$ psql auditdb carol

Password for user carol:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

auditdb=# SHOW edb_audit_connect;

edb_audit_connect

-------------------

all

(1 row)

(次のページに続く)
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auditdb=# SHOW edb_audit_statement;

edb_audit_statement

---------------------

none

(1 row)

auditdb=# SET search_path TO edb;

SET

auditdb=> CREATE TABLE salgrade

auditdb-> (grade NUMBER,

auditdb(> losal NUMBER,

auditdb(> hisal NUMBER);

CREATE TABLE

INSERT INTO salgrade VALUES (1, 700, 1200);

INSERT INTO salgrade VALUES (2, 1201, 1400);

INSERT INTO salgrade VALUES (3, 1401, 2000);

結果の監査ログファイルには、接続認証情報のみが含まれます。edb_audit_statementパラメータを none

に設定しても、carolの SQLステートメントの監査は許可されないため、監査ログは生成されません。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2021-06-29 02:27:26.240 IST,"carol","auditdb",68072,"[local]",60dabd4e.

109e8,1,"authentication",2021-06-29 02:27:26 IST,4/13,0,AUDIT,00000,"connection␣

↪→authorized: user=carol

database=auditdb",,,,,,,,,"","client backend",,"","","connect"

データ操作言語ステートメント

このセクションでは、edb_audit_statementパラメータに含めて DMLステートメントを監査できる値に
ついて説明します。

次の一般規則が適用されます。

• edb_audit_statementパラメータに dmlまたは allが含まれている場合、すべての DMLステート
メントが監査されます。

• edb_audit_statementが noneに設定されている場合、DMLステートメントは監査されません。

• edb_audit_statementパラメータ内に値の組み合わせを含めることにより、監査のために特定のタ
イプの DMLステートメントを選択できます。

次の構文を使用して、SQL INSERT、UPDATE、DELETE、または TRUNCATE ステートメントの
edb_audit_statementパラメータ値を指定します。
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{ insert | update | delete | truncate }

例

以下は、edb_audit_connectおよび edb_audit_statementが次のデフォルト以外の値で設定されている
例です。

logging_collector = 'on'

edb_audit_connect = 'all'

edb_audit_statement = 'UPDATE, DELETE, error'

したがって、UPDATEおよび DELETEコマンドによって呼び出された SQLステートメントのみが監査され
ます。すべてのエラーも監査ログに含まれます（UPDATEおよび DELETEコマンドに関連しないエラーも
含む）。

発生するデータベースセッションは次のとおりです。

$ psql auditdb adminuser

Password for user adminuser:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

auditdb=# SHOW edb_audit_connect;

edb_audit_connect

-------------------

all

(1 row)

auditdb=# SHOW edb_audit_statement;

edb_audit_statement

-----------------------

UPDATE, DELETE, error

(1 row)

auditdb=# SET search_path TO edb;

SET

auditdb=# INSERT INTO dept VALUES (10,'ACCOUNTING','NEW YORK');

INSERT 0 1

auditdb=# INSERT INTO dept VALUES (20,'RESEARCH','DALLAS');

INSERT 0 1

auditdb=# INSERT INTO dept VALUES (30,'SALES','CHICAGO');

INSERT 0 1

auditdb=# INSERT INTO dept VALUES (40,'OPERATIONS','BOSTON');

INSERT 0 1

auditdb=# INSERT INTO emp VALUES (7369,'SMITH','CLERK',7902,'17-DEC-80',800,NULL,20);

INSERT 0 1

auditdb=# INSERT INTO emp VALUES (7499,'ALLEN','SALESMAN',7698,'20-FEB-81',1600,300,

↪→30); (次のページに続く)
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INSERT 0 1

auditdb=# INSERT INTO emp VALUES (7521,'WARD','SALESMAN',7698,'22-FEB-81',1250,500,

↪→30);

INSERT 0 1

* .

* .

* .

auditdb=# INSERT INTO emp VALUES (7934,'MILLER','CLERK',7782,'23-JAN-82',1300,NULL,

↪→10);

INSERT 0 1

auditdb=# UPDATE dept SET loc = 'BEDFORD' WHERE deptno = 40;

UPDATE 1

auditdb=# SELECT * FROM dept;

deptno | dname | loc

--------+------------+----------

* 10 | ACCOUNTING | NEW YORK

* 20 | RESEARCH | DALLAS

* 30 | SALES | CHICAGO

* 40 | OPERATIONS | BEDFORD

(4 rows)

auditdb=# DELETE FROM emp WHERE deptno = 10;

DELETE 3

auditdb=# TRUNCATE employee;

ERROR: relation "employee" does not exist

auditdb=# TRUNCATE emp;

TRUNCATE TABLE

auditdb=# \q

結果の監査ログファイルには、次のものが含まれます。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2020-05-25 15:17:16.392 IST,"adminuser","auditdb",123420,"[local]",5ecb9424.

1e21c,1,"authentication",2020-05-25 15:17:16 IST,5/3,0,AUDIT,00000,

"connection authorized:user=adminuser database=auditdb",,,,,,,,,"","client

backend","",connect"

2020-05-25 15:19:18.066 IST,"adminuser","auditdb",123420,"[local]",5ecb9424.

1e21c,2,"idle",2020-05-25 15:17:16 IST,5/14,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE

dept SET loc = 'BEDFORD' WHERE deptno = 40;",,,,,,,,,"psql","client backend",

"UPDATE","update"

2020-05-25 15:19:38.524 IST,"adminuser","auditdb",123420,"[local]",5ecb9424.

(次のページに続く)
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1e21c,3,"idle",2020-05-25 15:17:16 IST,5/16,0,AUDIT,00000,"statement: DELETE

FROM emp WHERE deptno = 10;",,,,,,,,,"psql","client backend","DELETE","delete"

2020-05-25 15:19:48.149 IST,"adminuser","auditdb",123420,"[local]",5ecb9424.

1e21c,4,"TRUNCATE TABLE",2020-05-25 15:17:16 IST,5/17,0,ERROR,42P01,"relation

""employee""does not exist",,,,,,"TRUNCATE employee;",,,"psql","client backend

","TRUNCATE TABLE","error"

UPDATE deptおよび DELETE FROM empステートメントが監査されます。insert、dml、または allのい
ずれの値も edb_audit_statementパラメータに含まれていないため、以前の INSERTステートメントは
すべて監査されないことに注意してください。

selectも allも edb_audit_statementパラメータに含まれていないため、SELECT * FROM deptステー
トメントも監査されません。

error は edb_audit_statement パラメータで指定されますが、truncate 値では指定されないため、
TRUNCATE employeeステートメントのエラーは監査ファイルに記録されますが、成功した TRUNCATE emp

ステートメントでは記録されません。

3.5.3 Enabling Audit Logging

</ div>

次の手順では、すべての接続、切断、DDLステートメント、DCLステートメント、DMLステートメント、
およびエラーになったステートメントをログに記録するように Advanced Serverを構成する方法について
説明します。

1. edb_audit パラメータを xml または csv.2 に設定して、監査を有効にします。パラメータ
edb_audit_rotation_day を目的の値に設定して、新しいファイルが作成されるファイルのロー
テーション日を設定します。すべての接続を監査するには、パラメータ edb_audit_connectを all.4
に設定します。すべての切断を監査するには、パラメータ edb_audit_disconnectを all.5に設定
します。DDL、DCL、DMLおよびその他の文を監査するには、Selecting SQL Statements to Auditの
指示に従ってパラメータ edb_audit_statementを設定します。

構成ファイルの edb_audit_statementパラメータの設定は、データベースクラスタ全体に影響します。

edb_audit_statementパラメータによって制御されるように監査されるステートメントのタイプは、使
用中のデータベースとセッションを実行しているデータベースロールに応じてさらに絞り込むことができ
ます。

• edb_audit_statementパラメータは、ALTER DATABASE dbname SET edb_audit_statementコマ
ンドを使用して、指定されたデータベースの属性として設定できます。この設定は、データベース
dbnameへの接続時に実行されるステートメントの構成ファイル内の edb_audit_statementパラメー
タをオーバーライドします。

• ALTER ROLE rolename SET edb_audit_statementパラメータを使用して、edb_audit_statement
パラメーターを指定されたロールの属性として設定できます。この設定は、構成ファイルの
edb_audit_statement パラメータと、指定されたロールが現在のセッションを実行しているとき
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に前述の ALTER DATABASEコマンドによってデータベースに割り当てられた設定をオーバーライド
します。

• edb_audit_statementコマンドで指定されたデータベースを使用する場合、edb_audit_statement
パラメータを指定されたロールの属性として設定できます。この設定は、構成ファイルの
edb_audit_statement パラメータ、前述の ALTER DATABASE コマンドによってデータベースに割
り当てられた設定、および前述の IN DATABASE節なしで ALTER ROLEコマンドを使用してロールに
割り当てられた設定をオーバーライドします。

以下は、この手法の例です。

データベースクラスタは、postgresql.confファイルに示されているように、edb_audit_statementが
allに設定されて確立されます。

logging_collector = 'on'

edb_audit_statement = 'all' # Statement type to be audited:

* # none, dml, insert, update, delete, truncate,

* # select, error, rollback, ddl, create, drop,

* # alter, grant, revoke, set, all

* # {select | update | delete | insert}@groupname

データベースとロールは、edb_audit_statementパラメータの次の設定で確立されます。

• ddl、insert、update、および deleteを含むデータベース auditdb

• select、truncate、および setを含むロール admin

• create table、insert、および updateを使用したデータベース auditdbのロール admin

データベースとロールの作成と変更は、次のとおりです。

$ psql edb enterprisedb

Password for user enterprisedb:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# SHOW edb_audit_statement;

edb_audit_statement

---------------------

all

(1 row)

edb=# CREATE DATABASE auditdb;

CREATE DATABASE

edb=# ALTER DATABASE auditdb SET edb_audit_statement TO 'ddl, insert, update, delete';

ALTER DATABASE

edb=# CREATE ROLE admin WITH LOGIN SUPERUSER PASSWORD 'password';

CREATE ROLE

edb=# ALTER ROLE admin SET edb_audit_statement TO 'select, truncate';

ALTER ROLE

(次のページに続く)
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edb=# ALTER ROLE admin IN DATABASE auditdb SET edb_audit_statement TO 'create table,␣

↪→insert, update';

ALTER ROLE

以下に、3つのケースで行われた変更と結果の監査ログファイルを示します。

ケース 1：enterprisedbロールによってデータベース auditdbに加えられた変更。ddl, insert, update

および deleteステートメントのみが監査されます。

$ psql auditdb enterprisedb

Password for user enterprisedb:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

auditdb=# SHOW edb_audit_statement;

* edb_audit_statement

-----------------------------

ddl, insert, update, delete

(1 row)

auditdb=# CREATE TABLE audit_tbl (f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT);

CREATE TABLE

auditdb=# INSERT INTO audit_tbl VALUES (1, 'Row 1');

INSERT 0 1

auditdb=# UPDATE audit_tbl SET f2 = 'Row A' WHERE f1 = 1;

UPDATE 1

auditdb=# SELECT * FROM audit_tbl; <== Should not be audited

f1 | f2

----+-------

* 1 | Row A

(1 row)

auditdb=# TRUNCATE audit_tbl; <== Should not be audited

TRUNCATE TABLE

次の監査ログファイルには、CREATE TABLE、INSERT INTO audit_tbl、および UPDATE audit_tblステー
トメントのエントリのみが表示されます。SELECT * FROM audit_tblおよび TRUNCATE audit_tblステー
トメントは監査されませんでした。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2020-05-25 15:59:12.332 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,2,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/7,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE TABLE

audit_tbl(f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT);",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE␣

↪→TABLE","","create"

(次のページに続く)
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2020-05-25 15:59:22.419 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,3,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/8,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

audit_tbl VALUES (1, 'Row 1');",,,,,,,,,"psql","client backend","INSERT","","insert"

2020-05-25 15:59:32.180 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,4,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/9,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE

audit_tbl SET f2 = 'Row A' WHERE f1 = 1;",,,,,,,,,"psql","client backend","UPDATE","",

↪→"update"

ケース 2：ロール adminによってデータベース edbに加えられた変更。select、truncate、および set

ステートメントのみが監査されます。

$ psql edb admin

Password for user admin:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# SHOW edb_audit_statement;

edb_audit_statement

-----------------------

select, truncate, set

(1 row)

edb=# SET default_with_rowids TO TRUE;

SET

edb=# CREATE TABLE edb_tbl (f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT); <== Should not be␣

↪→audited

CREATE TABLE

edb=# INSERT INTO edb_tbl VALUES (1, 'Row 1'); <== Should not be␣

↪→audited

INSERT 0 1

edb=# SELECT * FROM edb_tbl;

f1 | f2

----+-------

* 1 | Row 1

(1 row)

edb=# TRUNCATE edb_tbl;

TRUNCATE TABLE

監査ログファイルの継続は、次のようになりました。2番目のケースを表す最後の 2つのエントリは、SET

default_with_rowids TO TRUE、SELECT * FROM edb_tbl、および TRUNCATE edb_tblステートメント
のみを示しています。CREATE TABLE edb_tblおよび INSERT INTO edb_tblステートメントは監査され
ませんでした。
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2020-05-25 15:59:12.332 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,2,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/7,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE TABLE

audit_tbl(f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT);",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE␣

↪→TABLE","","create"

2020-05-25 15:59:22.419 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,3,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/8,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

audit_tbl VALUES (1, 'Row 1');",,,,,,,,,"psql","client backend","INSERT","","insert"

2020-05-25 15:59:32.180 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,4,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/9,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE

audit_tbl SET f2 = 'Row A' WHERE f1 = 1;",,,,,,,,,"psql","client backend","UPDATE","",

↪→"update"

2021-02-18 08:04:57.434 IST,"admin","edb",3182,"[local]",602e65dc.c6e,1,

"idle",2021-02-18 08:04:28 IST,4/22,0,AUDIT,00000,"statement: SET default_with_rowids␣

↪→TO TRUE;

",,,,,,,,,"psql","client backend","SET","","set"

2021-02-18 08:06:01.662 IST,"admin","edb",3182,"[local]",602e65dc.c6e,2,

"idle",2021-02-18 08:04:28 IST,4/27,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM edb_tbl;

",,,,,,,,,"psql","client backend","SELECT","","select"

2021-02-18 08:06:11.125 IST,"admin","edb",3182,"[local]",602e65dc.c6e,3,

"idle",2021-02-18 08:04:28 IST,4/28,0,AUDIT,00000,"statement: TRUNCATE edb_tbl;

",,,,,,,,,"psql","client backend","TRUNCATE TABLE","","truncate"

ケース 3：ロール adminによってデータベース auditdbに加えられた変更。create table, insertおよ
び updateステートメントのみが監査されます。

$ psql auditdb admin

Password for user admin:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

auditdb=# SHOW edb_audit_statement;

* edb_audit_statement

------------------------------

create table, insert, update

(1 row)

auditdb=# CREATE TABLE audit_tbl_2 (f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT);

CREATE TABLE

auditdb=# INSERT INTO audit_tbl_2 VALUES (1, 'Row 1');

INSERT 0 1

auditdb=# SELECT * FROM audit_tbl_2; <== Should not be audited
(次のページに続く)
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f1 | f2

----+-------

* 1 | Row 1

(1 row)

auditdb=# TRUNCATE audit_tbl_2; <== Should not be audited

TRUNCATE TABLE

監査ログファイルの継続は、次のようになりました。3 番目のケースを表す最後から 2 番目のエントリ
は、CREATE TABLE audit_tbl_2および INSERT INTO audit_tbl_2ステートメントのみを示しています。
SELECT * FROM audit_tbl_2および TRUNCATE audit_tbl_2ステートメントは監査されませんでした。

2020-05-25 15:59:12.332 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,2,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/7,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE TABLE

audit_tbl(f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT);",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE␣

↪→TABLE","","create"

2020-05-25 15:59:22.419 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,3,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/8,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

audit_tbl VALUES (1, 'Row 1');",,,,,,,,,"psql","client backend","INSERT","","insert"

2020-05-25 15:59:32.180 IST,"enterprisedb","auditdb",41837,"[local]",5ecb9dee.a36d,4,

"idle",2020-05-25 15:59:02 IST,5/9,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE

audit_tbl SET f2 = 'Row A' WHERE f1 = 1;",,,,,,,,,"psql","client backend","UPDATE","",

↪→"update"

2021-02-18 08:04:57.434 IST,"admin","edb",3182,"[local]",602e65dc.c6e,1,

"idle",2021-02-18 08:04:28 IST,4/22,0,AUDIT,00000,"statement: SET default_with_rowids␣

↪→TO TRUE;

",,,,,,,,,"psql","client backend","SET","","set"

2021-02-18 08:06:01.662 IST,"admin","edb",3182,"[local]",602e65dc.c6e,2,

"idle",2021-02-18 08:04:28 IST,4/27,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM edb_tbl;

",,,,,,,,,"psql","client backend","SELECT","","select"

2021-02-18 08:06:11.125 IST,"admin","edb",3182,"[local]",602e65dc.c6e,3,

"idle",2021-02-18 08:04:28 IST,4/28,0,AUDIT,00000,"statement: TRUNCATE edb_tbl;

",,,,,,,,,"psql","client backend","TRUNCATE TABLE","","truncate"

2020-05-25 17:30:59.057 IST,"admin","auditdb",122093,"[local]",5ecbb370.1dced,2,

"idle",2020-05-25 17:30:48 IST,5/11,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE TABLE

audit_tbl_2 (f1 INTEGER PRIMARY KEY, f2 TEXT);",,,,,,,,,"psql","client backend",

↪→"CREATE TABLE","","create"

2020-05-25 17:31:08.866 IST,"admin","auditdb",122093,"[local]",5ecbb370.1dced,3,

(次のページに続く)
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"idle",2020-05-25 17:30:48 IST,5/12,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO

audit_tbl_2 VALUES (1, 'Row 1');",,,,,,,,,"psql","client backend","INSERT","","insert"

3.5.4 Audit Log File

</ div>

監査ログファイルは、edb_audit設定パラメータの設定に応じて、CSV形式または XMLフォーマットで
生成できます。

監査ログの情報は、PostgreSQLコア文書の「エラー報告とログ」セクションの「CSV形式のログ出力の使
用」セクションで説明されているように、PostgreSQLによって実行されたロギングに基づいています。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/runtime-config-logging.html >

次の表に、CSV監査ログフォーマットで表示されるオーダーでフィールドを示します。テーブルには次の
情報が含まれます。

• ** Field。**以前被参照した PostgreSQL文書のサンプルテーブル定義に示されているフィールドの
名前。

• ** XML要素/属性。** XMLフォーマットの場合、XML要素の名前とその属性（使用する場合）、値
を参照します。

• データ型。PostgreSQLサンプルテーブル定義で指定されたフィールドのデータ型。

• 説明。フィールドの説明。

ロギングの値を持たないフィールドは、CSVフォーマットで連続したコンマ（„）として表示されます。

Field XML Ele-
ment/Attribute

Data Type Description

log_time event/log_time timestamp with
time zone

ステートメントの日付/時刻をログに記録します。

user_name event/user text ステートメントを実行したデータベースユーザ。
database_name event/database text ステートメントが実行されたデータベース。
process_id event/process_id integer ステートメントが実行されたオペレーティングシ

ステムのプロセス ID。
connec-
tion_from

event/remote_host text ステートメントが実行されたホストとポートの場
所。

session_id event/session_id text ステートメントが実行されたセッション ID。
ses-
sion_line_num

event/session_line_numbigint セッション内のステートメントの順序。

process_status event/process_statustext 処理ステータス。
ses-
sion_start_time

event/session_start_timetimestamp with
time zone

セッションが開始された日時。

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Field XML Ele-

ment/Attribute
Data Type Description

vir-
tual_transaction_id

event/virtual_transaction_idtext ステートメントの仮想トランザクション ID。

transaction_id event/transaction_idbigint ステートメントの通常のトランザクション ID。
error_severity error_severity text ステートメントの重大度。値は、監査対象ステート

メントの場合は `AUDIT`、結果のエラーメッセー
ジの場合は `ERROR`です。

sql_state_code event/sql_state_codetext ステートメントに対して返された SQL 状態コー
ド。 XMLログフォーマットの値が 00000の場合、
`sql_state_code`はログに記録されません。

message message text 実行が試行された SQLステートメント。
detail detail text エラーメッセージの詳細。
hint hint text エラーのヒント。
internal_query internal_query text エラーの原因となった内部クエリー（ある場合）。
inter-
nal_query_pos

inter-
nal_query_pos

integer その中のエラー位置の文字数。

context context text エラーコンテキスト。
query query text エラーの原因となったユーザークエリー。（エラー

の場合のみ）
query_pos query_pos integer その中のエラー位置の文字数。（エラーの場合の

み）
location location text ソ ー ス コ ー ド 内 の エ ラ ー の 場 所 。

`log_error_verbosity`が verbose に設定されて
いる場合、location フィールドにデータが入力さ
れます。

applica-
tion_name

event/application_nametext ステートメントが実行されたアプリケーションの
名前。（例、psql.bin）。

backend_type event/backend_typetext `backend_type`は、̀pg_stat_activity.backend_type`が
表示するものに対応し、列として csvログに追加
されます。

command_tag event/command_tagtext ステートメントの SQLコマンド。
audit_tag event/audit_tag text 構成ファイルの `audit_tag`パラメータで指定され

た値。
type event/type text ログ内のメッセージを識別するための監査

`event_type`を決定します。
NA

次の例は、CSVおよび XML形式で生成されます。

postgresql.confファイルのデフォルト以外の監査設定は次のとおりです。

logging_collector = 'on'

edb_audit = 'csv'

edb_audit_connect = 'all'

(次のページに続く)
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edb_audit_disconnect = 'all'

edb_audit_statement = 'ddl, dml, select, error'

edb_audit_tag = 'edbaudit'

XMLフォーマットの生成時に、edb_audit parameterは xmlに変更されます。

監査セッションは次のとおりです。

$ psql edb enterprisedb

Password for user enterprisedb:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# CREATE SCHEMA edb;

CREATE SCHEMA

edb=# SET search_path TO edb;

SET

edb=# CREATE TABLE dept (

edb(# deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

edb(# dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

edb(# loc VARCHAR2(13)

edb(# );

CREATE TABLE

edb=# INSERT INTO dept VALUES (10,'ACCOUNTING','NEW YORK');

INSERT 0 1

edb=# UPDATE department SET loc = 'BOSTON' WHERE deptno = 10;

ERROR: relation "department" does not exist

LINE 1: UPDATE department SET loc = 'BOSTON' WHERE deptno = 10;

* ^

edb=# UPDATE dept SET loc = 'BOSTON' WHERE deptno = 10;

UPDATE 1

edb=# SELECT * FROM dept;

deptno | dname | loc

--------+------------+--------

* 10 | ACCOUNTING | BOSTON

(1 row)

edb=# \q

** CSV監査ログファイル**

以下は、監査ログファイルの CSVフォーマットです。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。
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2020-05-22 16:53:37.817 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,1,"authentication",2020-05-22 16:53:37 IST,4/21,0,AUDIT,00000,

"connection authorized:user=enterprisedb database=edb",,,,,,,,,"","client

backend","","edbaudit","connect"

2020-05-22 16:53:42.279 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,2,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,4/23,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

SCHEMA edb;",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE SCHEMA","edbaudit",

"create"

2020-05-22 16:54:07.896 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,3,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,4/25,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

TABLE dept (

* deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

* dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

* loc VARCHAR2(13)

);",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE TABLE","edbaudit","create"

2020-05-22 16:54:20.500 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,4,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,4/26,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT

INTO dept VALUES(10,'ACCOUNTING','NEW YORK');",,,,,,,,,"psql","client backend

","INSERT","edbaudit","insert"

2020-05-22 16:54:34.821 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,5,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,4/27,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE

department SET loc = 'BOSTON' WHERE deptno = 10;",,,,,,,,,"psql","client

backend","UPDATE","edbaudit","update"

2020-05-22 16:54:34.821 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,6,"UPDATE",2020-05-22 16:53:37 IST,4/27,0,ERROR,42P01,"relation "

"department"" does not exist",,,,,,"UPDATE department SET loc = 'BOSTON'

WHERE deptno = 10;",8,,"psql","client backend","UPDATE","edbaudit","error"

2020-05-22 16:54:51.308 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,7,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,4/28,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE

dept SET loc = 'BOSTON' WHERE deptno = 10;",,,,,,,,,"psql","client backend",

"UPDATE","edbaudit","update"

2020-05-22 16:55:00.774 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,8,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,4/29,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT *

FROM dept;",,,,,,,,,"psql","client backend","SELECT","edbaudit","select"

2020-05-22 16:55:06.548 IST,"enterprisedb","edb",55279,"[local]",5ec7b639.

d7ef,9,"idle",2020-05-22 16:53:37 IST,,0,AUDIT,00000,"disconnection: session

time: 0:01:28.732 user=enterprisedb database=edb host=[local]",,,,,,,,,"psql",

(次のページに続く)
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"client backend","","edbaudit","disconnect"

** XML監査ログファイル**

以下は、監査ログファイルの XMLフォーマットです。出力は、例の外観をより明確にするためにフォー
マットされています。

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="1" process_status=

* "authentication"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:11:17.806 IST"

* virtual_transaction_id="4/19" type="connect" audit_tag="edbaudit"

* backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>connection authorized: user=enterprisedb database=edb</

* message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="2" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:11:32.558 IST"

* virtual_transaction_id="4/21" type="create" command_tag="CREATE SCHEMA

* " audit_tag="edbaudit" application_name="psql" backend_type="client

* backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: CREATE SCHEMA edb;</message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="3" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:00.199 IST"

* virtual_transaction_id="4/23" type="create" command_tag="CREATE TABLE"

* audit_tag="edbaudit" application_name="psql" backend_type="client

* backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: CREATE TABLE dept (

* deptno NUMBER(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk PRIMARY KEY,

* dname VARCHAR2(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE,

* loc VARCHAR2(13));

* </message>

</event>

(次のページに続く)
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<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="4" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:10.992 IST"

* virtual_transaction_id="4/24" type="insert" command_tag="INSERT" audit_

* tag="edbaudit" application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: INSERT INTO dept VALUES

* (10,&apos;ACCOUNTING&apos;,&apos;NEW YORK&apos;

* );

* </message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="5" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:21.764 IST"

* virtual_transaction_id="4/25" type="update" command_tag="UPDATE" audit_

* tag="edbaudit" application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: UPDATE department SET loc = &apos;BOSTON&apos;

* WHERE deptno = 10;

* </message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="6" process_status="UPDATE"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:21.765 IST"

* virtual_transaction_id="4/25" type="error" sql_state_code="42P01"

* command_tag="UPDATE" audit_tag="edbaudit" application_name="psql"

* backend_type="client backend">

* <error_severity>ERROR</error_severity>

* <message>relation &quot;department&quot; does not exist</message>

* <query>UPDATE department SET loc = &apos;BOSTON&apos; WHERE deptno =

* 10;</query>

* <query_pos>8</query_pos>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="7" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:34.878 IST"

* virtual_transaction_id="4/26" type="update" command_tag="UPDATE" audit_
(次のページに続く)
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* tag="edbaudit" application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: UPDATE dept SET loc = &apos;BOSTON&apos; WHERE

* deptno = 10;

* </message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="8" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:45.471 IST"

* virtual_transaction_id="4/27" type="select" command_tag="SELECT" audit_

* tag="edbaudit" application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: SELECT * FROM dept;</message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="5941" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ec7ac4d.1735" session_line_num="9" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-22 16:11:17 IST" log_time="2020-05-22

* 16:12:53.048 IST"

* type="disconnect" audit_tag="edbaudit" application_name="psql" backend_

* type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>disconnection: session time: 0:01:35.243 user=enterprisedb

* database=edb host=[local]</message>

</event>

3.5.5 Using Error Codes to Filter Audit Logs

</ div>

Advanced Serverには、ユーザー指定のエラーコードを含むログファイルエントリを Advanced Serverログ
ファイルから除外するために使用できる拡張機能が含まれています。監査ログエントリをフィルタリング
するには、最初に postgresql.confファイルを変更し、shared_preload_librariesパラメータで指定
された値に次の値を追加して、拡張機能を有効にする必要があります。

$libdir/edb_filter_log

次に、edb_filter_log.errcodesパラメータを使用して、ログファイルから除外するエラーコードを指
定します。

edb_filter_log.errcode = 'error_code'
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error_codeは、ログファイルから除外する 1つ以上のエラーコードを指定します。マルチプルのエラー
コードをコンマ区切りリストで指定します。

例、edb_filter_logが有効で、edb_filter_log.errcodeが'23505,23502,22012'に設定されている
場合、次の SQLSTATEエラーのいずれかを結果ログエントリ：

23505（一意性制約に違反するため）

23502（非 NULL制約に違反するため）

22012（ゼロ除算用）

ログファイルから省略されます。

Advanced Server監査ログフィルタリングでサポートされているエラーコードの完全なリストについては、
次のコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/errcodes-appendix.html >

3.5.6 Using Command Tags to Filter Audit Logs

</ div>

エラーメッセージを表示するものを除くログファイルの各エントリーには、コマンドタグが含まれます。
コマンドタグは、その特定のログエントリーに対して実行される SQLコマンドです。コマンドタグを使用
すると、後続のツールを使用してログファイルをスキャンし、特定の SQLコマンドに関連するエントリを
見つけることができます。

以下は XMLフォームの例です。この例は、レビューしやすいようにフォーマットされています。コマン
ドタグは、例の CREATE ROLE、ALTER ROLE、および DROP ROLEの値を持つイベント要素の command_tag

属性として表示されます。

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="64234" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ecbc7e6.faea" session_line_num="2" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-25 18:58:06 IST" log_time="2020-05-25

* 18:58:21.147 IST"

* virtual_transaction_id="4/30" type="create" command_tag="CREATE ROLE"

* application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: CREATE ROLE newuser WITH LOGIN;</message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="64234" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ecbc7e6.faea" session_line_num="3" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-25 18:58:06 IST" log_time="2020-05-25

* 18:58:34.142 IST"

* virtual_transaction_id="4/31" type="error" sql_state_code="42601"

* application_name="psql" backend_type="client backend">

(次のページに続く)
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* <error_severity>ERROR</error_severity>

* <message>unrecognized role option &quot;super&quot;</message>

* <query>ALTER ROLE newuser WITH SUPER USER;</query>

* <query_pos>25</query_pos>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="64234" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ecbc7e6.faea" session_line_num="4" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-25 18:58:06 IST" log_time="2020-05-25

* 18:58:44.680 IST"

* virtual_transaction_id="4/32" type="alter" command_tag="ALTER ROLE"

* application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: ALTER ROLE newuser WITH SUPERUSER;</message>

</event>

<event user="enterprisedb" database="edb" process_id="64234" remote_host=

"[local]"

* session_id="5ecbc7e6.faea" session_line_num="5" process_status="idle"

* session_start_time="2020-05-25 18:58:06 IST" log_time="2020-05-25

* 18:58:58.173 IST"

* virtual_transaction_id="4/33" type="drop" command_tag="DROP ROLE"

* application_name="psql" backend_type="client backend">

* <error_severity>AUDIT</error_severity>

* <message>statement: DROP ROLE newuser;</message>

</event>

以下は、CSVフォームの同じ例です。コマンドタグは、各エントリーの最後から 2番目の列です。リスト
では、空（““）で表示される列は、edb_audit_tagパラメータの値になります（指定されている場合）。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2020-05-25 19:09:32.105 IST,"enterprisedb","edb",77212,"[local]",5ecbca7b.

12d9c,2,"idle",2020-05-25 19:09:07 IST,4/30,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE

ROLE newuser WITH LOGIN;",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE ROLE","",

"create"

2020-05-25 19:09:50.975 IST,"enterprisedb","edb",77212,"[local]",5ecbca7b.

12d9c,3,"idle",2020-05-25 19:09:07 IST,4/31,0,ERROR,42601,"unrecognized role

option ""super""",,,,,,"ALTER ROLE newuser WITH SUPER USER;",25,,"psql",

"client backend","","","error"

2020-05-25 19:10:04.128 IST,"enterprisedb","edb",77212,"[local]",5ecbca7b.

12d9c,4,"idle",2020-05-25 19:09:07 IST,4/32,0,AUDIT,00000,"statement: ALTER

ROLE newuser WITH SUPERUSER;",,,,,,,,,"psql","client backend","ALTER ROLE","",

(次のページに続く)
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"alter"

2020-05-25 19:10:15.959 IST,"enterprisedb","edb",77212,"[local]",5ecbca7b.

12d9c,5,"idle",2020-05-25 19:09:07 IST,4/33,0,AUDIT,00000,"statement: DROP

ROLE newuser;",,,,,,,,,"psql","client backend","DROP ROLE","","drop"

3.5.7 Redacting Passwords in Audit Logs

</ div>

postgresql.confファイルの下の GUCパラメータ edb_filter_log.redact_password_commandsを使
用して、ログファイルに保存されているパスワードを編集するようにサーバーに指示できます。

構文は次のとおりです。

{CREATE|ALTER} {USER|ROLE|GROUP} identifier { [WITH] [ENCRYPTED] PASSWORD

'nonempty_string_literal' | IDENTIFIED BY { 'nonempty_string_literal' |

bareword } } [ REPLACE { 'nonempty_string_literal' | bareword } ]

パスワードのリダクションを有効にするには、まず postgresql.confファイルを変更してパラメータを
有効にし、shared_preload_librariesパラメータで指定された値に次の値を追加する必要があります。

$libdir/edb_filter_log

次に、edb_filter_log.redact_password_commandsを trueに設定します。

edb_filter_log.redact_password_commands = true

postgresql.confファイルを変更した後、サーバーをリスタートして変更を有効にする必要があります。

例

次のステートメントが log_statementによってログに記録されると、サーバーはパスワードを xに編集し
ます。例、コマンド：

CREATE USER carol with login PASSWORD '1safepwd';

次のようにログファイルに追加されます。

2021-05-17 05:01:46.841 IST,"enterprisedb","edb",18415,"[local]",60a230f0.47ef,1,"idle

↪→",2021-05-17 05:01:36 IST,3/3,0,AUDIT,00000,"statement: CREATE USER carol with␣

↪→login PASSWORD 'x';",,,,,,,,,"psql","client backend","CREATE ROLE","","create"

次のようにログファイルに追加されます。

2021-05-19 04:41:45.718 IST,"enterprisedb","edb",19354,"[local]",60a23a72.4b9a,1,"idle

↪→",2021-05-19 04:41:23 IST,3/3,0,AUDIT,00000,"statement: ALTER USER carol IDENTIFIED␣

↪→BY 'x' REPLACE 'x';",,,,,,,,,"psql","client backend","ALTER ROLE","","alter"(次のページに続く)
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パスワードを含むステートメントがログに記録され、サーバーはパスワードテキストを xに編集します。
ステートメントが他のメッセージのコンテキストとして記録されると、サーバーはそのコンテキストから
ステートメントを省略します。

3.5.8 Audit Log Archiving

</ div>

EDB監査ログアーカイブを使用すると、データベース管理者は監査ログディレクトリによって消費され
るスペースを制御し、監査ログファイルの管理にヘルプます。監査アーカイバは、監査ディレクトリにあ
る edb_audit_archiver_filename_prefixを使用してログファイルの圧縮、実行、および期限切れを処
理します。edb_audit_archiver_timeoutパラメータは、適切なタイミングで監査ログファイルの圧縮ま
たは期限切れをトリガーします。監査アーカイビング構成パラメーターの詳細については、Audit Logging
Configuration Parametersを参照してください。

Audit Archiverは次のことを支援します。

1. 圧縮用の監査ログディレクトリからログファイルのリストを準備します。パラメーター
edb_audit_archiver_compress_time_limit および edb_audit_archiver_compress_size_limit

に基づいて、圧縮用のログファイルを決定します。3. edb_audit_archiver_compress_command

パラメータに基づいて圧縮コマンドを指定して、ログファイルの圧縮を実行します。
edb_audit_archiver_expire_time_limit および edb_audit_archiver_expire_size_limit パラ
メータに基づいて、削除するログファイルを決定します。5. edb_audit_archiver_expire_commandパ
ラメータで指定された有効期限コマンドを実行して、ログファイルを削除します。

パラメータ edb_audit_rotation_dayを目的の値に設定して、古い監査ログファイルをローテートする
ことにより、新しいファイルが作成されるログファイルのローテーション日を設定できます。監査ログレ
コードのスペースが使用できないイベント、監査ログレコードは FIFO（先入れ先出し）ベースで上書きさ
れます。

次の手順では、ログファイルの圧縮と有効期限を有効にするために Advanced Serverを構成する方法につい
て説明します。

• postgresql.confファイルで edb_audit_archiverパラメータを onに設定して、監査ログのアー
カイビングを有効にします。

• ログファイルの圧縮を有効にするには、パラメータ edb_audit_archiver_compress_size_limit

および edb_audit_archiver_compress_time_limitを目的の値に設定します。

• ログファイルの有効期限を有効にするには、パラメータ edb_audit_archiver_expire_size_limit

および edb_audit_archiver_expire_time_limitを目的の値に設定します。

• 圧縮と有効期限の両方を有効にするには、パラメータ edb_audit_archiver_compress_size_limit、
edb_audit_archiver_compress_time_limit、edb_audit_archiver_expire_size_limit、
edb_audit_archiver_expire_time_limit、および edb_audit_archiver_expire_command を目
的の値に設定します。
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以下は、postgresql.confファイルの設定パラメータ設定の例です。

構成ファイルの edb_audit_archiverパラメータの設定は、データベースクラスタ全体に影響します。デー
タベースクラスタは、postgresql.confファイルに示されているように、edb_audit_archiverが onに
設定されて確立されます。監査ログファイルは、edb_audit設定パラメータの設定に応じて CSVフォー
マットで生成されます。

logging_collector = 'on'

edb_audit = 'csv'

edb_audit_archiver = 'on' # (Change requires restart)

例 1

以 下 は 、edb_audit_archiver、edb_audit_archiver_compress_size_limit、お よ び
edb_audit_archiver_compress_time_limit が 10MB をより大きい監査ログファイルの圧縮を有
効にするように設定されている例です。

edb_audit_archiver = 'on'

edb_audit_archiver_compress_size_limit = 10

edb_audit_archiver_compress_time_limit = 0

監査ログファイルを圧縮する前に、次のように表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097276 Jun 4 11:42 audit-20200811_114237.csv <==␣

↪→Shows non-compressed audit log files

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097278 Jun 4 11:42 audit-20200811_114243.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097289 Jun 4 11:42 audit-20200811_114245.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097330 Jun 4 11:42 audit-20200811_114246.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097343 Jun 4 11:42 audit-20200811_114248.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097338 Jun 4 11:42 audit-20200811_114249.csv

edb_audit_archiverパラメータは、最新のファイルを除くログファイルをチェックし、監査ログディレ
クトリに少なくとも 10MBのログファイルを保持し、残りのログファイルを圧縮します。.gzは、すでに
圧縮されているログファイルの名前を指定します。圧縮後、監査ログファイルは次のように表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 64119 Jun 4 11:42 audit-20200811_114237.csv.gz <==␣

↪→Shows compressed audit log files

- rw-------. 1 enterprisedb edb 64323 Jun 4 11:42 audit-20200811_114243.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 64091 Jun 4 11:42 audit-20200811_114245.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 64152 Jun 4 11:42 audit-20200811_114246.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097343 Jun 4 11:42 audit-20200811_114248.csv <==␣

↪→Shows non-compressed audit log files

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097338 Jun 4 11:42 audit-20200811_114249.csv

例 2

以 下 は 、edb_audit_archiver、edb_audit_archiver_expire_size_limit、お よ び
edb_audit_archiver_expire_time_limit が 1 時間以上経過した監査ログファイルの有効期限を
有効にするように設定されている例です。
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edb_audit_archiver = 'on'

edb_audit_archiver_expire_size_limit = 0

edb_audit_archiver_expire_time_limit = 3600

監査ログファイルを圧縮する前に、次のように表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097367 Jun 4 13:23 audit-20200811_132352.csv <==␣

↪→Shows non-compressed audit log files scheduled for expiration/removal

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097395 Jun 4 13:24 audit-20200811_132353.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097328 Jun 4 14:35 audit-20200811_143438.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097276 Jun 4 14:35 audit-20200811_143502.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097211 Jun 4 14:35 audit-20200811_143503.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097152 Jun 4 14:35 audit-20200811_143504.csv

edb_audit_archiverパラメータは、最新のファイルを除くログファイルをチェックし、1時間以上前の
ログファイルを削除します。有効期限が切れると、監査ログファイルは次のように表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097328 Jun 4 14:35 audit-20200811_143438.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097276 Jun 4 14:35 audit-20200811_143502.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097211 Jun 4 14:35 audit-20200811_143503.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097152 Jun 4 14:35 audit-20200811_143504.csv

例 3

以下は、監査ログファイルの圧縮と有効期限の両方を有効にするために、edb_audit_archiver、
edb_audit_archiver_compress_size_limit、edb_audit_archiver_compress_time_limit、
edb_audit_archiver_expire_size_limit、edb_audit_archiver_expire_time_limit、お よ び
edb_audit_archiver_expire_commandが設定されている例です。

edb_audit_archiver = 'on'

edb_audit_archiver_compress_size_limit = 4

edb_audit_archiver_compress_time_limit = 0

edb_audit_archiver_expire_size_limit = 5

edb_audit_archiver_expire_time_limit = 0

edb_audit_archiver_expire_command = 'cp %p /home/edb_audit/backup-log/'

監査ログファイルを圧縮する前に、次のように表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097522 Jun 4 13:02 audit-20200811_125816.csv <==␣

↪→Shows non-compressed audit log files ready to be removed/expired

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097510 Jun 4 13:02 audit-20200811_130215.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097336 Jun 4 13:10 audit-20200811_130947.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097271 Jun 4 13:10 audit-20200811_131034.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097246 Jun 4 13:10 audit-20200811_131035.csv

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097289 Jun 4 13:10 audit-20200811_131036.csv

edb_audit_archiverパラメータは、最新のファイルを除くログファイルをチェックし、監査ログディレ
クトリに少なくとも 4MBのログファイルを保持し、残りのログファイルを圧縮します。ログファイルの有
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効期限を確認する際、edb_audit_archiverは監査ログディレクトリに少なくとも 5MBのログファイル
を保持し、残りのログファイルを削除します。圧縮と有効期限が切れると、監査ログファイルは次のよう
に表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 63854 Jun 4 13:10 audit-20200811_131034.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 63513 Jun 4 13:10 audit-20200811_131035.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 63738 Jun 4 13:10 audit-20200811_131036.csv.gz

有効期限コマンドは postgresql.confファイルで edb_audit_archiver_expire_command = 'cp %p /

home/edb_audit/backup-log/'として指定され、edb_audit_archiverはこのコマンドを実行し、ログ
ファイルを監査ログディレクトリから削除する前にバックアップログディレクトリにコピーします。圧縮
と有効期限が切れると、バックアップログディレクトリが次のように表示されます。

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097522 Jun 4 13:02 audit-20200811_125816.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097510 Jun 4 13:02 audit-20200811_130215.csv.gz

- rw-------. 1 enterprisedb edb 2097336 Jun 4 13:10 audit-20200811_130947.csv.gz

3.5.9 Object Auditing

</ div>

オブジェクトレベルの監査では、特定のテーブルの特定のデータ操作言語ステートメント（SELECT、UPDATE、
DELETE、INSERTなど）のオブジェクトを選択的に監査できます。オブジェクトレベルの監査では、(@)パ
ラメータで (@)または (-)を指定することにより、特定のグループを含めたり除外したりすることもでき
ます。データ操作言語ステートメントの詳細については、Selecting SQL Statements to Auditを参照してく
ださい。

次の構文を使用して、SELECT、UPDATE、DELETE、または INSERTステートメントの edb_audit_statement

パラメータ値を指定します。

{ select | update | delete | insert }@groupname

例

以下は、edb_audit_connectおよび edb_audit_statementが次のデフォルト以外の値で設定されている
例です。

logging_collector = 'on'

edb_audit_connect = 'all'

edb_audit = 'csv'

edb_audit_statement = 'select, insert, update, delete'

SELECT、INSERT、UPDATE、および DELETEコマンドによって呼び出された SQLステートメントが監査さ
れます。

発生するデータベースセッションは次のとおりです。
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$ psql edb enterprisedb

Password for user enterprisedb:

psql.bin (14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# SHOW edb_audit_connect;

edb_audit_connect

-------------------

all

(1 row)

edb=# SHOW edb_audit_statement;

* edb_audit_statement

--------------------------------

select, insert, update, delete

(1 row)

edb=# CREATE TABLE emp

edb-# (empno NUMBER(4) NOT NULL,

edb(# ename VARCHAR2(10),

edb(# job VARCHAR2(9),

edb(# mgr NUMBER(4),

edb(# hiredate DATE,

edb(# sal NUMBER(7, 2),

edb(# comm NUMBER(7, 2),

edb(# deptno NUMBER(2));

CREATE TABLE

edb=# ALTER TABLE emp SET (edb_audit_group = 'low_security');

ALTER TABLE

edb=# CREATE TABLE dept

edb-# (deptno NUMBER(2),

edb(# dname VARCHAR2(14),

edb(# loc VARCHAR2(13) ) with (edb_audit_group = 'low_security');

CREATE TABLE

edb=# CREATE TABLE bonus

edb-# (ename VARCHAR2(10),

edb(# job VARCHAR2(9),

edb(# sal NUMBER,

edb(# comm NUMBER) with (edb_audit_group = 'high_security');

CREATE TABLE

edb=# CREATE TABLE sal

(次のページに続く)
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edb-# (grade NUMBER,

edb(# losal NUMBER,

edb(# hisal NUMBER) with (edb_audit_group = 'high_security');

CREATE TABLE

*

edb=# SET edb_audit_statement = 'select@low_security@high_security, insert@high_

↪→security-low_security, update-low_security@high_security, delete@low_security-high_

↪→security';

SET

edb=# SELECT reloptions FROM pg_class WHERE relname IN('emp', 'dept', 'bonus', 'sal');

* reloptions

---------------------------------

{edb_audit_group=low_security}

{edb_audit_group=low_security}

{edb_audit_group=high_security}

{edb_audit_group=high_security}

(4 rows)

edb=# SELECT setting FROM pg_settings WHERE name = 'edb_audit_statement';

* setting

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→------------------------------------------------------

select@low_security@high_security, insert@high_security-low_security, update-low_

↪→security@high_security, delete@low_security-high_security

(1 row)

edb=# SELECT * FROM emp;

empno | ename | job | mgr | hiredate | sal | comm | deptno

-------+-------+-----+-----+----------+-----+------+--------

(0 rows)

edb=# SELECT * FROM dept;

deptno | dname | loc

--------+-------+-----

(0 rows)

edb=# SELECT * FROM bonus;

ename | job | sal | comm

-------+-----+-----+------

(0 rows)

edb=# SELECT * FROM sal;

grade | losal | hisal

-------+-------+-------
(次のページに続く)
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(0 rows)

edb=# INSERT INTO emp VALUES (7369, 'SMITH', 'CLERK', 7902, TO_DATE('17-DEC-1980',

↪→'DD-MON-YYYY'), 800, NULL, 10);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO emp VALUES (7788, 'SCOTT', 'ANALYST', 7566, TO_DATE('09-DEC-1982',

↪→'DD-MON-YYYY'), 3000, NULL, 20);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO emp VALUES (7566, 'JONES', 'MANAGER', 7839, TO_DATE('2-APR-1981',

↪→'DD-MON-YYYY'), 2975, NULL, 30);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO dept VALUES (10, 'ACCOUNTING', 'NEW YORK');

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO dept VALUES (20, 'RESEARCH', 'DALLAS');

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO dept VALUES (30, 'SALES', 'CHICAGO');

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO dept VALUES (40, 'OPERATIONS', 'BOSTON');

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO bonus VALUES ('SMITH', 'CLERK', 800, NULL);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO bonus VALUES ('SCOTT', 'ANALYST', 3000, NULL);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO bonus VALUES ('JONES', 'MANAGER', 2975, 300);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO sal VALUES (3, 800, 1500);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO sal VALUES (2, 2975, 4000);

INSERT 0 1

edb=# INSERT INTO sal VALUES (1, 3000, 5000);

INSERT 0 1

edb=# UPDATE emp SET sal = '5500' WHERE deptno = 10;

UPDATE 1

edb=# UPDATE dept SET loc = 'BEDFORD' WHERE deptno = 20;

UPDATE 1

edb=# UPDATE bonus SET sal = '4000' WHERE ename = 'SMITH';

UPDATE 1

edb=# UPDATE sal SET losal = '5000';

UPDATE 3

edb=# DELETE FROM emp WHERE deptno = 10;
(次のページに続く)
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DELETE 1

edb=# DELETE FROM dept WHERE deptno = 20;

DELETE 1

edb=# DELETE FROM bonus WHERE sal = 4000;

DELETE 1

edb=# DELETE FROM sal WHERE losal = 5000;

DELETE 3

enterprisedb ユ ー ザ お よ び edb デ ー タ ベ ー ス の edb_audit_statement パ ラ メ ー
タ を'select@low_security@high_security, insert@high_security-low_security,

update-low_security@high_security, delete@low_security-high_security' に 設 定 す る と 、
SELECT、INSERT、UPDATEまたは (@)を含む (@)ステートメントを監査し、監査ログファイルのグループ
を除外できます。

select@low_security@high_securityは low_securityおよび high_security監査グループの SELECT

ステートメントを監査し、insert@high_security-low_securityは high_securityの INSERTステー
トメントを監査し、low_security監査グループの UPDATE監査ステートメント UPDATE _UPDATEの削除
low_securityを削除し、ログファイル内のテーブルの high_security監査グループの削除ステートメン
トを除外します。

結果の監査ログファイルには、次のものが含まれます。

各監査ログエントリーはマルチプルの行に分割されて表示され、結果の外観をより明確にするために、監
査ログエントリの間に空白行が挿入されています。

2021-07-20 01:45:27.077 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,1,"authentication",2021-07-20 01:45:27 IST,5/1,0,AUDIT,00000,"connection␣

↪→authorized: user=enterprisedb

database=edb",,,,,,,,,"","client backend",,"","","connect"

2021-07-20 01:50:40.125 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,2,"SELECT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/13,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM␣

↪→emp;",,,,,,,,,

"psql","client backend",,"SELECT","","select"

2021-07-20 01:50:53.778 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,3,"SELECT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/14,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM␣

↪→dept;",,,,,,,,,

"psql","client backend",,"SELECT","","select"

2021-07-20 01:51:05.306 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,4,"SELECT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/15,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM␣

↪→bonus;",,,,,,,,,

"psql","client backend",,"SELECT","","select"

2021-07-20 01:51:14.874 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

(次のページに続く)
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155c2,5,"SELECT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/16,0,AUDIT,00000,"statement: SELECT * FROM␣

↪→sal;",,,,,,,,,

"psql","client backend",,"SELECT","","select"

2021-07-20 01:52:53.413 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,6,"INSERT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/24,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO␣

↪→bonus VALUES ('SMITH', 'CLERK', 800, NULL);

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","","insert"

2021-07-20 01:53:02.945 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,7,"INSERT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/25,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO␣

↪→bonus VALUES ('SCOTT', 'ANALYST', 3000, NULL);

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","","insert"

2021-07-20 01:53:12.064 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,8,"INSERT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/26,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO␣

↪→bonus VALUES ('JONES', 'MANAGER', 2975, 300);

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","","insert"

2021-07-20 01:53:23.836 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,9,"INSERT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/27,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO␣

↪→sal VALUES (3, 800, 1500);

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","","insert"

2021-07-20 01:53:33.280 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,10,"INSERT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/28,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO␣

↪→sal VALUES (2, 2975, 4000);

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","","insert"

2021-07-20 01:53:42.388 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,11,"INSERT",2021-07-20 01:45:27 IST,5/29,0,AUDIT,00000,"statement: INSERT INTO␣

↪→sal VALUES (1, 3000, 5000);

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"INSERT","","insert"

2021-07-20 01:54:17.126 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,12,"UPDATE",2021-07-20 01:45:27 IST,5/32,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE bonus␣

↪→SET sal = '4000' WHERE ename = 'SMITH';

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"UPDATE","","update"

2021-07-20 01:54:34.344 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,13,"UPDATE",2021-07-20 01:45:27 IST,5/33,0,AUDIT,00000,"statement: UPDATE sal␣

↪→SET losal = '5000';

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"UPDATE","","update"

2021-07-20 01:54:45.887 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.
(次のページに続く)
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155c2,14,"DELETE",2021-07-20 01:45:27 IST,5/34,0,AUDIT,00000,"statement: DELETE FROM␣

↪→emp WHERE deptno = 10;

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"DELETE","","delete"

2021-07-20 01:54:54.513 IST,"enterprisedb","edb",87490,"[local]",60f662f7.

155c2,15,"DELETE",2021-07-20 01:45:27 IST,5/35,0,AUDIT,00000,"statement: DELETE FROM␣

↪→dept WHERE deptno = 20;

",,,,,,,,,"psql","client backend",,"DELETE","","delete"

3.6 Unicode Collation Algorithm

</ div>

• Unicode Collation Algorithm（UCA）は、Unicodeデータを照合および比較するカスタマイズ可能メ
ソッドを定義する仕様（Unicode Technical Report＃ 10）です。照合は、``SELECT… ORDER BY``句
と同様にデータがどのようにソートされるかを意味します。比較*は、より小さい、より大きい、ま
たは等しい演算子で範囲を使用する検索に関連します。

カスタマイズ性は、次のようなさまざまな理由で重要なファクタです。

Unicodeは膨大な数の言語をサポートしています。いくつかの言語に共通であるかもしれない手紙は、言
語に依存して異なる順序で照合すると予想されるかもしれません。-アクセントやウムラウトのような特
定の言語で文字とともに現れる文字は、言語によっては予想される照合順序にインパクトを与えます。-一
部の言語では、いくつかの連続する文字の組み合わせは、照合順序シーケンスに関して単一の文字として
扱われる必要があります。-ケースに応じた文字の照合順序に関して、特定の設定がある場合があります。
例、小文字の文字が同じ文字の大文字の前に照合さフォームか、またはその逆である必要があります。-ア
ンダースコア文字、ハイフン、スペース文字などの句読点を照合シーケンスで考慮するか、単に文字列に
存在しないかのように単に無視するかどうかについての設定があります。

Unicodeでサポートされる膨大な数の言語でこれらのバリエーションのすべてを考えて、照合シーケンス
を決定するための特定の基準を選択するメソッドの必要性があります。これがUnicode Collation Algorithm
が定義するものです。

!!! Note *さらに、ICU照合（Unicode照合アルゴリズムの実装）を使用するもう 1つの利点はパフォーマ
ンスです。B-treeインデックスの作成などの並べ替えタスクは、ICU以外の照合順序でかかる時間の半分
より小さいで完了できます。正確なパフォーマンスの向上は、オペレーティングシステムのバージョン、
テキストデータの言語、およびその他の要因によって異なります。

次のセクションでは、Unified Collation Algorithmの概念を簡潔かつ簡単に説明します。アルゴリズムとそ
の使用法は非常に複雑で、多くのバリエーションがあるため、詳細についてはこれらのセクションで引用
されている公式ドキュメントを参照してください。
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3.6.1 Unicode照合アルゴリズムの基本概念

Unicode Collation Algorithmの公式情報は、* Unicode Technical Report＃ 10 *で指定されています。これ
は、 Unicode Consortiumのウェブサイトで見つけることができます。

http://www.unicode.org/reports/tr10/

ICU –Unicodeの国際コンポーネントも多くの有用な情報を提供します。照合順序の概念の説明は、次の
ウェブサイトにあります。

< http://userguide.icu-project.org/照合順序/ concepts >

Unicode Collation Algorithmの背後にある基本概念は、マルチレベル比較の使用です。これは、いくつかの
レベルが定義されていることを意味し、次の箇条書きでレベル 1からレベル 5としてリストされています。
各レベルは比較のタイプを定義します。文字列は、レベル 1とも呼ばれるプライマリレベルを使用して最
初に比較されます。

プライマリレベルに基づいてオーダーを決定できる場合、アルゴリズムが実行されます。プライマリレベ
ルに基づいてオーダーを決定できない場合、二次的なレベル、レベル 2が適用されます。二次的なレベル
に基づいてオーダーを決定できる場合はアルゴリズムが実行され、そうでない場合は三次レベルが適用さ
れます。通常、前のレベルで解決できない場合にオーダーを決定する最終的なタイブレークレベルがあり
ます。

• レベル 1-基本文字のプライマリレベル。文字や数字などの基本文字のオーダーによって、A < Bな
どの違いが決まります。

• レベル 2 –アクセントのセカンダリレベル。プライマリレベルの違いがない場合、アクセントなどの
文字の有無によって a < áなどのオーダーが決まります。

• レベル 3 –ケースの 3次レベルプライマリレベルまたは二次的なレベルの違いがない場合、ケースの
違いによって a < Aなどのオーダーが決まります。

• レベル 4-句読点の 4次レベル。プライマリ、二次的な、または 3次レベルの違いがない場合、空白
文字文字、制御文字、および句読点の有無によって-A < Aなどのオーダーが決まります。

• レベル 5 –タイブレークの同一レベル。プライマリ、二次的な、ターシャリ、またはクォータナリレ
ベルの違いがない場合、コードポイント値などの他の違いがオーダーを決定します。

3.6.2 Unicodeの国際コンポーネント

Unicode Collation Algorithmは、* International Components for Unicode *（ICU）が提供するオープンソー
スソフトウェアによって実装されます。ソフトウェアは、C / C ++および Javaライブラリのセットです。

Advanced Serverを使用して ICUコンポーネントを呼び出して照合順序を生成する照合順序を作成する場
合、結果は* ICU照合順序*と呼ばれます。
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ロケール照合

ロケールの照合順序を作成する場合、通常、指定されたロケールの事前定義された ICUショートフォーム
名前が提供されロケール。

• ICU ショートフォームは、照合順序のプロパティである照合順序属性を指定するメソッドです。
Collation Attributesは、照合順序属性に関する追加情報を提供します。

ロケール用に事前定義された ICUショートフォームがあります。ロケールの ICUショートフォームには、
特定のロケールで通常使用される照合順序属性設定が組み込まれています。これにより、そのロケールの
照合順序属性のリスト全体を指定する必要がなくなるため、照合順序作成プロセスが簡素化されます。

システムカタログ pg_catalog.pg_icu_collate_namesには、ロケールの ICU短縮形の名前のリストが
含まれています。ICUの短いフォームの名前は、icu_short_form列にリストされています。

edb=# SELECT icu_short_form, valid_locale FROM pg_icu_collate_names ORDER BY

valid_locale;

icu_short_form | valid_locale

----------------+--------------

LAF | af

LAR | ar

LAS | as

LAZ | az

LBE | be

LBG | bg

LBN | bn

LBS | bs

LBS_ZCYRL | bs_Cyrl

LROOT | ca

LROOT | chr

LCS | cs

LCY | cy

LDA | da

LROOT | de

LROOT | dz

LEE | ee

LEL | el

LROOT | en

LROOT | en_US

LEN_RUS_VPOSIX | en_US_POSIX

LEO | eo

LES | es

LET | et

LFA | fa

LFA_RAF | fa_AF

* .

* .

* .
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必要に応じて、特定のロケールの ICUショートフォームのデフォルトの特性は、照合順序プロパティを指
定してそのプロパティをオーバーライドすることでオーバーライドできます。これについては、次のセク
ションで説明します。

照合属性

ICU照合順序を作成する場合、照合順序の目的の特性を指定する必要があります。Locale Collationsで
説明したように、これは通常、目的のロケールの ICUショートフォームで実行できます。ただし、より具
体的な情報が必要な場合は、照合順序属性を使用して照合順序プロパティを指定できます。

照合属性は、テキスト文字列の照合順序シーケンスを決定するために文字を比較する方法のルールを定義
します。Unicodeは国、地域、文化に応じてさまざまなバリエーションの膨大な言語を網羅しているため、
これらの照合順序属性は非常に複雑です。

照合順序属性の完全で正確な意味と使用法については、ICU – International Components for Unicodeウェブ
サイトのセクション「Collator Naming Scheme」を参照してください。

< http://userguide.icu-project.org/照合順序/ concepts >

以下は、照合順序属性の簡単な概要と、ICUショートフォームメソッドを使用して指定する方法です。

各照合順序属性は大文字で表され、次の箇条書きにリストされています。各属性の有効な有効値は、カッ
コに示されたコードによって与えられます。一部のコードには、すべての属性に対して一般的な意味があ
ります。** Xは、属性をオフに設定することを意味します。 Oは属性をオンに設定することを意味しま
す。 D **は、属性をデフォルト値に設定することを意味します。

• ** A –代替（N、S、D）。**空白、句読点、記号などの変数文字の処理を処理します。無視できない
（N）に設定すると、変数文字の違いは文字の違いと同じ重要度で扱われます。シフト（S）に設定す
ると、変数文字の違いはマイナー重要ではありません（つまり、基本文字を比較する場合、変数文字
は無視されます）。

• ** C –大文字（X、L、U、D）。**小文字を同じ大文字（L）の前にソートするか、大文字を同じ小文
字（U）の前にソートするかを制御します。オフ（X）は通常、小文字の最初（L）が必要な場合に指
定されます。

• ** E –ケースレベル（X、O、D）。**強度属性と組み合わせて設定します。ケースレベル属性は、ア
クセントではなく大文字小文字を無視する場合に使用されます。

• ** F –フランス語照合（X、O、D）。** onに設定すると、二次的な差異（アクセントの存在）は、カ
ナダのフランス語ロケールで行われるように、文字列の後ろからソートされます。

• ** H –ひらがな第 4級（X、O、D）。**日本語文字列の JIS X 4061照合順序との互換性のために、ひ
らがなとカタカナを区別するための追加レベルが導入されました。

• ** N –正規化チェック（X、O、D）。**比較のためにテキストを完全に正規化するかどうかを制御し
ます。正規化は、異なるコードポイントシーケンスが同じ文字を表すテキストの標準的な等価性の
問題を処理します。そのため、そのような文字を並べ替えまたは比較するときに問題が発生します。
アラビア語、古代ギリシャ語、ヘブライ語、ヒンディー語、タイ語、ベトナム語などの言語は、正規
化チェックをオンに設定して使用する必要があります。
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• ** S –強度（1、2、3、4、I、D）。**比較に使用される最大照合順序レベル。文字列を照合または比
較するときに、アクセントまたは大文字小文字をアカウントに入れるかどうかに影響します。各数字
はレベルを表します。Iの設定は、同じ強度（つまり、レベル 5）を表します。

• ** T –可変トップ（16進数）。** Alternate属性が無視不可（N）に設定されていない場合にのみ適用
可能。16進数は、無視可能と見なされる最高の文字シーケンスを指定します。例、空白文字は無視
できるが、可視される変数文字は無視できない場合、変数上部が 0020に設定され、代替属性が Sに
設定され、強度属性が 3に設定されます（スペース文字バックスペース、タブ、改行コード、復帰な
どの他の非表示変数文字の値は 0020より小さい。可視されるすべての句読点の値は 0020をより大
きいます。

照合順序属性とその値のセットは、目的の属性値と連結された照合順序属性文字で構成されるテキスト文
字列で表されます。各属性/値のペアは、次の例に示すように、アンダースコア文字で次のペアに結合され
ます。

AN_CX_EX_FX_HX_NO_S3

照合属性をロケールの ICUショートフォーム名前とともに指定して、ロケールのデフォルトの属性設定を
オーバーライドできます。

以下は、LROOTという名前付けの ICUショートフォームが他の多くの照合順序属性/値のペアで変更された
例です。

AN_CX_EX_LROOT_NO_S3

上記の例では、代替属性 (A)が無視できない (Nに設定されています。Case First属性 (C)は (X)に設定さ
れます。ケースレベル属性 (E)は、オフ (X)に設定されます。正規化属性 (N)は (O)に設定されます。強
度属性 (S)は、3次レベル 3に設定されます。LROOTは、これらの他の属性が変更を適用している ICUの
短いフォームです。

3.6.3 照合の使用

新しく定義された ICU照合順序は、CREATE TABLEコマンドの列指定など、SQLコマンドで COLLATION

"collation_name"句を使用したり、SELECTコマンドの ORDER BY句の式に追加したりできる場所であれ
ばどこでも使用できます。

以下は、米国の言語（en_US.UTF8）に基づいた ICU照合の作成と使用の例です。

これらの例では、次の特性を持つ ICU照合が作成されます。

照合 icu_collate_lowercaseは、対応する大文字（CL）の前に小文字の文字を強制フォームにソートし
ます。

照合フォームは、大文字の文字を小文字（CU）の前に強制的にソートします。

照合 icu_collate_ignore_punctにより、並べ替え中に変数文字（空白文字および句読点）が無視されま
す（AS）。

照合 icu_collate_ignore_white_spにより、並べ替え中に空白文字およびその他の不可視の変数文字が
無視されますが、可視の変数文字（句読点）は無視されません（AS、T0020）。
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CREATE COLLATION icu_collate_lowercase (

* LOCALE = 'en_US.UTF8',

* ICU_SHORT_FORM = 'AN_CL_EX_NX_LROOT'

);

CREATE COLLATION icu_collate_uppercase (

* LOCALE = 'en_US.UTF8',

* ICU_SHORT_FORM = 'AN_CU_EX_NX_LROOT'

);

CREATE COLLATION icu_collate_ignore_punct (

* LOCALE = 'en_US.UTF8',

* ICU_SHORT_FORM = 'AS_CX_EX_NX_LROOT_L3'

);

CREATE COLLATION icu_collate_ignore_white_sp (

* LOCALE = 'en_US.UTF8',

* ICU_SHORT_FORM = 'AS_CX_EX_NX_LROOT_L3_T0020'

);

!!! Note *照合の作成時に、LROOT照合順序を変更するための属性が指定されている場合、ICUは通知およ
びワーニングメッセージを生成する場合があります。

次の psqlコマンドは、照合をリストします。

edb=# \dO

* List of collations

* Schema | Name | Collate | Ctype | ICU

--------------+-----------------------------+------------+------------+---------------

↪→-------------

enterprisedb | icu_collate_ignore_punct | en_US.UTF8 | en_US.UTF8 | AS_CX_EX_NX_

↪→LROOT_L3

enterprisedb | icu_collate_ignore_white_sp | en_US.UTF8 | en_US.UTF8 |

AS_CX_EX_NX_LROOT_L3_T0020

enterprisedb | icu_collate_lowercase | en_US.UTF8 | en_US.UTF8 | AN_CL_EX_NX_

↪→LROOT

enterprisedb | icu_collate_uppercase | en_US.UTF8 | en_US.UTF8 | AN_CU_EX_NX_

↪→LROOT

(4 rows)

次の表が作成され、入力されます。

CREATE TABLE collate_tbl (

* id INTEGER,

* c2 VARCHAR(2)

);

(次のページに続く)
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INSERT INTO collate_tbl VALUES (1, 'A');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (2, 'B');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (3, 'C');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (4, 'a');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (5, 'b');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (6, 'c');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (7, '1');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (8, '2');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (9, '.B');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (10, '-B');

INSERT INTO collate_tbl VALUES (11, ' B');

次のクエリーは、デフォルトの照合順序を使用して列 c2でソートします。9、10、および 11の id列値を
持つ変数文字（空白文字および句読点）は無視され、文字 Bでソートされることに注意してください。

edb=# SELECT * FROM collate_tbl ORDER BY c2;

id | c2

-----+----

7 | 1

8 | 2

4 | a

1 | A

5 | b

2 | B

11 | B

10 | -B

9 | .B

6 | c

3 | C

(11 rows)

次のクエリーは、列 c2で照合順序 icu_collate_lowercaseを使用してソートします。フォームにより、
同じベース文字の大文字の前に小文字の文字が強制フォームにソートされます。また、9属性の 9、10、お
よび 11の値が idの行がすべての文字と数字の前にリストされるように、ベース文字を比較するときに、
AN属性が同じレベルで並べ替えオーダーに変数文字を強制的に含めることにノートしてください。

edb=# SELECT * FROM collate_tbl ORDER BY c2 COLLATE "icu_collate_lowercase";

id | c2

----+----

11 | B

10 | -B

9 | .B

7 | 1

8 | 2

(次のページに続く)
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4 | a

1 | A

5 | b

2 | B

6 | c

3 | C

(11 rows)

次のクエリーは、照合順序 icu_collate_uppercaseを使用して列 c2でソートします。フォームにより、
大文字の文字が同じベース文字の小文字の前に強制フォームにソートされます。

edb=# SELECT * FROM collate_tbl ORDER BY c2 COLLATE "icu_collate_uppercase";

id | c2

----+----

11 | B

10 | -B

9 | .B

7 | 1

8 | 2

1 | A

4 | a

2 | B

5 | b

3 | C

6 | c

(11 rows)

次のクエリーは、列 c2で照合順序 icu_collate_ignore_punctを使用してソートします。これにより、
変数文字が無視されるため、id値が 9、10、および 11の行は無視された変数文字の直後の文字 Bでソート
されます。

edb=# SELECT * FROM collate_tbl ORDER BY c2 COLLATE

"icu_collate_ignore_punct";

id | c2

-----+----

* 7 | 1

* 8 | 2

* 4 | a

* 1 | A

* 5 | b

* 11 | B

* 2 | B

* 9 | .B

* 10 | -B

* 6 | c

(次のページに続く)
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* 3 | C

(11 rows)

次のクエリーは、照合順序 icu_collate_ignore_white_spを使用して列 c2でソートします。照合順序
の ASおよび T0020属性により、コードポイントが 16進数 0020以下の変数文字は無視されますが、コー
ドポイントが 16進数 0020より大きい変数文字はソートに含まれます。

行の値が 11であり、スペース文字（16進 0020）で始まる行は、文字 Bでソートされます。16進数の 0020

より大きい目に可視句読点でスタート 9および 10の id値を持つ行は、これらの特定の変数文字がベース
文字を比較するときに同じレベルのソートオーダーに含まれるため、ソートリストの先頭に表示されます。

edb=# SELECT * FROM collate_tbl ORDER BY c2 COLLATE

"icu_collate_ignore_white_sp";

id | c2

----+----

10 | -B

9 | .B

7 | 1

8 | 2

4 | a

1 | A

5 | b

11 | B

2 | B

6 | c

3 | C

(11 rows)
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• EDB Resource Manager *は、Advanced Advanced Serverプロセスが使用するオペレーティングシステ
ムリソースの使用を制御する機能を提供する Advanced Server機能です。

この機能により、特定のシステムリソースを制御不能に使いすぎて独占する可能性のあるプロセスからシ
ステムを保護できます。

以下は、 EDB Resource Managerの使用に関するキーポイントです。

EDB Resource Managerの基本コンポーネントはリソースグループです。リソースグループは、 Advanced
Serverインスタンスのすべてのデータベースで使用可能な名前付けのグローバルグループであり、さまざま
なリソース使用制限を定義できます。特定のリソースグループのメンバーとして割り当てられた Advanced
Serverプロセスは、EDB Resource Managerによって制御されるため、グループ内のすべてのプロセスの総
リソース使用量は、グループで定義された制限の近くに維持されます。-データ定義言語コマンドを使用
して、リソースグループを作成、変更、および削除します。これらのコマンドは、スーパーユーザ特権を
持つデータベースユーザのみが使用できます。-リソースグループに属するすべてのプロセスの望ましい
総消費レベルは、リソースタイプパラメーターによって定義されます。現在 EDB Resource Managerでサ
ポートされているさまざまなタイプのシステムリソースには、さまざまなリソースタイプパラメータがあ
ります。-複数のリソースグループを作成できます。それぞれのリソースタイプパラメータの設定が異なる
ため、リソースグループごとに異なる消費レベルを定義できます。EDB Resource Managerは、リソースグ
ループ内のプロセスを調整して、リソース消費量をリソースタイプパラメーターで定義された制限に近づけ
ます。リソースグループに設定が定義されたマルチプルのリソースタイプパラメーターがある場合、特定
のリソースタイプの実際のリソース消費は、定義されたリソースタイプパラメータ設定よりも大幅に低く
なる可能性があります。これは、EDB Resource Managerが、定義された制限内で定義されたリソースタイ
プ設定を持つすべてのリソースを維持しようとするプロセスを調整するためです。-利用可能なリソースグ
ループの定義とそのリソースタイプ設定は、共有グローバルシステムカタログに保存されます。したがっ
て、特定のAdvanced Serverインスタンス内のすべてのデータベースでリソースグループを利用できます。-
edb_max_resource_groups設定パラメータは、実行中のプロセスと同時にアクティブにできるリソース
グループの最大数を設定します。デフォルト設定は 16リソースグループです。このパラメータの変更は、
データベースサーバのリスタートに有効になります。- SET edb_resource_group TO group_nameコマン
ドを使用して、指定したリソースグループに現在のプロセスを割り当てます。RESET edb_resource_group

コマンドまたは SET edb_resource_group TO DEFAULTを使用して、リソースグループから現在のプロセ
スを削除します。-デフォルトのリソースグループは、ALTER ROLE ... SETコマンドを使用してロール
に、または ALTER DATABASE ... SET コマンドを使用してデータベースに割り当てることができます。
postgresql.confファイルでパラメータを設定することにより、データベースサーバインスタンス全体に
デフォルトのリソースグループを割り当てることができます。-データベースサーバインスタンスのバック
アップファイルにリソースグループを含めるには、デフォルト設定で pg_dumpallバックアップユーティ
リティを使用します（つまり、--globals-only、--roles-only、または--tablespaces-onlyオプショ
ンのいずれも指定しないでください）。
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4.1 リソースグループの作成と管理
このセクションで説明するデータ定義言語コマンドは、リソースグループの作成と管理を提供します。

4.1.1 リソースグループの作成

CREATE RESOURCE GROUPコマンドを使用して、新しいリソースグループを作成します。

CREATE RESOURCE GROUP <group_name>;

説明

CREATE RESOURCE GROUPコマンドは、指定された名前でリソースグループを作成します。リソース制限
は、ALTER RESOURCE GROUPコマンドを使用してグループに定義できます。リソースグループは、Advanced
Serverインスタンスのすべてのデータベースからアクセスできます。

CREATE RESOURCE GROUPコマンドを使用するには、スーパーユーザ権限が必要です。

パラメータ

group_name

リソースグループの名前。

例

次の例では、resgrp_a、resgrp_b、および resgrp_c名前付けの 3つのリソースグループが作成されます。

edb=# CREATE RESOURCE GROUP resgrp_a;

CREATE RESOURCE GROUP

edb=# CREATE RESOURCE GROUP resgrp_b;

CREATE RESOURCE GROUP

edb=# CREATE RESOURCE GROUP resgrp_c;

CREATE RESOURCE GROUP

次のクエリーは、edb_resource_groupカタログ内のリソースグループのエントリを示しています。

edb=# SELECT * FROM edb_resource_group;

rgrpname | rgrpcpuratelimit | rgrpdirtyratelimit

-----------+------------------+--------------------

resgrp_a | 0 | 0

resgrp_b | 0 | 0

resgrp_c | 0 | 0

(3 rows)
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4.1.2 リソースグループの変更

ALTER RESOURCE GROUPコマンドを使用して、既存のリソースグループの属性を変更します。コマンド構
文には 3つの形式があります。

最初のフォームはリソースグループの名前を変更します。

ALTER RESOURCE GROUP <group_name> RENAME TO <new_name>;

2番目のフォームは、リソースグループにリソースタイプを割り当てます。

ALTER RESOURCE GROUP <group_name> SET

* <resource_type> { TO | = } { <value> | DEFAULT };

3番目のフォームは、リソースタイプの割り当てをグループ内のデフォルトにリセットします。

ALTER RESOURCE GROUP <group_name> RESET <resource_type>;

説明

ALTER RESOURCE GROUPコマンドは、既存のリソースグループの特定の属性を変更します。

RENAME TO句を含む最初のフォームは、既存のリソースグループに新しい名前を割り当てます。

SET resource_type TO句を含む 2番目のフォームは、指定されたリテラル値をリソースタイプに割り当
てるか、DEFAULTが指定されたときにリソースタイプをリセットします。リソースタイプを DEFAULTに
リセットまたは設定すると、リソースグループにはそのリソースタイプに対する定義済みの制限がありま
せん。

RESET resource_type句を含む 3番目のフォームは、前述のようにグループのリソースタイプをリセッ
トします。

ALTER RESOURCE GROUPコマンドを使用するには、スーパーユーザ権限が必要です。

パラメータ

group_name

変更するリソースグループの名前。

new_name

リソースグループに割り当てられる新しい名前。

resource_type

使用量の値が設定されるリソースのタイプを指定するリソースタイプパラメータ。

value | DEFAULT

valueが指定されている場合、resource_typeに割り当てられるリテラル値。DEFAULTを指定すると、リ
ソースグループの resource_typeの割り当てがリセットされます。

例

以下は、ALTER RESOURCE GROUPコマンドの例です。
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edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_a RENAME TO newgrp;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_b SET cpu_rate_limit = .5;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_b SET dirty_rate_limit = 6144;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_c RESET cpu_rate_limit;

ALTER RESOURCE GROUP

次のクエリーは、edb_resource_groupカタログのエントリに対する ALTER RESOURCE GROUPコマンドの
結果を示しています。

edb=# SELECT * FROM edb_resource_group;

rgrpname | rgrpcpuratelimit | rgrpdirtyratelimit

-----------+------------------+--------------------

newgrp | 0 | 0

resgrp_b | 0.5 | 6144

resgrp_c | 0 | 0

(3 rows)

4.1.3 ドロップリソースグループ

DROP RESOURCE GROUPコマンドを使用して、リソースグループを削除します。

DROP RESOURCE GROUP [ IF EXISTS ] <group_name>;

説明

DROP RESOURCE GROUPコマンドは、指定された名前のリソースグループを削除します。

DROP RESOURCE GROUPコマンドを使用するには、スーパーユーザ権限が必要です。

パラメータ

group_name

削除するリソースグループの名前。

IF EXISTS

リソースグループが存在しない場合でもエラーをスローしないでください。この場合、通知が発行されます。

例

次の例では、リソースグループ newgrpを削除します。

edb=# DROP RESOURCE GROUP newgrp;

DROP RESOURCE GROUP
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4.1.4 リソースグループへのプロセスの割り当て

以下に示すように、SET edb_resource_group TO group_nameコマンドを使用して、指定したリソース
グループに現在のプロセスを割り当てます。

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

グループのリソースタイプの設定は、現在のプロセスですぐに有効になります。コマンドを使用して現在
のプロセスに割り当てられたリソースグループを変更すると、新しく割り当てられたグループのリソース
タイプ設定がすぐに有効になります。

デフォルトのリソースグループをロール、データベース、またはデータベースサーバインスタンス全体に
割り当てることにより、デフォルトでプロセスをリソースグループに含めることができます。

ALTER ROLE ... SETコマンドを使用して、デフォルトのリソースグループをロールに割り当てることが
できます。ALTER ROLEコマンドの詳細については、次の場所にある PostgreSQLコア文書を参照してくだ
さい。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-alterrole.html >

デフォルトのリソースグループは、ALTER DATABASE ... SETコマンドによってデータベースに割り当て
ることができます。ALTER DATABASEコマンドの詳細については、次の場所にある PostgreSQLコア文書を
参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-alterdatabase.html >

以下に示すように、postgresql.confファイルで edb_resource_group設定パラメータを設定すること
により、データベースサーバインスタンス全体にデフォルトのリソースグループを割り当てることができ
ます。

# - EDB Resource Manager -

# edb_max_resource_groups = 16 # 0-65536 (change requires restart)

edb_resource_group = 'resgrp_b'

postgresql.confファイルの edb_resource_groupを変更するには、データベースサーバインスタンス
で有効になる前に、構成ファイルのリロードが必要です。
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4.1.5 リソースグループからプロセスを削除する

以下に示すように、edb_resource_groupを DEFAULTに設定するか、RESET edb_resource_groupを使
用してリソースグループから現在のプロセスを削除します。

edb=# SET edb_resource_group TO DEFAULT;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

(1 row)

ロールからデフォルトのリソースグループを削除するには、ALTER ROLEコマンドの ALTER ROLE ... RESET

フォームを使用します。

データベースからデフォルトのリソースグループを削除するには、ALTER DATABASE コマンドの ALTER

DATABASE ... RESETフォームを使用します。

データベースサーバインスタンスからデフォルトのリソースグループを削除するには、edb_resource_group
ファイルの edb_resource_group設定パラメータを空の文字列に設定し、構成ファイルをリロードロード
します。

4.1.6 リソースグループ内のプロセスの監視

リソースグループが作成された後、これらのリソースグループをアクティブに使用しているプロセスの数
は、edb_all_resource_groupsビューから取得できます。

edb_all_resource_groupsの列は次のとおりです。

• ** group_name。**リソースグループの名前。

• ** active_processes。**リソースグループ内のアクティブなプロセスの数。

• ** cpu_rate_limit。**リソースグループに割り当てられた CPUレート制限リソースタイプの値。

• ** per_process_cpu_rate_limit。**リソースグループ内の個々のアクティブなプロセスに適用される
CPUレート制限。

• ** dirty_rate_limit。**リソースグループに割り当てられたダーティレート制限リソースタイプの値。

• ** per_process_dirty_rate_limit。**リソースグループ内の個々のアクティブなプロセスに適用される
ダーティレート制限。

!!! Note *列 per_process_cpu_rate_limitおよび per_process_dirty_rate_limitは、プロセスで使
用される実際のリソース消費量を示しませんが、リソースグループ内のアクティブなプロセスの数に基づ
いて EDB Resource Managerが個々のプロセスのリソース制限を設定する方法を示します。

以下に、リソースグループ resgrp_a にアクティブプロセスが含まれていない場合、リソースグループ
resgrp_bに 2つのアクティブプロセスが含まれ、リソースグループ resgrp_cにアクティブプロセスが 1
つ含まれている場合の edb_all_resource_groupsを示します。
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edb=# SELECT * FROM edb_all_resource_groups ORDER BY group_name;

- [ RECORD 1 ]-----------------+------------------

group_name | resgrp_a

active_processes | 0

cpu_rate_limit | 0.5

per_process_cpu_rate_limit |

dirty_rate_limit | 12288

per_process_dirty_rate_limit |

- [ RECORD 2 ]-----------------+------------------

group_name | resgrp_b

active_processes | 2

cpu_rate_limit | 0.4

per_process_cpu_rate_limit | 0.195694289022895

dirty_rate_limit | 6144

per_process_dirty_rate_limit | 3785.92924684337

- [ RECORD 3 ]-----------------+------------------

group_name | resgrp_c

active_processes | 1

cpu_rate_limit | 0.3

per_process_cpu_rate_limit | 0.292342129631091

dirty_rate_limit | 3072

per_process_dirty_rate_limit | 3072

これらのリソースグループに割り当てられる CPUレート制限とダーティレート制限の設定は次のとおり
です。

edb=# SELECT * FROM edb_resource_group;

rgrpname | rgrpcpuratelimit | rgrpdirtyratelimit

-----------+------------------+--------------------

resgrp_a | 0.5 | 12288

resgrp_b | 0.4 | 6144

resgrp_c | 0.3 | 3072

(3 rows)

edb_all_resource_groups ビ ュ ー で は 、per_process_cpu_rate_limit と
per_process_dirty_rate_limit の値は、ほぼ対応する CPU レート制限とダーティレート制限を
アクティブなプロセスの数で割った値であることにノートしてください。
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4.2 CPU使用率の調整
リソースグループの CPU使用率は、cpu_rate_limitリソースタイプパラメータを設定することで制御さ
れます。

cpu_rate_limitパラメータを、グループ内のすべてのプロセスの合計の同時 CPU使用率が超えてはなら
ない壁時計時間に対する CPU時間の割合に設定します。したがって、cpu_rate_limitに割り当てられる
値は、通常 1以下である必要があります。

マルチコアシステムでは、cpu_rate_limitを 1より大きいに設定することにより、cpu_rate_limitを複
数の CPUコアに適用できます。例、cpu_rate_limitが 2.0に設定されている場合、2つの CPUの 100％
を使用します。

cpu_rate_limitパラメータの有効レンジは 0から 1.67772e+07です。0の設定は、リソースグループに
CPUレート制限が設定されていないことを意味します。

100を掛けると、cpu_rate_limitはリソースグループの CPU使用率としても解釈できます。

EDB Resource Managerは、* CPUスロットリング*を使用して、グループ内のすべてのプロセスの合計 CPU
使用率を cpu_rate_limitパラメータで指定された制限内に保ちます。グループ内のプロセスは、定義さ
れた制限を維持するために、短時間中断され、スリープモードになる場合がありインターバル。このよう
な中断が発生するタイミングと方法は、EDB Resource Managerが使用する独自のアルゴリズムによって定
義されます。

4.2.1 リソースグループのCPUレート制限の設定

SET cpu_rate_limit句を指定した ALTER RESOURCE GROUPコマンドを使用して、リソースグループの
CPUレート制限を設定します。

次の例では、CPU使用制限は resgrp_aでは 50％、resgrp_bでは 40％、resgrp_cでは 30％に設定さ
れています。これは、resgrp_aに割り当てられたすべてのプロセスの合計 CPU使用率が約 50％に維持
されることを意味します。同様に、resgrp_bのすべてのプロセスで、合計 CPU使用率は約 40％などに維
持されます。

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_a SET cpu_rate_limit TO .5;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_b SET cpu_rate_limit TO .4;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_c SET cpu_rate_limit TO .3;

ALTER RESOURCE GROUP

次のクエリーは、カタログ内の cpu_rate_limitの設定を示しています。

edb=# SELECT rgrpname, rgrpcpuratelimit FROM edb_resource_group;

rgrpname | rgrpcpuratelimit

----------+------------------

resgrp_a | 0.5

resgrp_b | 0.4

(次のページに続く)
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resgrp_c | 0.3

(3 rows)

リソースグループの cpu_rate_limitを変更すると、グループに割り当てられている新しいプロセスに影
響するだけでなく、グループのメンバーである現在実行中のプロセスはすべて、変更の影響を直ちに受け
ます。つまり、cpu_rate_limitが.5から.3に変更された場合、グループで現在実行中のプロセスは、グ
ループの合計 CPU使用率が 50％ではなく 30％近くになるように下方に調整されます。

リソースグループの CPU レート制限を設定する効果を説明するために、次の例では、クエリー SELECT

20000!によって実行される CPU集約型の 20000階乗（20000  * 19999  * 19998などの乗算）の計算を
使用します。psqlコマンドラインユーティリティで実行します。

これらの例では、前のクエリーで示した CPUレート制限設定を持つリソースグループが使用されています。

4.2.2 例-単一グループ内の単一プロセス

以下は、現在のプロセスがリソースグループ resgrp_bを使用するように設定されていることを示してい
ます。次に、階乗計算が開始されます。

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

edb=# SELECT 20000!;

2番目のセッションでは、Linux topコマンドを使用して、%CPU列の下に表示される CPU使用率を表示し
ます。以下は、topコマンドの出力が定期的に変化するときの任意の時点での snapshotです。

$ top

top - 16:37:03 up 4:15, 7 users, load average: 0.49, 0.20, 0.38

Tasks: 202 total, 1 running, 201 sleeping, 0 stopped, 0 zombie

Cpu(s): 42.7%us, 2.3%sy, 0.0%ni, 55.0%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.0%si, 0.0

Mem: 1025624k total, 791160k used, 234464k free, 23400k buffers

Swap: 103420k total, 13404k used, 90016k free, 373504k cached

* PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND

28915 enterpri 20 0 195m 5900 4212 S 39.9 0.6 3:36.98 edb-postgres

1033 root 20 0 171m 77m 2960 S 1.0 7.8 3:43.96 Xorg

3040 user 20 0 278m 22m 14m S 1.0 2.2 3:41.72 knotify4

* .

* .

* .
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階乗計算を実行する psqlセッションは、edb-postgres列の COMMAND列の下に表示される行で示されま
す。%CPU列の下に表示されるセッションの CPU使用率は 39.9を示し、リソースグループ resgrp_bに設
定された 40％の CPU制限に近い値です。

対照的に、psqlセッションがリソースグループから削除され、階乗計算が再度実行される場合、CPU使
用率ははるかに高くなります。

edb=# SET edb_resource_group TO DEFAULT;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

(1 row)

edb=# SELECT 20000!;

edb-postgresの%CPU列の下で、CPU使用率は 93.6になりました。これは、プロセスがリソースグルー
プのパートであったときの 39.9よりも大幅に高くなっています。

$ top

top - 16:43:03 up 4:21, 7 users, load average: 0.66, 0.33, 0.37

Tasks: 202 total, 5 running, 197 sleeping, 0 stopped, 0 zombie

Cpu(s): 96.7%us, 3.3%sy, 0.0%ni, 0.0%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.0%si, 0.0

Mem: 1025624k total, 791228k used, 234396k free, 23560k buffers

Swap: 103420k total, 13404k used, 90016k free, 373508k cached

* PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND

28915 enterpri 20 0 195m 5900 4212 R 93.6 0.6 5:01.56 edb-postgres

1033 root 20 0 171m 77m 2960 S 1.0 7.8 3:48.15 Xorg

2907 user 20 0 98.7m 11m 9100 S 0.3 1.2 0:46.51 vmware-user-lo

* .

* .

* .

4.2.3 例–単一グループ内の複数のプロセス

前述のように、CPUレート制限はリソースグループ内のすべてのプロセスの集合に適用されます。この概
念を次の例に示します。

階乗計算は、2つの個別の psqlセッションで同時に実行されます。各セッションは、cpu_rate_limitが.4
（CPU使用率 40％）に設定されているリソースグループ resgrp_bに追加されています。

セッション 1：

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

(次のページに続く)
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edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

edb=# SELECT 20000!;

セッション 2：

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

edb=# SELECT 20000!;

3番目のセッションは、CPU使用率を監視します。

$ top

top - 16:53:03 up 4:31, 7 users, load average: 0.31, 0.19, 0.27

Tasks: 202 total, 1 running, 201 sleeping, 0 stopped, 0 zombie

Cpu(s): 41.2%us, 3.0%sy, 0.0%ni, 55.8%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.0%si, 0.0

Mem: 1025624k total, 792020k used, 233604k free, 23844k buffers

Swap: 103420k total, 13404k used, 90016k free, 373508k cached

* PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND

29857 enterpri 20 0 195m 4708 3312 S 19.9 0.5 0:57.35 edb-postgres

28915 enterpri 20 0 195m 5900 4212 S 19.6 0.6 5:35.49 edb-postgres

3040 user 20 0 278m 22m 14m S 1.0 2.2 3:54.99 knotify4

1033 root 20 0 171m 78m 2960 S 0.3 7.8 3:55.71 Xorg

* .

* .

* .

現在、%CPUという値が 19.9と 19.6の edb-postgres名前付けの 2つのプロセスがあり、その総和はリソー
スグループ resgrp_bに設定された 40％の CPU使用率に近くなっています。

次のコマンドシーケンスは、0.5秒間隔でサンプリングされたすべての edb-postgresプロセスの総和を表
示します。これは、EDB Resource Managerがプロセスを調整してリソースグループの合計 CPU使用率を
40％近くに維持するときに、リソースグループ内のプロセスの合計 CPU使用率が時間とともにどのよう
に変化するかを示します。

$ while [[ 1 -eq 1 ]]; do top -d0.5 -b -n2 | grep edb-postgres | awk '{ SUM

+= $9} END { print SUM / 2 }'; done

(次のページに続く)
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37.2

39.1

38.9

38.3

44.7

39.2

42.5

39.1

39.2

39.2

41

42.85

46.1

* .

* .

* .

4.2.4 例–複数のグループの複数のプロセス

この例では、2つの追加の psqlセッションが前の 2つのセッションとともに使用されます。3番目と 4番
目のセッションは、cpu_rate_limit .3（30％の CPU使用率）でリソースグループ resgrp_c内で同じ階
乗計算を実行します。

セッション 3：

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_c;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_c

(1 row)

edb=# SELECT 20000!;

セッション 4：

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_c;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_c

(次のページに続く)
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(1 row)

edb=# SELECT 20000!;

topコマンドは、次の出力を表示します。

$ top

top - 17:45:09 up 5:23, 8 users, load average: 0.47, 0.17, 0.26

Tasks: 203 total, 4 running, 199 sleeping, 0 stopped, 0 zombie

Cpu(s): 70.2%us, 0.0%sy, 0.0%ni, 29.8%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.0%si, 0.0

Mem: 1025624k total, 806140k used, 219484k free, 25296k buffers

Swap: 103420k total, 13404k used, 90016k free, 374092k cached

* PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND

29857 enterpri 20 0 195m 4820 3324 S 19.9 0.5 4:25.02 edb-postgres

28915 enterpri 20 0 195m 5900 4212 R 19.6 0.6 9:07.50 edb-postgres

29023 enterpri 20 0 195m 4744 3248 R 16.3 0.5 4:01.73 edb-postgres

11019 enterpri 20 0 195m 4120 2764 R 15.3 0.4 0:04.92 edb-postgres

2907 user 20 0 98.7m 12m 9112 S 1.3 1.2 0:56.54 vmware-user-lo

3040 user 20 0 278m 22m 14m S 1.3 2.2 4:38.73 knotify4

使用中の 2つのリソースグループの CPU使用制限は 40％と 30％です。最初の 2つの edb-postgresプロ
セスの%CPU列の総和は 39.5（約 40％、これは resgrp_bの制限）であり、3番目と 4番目の edb-postgres

プロセスの%CPU列の総和は 31.6（およそ 30％、つまり resgrp_cの制限）。

これらのプロセスが属する 2つのリソースグループの CPU使用制限の総和は 70％です。次の出力は、4
つのプロセスの総和が約 70％に達していることを示しています。

$ while [[ 1 -eq 1 ]]; do top -d0.5 -b -n2 | grep edb-postgres | awk '{ SUM

+= $9} END { print SUM / 2 }'; done

61.8

76.4

72.6

69.55

64.55

79.95

68.55

71.25

74.85

62

74.85

76.9

72.4

65.9

74.9

68.25

対照的に、resgrp_bに 2つのセッションが残っているが 3つ目のセッションがリソースグループに属さ
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ない 3つのセッションが処理されている場合、topコマンドは次の出力を表示します。

$ top

top - 17:24:55 up 5:03, 7 users, load average: 1.00, 0.41, 0.38

Tasks: 199 total, 3 running, 196 sleeping, 0 stopped, 0 zombie

Cpu(s): 99.7%us, 0.3%sy, 0.0%ni, 0.0%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.0%si, 0.0

Mem: 1025624k total, 797692k used, 227932k free, 24724k buffers

Swap: 103420k total, 13404k used, 90016k free, 374068k cached

* PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND

29023 enterpri 20 0 195m 4744 3248 R 58.6 0.5 2:53.75 edb-postgres

28915 enterpri 20 0 195m 5900 4212 S 18.9 0.6 7:58.45 edb-postgres

29857 enterpri 20 0 195m 4820 3324 S 18.9 0.5 3:14.85 edb-postgres

1033 root 20 0 174m 81m 2960 S 1.7 8.2 4:26.50 Xorg

3040 user 20 0 278m 22m 14m S 1.0 2.2 4:21.20 knotify4

CPU使用率が 40％に制限されているリソースグループに属する 2番目と 3番目の edb-postgresプロセ
スの合計 CPU使用率は 37.8です。ただし、最初の edb-postgresプロセスはリソースグループ内にないた
め、58.6％の CPU使用率を持ち、基本的にはシステム上の残りの使用可能な CPUリソースを利用します。

同様に、次の出力は、3つのセッションの総和が約 95％であることを示しています。これは、セッション
の 1つに CPU使用率の制限が設定されていないためです。

$ while [[ 1 -eq 1 ]]; do top -d0.5 -b -n2 | grep edb-postgres | awk '{ SUM

+= $9} END { print SUM / 2 }'; done

96

90.35

92.55

96.4

94.1

90.7

95.7

95.45

93.65

87.95

96.75

94.25

95.45

97.35

92.9

96.05

96.25

94.95

* .

* .

* .
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4.3 ダーティバッファスロットリング
共有バッファへの書き込みは、dirty_rate_limitリソースタイプパラメータを設定することにより制御
されます。

dirty_rate_limitパラメータを、グループ内のすべてのプロセスが共有バッファーに書き込む、または
「ダーティ」にする必要のある複合レートの 1秒あたりのキロバイト数に設定します。設定例は、毎秒 3072
キロバイトです。

dirty_rate_limitパラメータの有効レンジは 0から 1.67772e+07です。0の設定は、リソースグループ
にダーティレート制限が設定されていないことを意味します。

EDB Resource Managerは、ダーティバッファスロットリングを使用して、グループ内のすべてのプロセス
の集約共有バッファ書き込みレートを dirty_rate_limitパラメータで指定された制限の近くに保ちます。
グループ内のプロセスは、定義された制限を維持するために、短時間中断され、スリープモードになる場
合がありインターバル。このような中断が発生するタイミングと方法は、EDB Resource Managerが使用す
る独自のアルゴリズムによって定義されます。

4.3.1 リソースグループのダーティレート制限の設定

SET dirty_rate_limit句を指定した ALTER RESOURCE GROUPコマンドを使用して、リソースグループの
ダーティレート制限を設定します。

次の例では、ダーティレート制限は、resgrp_aでは毎秒 12288キロバイト、resgrp_bでは毎秒 6144キ
ロバイト、resgrp_cでは毎秒 3072キロバイトに設定されています。これは、resgrp_aに割り当てられ
たすべてのプロセスの共有バッファーへの結合書き込みレートが、毎秒約 12288キロバイトに維持される
ことを意味します。同様に、resgrp_bのすべてのプロセスについて、共有バッファーへの結合書き込み
レートは約 6144キロバイト/秒などに維持されます。

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_a SET dirty_rate_limit TO 12288;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_b SET dirty_rate_limit TO 6144;

ALTER RESOURCE GROUP

edb=# ALTER RESOURCE GROUP resgrp_c SET dirty_rate_limit TO 3072;

ALTER RESOURCE GROUP

次のクエリーは、カタログ内の dirty_rate_limitの設定を示しています。

edb=# SELECT rgrpname, rgrpdirtyratelimit FROM edb_resource_group;

rgrpname | rgrpdirtyratelimit

-----------+--------------------

resgrp_a | 12288

resgrp_b | 6144

resgrp_c | 3072

(3 rows)

リソースグループの dirty_rate_limitを変更すると、グループに割り当てられている新しいプロセスに
影響するだけでなく、グループのメンバーである現在実行中のプロセスはすべて、変更の影響を直ちに受
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けます。つまり、dirty_rate_limitが 12288から 3072に変更された場合、グループで現在実行中のプロ
セスは下方にスロットルされ、グループのダーティレートは毎秒 12288キロバイトではなく 3072キロバ
イト/秒近くになります。

リソースグループのダーティレート制限の設定の効果を説明するために、次の例では、集中的な I / O操作
に対して次の表を使用します。

CREATE TABLE t1 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

FILLFACTOR = 10句により、INSERTコマンドは 1ページあたり最大 10％の行のみをパックします。これ
により、これらの例の目的のためにダーティ共有ブロックのサンプリングが大きくなります。

pg_stat_statementsモジュールは、SQLコマンドによってダーティ化された共有バッファブロックの数
と、コマンドの実行にかかった時間を表示するために使用されます。これにより、SQLコマンドの 1秒あ
たりの実際のキロバイト書き込みレートを計算し、リソースグループに設定されたダーティレート制限と
比較するための情報が提供されます。

オーダーモジュールを使用するには、次の手順を実行します。

ス テ ッ プ 1：postgresql.conf フ ァ イ ル で 、次 の よ う に$libdir/pg_stat_statements を
shared_preload_libraries設定パラメータに追加します。

shared_preload_libraries = '$libdir/dbms_pipe,$libdir/edb_gen,$libdir/pg_stat_

↪→statements'

ステップ 2：データベースサーバを再起動します。

ステップ 3：CREATE EXTENSIONコマンドを使用して、pg_stat_statementsモジュールの作成を完了し
ます。

edb=# CREATE EXTENSION pg_stat_statements SCHEMA public;

CREATE EXTENSION

pg_stat_statements_reset() ファンクションを使用して、各例をわかりやすくするために
pg_stat_statementsビューをクリアします。

これらの例では、前のクエリーで示されたダーティレート制限設定を持つリソースグループが使用されて
います。

</ div>

4.3.2 例-単一グループ内の単一プロセス

次のシーケンスのコマンドは、テーブル t1の作成を示しています。現在のプロセスは、リソースグループ
resgrp_bを使用するように設定されています。pg_stat_statements_reset()ファンクションを実行す
ると、pg_stat_statementsビューがクリアされます。

最後に、INSERTコマンドは、1～10,000のシリーズの整数を生成してテーブルに入力し、約 10,000ブロッ
クをダーティにします。
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edb=# CREATE TABLE t1 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

CREATE TABLE

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

edb=# SELECT pg_stat_statements_reset();

pg_stat_statements_reset

--------------------------

(1 row)

edb=# INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (1,10000), 'aaa');

INSERT 0 10000

以下は、INSERTコマンドの結果を示しています。

edb=# SELECT query, rows, total_time, shared_blks_dirtied FROM

pg_stat_statements;

- [ RECORD 1 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 13496.184

shared_blks_dirtied | 10003

実際のダーティレートは次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 13496.184ミリ秒で、これは*
0.74117247ブロック/ミリ秒*になります。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりのダーティ化された共有ブロック数（1秒= 1000ミリ秒）を求め
ます。これにより、* 741.17247ブロック/秒*が得られます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 6072キロバイト/秒*が生成されます。

6072キロバイト/秒の実際のダーティレートは、リソースグループのダーティレート制限である 6144キロ
バイト/秒に近いことに注意してください。

対照的に、プロセスがリソースグループに属していなくてもステップが繰り返される場合、ダーティバッ
ファレートははるかに高くなります。

edb=# CREATE TABLE t1 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

CREATE TABLE

(次のページに続く)
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edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

(1 row)

edb=# SELECT pg_stat_statements_reset();

pg_stat_statements_reset

--------------------------

(1 row)

edb=# INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (1,10000), 'aaa');

INSERT 0 10000

以下に、リソースグループを使用しない INSERTコマンドの結果を示します。

edb=# SELECT query, rows, total_time, shared_blks_dirtied FROM

pg_stat_statements;

- [ RECORD 1 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 2432.165

shared_blks_dirtied | 10003

最初に、ダーティレート制限が 6144キロバイト/秒に設定されているリソースグループが使用された場合
の 13496.184ミリ秒と比較して、合計時間が 2432.165ミリ秒であったことにノートしてください。

リソースグループを使用しない実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロック数は 10003 ブロック/ 2432.165 ミリ秒で、これは*
4.112797ブロック/ミリ秒*を生成します。

• 結果に 1000を掛けて、毎秒ダーティ化された共有ブロックの数（1秒= 1000ミリ秒）を求めます。
これにより、* 4112.797ブロック/秒*が得られます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 33692キロバイト/秒*が生成されます。

実際のダーティレート 33692キロバイト/秒は、ダーティレート制限が 6144キロバイト/秒のリソースグ
ループが使用された場合よりも大幅に高いことに注意してください。

</ div>
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4.3.3 例–単一グループ内の複数のプロセス

前述のように、ダーティレート制限は、リソースグループ内のすべてのプロセスの集約に適用されます。
この概念を次の例に示します。

この例では、2つの異なる psqlセッションの 2つの異なるテーブルで同時に挿入が実行されます。各セッ
ションは、dirty_rate_limitが毎秒 6144キロバイトに設定されているリソースグループ resgrp_bに追
加されます。

セッション 1：

edb=# CREATE TABLE t1 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

CREATE TABLE

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

edb=# INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (1,10000), 'aaa');

INSERT 0 10000

セッション 2：

edb=# CREATE TABLE t2 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

CREATE TABLE

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_b;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_b

(1 row)

edb=# SELECT pg_stat_statements_reset();

pg_stat_statements_reset

--------------------------

(1 row)

edb=# INSERT INTO t2 VALUES (generate_series (1,10000), 'aaa');

INSERT 0 10000

!!! Note * セッション 1 およびセッション 2 の INSERT コマンドは、セッション 2 の SELECT

pg_stat_statements_reset()コマンドの実行後に開始されました。

以下は、2つのセッションでの INSERTコマンドの結果を示しています。RECORD 3はセッション 1の結果
を示します。RECORD 2はセッション 2の結果を示します。
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edb=# SELECT query, rows, total_time, shared_blks_dirtied FROM

pg_stat_statements;

- [ RECORD 1 ]--------+--------------------------------------------------

query | SELECT pg_stat_statements_reset();

rows | 1

total_time | 0.43

shared_blks_dirtied | 0

- [ RECORD 2 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t2 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 30591.551

shared_blks_dirtied | 10003

- [ RECORD 3 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 33215.334

shared_blks_dirtied | 10003

最初に、合計時間はセッション 1で例ミリ秒、セッション 2で 30591.551ミリ秒であったことにノートし
てください。したがって、リソースグループ内のアクティブプロセスが多いほど、グループ内のアクティ
ブプロセスごとのダーティレートが遅くなります。これは、次の計算に示されています。

セッション 1の実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 33215.334ミリ秒で、これは*
0.30115609ブロック/ミリ秒*を生成します。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりダーティ化された共有ブロック数（1秒= 1000ミリ秒）を求めま
す。これにより、* 301.15609ブロック/秒*が生成されます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 2467キロバイト/秒*になります。

セッション 2の実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 30591.551ミリ秒で、これは*
0.32698571ブロック/ミリ秒*になります。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりのダーティ化された共有ブロック数（1秒= 1000ミリ秒）を求め
ます。これにより、* 326.98571ブロック/秒*が得られます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 2679キロバイト/秒*になります。

セッション 1（2467キロバイト/秒）とセッション 2（2679キロバイト/秒）からの合計ダーティレートは、
5146キロバイト/秒になり、リソースグループの設定ダーティレート制限（6144キロバイト/秒）を下回り
ます。

</ div>
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4.3.4 例–複数のグループの複数のプロセス

この例では、2つの追加の psqlセッションが前の 2つのセッションとともに使用されます。3番目と 4番
目のセッションは、リソースグループ resgrp_cで同じ INSERTコマンドを実行し、dirty_rate_limitは
3072キロバイト/秒です。

セッション 1 および 2 は、リソースグループ resgrp_b を使用して、毎秒 6144 キロバイトの
dirty_rate_limitを使用して、前の例で示したように繰り返されます。

セッション 3：

edb=# CREATE TABLE t3 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

CREATE TABLE

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_c;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_c

(1 row)

edb=# INSERT INTO t3 VALUES (generate_series (1,10000), 'aaa');

INSERT 0 10000

セッション 4：

edb=# CREATE TABLE t4 (c1 INTEGER, c2 CHARACTER(500)) WITH (FILLFACTOR = 10);

CREATE TABLE

edb=# SET edb_resource_group TO resgrp_c;

SET

edb=# SHOW edb_resource_group;

edb_resource_group

--------------------

resgrp_c

(1 row)

edb=# SELECT pg_stat_statements_reset();

pg_stat_statements_reset

--------------------------

(1 row)

edb=# INSERT INTO t4 VALUES (generate_series (1,10000), 'aaa');

INSERT 0 10000

!!! Note * 4 つのセッションすべての INSERT コマンドは、セッション 4 の SELECT

pg_stat_statements_reset()コマンドの実行後に開始されました。
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以下は、4つのセッションでの INSERTコマンドの結果を示しています。

RECORD 3はセッション 1の結果を示します。RECORD 2はセッション 2の結果を示します。

RECORD 4はセッション 3の結果を示します。RECORD 5はセッション 4の結果を示します。

edb=# SELECT query, rows, total_time, shared_blks_dirtied FROM

pg_stat_statements;

- [ RECORD 1 ]--------+--------------------------------------------------

query | SELECT pg_stat_statements_reset();

rows | 1

total_time | 0.467

shared_blks_dirtied | 0

- [ RECORD 2 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t2 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 31343.458

shared_blks_dirtied | 10003

- [ RECORD 3 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t1 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 28407.435

shared_blks_dirtied | 10003

- [ RECORD 4 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t3 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 52727.846

shared_blks_dirtied | 10003

- [ RECORD 5 ]--------+--------------------------------------------------

query | INSERT INTO t4 VALUES (generate_series (?,?), ?);

rows | 10000

total_time | 56063.697

shared_blks_dirtied | 10003

最初に、セッション 3（ノート）とセッションの時間と比較して、セッション 1（28407.435）とセッション
2（31343.458）の時間は、両方が同じリソースグループにあり、dirty_rate_limitが 6144に設定されて
いるため、互いに近いことに注意してください 4（56063.697）。これらは、dirty_rate_limitが 3072に
設定されたリソースグループにあります。後者のグループは、ダーティレート制限が遅いため、セッショ
ン 3および 4の場合と同様に、予想される処理時間が長くなります。

セッション 1の実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 28407.435ミリ秒で、これは*
0.35212612ブロック/ミリ秒*になります。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりダーティ化された共有ブロック数（1秒= 1000ミリ秒）を求めま
す。これにより、* 352.12612ブロック/秒*が生成されます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 2885キロバイト/秒*が生成されます。
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セッション 2の実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 31343.458ミリ秒であり、こ
れは* 0.31914156ブロック/ミリ秒*になります。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりダーティ化された共有ブロックの数（1秒= 1000ミリ秒）を求め
ます。これにより、* 319.14156ブロック/秒*が得られます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 2614キロバイト/秒*が生成されます。

セッション 1（2885キロバイト/秒）とセッション 2（2614キロバイト/秒）からの合計ダーティレートは、
5499キロバイト/秒になります。これは、リソースグループの設定ダーティレート制限（6144キロバイト/
秒）に近い値です。

セッション 3の実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 52727.846ミリ秒で、これは*
0.18971001ブロック/ミリ秒*になります。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりダーティ化された共有ブロック数（1秒= 1000ミリ秒）を求めま
す。これにより、* 189.71001ブロック/秒*が得られます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 1554キロバイト/秒*が生成されます。

セッション 4の実際のダーティレートは、次のように計算されます。

• ミリ秒（ms）ごとにダーティ化されたブロックの数は 10003ブロック/ 56063.697ミリ秒であり、*
0.17842205ブロック/ミリ秒*になります。

• 結果に 1000を掛けて、1秒あたりのダーティ共有ブロック数（1秒= 1000ミリ秒）を求めます。こ
れにより、* 178.42205ブロック/秒*が得られます。

• 結果に 8.192を掛けて、1秒あたりのダーティキロバイト数（1ブロック= 8.192キロバイト）を求め
ます。これにより、約* 1462キロバイト/秒*が生成されます。

セッション 3（1554キロバイト/秒）とセッション 4（1462キロバイト/秒）からの合計ダーティレートは、
3016キロバイト/秒になります。これは、リソースグループの設定ダーティレート制限（3072キロバイト/
秒）に近い値です。

したがって、これは、 EDB Resource Managerが、グループ内のアクティブプロセスの総ダーティレート
を、各グループに設定されたダーティレート制限に近づける方法を示しています。

</ div>
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4.4 システムカタログ
このセクションでは、EDB Resource Managerが使用するリソースグループ情報を格納するシステムカタロ
グについて説明します。

4.4.1 edb_all_resource_groups

次の表に、edb_all_resource_groupsカタログで使用可能な情報を示します。

Column Type Description
group_name name リソースグループの名前。
active_processes integer リソースグループ内の現在アクティブなプロセスの数。
cpu_rate_limit float8 リソースグループの最大 CPUレート制限。 `0`は制限がない

ことを意味します。
per_process_cpu_rate_limitfloat8 リソースグループで現在アクティブなプロセスごとの最大

CPUレート制限。
dirty_rate_limit float8 リソースグループの最大ダーティレート制限。 `0`は制限が

ないことを意味します。
per_process_dirty_rate_limitfloat8 リソースグループで現在アクティブなプロセスごとの最大ダー

ティレート制限。
NA

</ div>

4.4.2 edb_resource_group

次の表に、edb_resource_groupカタログで使用可能な情報を示します。

Column Type Description
rgrpname name リソースグループの名前。
rgrpcpuratelimit float8 リソースグループの最大 CPUレート制限。 `0`は制限がない

ことを意味します。
rgrpdirtyratelimit float8 リソースグループの最大ダーティレート制限。 `0`は制限が

ないことを意味します。
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第5章 libpq C Library

libpqは、Advanced Serverへの Cアプリケーションプログラマのインタフェースです。libpqは、クライア
ントプログラムが Advanced Serverにクエリを渡し、これらのクエリの結果を受信できるようにするライブ
ラリ関数のセットです。

libpqは、C ++、Perl、 Python、Tcl、ECPG用に作成されたものを含む、他のいくつかの EDBアプリケー
ションインタフェースの基礎となるエンジンでもあります。そのため、libpqの動作のいくつかの側面は、
これらのパッケージソフトのいずれかが使用される場合、ユーザにとって重要になります。

libpqを使用するクライアントプログラムには、ヘッダファイル libpq-fe.hを含める必要があり、libpq

ライブラリとリンクする必要があります。

5.1 EDB SPLでの libpqの使用
EDB SPL言語は libpqインタフェースライブラリで使用でき、次のサポートを提供します。

• Procedures、関数、パッケージソフト

• 準備されたステートメント

• REFCURSORs

• 静的カーソル

• structsおよび typedefs

• 配列

• DMLおよび DDL操作

• IN / OUT / IN OUTパラメーター

5.2 REFCURSORサポート
以前のリリースでは、 Advanced Serverは次の libpq関数を通じて REFCURSORのサポートを提供してい
ました。これらの関数は非推奨と見なされるようになりました。

• PQCursorResult()

• PQgetCursorResult()

• PQnCursor()
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PQexec() と PQgetvalue() を使用して、SPL（または PL / pgSQL）ファンクションによって返された
REFCURSORを取得できるようになりました。REFCURSORは、カーソルの名前を示すヌル終了文字列のフォー
ムで返されます。カーソルの名前を取得したら、1つ以上の FETCHステートメントを実行して、カーソル
を通じて公開されている値を取得できます。

以下のサンプルには、実際のクライアントアプリケーションで必要となるエラー処理コードが含まれてい
ないことにノートしてください。

単一の REFCURSORを返す

次の例は、REFCURSOR型の値を返す SPLファンクションを示しています。

CREATE OR REPLACE FUNCTION getEmployees(p_deptno NUMERIC)

RETURN REFCURSOR AS

* result REFCURSOR;

BEGIN

* OPEN result FOR SELECT * FROM emp WHERE deptno = p_deptno;

* RETURN result;

END;

このファンクションは単一のパラメータ p_deptnoを予期し、OPENステートメントに示されている SELECT

クエリーの結果セットを保持する REFCURSORを返します。OPENステートメントはクエリーを実行し、結
果セットをカーソルに保存します。サーバーはそのカーソルの名前を作成し、変数（result名前付け名前
を格納します。次に、ファンクションは呼び出し元にカーソルの名前を返します。

libpqを使用して Cクライアントからこのファンクションを呼び出すには、PQexec()および PQgetvalue()

を使用できます。

# include <stdio.h>

# include <stdlib.h>

# include "libpq-fe.h"

static void fetchAllRows(PGconn *conn,

* const char *cursorName,

* const char *description);

static void fail(PGconn *conn, const char *msg);

int

main(int argc, char *argv[])

{

* PGconn *conn = PQconnectdb(argv[1]);

* PGresult *result;

* if (PQstatus(conn) != CONNECTION_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* result = PQexec(conn, "BEGIN TRANSACTION");

* if (PQresultStatus(result) != PGRES_COMMAND_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* PQclear(result);

(次のページに続く)
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* result = PQexec(conn, "SELECT * FROM getEmployees(10)");

* if (PQresultStatus(result) != PGRES_TUPLES_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* fetchAllRows(conn, PQgetvalue(result, 0, 0), "employees");

* PQclear(result);

* PQexec(conn, "COMMIT");

* PQfinish(conn);

* exit(0);

}

static void

fetchAllRows(PGconn *conn,

* const char *cursorName,

* const char *description)

{

* size_t commandLength = strlen("FETCH ALL FROM ") +

* strlen(cursorName) + 3;

* char *commandText = malloc(commandLength);

* PGresult *result;

* int row;

* sprintf(commandText, "FETCH ALL FROM \"%s\"", cursorName);

* result = PQexec(conn, commandText);

* if (PQresultStatus(result) != PGRES_TUPLES_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* printf("-- %s --\n", description);

* for (row = 0; row < PQntuples(result); row++)

* {

* const char *delimiter = "\t";

* int col;

* for (col = 0; col < PQnfields(result); col++)

* {

* printf("%s%s", delimiter, PQgetvalue(result, row, col));

* delimiter = ",";

* }

* printf("\n");

* }

* PQclear(result);

* free(commandText);

}

static void

fail(PGconn *conn, const char *msg)

{

* fprintf(stderr, "%s\n", msg);

* if (conn != NULL)
(次のページに続く)
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* PQfinish(conn);

* exit(-1);

}

コードサンプルには、getEmployees()ファンクションを呼び出すコード行が含まれ、部門 10のすべての
従業員を含む結果セットが返されます。

result = PQexec(conn, "SELECT * FROM getEmployees(10)");

PQexec()ファンクションは、Cプログラムに結果セットハンドルを返します。結果セットには正確に 1つ
の値が含まれます。その値は、getEmployees()によって返されるカーソルの名前です。

カーソルの名前を取得したら、 SQL FETCHステートメントを使用して、そのカーソル内の行を取得できま
す。ファンクション fetchAllRows()は FETCH ALLステートメントを作成し、そのステートメントを実行
してから、FETCH ALLステートメントの結果セットを出力します。

このプログラムの出力は次のとおりです。

-- employees --

* 7782,CLARK,MANAGER,7839,09-JUN-81 00:00:00,2450.00,,10

* 7839,KING,PRESIDENT,,17-NOV-81 00:00:00,5000.00,,10

* 7934,MILLER,CLERK,7782,23-JAN-82 00:00:00,1300.00,,10

複数の REFCURSORを返す

次の例は、2つの REFCURSORsを返します。

• 最初の REFCURSORには、呼び出し元によって指定されたレンジ内の部門で働くすべての従業員を含
むカーソル (employees)の名前が含まれます。

• 2 番目の REFCURSOR には、呼び出し元によって指定されたレンジのすべての部門を含むカーソル
(departments)の名前が含まれます。

この例では、ファンクションは単一の REFCURSORを返す代わりに、SETOF REFCURSOR（0以上の REFCURSORS

を意味します）を返します。もう 1つの重要な違いは、libpqプログラムは結果セットに単一の REFCURSOR

を期待するのではなく、それぞれが単一の値を含む 2つの行を期待することです（最初の行には employees

カーソルの名前、2番目の行 departmentsカーソルの名前が含まれます）。

CREATE OR REPLACE FUNCTION getEmpsAndDepts(p_min NUMERIC,

* p_max NUMERIC)

RETURN SETOF REFCURSOR AS

* employees REFCURSOR;

* departments REFCURSOR;

BEGIN

* OPEN employees FOR

* SELECT * FROM emp WHERE deptno BETWEEN p_min AND p_max;

* RETURN NEXT employees;

* OPEN departments FOR

(次のページに続く)
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* SELECT * FROM dept WHERE deptno BETWEEN p_min AND p_max;

* RETURN NEXT departments;

END;

前の例のように、PQexec()と PQgetvalue()を使用して SPLファンクションを呼び出すことができます。

# include <stdio.h>

# include <stdlib.h>

# include "libpq-fe.h"

static void fetchAllRows(PGconn *conn,

* const char *cursorName,

* const char *description);

static void fail(PGconn *conn, const char *msg);

int

main(int argc, char *argv[])

{

* PGconn *conn = PQconnectdb(argv[1]);

* PGresult *result;

* if (PQstatus(conn) != CONNECTION_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* result = PQexec(conn, "BEGIN TRANSACTION");

* if (PQresultStatus(result) != PGRES_COMMAND_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* PQclear(result);

* result = PQexec(conn, "SELECT * FROM getEmpsAndDepts(20, 30)");

* if (PQresultStatus(result) != PGRES_TUPLES_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* fetchAllRows(conn, PQgetvalue(result, 0, 0), "employees");

* fetchAllRows(conn, PQgetvalue(result, 1, 0), "departments");

* PQclear(result);

* PQexec(conn, "COMMIT");

* PQfinish(conn);

* exit(0);

}

static void

fetchAllRows(PGconn *conn,

* const char *cursorName,

* const char *description)

{

* size_t commandLength = strlen("FETCH ALL FROM ") +

* strlen(cursorName) + 3;

* char *commandText = malloc(commandLength);

(次のページに続く)
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* PGresult *result;

* int row;

* sprintf(commandText, "FETCH ALL FROM \"%s\"", cursorName);

* result = PQexec(conn, commandText);

* if (PQresultStatus(result) != PGRES_TUPLES_OK)

* fail(conn, PQerrorMessage(conn));

* printf("-- %s --\n", description);

* for (row = 0; row < PQntuples(result); row++)

* {

* const char *delimiter = "\t";

* int col;

* for (col = 0; col < PQnfields(result); col++)

* {

* printf("%s%s", delimiter, PQgetvalue(result, row, col));

* delimiter = ",";

* }

* printf("\n");

* }

* PQclear(result);

* free(commandText);

}

static void

fail(PGconn *conn, const char *msg)

{

* fprintf(stderr, "%s\n", msg);

* if (conn != NULL)

* PQfinish(conn);

* exit(-1);

}

getEmpsAndDepts(20, 30)を呼び出すと、サーバーは部門 20または 30で働くすべての従業員を含むカー
ソルと、部門 20および 30の説明を含む 2番目のカーソルを結果ます。

-- employees --

* 7369,SMITH,CLERK,7902,17-DEC-80 00:00:00,800.00,,20

* 7499,ALLEN,SALESMAN,7698,20-FEB-81 00:00:00,1600.00,300.00,30

* 7521,WARD,SALESMAN,7698,22-FEB-81 00:00:00,1250.00,500.00,30

* 7566,JONES,MANAGER,7839,02-APR-81 00:00:00,2975.00,,20

* 7654,MARTIN,SALESMAN,7698,28-SEP-81 00:00:00,1250.00,1400.00,30

* 7698,BLAKE,MANAGER,7839,01-MAY-81 00:00:00,2850.00,,30

* 7788,SCOTT,ANALYST,7566,19-APR-87 00:00:00,3000.00,,20

* 7844,TURNER,SALESMAN,7698,08-SEP-81 00:00:00,1500.00,0.00,30

* 7876,ADAMS,CLERK,7788,23-MAY-87 00:00:00,1100.00,,20

* 7900,JAMES,CLERK,7698,03-DEC-81 00:00:00,950.00,,30

(次のページに続く)
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* 7902,FORD,ANALYST,7566,03-DEC-81 00:00:00,3000.00,,20

-- departments --

* 20,RESEARCH,DALLAS

* 30,SALES,CHICAGO

5.3 配列のバインド
Advanced Serverの配列バインディング機能により、1回のラウンドトリップでデータ配列をネットワーク
で送信できます。バックエンドはバルクデータを受信すると、そのデータを使用して挿入または更新操作
を実行できます。

プリペアドステートメントで一括操作を実行します。次のファンクションを使用してステートメントを準
備します。

PGresult *PQprepare(PGconn *conn,

* const char *stmtName,

* const char *query,

* int nParams,

* const Oid *paramTypes);

PQprepare()の詳細は、プリペアドステートメントのセクションに記載されています。

次の関数を使用して、一括操作を実行できます。

• PQBulkStart

• PQexecBulk

• PQBulkFinish

• PQexecBulkPrepared

5.3.1 PQBulkStart

PQBulkStart()は、サーバー上の一括操作を初期化します。バルクデータをサーバーに送信する前に、こ
のファンクションを呼び出す必要があります。PQBulkStart()は、stmtNameで指定されたプリペアドス
テートメントを初期化して、paramFmtsで指定されたフォーマットでデータを受信します。

** API定義**

PGresult *PQBulkStart(PGconn *conn,

* const char *Stmt_Name,

* unsigned int nCol,

* const int *paramFmts);
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5.3.2 PQexecBulk

PQexecBulk()は、PQBulkStart()を使用したバルクオペレーション用に以前に初期化されたステートメ
ントのデータ (paramValues)を提供するために使用されます。

このファンクションは、PQBulkStart()の後に複数回使用して、マルチプルのデータブロックを送信でき
ます。詳細については例を参照してください。

** API定義**

PGresult *PQexecBulk(PGconn *conn,

* unsigned int nRows,

* const char *const * paramValues,

* const int *paramLengths);

5.3.3 PQBulkFinish

このファンクションは、現在の一括オペレーションを完了します。プリペアドステートメントを再準備せ
ずに再度使用できます。

** API定義**

PGresult *PQBulkFinish(PGconn *conn);

5.3.4 PQexecBulkPrepared

または、PQexecBulkPrepared()ファンクションを使用して、1回のファンクション呼び出しで一括オペ
レーションを実行できます。PQexecBulkPrepared()は、指定されたパラメーターでプリペアドステートメ
ントを実行する要求を送信し、結果を待ちます。このファンクションは、PQbulkStart()、PQexecBulk()、
および PQBulkFinish()の機能を組み合わせたものです。このファンクションを使用する場合、一括オペ
レーションを初期化または終了する必要はありません。このファンクションは、一括オペレーションを開
始し、データをサーバーに渡し、一括オペレーションを終了します。

stmtNameの場所に事前にプリペアドステートメントを指定します。繰り返し使用されるコマンドは、実行
されるたびにではなく、一度だけ解析および計画されます。

** API定義**

PGresult *PQexecBulkPrepared(PGconn *conn,

* const char *stmtName,

* unsigned int nCols,

* unsigned int nRows,

* const char *const *paramValues,

* const int *paramLengths,

* const int *paramFormats);
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5.3.5 サンプルコード（PQBulkStart、PQexecBulk、PQBulkFinishを使用）

次の例では、PGBulkStart、PQexecBulk、および PQBulkFinishを使用しています。

void InsertDataUsingBulkStyle( PGconn *conn )

{

* PGresult *res;

* Oid paramTypes[2];

* char *paramVals[5][2];

* int paramLens[5][2];

* int paramFmts[2];

* int i;

* int a[5] = { 10, 20, 30, 40, 50 };

* char b[5][10] = { "Test_1", "Test_2", "Test_3",

"Test_4", "Test_5" };

* paramTypes[0] = 23;

* paramTypes[1] = 1043;

* res = PQprepare( conn, "stmt_1", "INSERT INTO testtable1 values( $1, $2

)", 2, paramTypes );

* PQclear( res );

* paramFmts[0] = 1; /* Binary format */

* paramFmts[1] = 0;

* for( i = 0; i < 5; i++ )

* {

* a[i] = htonl( a[i] );

* paramVals[i][0] = &(a[i]);

* paramVals[i][1] = b[i];

* paramLens[i][0] = 4;

* paramLens[i][1] = strlen( b[i] );

* }

* res = PQBulkStart(conn, "stmt_1", 2, paramFmts);

* PQclear( res );

* printf( "< -- PQBulkStart -- >\n" );

* res = PQexecBulk(conn, 5, (const char *const *)paramVals, (const

* int*)paramLens);

* PQclear( res );

* printf( "< -- PQexecBulk -- >\n" );

* res = PQexecBulk(conn, 5, (const char *const *)paramVals, (const

* int*)paramLens);

* PQclear( res );

* printf( "< -- PQexecBulk -- >\n" );

* res = PQBulkFinish(conn);

* PQclear( res );

* printf( "< -- PQBulkFinish -- >\n" );

}
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5.3.6 サンプルコード（PQexecBulkPreparedを使用）

次の例では、PQexecBulkPreparedを使用しています。

void InsertDataUsingBulkStyleCombinedVersion( PGconn *conn )

{

* PGresult *res;

* Oid paramTypes[2];

* char *paramVals[5][2];

* int paramLens[5][2];

* int paramFmts[2];

* int i;

* int a[5] = { 10, 20, 30, 40, 50 };

* char b[5][10] = { "Test_1", "Test_2", "Test_3",

"Test_4", "Test_5" };

* paramTypes[0] = 23;

* paramTypes[1] = 1043;

* res = PQprepare( conn, "stmt_2", "INSERT INTO testtable1 values(

* $1, $2)", 2, paramTypes );

* PQclear( res );

* paramFmts[0] = 1; /* Binary format */

* paramFmts[1] = 0;

* for( i = 0; i < 5; i++ )

* {

* a[i] = htonl( a[i] );

* paramVals[i][0] = &(a[i]);

* paramVals[i][1] = b[i];

* paramLens[i][0] = 4;

* paramLens[i][1] = strlen( b[i] );

* }

res = PQexecBulkPrepared(conn, "stmt_2", 2, 5, (const char *const

* )paramVals,(const int *)paramLens, (const int *)paramFmts);

* PQclear( res );

}
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</ div>

デバッガーにより、開発者と DBAは、グラフィカルな動的環境を使用してサーバサイドプログラムをテ
ストおよびデバッグできます。デバッグできるプログラムのタイプは、SPLストアドプロシージャ、関数、
トリガー、パッケージソフト、および PL / pgSQL関数とトリガーです。

デバッガーは、* pgAdmin 4および EDB Postgres Enterprise Manager*と統合されています。Advanced Server
をWindowsホストにインストールした場合、pgAdmin 4が自動的にインストールされます。 Windows Start

メニューに pgAdmin 4アイコンがあります。 Advanced Serverホストが CentOSまたは Linuxシステム上
にある場合、yumを使用して pgAdmin4をインストールできます。コマンドラインを開き、スーパーユー
ザ権限を引き受けて、次を入力します。

yum install edb-pgadmin4*

Linuxでは、edb-asxx-server-pldebugger RPMパッケージ（xxは Advanced Serverのバージョン番号）
もインストールする必要があります。 pgAdmin 4に関する情報は、次の場所で入手できます。

https://www.pgadmin.org/

RPMをインストールすると、pgAdmin4アイコンが [アプリケーション]メニューに追加されます。

デバッガーを使用してプログラムをテストするには、2つの基本的な方法があります。

• スタンドアロンデバッグ。デバッガーは、テストするプログラムをスタートするために使用されま
す。プログラムに必要な入力パラメータ値を指定すると、プログラムのコードをすぐに観察してス
テップスルーできます。スタンドアロンデバッグは、新しいプログラムおよび最初の問題調査に使用
される一般的なメソッドです。

• インコンテキストデバッグ。テストするプログラムは、デバッガー以外のアプリケーションによって
開始されます。最初に、テストするプログラムにグローバルブレークポイントを設定します。プロ
グラムへの最初の呼び出しを行うアプリケーションは、グローバルブレークポイントに遭遇します。
アプリケーションは実行を一時停止します。その時点で、デバッガーは呼び出されたプログラムを制
御します。その後、呼び出し元アプリケーションのコンテキスト内で実行される、呼び出されたプロ
グラムのコードを観察してステップスルーできます。デバッガーで呼び出されたプログラムのコー
ドを完全にステップスルーした後、中断されたアプリケーションは実行を再開します。コンテキスト
内デバッグは、呼び出し側アプリケーションとの複雑な相互作用のためにスタンドアロンデバッグを
使用して問題を再現することが困難な場合に役立ちます。

デバッグツールと操作は、スタンドアロンデバッグを使用してもコンテキスト内デバッグを使用しても同
じです。違いは、デバッグするプログラムの起動方法にあります。

以下のセクションでは、スタンドアロンデバッグメソッドを使用したデバッガの機能について説明します。
インコンテキストデバッグ用のデバッガーの起動方法については、Setting Global Breakpoint for In-Context

https://www.pgadmin.org/
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Debuggingで説明しています。

6.1 デバッガーの構成
デバッガーを使用する前に、shared_preload_libraries設定パラメータにリストされているライブラ
リーに$libdir/plugin_debuggerを追加して、postgresql.confファイル（Advanced Serverホームディ
レクトリディレクトリーの dataサブディレクトリにあります）を編集します。

shared_preload_libraries = '$libdir/dbms_pipe,$libdir/edb_gen,$libdir/plugin_debugger'

• Linuxでは、postgresql.conf ファイルは/var/lib/edb/asxx/dataにあります。Windowsでは、
postgresql.confファイルは C:\Program Files\edb\asxx\dataにあります。

xxは Advanced Serverのバージョンです。

shared_preload_librariesパラメータを変更した後、データベースサーバをリスタートする必要があり
ます。

6.2 デバッガーの起動
pgAdmin 4を使用して、スタンドアロンデバッグ用のデバッガーにアクセスします。デバッガーを開くに
は、pgAdmin 4 Browserパネルでデバッグするストアドプロシージャまたはファンクションの名前を強調
表示します。次に、Objectメニューから Debuggingメニューに移動し、サブメニューから Debugを選択
します。

図 1：オブジェクトメニューからのデバッガーの起動</ div>

pgAdmin 4 Browserのストアドプロシージャまたはファンクションの名前を右クリックして、コンテキス
トメニューから Debugging、および Debugを選択することもできます。

図 2：オブジェクトのコンテキストメニューからのデバッガーの起動</ div>

トリガーは、スタンドアロンデバッグを使用してデバッグできないことに注意してください。トリガーは、
インコンテキストデバッグを使用してデバッグする必要があります。コンテキスト内デバッグ用のグロー
バルブレークポイントの設定については、Setting Global Breakpoint for In-Context Debuggingを参照してく
ださい。

パッケージをデバッグするには、デバッグするパッケージのパッケージノードの下にある特定のプロシー
ジャまたはファンクションを強調表示し、ストアドプロシージャおよび関数の場合と同じ指示に従います。
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図 1: Starting the Debugger from the Object menu

図 2: Starting the Debugger from the object’s context menu
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6.3 デバッガーウィンドウ
パラメーターを予期するプログラムをスタンドアロンでデバッグしている場合、Debuggerウィンドウを使
用してパラメータ値を渡すことができます。デバッガをスタートすると、Debuggerウィンドウが自動的に
開き、プログラムで予期される INまたは IN OUTパラメーターが表示されます。プログラムが INまたは
IN OUTパラメーターを宣言していない場合、Debuggerウィンドウは開きません。

図 3: The Debugger window

図 3：デバッガーウィンドウ</ div>

Debuggerウィンドウのフィールドを使用して、各パラメータの値を指定します。

• Nameフィールドには、仮パラメータ名前が含まれます。

• Typeフィールドには、パラメータデータ型が含まれています。

• Null?チェックボックスをオンにして、パラメータが NULL値であることを示します。

• Valueフィールドに式が含まれている場合は、Expression?チェックボックスをオンにします。

• Valueフィールドには、プログラムに渡されるパラメータ値が含まれます。

• Use Default?チェックボックスをオンにして、プログラムが Default Valueフィールドの値を使
用することを示します。

• Default Valueフィールドには、パラメータのデフォルト値が含まれます。

Tabキーを押してリスト内のデータエントリー用の次のパラメータを選択するか、Valueフィールドをク
リックしてデータエントリー用のパラメータを選択します。

初期化セクションを持つパッケージのメンバであるプロシージャまたはファンクションをデバッグする場
合は、Debug Package Initializerチェックボックスをオンにして、パッケージ初期化セクションにス
テップインするようデバッガに指示し、プロシージャをデバッグする前に初期化セクションコードをデバッ
グできるようにします。またはファンクション。このチェックボックスを選択しない場合、デバッガーは
パッケージの初期化セクションを実行しますが、実行時にコードの個々の行を表示したりステップ実行し
たりすることはできません。

目的のパラメータ値を入力したら、Debugボタンをクリックしてデバッグプロセスをスタートします。Cancel

ボタンをクリックして、デバッガーを終了します。
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!!! Note *コンテキスト内のデバッグ中に Debuggerウィンドウは開きません。代わりに、デバッグするプ
ログラムを呼び出すアプリケーションは、必要な入力パラメータ値を提供する必要があります。

プログラムコードをステップ実行して完全なデバッグサイクルを完了すると、Debuggerウィンドウが再
び開き、新しいパラメータ値を入力してデバッグサイクルを繰り返すか、デバッグセッションを終了でき
ます。

6.4 メインデバッガーウィンドウ
メインデバッガーウィンドウには 2つのパネルがあります。

• 上部の Program Bodyパネルには、プログラムソースコードが表示されます。

• 下部の Tabsパネルには、さまざまな情報のタブのセットがあります。

デバッグ機能にアクセスするには、上部パネルにある Tool Barアイコンを使用します。

図 4: The Main Debugger window

図 4：メインデバッガーウィンドウ</ div>

2つのパネルについては、次のセクションで説明します。
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6.4.1 プログラム本体パネル

Program Bodyパネルには、デバッグ中のプログラムのソースコードが表示されます。

図 5: The Program Body

図 5：プログラム本体</ div>

この図は、デバッガーが SELECTステートメントを実行しようとしていることを示しています。プログラ
ム本体の青いインジケータは、実行次のステートメントを強調表示します。

6.4.2 タブパネル

下部の Tabsパネルを使用して、パラメータ値またはローカル変数をビューまたは変更したり、RAISE INFO

およびファンクションの結果によって生成されたメッセージをビューしたりできます。

以下は、パネルのタブによって表示される情報です。

• [Parameters]タブには、現在のパラメータ値が表示されます。

• [Local variables]タブには、プログラム内で宣言された変数の値が表示されます。

• Messagesタブには、プログラムの実行時に返される結果が表示されます。

• [Results]タブには、ファンクションの RETURNステートメントの値などのプログラム結果（該当す
る場合）が表示されます。

• Stack tabはコールスタックを表示します。
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図 6: The Parameters tab

次の図は、さまざまなタブの結果を示しています。

図 6：[パラメーター]タブ</ div>

図 7：[ローカル変数]タブ</ div>

図 8：[メッセージ]タブ</ div>

図 9：[結果]タブ</ div>

6.4.3 スタックタブ

</ div>

Stackタブには、現在コールスタックにあるプログラム（呼び出されたが、まだ完了していないプログラ
ム）のリストが表示されます。プログラムが呼び出されると、Stackタブに表示されるリストの上部にプ
ログラムの名前が追加されます。プログラムが終了すると、その名前はリストから削除されます。

Stackタブには、プログラム呼び出しに関する情報も表示されます。次の情報が含まれます。

• プログラム内の呼び出しの場所

• 呼び出し引数

• 呼び出されるプログラムの名前

コールスタックを確認すると、シリーズのネストされたプログラムを介して実行コースを追跡するのにヘ
ルプます。
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図 7: The Local variables tab

図 8: The Messages tab
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図 9: The Results tab

図 10: A debugged program calling a subprogram
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図 10：サブプログラムを呼び出すデバッグプログラム</ div>

上の図は、emp_query_callerが emp_query名前付けのサブプログラムを呼び出そうとしていることを示
しています。emp_query_callerは現在、コールスタックの最上位にあります。

emp_queryの呼び出しが実行されると、emp_queryが Stackタブの上部に表示され、そのコードが Program

Bodyパネルに表示されます。

図 11: Debugging the called subprogram

図 11：呼び出されたサブプログラムのデバッグ</ div>

サブプログラムの実行が完了すると、制御は呼び出し側プログラム (emp_query_caller)に戻り、Stack

タブの上部に表示されます。

図 12：デバッグされたサブプログラムからの制御の戻り値</ div>

6.5 プログラムのデバッグ
次の操作を実行して、プログラムをデバッグできます。

• 一度に 1行ずつプログラムをステップ実行します

• ブレークポイントに達するまでプログラムを実行します

• プログラム内のローカル変数値の表示と変更
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図 12: Control returns from debugged subprogram

6.5.1 コードのステップ実行

ツールアイコンを使用して、デバッガーでプログラムをステップ実行します。

図 13: The Tool bar icons

図 13：ツールバーアイコン</ div>

アイコンの目的は次のとおりです。

• ステップイン。Step intoアイコンをクリックして、現在強調表示されているコード行を実行します。

• ステップオーバー Step overアイコンをクリックしてコード行を実行し、コードによって呼び出さ
れたサブファンクションをステップオーバーします。サブ関数は実行されますが、ブレークポイント
が含まれていない限りデバッグされません。

• 続行/開始。Continue/Startアイコンをクリックして、強調表示されたコードを実行し、プログラ
ムがブレークポイントに到達するか完了するまで続行します。

• 停止。Stopアイコンをクリックして、プログラムの実行を停止します。
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6.5.2 ブレークポイントを使用する

デバッガーがプログラムを実行すると、ブレークポイントに到達するたびに一時停止します。デバッガー
が一時停止すると、ローカル変数を監視または変更したり、コールスタックのエントリーに移動して変数
を監視したり、他のブレークポイントを設定したりできます。操作への次のステップ、ステップオーバー、
または継続オペレーションは、ブレークポイントに続くコードの次の行で実行をデバッガに強制します。
ブレークポイントには 2つのタイプがあります。

ローカルブレークポイント-ローカルブレークポイントは、プログラム内の実行可能なコード行に設定でき
ます。デバッガーは、ローカルブレークポイントが設定されている行に到達すると実行を一時停止します。

グローバルブレークポイント-セッションがそのブレークポイントに到達すると、グローバルブレークポイ
ントがトリガーされます。プログラムのコンテキスト内デバッグを実行する場合は、グローバルブレーク
ポイントを設定します。グローバルブレークポイントがプログラムに設定されると、グローバルブレーク
ポイントを設定するデバッグセッションは、そのプログラムが別のセッションで呼び出されるまで待機し
ます。グローバルブレークポイントは、スーパーユーザのみが設定できます。

ローカルブレークポイントを作成するには、ローカルブレークポイントを設定するコードの行の左側にある
灰色の影付きマージン内を左クリックします。グレーの影付きのマージンをクリックする場所は、ソース
コード行 12にブレークポイントドットが表示されるスポットのように、マージンの右側に近いはずです。

作成されると、デバッガーはマージンに暗いドットを表示し、選択したコード行にブレークポイントが設
定されたことを示します。

図 14: Set a breakpoint by clicking in left-hand margin

図 14：左マージンをクリックしてブレークポイントを設定</ div>

必要な数のローカルブレークポイントを設定できます。ローカルブレークポイントは、削除されるまでデ
バッグセッションの間有効です。
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ローカルブレークポイントの削除

ローカルブレークポイントを削除するには、Program Bodyパネルのグレーの影付きマージンにあるブレー
クポイントドット上でマウスを左クリックします。ドットが消え、ブレークポイントが削除されたことを
示します。

Clear all breakpointsアイコンをクリックすると、現在 Program Bodyフレームに表示されているプ
ログラムからすべてのブレークポイントを削除できます。

図 15: Clear all breakpoints icon

図 15：すべてのブレークポイントアイコンをクリア</ div>

!!! Note *上記のアクションのいずれかを実行すると、現在 Program Bodyパネルに表示されているプログ
ラムのブレークポイントのみが削除されます。呼び出されたサブプログラムのブレークポイント、または
現在 Program Bodyパネルに表示されているプログラムを呼び出すプログラムのブレークポイントは削除
されません。

6.5.3 インコンテキストデバッグ用のグローバルブレークポイントの設定

</ div>

インコンテキストデバッグ用のグローバルブレークポイントを設定するには、Browserパネルでブレーク
ポイントを設定するストアドプロシージャ、ファンクション、またはトリガーを強調表示します。Object

メニューをナビゲートして、Debugging、次に Set Breakpointを選択します。

図 16：[オブジェクト]メニューからグローバルブレークポイントを設定</ div>

または、次のように、グローバルブレークポイントを設定するストアドプロシージャ、ファンクション、ま
たはトリガーの名前を右クリックして、Debuggingを選択し、コンテキストメニューから Set Breakpoint

を選択します。

図 17：オブジェクトのコンテキストメニューからグローバルブレークポイントを設定</ div>

トリガーにグローバルブレークポイントを設定するには、トリガーを含むテーブルノードを展開し、デバッ
グする特定のトリガーを強調表示し、ストアドプロシージャと関数の場合と同じ指示に従います。

パッケージにグローバルブレークポイントを設定するには、デバッグするパッケージのパッケージノード
の下にある特定のプロシージャまたはファンクションを強調表示し、ストアドプロシージャおよび関数の
場合と同じ指示に従います。

Set Breakpointを選択すると、デバッガウィンドウが開き、アプリケーションがデバッグ対象のプログ
ラムを呼び出すのを待ちます。

図 18：デバッグされるプログラムの呼び出しの待機</ div>
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図 16: Setting a global breakpoint from the Object menu

図 17: Setting a global breakpoint from the object’s context menu
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図 18: Waiting for invocation of program to be debugged

PSQLクライアントは、select_empファンクション（グローバルブレークポイントが設定されている）を
呼び出します。

$ psql edb enterprisedb

psql.bin (14.0.0, server 14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# SELECT select_emp(7900);

select_empファンクションは、デバッガーでプログラムをステップ実行するまで完了しません。

図 19：グローバルブレークポイントが設定されたプログラム</ div>

これで、ステップイン、ステップオーバー、続行、ローカルブレークポイントの設定など、前述の操作の
いずれかを使用してプログラムをデバッグできます。プログラムの実行をステップ実行すると、呼び出し
側アプリケーション（PSQL）が制御を取り戻し、select_empファンクションの実行が完了し、その出力
が表示されます。

$ psql edb enterprisedb

psql.bin (14.0.0, server 14.0.0)

Type "help" for help.

edb=# SELECT select_emp(7900);

INFO: Number : 7900

INFO: Name : JAMES

(次のページに続く)
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図 19: Program on which a global breakpoint has been set

(前のページからの続き)

INFO: Hire Date : 12/03/1981

INFO: Salary : 950.00

INFO: Commission: 0.00

INFO: Department: SALES

select_emp

------------

(1 row)

この時点で、デバッガセッションを終了できます。デバッガーセッションを終了しない場合、プログラム
を呼び出す次のアプリケーションはグローバルブレークポイントに遭遇し、デバッグサイクルが再び開始
されます。

6.5.4 デバッガーの終了

デバッガーセッションを終了してデバッガーを終了するには、右上隅にある閉じるアイコン (x)をクリッ
クしてタブを閉じます。

図 20：デバッガーの終了</ div>
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図 20: Exiting from the Debugger
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231

第7章 Performance Analysis and Tuning

</ div>

Advanced Serverは、パフォーマンス分析とチューニングのためのさまざまなツールを提供します。このセ
クションでは、これらの機能について説明します。

7.1 ダイナチューン
Advanced Serverは、データベースサーバの動的チューニングをサポートしており、インストールされてい
るホストマシンで利用可能なシステムリソースを最適に使用します。この機能を制御する 2つのパラメー
ターは、postgresql.confファイルにあります。これらのパラメーターは次のとおりです。

• edb_dynatune

• edb_dynatune_profile

</ div>

7.1.1 edb_dynatune

edb_dynatuneは、ホストマシンの使用可能なリソースの合計とホストマシンの使用目的に基づいて、デー
タベースサーバがホストシステムのリソースをどれだけ使用するかを決定します。

Advanced Serverが最初にインストールされると、edb_dynatuneパラメータは、インストールされたホス
トマシン（開発マシン、混在マシン、または専用サーバー）の選択された使用法に従って設定されます。ほ
とんどの場合、パフォーマンスを改善オーダーに、データベース管理者が postgresql.confファイルのさ
まざまな構成パラメーターを調整する必要はありません。

Advanced Serverの初期インストール後に postgresql.confファイルを編集することにより、edb_dynatune
パラメータの値を変更できます。新しい設定を有効にオーダーには、ポストマスターを再起動する必要が
あります。

edb_dynatuneパラメータは、0と 100の間の任意の整数値に設定できます。0の値は、動的チューニング
機能をオフにして、データベースサーバのリソース使用を postgresql.confファイル内の他の構成パラ
メーターの制御下に完全に残します。

ゼロ以外の低い値（1-33など）は、ホストマシンのリソースの最小量をデータベースサーバ専用にします。
この設定は、他の多くのアプリケーションが使用されている開発マシンで使用されます。

34～66のレンジの値は、適度な量のリソースをデータベースサーバ専用にします。この設定は、Advanced
Serverと同じマシンで実行されている他のアプリケーションの固定数を持つ専用アプリケーションサーバー
に使用される場合があります。
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最も高い値（67～100など）は、サーバーのリソースのほとんどをデータベースサーバ専用にします。こ
の設定は、Advanced Serverの実行専用のホストマシンに使用されます。

edb_dynatuneの値が選択されると、postgresql.confファイルの他の構成パラメーターを調整すること
により、データベースサーバのパフォーマンスをさらに微調整できます。調整された設定は、edb_dynatune
によって選択された対応する値をオーバーライドします。パラメータの値を変更するには、設定パラメー
タのコメントを外し、目的の値を指定して、データベースサーバを再起動します。

</ div>

7.1.2 edb_dynatune_profile

edb_dynatune_profileパラメータは、データベースサーバで予想されるワークロードプロファイルに基
づいてチューニングの側面を制御するために使用されます。このパラメータは、データベースサーバのス
タートアップに有効になります。

edb_dynatune_profileの可能な値は次のとおりです。

Value Usage
oltp データベースサーバが重いオンライントランザクション処理ワークロードを

処理している場合に推奨されます。
reporting 大量のデータのレポートに使用されるデータベースサーバーに推奨されます。
mixed トランザクション処理とデータレポートを組み合わせて提供するサーバーに

推奨されます。
NA

7.2 EDB待機状態
• EDB待機状態* contribモジュールには、2つの主要コンポーネントが含まれています。

** EDB待機状態バックグラウンドワーカー（EWSBW）**

待機状態のバックグラウンドワーカが共有プリロードライブラリの 1つとして登録されている場合、EWSBW
は実行中の各セッションを定期的にプローブします。

セッションごとに、接続先のデータベース、セッションのログインユーザ、そのセッションで実行中のク
エリー、待機セッションの待機イベントなどの情報を収集します。

この情報は、postgresql.confファイルに追加される edb_wait_states.directoryパラメータで指定さ
れたユーザー構成可能なパスとディレクトリフォルダー内の一連のファイルに保存されます。指定された
パスは、相対パスではなく完全な絶対パスでなければなりません。

以下では、Linuxシステムでのインストールプロセスについて説明します。

ステップ 1： EDB 待機状態は、xx RPM が Advanced Server バージョン番号である
edb-asxx-server-edb-modules RPMパッケージとともにインストールされます。

ステップ 2：ワーカーを起動するには、shared_preload_librariesパラメータを使用して postgresql.

confファイルに登録する必要があります。例を示します。
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shared_preload_libraries = '$libdir/edb_wait_states'

ステップ 3：データベースサーバを再起動します。リスタートが成功すると、バックグラウンドワーカは
データの収集を開始します。

ステップ 4：データを確認するには、次の拡張子を作成します。

CREATE EXTENSION edb_wait_states;

ステップ 5：EDB待機状態ワーカーを終了するには、shared_preload_librariesパラメータから$libdir/

edb_wait_statesを削除し、データベースサーバをリスタートします。

以下では、Windowsシステムでのインストールプロセスについて説明します。

ステップ 1： EDB待機状態モジュールは、StackBuilder Plusユーティリティを呼び出して、EDB Modules

インストーラでインストールされます。画面の指示に従って、EDB Modulesのインストールを完了します。

ステップ 2：ワーカーを登録するには、postgresql.conf ファイルを変更して、待機状態ライブラリを
shared_preload_libraries設定パラメータに含めます。パラメータ値には以下を含める必要があります。

shared_preload_libraries = '$libdir/edb_wait_states.dll'

EDBの待機状態では、インストールにより edb_wait_states.dllライブラリファイルが次のパスに配置
されます。

C:\Program Files\edb\as14\lib\

ステップ 3：データベースサーバを再起動して、変更を有効にします。リスタートに成功すると、バック
グラウンドワーカが開始され、データの収集が開始されます。

ステップ 4：データをビューするには、次の拡張子を作成します。

CREATE EXTENSION edb_wait_states;

インストーラは、edb_wait_states.controlファイルを次のパスに配置します。

C:\Program Files\edb\as14\share\extension

待機状態ワーカーの終了

EDB待機状態ワーカーを終了するには、DROP EXTENSIONコマンドを使用して edb_wait_states拡張機能
をドロップします。次に postgresql.confファイルを変更して、shared_preload_librariesパラメー
タから$libdir/edb_wait_states.dllを削除します。postgresql.confファイルを変更して変更を適用
した後、データベースサーバを再起動します。

待機状態インターフェイス

このインタフェースには、以下のセクションにリストされている機能が含まれています。これらの各機能
には、共通の入力および出力パラメータがあります。これらのパラメーターは次のとおりです。

• ** start_tsおよび end_ts（IN）。**これらは一緒に、時間インターバルと読み取り対象のデータを指定
します。start_tsのみが指定されている場合、start_tsから始まるデータが出力されます。end_ts
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のみが提供される場合、end_tsまでのデータが出力されます。これらのいずれも提供されない場合、
すべてのデータが出力されます。すべてのファンクションは異なるデータを出力します。以下に、各
ファンクションの出力について説明します。

• ** query_id（OUT）。**正規化されたクエリーを識別します。これは、クエリーから計算された内部
ハッシュコードです。

• ** session_id（OUT）。**セッションを識別します。

• ** ref_start_tsおよび ref_end_ts（OUT）。**特定のデータポイントを含むファイルのタイムスタンプ
を提供します。データポイントは、待機イベントサンプルレコード、クエリーレコード、またはセッ
ションレコードです。

各ファンクションの構文については、次のセクションで説明します。

!!! Note *次のセクションに示す例は、異なるユーザーを使用して異なるデータベースに同時に接続された
4つの異なるセッションで同時に実行される次の 3つのクエリに基づいています。

SELECT schemaname FROM pg_tables, pg_sleep(15) WHERE schemaname <>

'pg_catalog'; /* ran on 2 sessions */

SELECT tablename FROM pg_tables, pg_sleep(10) WHERE schemaname <>

'pg_catalog';

SELECT tablename, schemaname FROM pg_tables, pg_sleep(10) WHERE schemaname

<> 'pg_catalog';

7.2.1 edb_wait_states_data

このファンクションは、EWSBWによって収集されたデータを読み取るために使用されます。

edb_wait_states_data(

* IN start_ts timestamptz default '-infinity'::timestamptz,

* IN end_ts timestamptz default 'infinity'::timestamptz,

* OUT session_id int4,

* OUT <dbname> text,

* OUT <username> text,

* OUT <query> text,

* OUT <query_start_time> timestamptz,

* OUT <sample_time> timestamptz,

* OUT <wait_event_type> text,

* OUT <wait_event> text

)

このファンクションを使用して、以下を見つけることができます。

すべてのセッションで指定された期間（start_tsおよび end_tsで定義）で実行されているクエリ、およ
び待機している待機イベント（存在する場合）。例：
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SELECT query, session_id, wait_event_type, wait_event

* FROM edb_wait_states_data(start_ts, end_ts);

特定の期間内のセッションの進行状況（つまり、クエリはセッション（session_id = 100000）で実行され、
クエリが待機した待機イベント）。例：

SELECT query, wait_event_type, wait_event

* FROM edb_wait_states_data(start_ts, end_ts)

* WHERE session_id = 100000;

サンプルが利用可能な期間。例：

SELECT min(sample_time), max(sample_time)

* FROM edb_wait_states_data();

パラメータ

前に説明した共通パラメーターに加えて、出力の行は次の情報を提供します。

dbname

セッションのデータベース

username

セッションのログインユーザ

query

セッションで実行されているクエリー

query_start_time

クエリーが開始された時間

sample_time

待機イベントデータが収集された時間

wait_event_type

セッション（バックエンド）が待機している待機イベントのタイプ

wait_event

セッション（バックエンド）が待機している待機イベント

例

以下は、edb_wait_states_data()ファンクションのサンプル出力です。

edb=# SELECT * FROM edb_wait_states_data();

- [ RECORD 1 ]----+-------------------------------------------------------------------

↪→------

session_id | 4398
(次のページに続く)
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dbname | edb

username | enterprisedb

query | SELECT schemaname FROM pg_tables, pg_sleep($1) WHERE schemaname <>

↪→$2

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:05.271962 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:19.700236 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

- [ RECORD 2 ]----+-------------------------------------------------------------------

↪→------

session_id | 4398

dbname | edb

username | enterprisedb

query | SELECT schemaname FROM pg_tables, pg_sleep($1) WHERE schemaname <>

↪→$2

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:05.271962 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:18.699938 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

- [ RECORD 3 ]----+-------------------------------------------------------------------

↪→------

session_id | 4398

dbname | edb

username | enterprisedb

query | SELECT schemaname FROM pg_tables, pg_sleep($1) WHERE schemaname <>

↪→$2

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:05.271962 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:17.700253 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

* .

* .

* .

7.2.2 edb_wait_states_queries

このファンクションは、EWSBWによってサンプリングされたクエリに関する情報を提供します。

edb_wait_states_queries(

* IN start_ts timestamptz default '-infinity'::timestamptz,

* IN end_ts timestamptz default 'infinity'::timestamptz,

* OUT query_id int8,

* OUT <query> text,

(次のページに続く)
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* OUT ref_start_ts timestamptz

* OUT ref_end_ts timestamptz

)

新しいクエリファイルは定期的に作成されるため、特定の間隔に対応してマルチプルのクエリーファイル
が生成される場合があります。

このファンクションは、指定された時間インターバルと重複するクエリーファイル内のすべてのクエリを
返します。以下に示すクエリーは、start_tsと end_tsの間でサンプリングされたクエリを含むクエリー
ファイル内のすべてのクエリを提供します。

つまり、ファンクションは、指定されたインターバルで実行されなかったクエリを出力する場合がありま
す。ユーザが edb_wait_states_data()を使用する必要があることを正確に知るため。

SELECT query FROM edb_wait_states_queries(start_ts, end_ts);

パラメータ

前に説明した共通パラメーターに加えて、出力の行は次の情報を提供します。

query

正規化されたクエリテキスト

例

以下は、edb_wait_states_queries()ファンクションのサンプル出力です。

edb=# SELECT * FROM edb_wait_states_queries();

- [ RECORD 1 ]+-----------------------------------------------------------------------

↪→------

query_id | 4292540138852956818

query | SELECT schemaname FROM pg_tables, pg_sleep($1) WHERE schemaname <> $2

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

- [ RECORD 2 ]+-----------------------------------------------------------------------

↪→------

query_id | 3754591102365859187

query | SELECT tablename FROM pg_tables, pg_sleep($1) WHERE schemaname <> $2

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

- [ RECORD 3 ]+-----------------------------------------------------------------------

↪→------

query_id | 349089096300352897

query | SELECT tablename, schemaname FROM pg_tables, pg_sleep($1) WHERE␣

↪→schemaname <> $2

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00
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7.2.3 edb_wait_states_sessions

このファンクションは、EWSBWによってサンプリングされたセッションに関する情報を提供します。

edb_wait_states_sessions(

* IN start_ts timestamptz default '-infinity'::timestamptz,

* IN end_ts timestamptz default 'infinity'::timestamptz,

* OUT session_id int4,

* OUT <dbname> text,

* OUT <username> text,

* OUT ref_start_ts timestamptz

* OUT ref_end_ts timestamptz

)

このファンクションを使用して、接続されたデータベースや、それらのセッションを開始したユーザーを
特定できます。例：

SELECT dbname, username, session_id

* FROM edb_wait_states_sessions();

edb_wait_states_queries()と同様に、このファンクションは、指定されたインターバル内でサンプリン
グされたセッションだけでなく、指定されたインターバル内でサンプリングされたセッションを含むセッ
ションファイルに記録されたすべてのセッションを出力します。edb_wait_states_data()を使用する必
要があることを識別するには。

パラメータ

前に説明した共通パラメーターに加えて、出力の行は次の情報を提供します。

dbname

セッションが接続されているデータベース

username

セッションのログインユーザ

例

以下は、edb_wait_states_sessions()ファンクションのサンプル出力です。

edb=# SELECT * FROM edb_wait_states_sessions();

- [ RECORD 1 ]+---------------------------------

session_id | 4340

dbname | edb

username | enterprisedb

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

- [ RECORD 2 ]+---------------------------------

session_id | 4398

(次のページに続く)
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dbname | edb

username | enterprisedb

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

- [ RECORD 3 ]+---------------------------------

session_id | 4410

dbname | db1

username | user1

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

- [ RECORD 4 ]+---------------------------------

session_id | 4422

dbname | db2

username | user2

ref_start_ts | 17-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

ref_end_ts | 18-AUG-18 11:52:38.698793 -04:00

7.2.4 edb_wait_states_samples

このファンクションは、EWSBWによってサンプリングされた待機イベントに関する情報を提供します。

edb_wait_states_samples(

* IN start_ts timestamptz default '-infinity'::timestamptz,

* IN end_ts timestamptz default 'infinity'::timestamptz,

* OUT query_id int8,

* OUT session_id int4,

* OUT <query_start_time> timestamptz,

* OUT <sample_time> timestamptz,

* OUT <wait_event_type> text,

* OUT <wait_event> text

)

通常、ユーザはこのファンクションを直接呼び出す必要はありません。

パラメータ

前に説明した共通パラメーターに加えて、出力の行は次の情報を提供します。

query_start_time

このセッションでクエリーが開始された時刻

sample_time

待機イベントデータが収集された時間

wait_event_type
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セッションが待機している待機イベントのタイプ

wait_event

セッション（バックエンド）が待機している待機イベント

例

以下は、edb_wait_states_samples()ファンクションのサンプル出力です。

edb=# SELECT * FROM edb_wait_states_samples();

- [ RECORD 1 ]----+---------------------------------

query_id | 4292540138852956818

session_id | 4340

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:00.39421 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:00.699934 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

- [ RECORD 2 ]----+---------------------------------

query_id | 4292540138852956818

session_id | 4340

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:00.39421 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:01.699003 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

- [ RECORD 3 ]----+---------------------------------

query_id | 4292540138852956818

session_id | 4340

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:00.39421 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:02.70001 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

- [ RECORD 4 ]----+---------------------------------

query_id | 4292540138852956818

session_id | 4340

query_start_time | 17-AUG-18 11:56:00.39421 -04:00

sample_time | 17-AUG-18 11:56:03.700081 -04:00

wait_event_type | Timeout

wait_event | PgSleep

* .

* .

* .
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7.2.5 edb_wait_states_purge

このファンクションは、start_tsの後に作成され、end_tsの前にエージング（ローテーション）された
すべてのサンプリングされたデータファイル（クエリ、セッション、および待機イベントのサンプル）を
削除します。

edb_wait_states_purge(

* IN start_ts timestamptz default '-infinity'::timestamptz,

* IN end_ts timestamptz default 'infinity'::timestamptz

)

通常、ユーザはこのファンクションを実行する必要はありません。バックエンドは保持期間に応じてそれ
らを削除する必要がありますが、何らかの理由でそれが発生しない場合は、このファンクションを使用で
きます。

サンプルが保持されている期間を知るには、そのファンクションの前の例で説明したように
edb_wait_states_data()を使用します。

例

edb_wait_states_purge()を実行する前の$PGDATA/edb_wait_statesディレクトリ：

[root@localhost data]# pwd

/var/lib/edb/as14/data

[root@localhost data]# ls -l edb_wait_states

total 12

- rw------- 1 enterprisedb ... 253 Aug 17 11:56 edb_ws_queries_587836358698793_

↪→587922758698793

- rw------- 1 enterprisedb ... 1600 Aug 17 11:56 edb_ws_samples_587836358698793_

↪→587839958698793

- rw------- 1 enterprisedb ... 94 Aug 17 11:56 edb_ws_sessions_587836358698793_

↪→587922758698793

edb_wait_states_purge()の実行後の$PGDATA/edb_wait_statesディレクトリ：

edb=# SELECT * FROM edb_wait_states_purge();

edb_wait_states_purge

-----------------------

(1 row)

[root@localhost data]# pwd

/var/lib/edb/as14/data

[root@localhost data]# ls -l edb_wait_states

total 0
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</ div>

• EDB Clone Schema *は Advanced Serverの拡張モジュールであり、ローカルまたはリモートデータ
ベース（ソースデータベース）から受信データベース（ターゲットデータベース）にスキーマとその
データベースオブジェクトをコピーできます。

ソースデータベースとターゲットデータベースは、同じ物理的データベースでも、同じデータベースクラ
スタ内の異なるデータベースでも、異なるデータベースサーバホスト上の異なるデータベースクラスター
の下で実行されている個別のデータベースでもかまいません。

EDBクローンスキーマで次の関数を使用します。

• ** localcopyschema。**このファンクションは、ソースデータベースから同じデータベース（ターゲッ
ト）に、オリジナルのスキーマ名とは異なるスキーマ名前でスキーマとそのデータベースオブジェ
クトのコピーを作成します。このファンクションは、オリジナルのソーススキーマと結果のコピー
が同じデータベース内にある場合に使用します。localcopyschemaファンクションの詳細について
は、localcopyschemaを参照してください。

• ** localcopyschema_nb。**このファンクションは localcopyschemaと同じ目的を実行しますが、バッ
クグラウンドジョブとして実行されるため、ファンクションが開始されたターミナルを解放します。
これは* non-blocking *ファンクションと呼ばれます。localcopyschema_nbファンクションの詳細
については、localcopyschema_nbを参照してください。

• ** remotecopyschema。**このファンクションは、スキーマとそのデータベースオブジェクトのコピー
をソースデータベースから別のターゲットデータベースに作成します。オリジナルのソーススキーマ
と結果のコピーが 2つの別個のデータベースに存在する場合、このファンクションを使用します。個
別のデータベースは、同じまたは異なる Advanced Serverデータベースクラスターに配置できます。
remotecopyschemaファンクションの詳細については、remotecopyschemaを参照してください。

• ** remotecopyschema_nb。**このファンクションは、remotecopyschemaと同じ目的を実行しますが、
バックグラウンドジョブとして実行されるため、ファンクションが開始されたターミナルを解放しま
す。これは* non-blocking *ファンクションと呼ばれます。remotecopyschema_nbファンクションの
詳細については、remotecopyschema_nbを参照してください。

• ** process_status_from_log。**このファンクションは、クローン作成関数のステータスを表示します。
この情報は、クローン作成ファンクションを呼び出すときに指定する必要があるログファイルから取
得されます。process_status_from_logファンクションの詳細については、process_status_from_log
を参照してください。

• ** remove_log_file_and_job。**このファンクションは、クローニングファンクションによって作成さ
れたログファイルを削除します。このファンクションは、非ブロッキングフォームのファンクション
によって作成されたジョブを削除するためにも使用できます。remove_log_file_and_jobファンク
ションの詳細については、remove_log_file_and_jobを参照してください。
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あるスキーマから別のスキーマに複製できるデータベースオブジェクトは次のとおりです。

• データ型

• 外部テーブルを除く、テーブルパーティションを含むテーブル

• インデックス

• Constraints

• シーケンス

• 定義の表示

• マテリアライズドビュー

• プライベートシノニム

• テーブルトリガー、ただしイベントトリガーは除く

• ルール

• Functions

• Procedures

• パッケージ

• サポートされているすべてのオブジェクトタイプに対するコメント

• サポートされているすべてのオブジェクトタイプのアクセス制御リスト（ACL）

次のデータベースオブジェクトは複製できません。

• ラージオブジェクト（Postgres LOBsおよび BFILEs）

• テーブルの論理レプリケーション属性

• データベースリンク

• 外部データラッパー

• 外部テーブル

• イベントトリガー

• 拡張機能（拡張機能に依存するオブジェクトの複製については、次の制限リストの 3番目の箇条書き
を参照してください。）

• 行レベルのセキュリティ

• ポリシー

• 演算子クラス

さらに、次の制限が適用されます。

EDB Clone Schemaは、インストール中に Compatible with Oracleの方言が Advanced Server Dialect
ダイアログで指定されている場合、またはテキストモードのインストールまたはクラスターの初期化中
に--redwood-likeキーワードが含まれている場合にのみ Advanced Serverでサポートされます。 -関数、
プロシージャ、トリガー、パッケージソフトなどのソースコードは、ターゲットスキーマにコピーされた後
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は変更されません。そのようなプログラムにスキーマ名を持つオブジェクトへのコード化された参照が含
まれる場合、そのようなスキーマ名がターゲットスキーマ内で一貫しなくなった場合、ターゲットスキー
マでの呼び出し時にプログラムが失敗することがあります。-クロススキーマオブジェクトの依存関係は
解決されません。ターゲットスキーマのオブジェクトが別のスキーマのオブジェクトに依存している場合、
この依存関係はクローン作成機能によって解決されません。-リモートクローニングの場合、ソーススキー
マのオブジェクトが拡張機能に依存している場合、リモートクローニングファンクションを呼び出す前に、
リモートデータベースのパブリックスキーマにこの拡張機能を作成する必要があります。-最大 16個のコ
ピージョブがスキーマを複製するために並行して実行できますが、各ジョブはテーブルデータを並行してコ
ピーするために最大 16個のワーカープロセスを持つことができます。-バックグラウンドワーカーによっ
て実行されているクエリはキャンセルできません。

次のセクションでは、データベースで EDBクローンスキーマを設定する方法について説明します。

8.1 設定プロセス
PL / Perl言語に加えて、EDBクローンスキーマファンクションによってソースデータベースまたはターゲッ
トデータベースとして使用するデータベースにいくつかの拡張機能をインストールする必要があります。

また、データベースサーバーの postgresql.confファイル内の一部の構成パラメーターは、一部の変更か
ら恩恵を受ける場合があります。

以下は、これらの要件のセットアップ手順です。

8.1.1 拡張機能と PL / Perlのインストール

以下に、必要な拡張機能と PL / Perl言語をインストールする手順を示します。

これらの手順は、EDBクローンスキーマファンクションによってソースデータベースまたはターゲット
データベースとして使用されるデータベースで実行する必要があります。

ステップ 1：次の拡張機能をデータベースにインストールする必要があります。

• postgres_fdw

• dblink

• adminpack

• pgagent

pgagent拡張機能を作成する前に、pgAgentがインストールされていることを確認してください。Linuxで
は、edb-asxx-pgagent RPMを使用できます。xxは Advanced Serverのバージョン番号で、pgAgentをイ
ンストールします。Windows、StackBuilder Plusを使用して pgAgentをダウンロードおよびインストール
します。

前述の拡張機能が存在しない場合は、次のコマンドでインストールできます。
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CREATE EXTENSION postgres_fdw SCHEMA public;

CREATE EXTENSION dblink SCHEMA public;

CREATE EXTENSION adminpack;

CREATE EXTENSION pgagent;

CREATE EXTENSIONコマンドの使用の詳細については、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-createextension.html >

ステップ 2： postgresql.confファイルを変更します。

次の例に示すように、$libdir/parallel_clone 設定パラメータに$libdir/parallel_clone を追加し
て、postgresql.confファイルを変更します。

shared_preload_libraries = '$libdir/dbms_pipe,$libdir/dbms_aq,$libdir/parallel_clone'

ステップ 3： Perl手続き言語（PL / Perl）をデータベースにインストールし、CREATE TRUSTED LANGUAGE

plperlコマンドを実行する必要があります。Linuxの場合、edb-asxx-server-plperl RPMパッケージ
を使用して PL / Perlをインストールします。xxは Advanced Serverのバージョン番号です。Windowsの場
合、EDB Postgres言語パックを使用します。EDB言語パックの詳細については、次から入手できる* EDB
Postgres言語パックガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs

ステップ 4：スーパーユーザとしてデータベースに接続し、次のコマンドを実行します。

CREATE TRUSTED LANGUAGE plperl;

CREATE LANGUAGEコマンドの使用の詳細については、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-createlanguage.html >

</ div>

8.1.2 設定パラメータの設定

以下のセクションでは、postgresql.confファイルで変更する必要がある可能性のある構成パラメーター
について説明します。

パフォーマンス構成パラメーター

1つのトランザクションのパートとしてラージスキーマをコピーするために、システムを調整する必要が
ある場合があります。

構成パラメータのチューニングは、クローン作成ファンクションで被参照されるソースデータベースサー
バー用です。

postgresql.confファイル内の調整が必要な構成パラメータには、次のものが含まれます。
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• ** work_mem。**一時ディスクファイルに書き込む前に、内部ソート操作とハッシュテーブルで使
用されるメモリ量を指定します。

• ** maintenance_work_mem。** VACUUM、CREATE INDEX、ALTER TABLE ADD FOREIGN KEYなどのメ
ンテナンス操作で使用されるメモリの最大量を指定します。

• ** max_worker_processes。**システムがサポートできるバックグラウンドプロセスの最大数を設定
します。

• ** checkpoint_timeout。**自動WALチェックポイント間の最大時間（秒単位）。

• ** checkpoint_completion_target。**チェックポイント間の合計時間の一部として、チェックポイント
完了のターゲットを指定します。

• **チェックポイント。**チェックポイントの実行中に checkpoint_flush_after * bytes *以上が書
き込まれた場合は常に、OSがこれらの書き込みを基本ストレージに強制的に発行するように試みて
ください。

• ** max_wal_size。** WALが自動WALチェックポイント間で成長できる最大サイズ。

• ** max_locks_per_transaction。**このパラメータは、各トランザクションに割り当てられるオブジェ
クトロックの平均数を制御します。すべてのトランザクションのロックがロックテーブルに収まる
限り、個々のトランザクションはより多くのオブジェクトをロックできます。

構成パラメーターについては、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/runtime-config.html >

ステータスロギング

クローン作成機能によるステータスロギングは、クローン作成ファンクションの呼び出し時に接続してい
るデータベースサーバの postgresql.confファイルの log_directoryパラメータで指定されたディレク
トリにログファイルを作成します。

デフォルトの場所は、次のように PGDATA/logです。

# log_directory = 'log' # directory where log files are written,

* # can be absolute or relative to PGDATA

このディレクトリは、クローン作成ファンクションを実行する前に存在している必要があります。

ログファイルの名前は、クローン作成ファンクションを呼び出すときにパラメータリストで指定した内容
によって決まります。

ログファイルからステータスを表示するには、process_status_from_logファンクションを使用します。

ログファイルを削除するには、remove_log_file_and_jobファンクションを使用するか、単にログディ
レクトリに移動して手動で削除します。
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8.1.3 EDBクローンスキーマのインストール

EDBクローンスキーマのインストール手順は次のとおりです。

これらの手順は、EDBクローンスキーマファンクションによってソースデータベースまたはターゲット
データベースとして使用されるデータベースで実行する必要があります。

ステップ 1：以前に edb_cloneschema拡張機能の古いバージョンをインストールしていた場合は、次のコ
マンドを実行する必要があります。

DROP EXTENSION parallel_clone CASCADE;

このコマンドは、edb_cloneschema拡張子も削除します。

ステップ 2：次のコマンドを使用して拡張機能をインストールします。

CREATE EXTENSION parallel_clone SCHEMA public;

CREATE EXTENSION edb_cloneschema;

edb_cloneschema拡張機能を作成する前に、parallel_clone拡張機能を作成してください。

8.1.4 外部サーバーとユーザーマッピングの作成

ローカルクローニング関数の 1つである localcopyschemaまたは localcopyschema_nbを使用する場合、
必要なパラメーターの 1つには、クローンサーバーのソースおよびレシーバであるデータベースと共にデー
タベースサーバを識別する単一の外部サーバが含まれスキーマ。

リモートクローニング関数の 1つである remotecopyschemaまたは remotecopyschema_nbを使用する場
合、2つの必須パラメーターには 2つの外部サーバーが含まれます。最初のパラメータとして指定された外
部サーバは、複製されたスキーマのプロバイダーであるデータベースと共にソースデータベースサーバー
を識別します。2番目のパラメータとして指定された外部サーバは、クローンスキーマのレシーバである
データベースとともにターゲットデータベースサーバを識別します。

外部サーバごとに、ユーザマッピングを作成する必要があります。選択したデータベーススーパーユーザが
クローン作成ファンクションを呼び出す場合、そのファンクションを呼び出すデータベーススーパーユー
ザスーパーユーザーは、クローン作成ファンクションのパラメータとして指定された外部サーバにアクセ
スできるデータベースユーザ名前とパスワードにマップされている必要があります。

外部データ、外部サーバー、およびユーザマッピングに関する一般情報については、次の PostgreSQLコア
文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/ddl-foreign-data.html >

次の 2つのセクションでは、これらの外部サーバーとユーザマッピングの定義方法について説明します。
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ローカルクローニング Functionsのための外部サーバーおよびユーザーマッピング

localcopyschemaおよび localcopyschema_nb関数の場合、ソーススキーマとターゲットスキーマは両
方とも同じデータベースサーバの同じデータベース内にあります。したがって、これらの機能に対して定
義および指定する必要がある外部サーバは 1つだけです。この外部サーバは、ローカルサーバとも呼ばれ
ます。

このサーバーは localcopyschemaまたは localcopyschema_nbファンクションを呼び出すときに接続す
る必要があるため、このサーバーはローカルサーバと呼ばれます。

ユーザマッピングは、外部サーバの接続および認証情報を定義します。

この外部サーバとユーザマッピングは、クローンを作成するローカルサーバのデータベース内に作成する
必要があります。

ユーザマッピングが定義されるデータベースユーザはスーパーユーザであり、EDBクローンスキーマファ
ンクションを呼び出すときにローカルサーバに接続しているスーパーユーザでなければなりません。

次の例では、複製するスキーマを含むデータベースの外部サーバを作成し、複製したスキーマも受け取り
ます。

CREATE SERVER local_server FOREIGN DATA WRAPPER postgres_fdw

* OPTIONS(

* host 'localhost',

* port '5444',

* dbname 'edb'

);

CREATE SERVERコマンドの使用の詳細については、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-createserver.html >

このサーバーのユーザマッピングは次のとおりです。

CREATE USER MAPPING FOR enterprisedb SERVER local_server

* OPTIONS (

* user 'enterprisedb',

* password 'password'

);

CREATE USER MAPPINGコマンドの使用の詳細については、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

https://www.postgresql.org/docs/current/sql-createusermapping.html

次の psqlコマンドは、外部サーバとユーザマッピングを表示します。

edb=# \des+

List of foreign servers

- [ RECORD 1 ]--------+----------------------------------------------

Name | local_server

Owner | enterprisedb

(次のページに続く)
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Foreign-data wrapper | postgres_fdw

Access privileges |

Type |

Version |

FDW options | (host 'localhost', port '5444', dbname 'edb')

Description |

edb=# \deu+

* List of user mappings

* Server | User name | FDW options

--------------+--------------+----------------------------------------------

local_server | enterprisedb | ("user" 'enterprisedb', password 'password')

(1 row)

データベーススーパーユーザ enterprisedbがクローン作成ファンクションを呼び出すと、データベース
ユーザ enterprisedbとそのパスワードを使用して、localhostの local_serverに接続し、ポート 5444

からデータベース edbに接続します。

この場合、ローカルの edbデータベースに接続するために使用される、マップされたデータベースユーザ
enterprisedbとデータベースユーザ enterprisedbは、偶然同じ同一のデータベースユーザですが、そ
れは絶対的な要件ではありません。

これらの外部サーバとユーザマッピングの例の特定の使用法については、localcopyschemaにある例を参
照してください。

リモートクローニング Functionsのための外部サーバーとユーザーマッピング

remotecopyschemaおよび remotecopyschema_nb関数の場合、ソーススキーマとターゲットスキーマは、
同じデータベースサーバーまたは異なるデータベースサーバーの異なるデータベースにあります。したがっ
て、これらの機能に対して 2つの外部サーバーを定義および指定する必要があります。

複製元のデータベースサーバと、複製されるソーススキーマを含むデータベースを定義する外部サーバは、
ソースサーバーまたはリモートサーバと呼ばれます。

クローンを作成するスキーマを受け取るデータベースサーバとそのデータベースを定義する外部サーバは、
ターゲットサーバーまたはローカルサーバと呼ばれます。

ターゲットサーバーは、ローカルサーバとも呼ばれます。これは、このサーバーが remotecopyschemaま
たは remotecopyschema_nbファンクションを呼び出すときに接続する必要があるサーバーだからです。

ユーザマッピングは、外部サーバーの接続および認証情報を定義します。

これらの外部サーバーとユーザマッピングはすべて、ターゲット/ローカルサーバのターゲットデータベー
ス内に作成する必要があります。

ユーザマッピングが定義されるデータベースユーザはスーパーユーザであり、EDBクローンスキーマファ
ンクションを呼び出すときにローカルサーバに接続しているスーパーユーザでなければなりません。

次の例では、クローンスキーマを受信するローカルのターゲットデータベースの外部サーバを作成します。
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CREATE SERVER tgt_server FOREIGN DATA WRAPPER postgres_fdw

* OPTIONS(

* host 'localhost',

* port '5444',

* dbname 'tgtdb'

);

このサーバーのユーザマッピングは次のとおりです。

CREATE USER MAPPING FOR enterprisedb SERVER tgt_server

* OPTIONS (

* user 'tgtuser',

* password 'tgtpassword'

);

次の例では、クローンスキーマのソースとなるリモートソースデータベースの外部サーバを作成します。

CREATE SERVER src_server FOREIGN DATA WRAPPER postgres_fdw

* OPTIONS(

* host '192.168.2.28',

* port '5444',

* dbname 'srcdb'

);

このサーバーのユーザマッピングは次のとおりです。

CREATE USER MAPPING FOR enterprisedb SERVER src_server

* OPTIONS (

* user 'srcuser',

* password 'srcpassword'

);

次の psqlコマンドは、外部サーバーとユーザマッピングを表示します。

tgtdb=# \des+

List of foreign servers

- [ RECORD 1 ]--------+---------------------------------------------------

Name | src_server

Owner | tgtuser

Foreign-data wrapper | postgres_fdw

Access privileges |

Type |

Version |

FDW options | (host '192.168.2.28', port '5444', dbname 'srcdb')

Description |

- [ RECORD 2 ]--------+---------------------------------------------------

(次のページに続く)
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Name | tgt_server

Owner | tgtuser

Foreign-data wrapper | postgres_fdw

Access privileges |

Type |

Version |

FDW options | (host 'localhost', port '5444', dbname 'tgtdb')

Description |

tgtdb=# \deu+

* List of user mappings

* Server | User name | FDW options

------------+--------------+--------------------------------------------

src_server | enterprisedb | ("user" 'srcuser', password 'srcpassword')

tgt_server | enterprisedb | ("user" 'tgtuser', password 'tgtpassword')

(2 rows)

データベーススーパーユーザ enterprisedbがクローン作成ファンクションを呼び出す場合、パスワード
tgtpasswordのデータベースユーザ tgtuserを使用して、localhostの tgt_serverに接続し、ポート
5444からデータベース tgtdbに接続します。

さらに、パスワード srcpassword のデータベースユーザ srcuser は、ポート 5444 を使用してホスト
192.168.2.28の src_serverに接続し、データベース srcdbに接続します。

!!! Note *ソースデータベース srcdbを実行しているデータベースサーバの pg_hba.confファイルに、外
部のユーザマッピングに含まれているデータベースユーザ srcuserに接続するターゲットサーバーの場所
（次の例ではアドレス 192.168.2.27）からの接続を許可する適切なエントリーがあることを確認してくだ
さいソースサーバーとデータベースを定義する外部サーバ src_server

# TYPE DATABASE USER ADDRESS METHOD

# "local" is for Unix domain socket connections only

local all all md5

# IPv4 local connections:

host srcdb srcuser 192.168.2.27/32 md5

これらの外部サーバとユーザマッピングの例の特定の使用法については、remotecopyschemaの例を参照
してください。
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8.2 EDBクローンスキーマFunctions

parallel_cloneおよび edb_cloneschema拡張機能がインストールされると、EDBクローンスキーマ関
数が edb_utilスキーマに作成されます。

EDBクローンスキーマファンクションを使用する前に、次の条件を確認してください。

• ターゲットデータベースまたはローカルデータベースの外部サーバの CREATE USER MAPPINGコマン
ドで定義されたデータベーススーパーユーザとして、ターゲットデータベースまたはローカルデータ
ベースに接続している。

• edb_utilスキーマが検索パスにあるか、または edb_utilプレフィックスを使用してクローン作成
ファンクションが呼び出されます。

• ターゲットスキーマがターゲットデータベースに存在しません。

• リモートコピー機能を使用する場合、on_tblspaceパラメータを trueに設定する場合、ターゲット
データベースクラスタには、ソーススキーマ内のオブジェクトによって被参照されるすべてのテーブ
ルスペースが含まれます。そうしないと、これらのデータベースオブジェクトの DDLステートメン
トの作成が失敗しますターゲットスキーマ。これにより、クローン作成プロセスが失敗します。

• リモートコピー機能を使用する場合、copy_aclsパラメータを trueに設定すると、ソーススキーマ
内のオブジェクトに対する GRANT特権を持つすべてのロールがターゲットデータベースクラスタに
存在します。そうしないと、これらのロールへの特権の付与ターゲットスキーマ。これにより、ク
ローン作成プロセスが失敗します。

• 非ブロッキングフォームのファンクションを使用する場合、pgAgentはターゲットデータベースに対
して実行されます。

pgAgentの詳細については、次の場所にある pgAdminの文書を参照してください。

https://www.pgadmin.org/docs/pgadmin4/dev/pgagent.html

pgAgentは Advanced Serverのコンポーネントとして提供されていることに注意してください。

8.2.1 localcopyschema

</ div>

localcopyschemaファンクションは、source_fdw外部サーバ内で指定されたローカルデータベース内の
スキーマとそのデータベースオブジェクトを、ソーススキーマから同じデータベース内の指定されたター
ゲットスキーマにコピーします。

localcopyschema(

* <source_fdw> TEXT,

* <source_schema> TEXT,

* <target_schema> TEXT,

* <log_filename> TEXT

* [, <on_tblspace> BOOLEAN

* [, <verbose_on> BOOLEAN

(次のページに続く)
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* [, <copy_acls> BOOLEAN

* [, <worker_count> INTEGER ]]]]

)

関数によって BOOLEAN値が返されファンクション。ファンクションが成功すると、trueが返されます。
ファンクションが失敗すると、falseが返されます。

source_fdw, source_schema, target_schemaおよび log_filenameは必須パラメーターですが、他の
すべてのパラメーターはオプショナル。

パラメータ

source_fdw

データベースオブジェクトのクローン元となる postgres_fdw外部データラッパによって管理される外部
サーバの名前。

source_schema

データベースオブジェクトの複製元のスキーマの名前。

target_schema

データベースオブジェクトがソーススキーマから複製されるスキーマの名前。

log_filename

ファンクションからの情報が記録されるログファイルの名前。ログファイルは、postgresql.confファイ
ルの log_directory設定パラメータで指定されたディレクトリの下に作成されます。

on_tblspace

BOOLEAN値。データベースオブジェクトをテーブルスペース内に作成するかどうかを指定します。false

が指定されている場合、TABLESPACE句は、ターゲットスキーマに追加されるときに、該当する CREATE DDL
ステートメントに含まれません。trueが指定されている場合、TABLESPACE句は、ターゲットスキーマに追
加されるときに CREATE DDLステートメントに含まれます。on_tblspaceパラメータが省略された場合、
デフォルト値は falseです。

verbose_on

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときに log_filenameに DDLを出力するか
どうかを指定します。falseが指定されている場合、DDLは出力されません。trueが指定されている場
合、DDLが出力されます。省略した場合、デフォルト値は falseです。

copy_acls

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときにアクセス制御リスト（ACL）を含める
かどうかを指定します。アクセス制御リストは、GRANT権限ステートメントのセットです。falseが指定
されている場合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれません。trueが指定されている場
合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれます。copy_aclsパラメータが省略された場合、
デフォルト値は falseです。

worker_count
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クローンを並行して実行するバックグラウンドワーカーの数。省略した場合、デフォルト値は 1です。

例

次の例は、local_serverで定義されたデータベース edb内の両方のターゲットスキーマ edbcopyへの
データベースオブジェクトのセットを含むスキーマ edbのクローン作成を示しています。

この例は、次の環境用です。

• データベースサーバが実行されているホスト：localhost

• データベースサーバのポート：5444

• クローンのデータベースソース/ターゲット：edb

• 外部サーバー（local_server）および先行する箇条書きの情報を使用したユーザマッピング

• ソーススキーマ：edb

• ターゲットスキーマ：edbcopy

• localcopyschema: enterprisedbを呼び出すデータベーススーパーユーザ

ファンクションを呼び出す前に、データベースユーザ enterprisedbがデータベース edbに接続します。

edb=# SET search_path TO "$user",public,edb_util;

SET

edb=# SHOW search_path;

* search_path

---------------------------

"$user", public, edb_util

(1 row)

edb=# SELECT localcopyschema ('local_server','edb','edbcopy','clone_edb_edbcopy');

localcopyschema

-----------------

t

(1 row)

以下は、process_status_from_logファンクションを使用したロギングステータスを表示します。

edb=# SELECT process_status_from_log('clone_edb_edbcopy');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→----------

(FINISH,"2017-06-29 11:07:36.830783-04",3855,INFO,"STAGE: FINAL","successfully␣

↪→cloned schema")

(1 row)

クローンの完了後、次の図は、edbcopyスキーマにコピーされたデータベースオブジェクトの一部を示し
ています。
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edb=# SET search_path TO edbcopy;

SET

edb=# \dt+

* List of relations

Schema | Name | Type | Owner | Size | Description

---------+---------+-------+--------------+------------+-------------

edbcopy | dept | table | enterprisedb | 8192 bytes |

edbcopy | emp | table | enterprisedb | 8192 bytes |

edbcopy | jobhist | table | enterprisedb | 8192 bytes |

(3 rows)

edb=# \dv

* List of relations

Schema | Name | Type | Owner

---------+----------+------+--------------

edbcopy | salesemp | view | enterprisedb

(1 row)

edb=# \di

* List of relations

Schema | Name | Type | Owner | Table

---------+---------------+-------+--------------+---------

edbcopy | dept_dname_uq | index | enterprisedb | dept

edbcopy | dept_pk | index | enterprisedb | dept

edbcopy | emp_pk | index | enterprisedb | emp

edbcopy | jobhist_pk | index | enterprisedb | jobhist

(4 rows)

edb=# \ds

* List of relations

Schema | Name | Type | Owner

---------+------------+----------+--------------

edbcopy | next_empno | sequence | enterprisedb

(1 row)

edb=# SELECT DISTINCT schema_name, name, type FROM user_source WHERE

schema_name = 'EDBCOPY' ORDER BY type, name;

schema_name | name | type

-------------+--------------------------------+--------------

EDBCOPY | EMP_COMP | FUNCTION

EDBCOPY | HIRE_CLERK | FUNCTION

EDBCOPY | HIRE_SALESMAN | FUNCTION

EDBCOPY | NEW_EMPNO | FUNCTION

EDBCOPY | EMP_ADMIN | PACKAGE

EDBCOPY | EMP_ADMIN | PACKAGE BODY

(次のページに続く)
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EDBCOPY | EMP_QUERY | PROCEDURE

EDBCOPY | EMP_QUERY_CALLER | PROCEDURE

EDBCOPY | LIST_EMP | PROCEDURE

EDBCOPY | SELECT_EMP | PROCEDURE

EDBCOPY | EMP_SAL_TRIG | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_a_19991" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_a_19992" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_a_19999" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_a_20000" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_a_20004" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_a_20005" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_c_19993" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_c_19994" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_c_20001" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_c_20002" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_c_20006" | TRIGGER

EDBCOPY | "RI_ConstraintTrigger_c_20007" | TRIGGER

EDBCOPY | USER_AUDIT_TRIG | TRIGGER

(24 rows)

8.2.2 localcopyschema_nb

</ div>

localcopyschema_nbファンクションは、ジョブ外部サーバ内で指定されたローカルデータベース内のス
キーマとそのデータベースオブジェクトをソーススキーマから同じデータベース内の指定されたターゲッ
トスキーマにコピーします。

localcopyschema_nb(

* <source_fdw> TEXT,

* <source> TEXT,

* <target> TEXT,

* <log_filename> TEXT

* [, <on_tblspace> BOOLEAN

* [, <verbose_on> BOOLEAN

* [, <copy_acls> BOOLEAN

* [, <worker_count> INTEGER ]]]]

)

INTEGER値のジョブ IDは、pgAgentに送信されたジョブのファンクションによって返されます。ファンク
ションが失敗すると、nullが返されます。

source_fdw, source, targetおよび log_filenameは必須パラメーターですが、他のすべてのパラメー
ターはオプショナル。

pgAgentジョブの完了後、remove_log_file_and_jobファンクションを使用してジョブを削除します。

8.2. EDBクローンスキーマ Functions 257



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

パラメータ

source_fdw

データベースオブジェクトのクローン元となる postgres_fdw外部データラッパによって管理される外部
サーバの名前。

source

データベースオブジェクトの複製元のスキーマの名前。

target

データベースオブジェクトがソーススキーマから複製されるスキーマの名前。

log_filename

ファンクションからの情報が記録されるログファイルの名前。ログファイルは、postgresql.confファイ
ルの log_directory設定パラメータで指定されたディレクトリの下に作成されます。

on_tblspace

BOOLEAN値。データベースオブジェクトをテーブルスペース内に作成するかどうかを指定します。false

が指定されている場合、TABLESPACE 句は、ターゲットスキーマに追加されたときに、該当する CREATE

DDLステートメントに含まれません。trueが指定されている場合、TABLESPACE句は、ターゲットスキー
マに追加されるときに CREATE DDLステートメントに含まれます。on_tblspaceパラメータが省略された
場合、デフォルト値は falseです。

verbose_on

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときに log_filenameに DDLを出力するか
どうかを指定します。falseが指定されている場合、DDLは出力されません。trueが指定されている場
合、DDLが出力されます。省略した場合、デフォルト値は falseです。

copy_acls

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときにアクセス制御リスト（ACL）を含める
かどうかを指定します。アクセス制御リストは、GRANT権限ステートメントのセットです。falseが指定
されている場合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれません。trueが指定されている場
合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれます。copy_aclsパラメータが省略された場合、
デフォルト値は falseです。

worker_count

クローンを並行して実行するバックグラウンドワーカーの数。省略した場合、デフォルト値は 1です。

例

localcopyschemaの例と同じクローンオペレーションが実行されますが、非ブロッキングファンクション
localcopyschema_nbが使用されます。

次のコマンドを使用して、pgAgentが適切なローカルデータベースで実行されているかどうかを確認でき
ます。
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[root@localhost ~]# ps -ef | grep pgagent

root 4518 1 0 11:35 pts/1 00:00:00 pgagent -s /tmp/pgagent_edb_log

hostaddr=127.0.0.1 port=5444 dbname=edb user=enterprisedb password=password

root 4525 4399 0 11:35 pts/1 00:00:00 grep --color=auto pgagent

pgAgentが実行されていない場合は、次のように起動できます。pgagentプログラムファイルは、Advanced
Serverインストレーションディレクトリサブディレクトリにあります。

[root@localhost bin]# ./pgagent -l 2 -s /tmp/pgagent_edb_log hostaddr=127.0.0.1␣

↪→port=5444

dbname=edb user=enterprisedb password=password

!!! Note * pgagent -l 2オプションは DEBUGモードで pgAgentを起動し、-sオプションで指定されたロ
グファイルに継続的なデバッグ情報を記録します。-lオプションに低い値を使用するか、完全に省略して
レコードする情報を減らします。

localcopyschema_nbファンクションは、例で 4として示されているジョブ IDを返します。

edb=# SELECT edb_util.localcopyschema_nb ('local_server','edb','edbcopy','clone_edb_

↪→edbcopy');

localcopyschema_nb

--------------------

* 4

(1 row)

以下にジョブのステータスを表示します。

edb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_edb_edbcopy');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→-------------

(FINISH,"29-JUN-17 11:39:11.620093 -04:00",4618,INFO,"STAGE: FINAL","successfully␣

↪→cloned schema")

(1 row)

以下は pgAgentジョブを削除します：

edb=# SELECT edb_util.remove_log_file_and_job (4);

remove_log_file_and_job

-------------------------

t

(1 row)
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8.2.3 remotecopyschema

</ div>

remotecopyschemaファンクションは、スキーマとそのデータベースオブジェクトを、source_fdw外部
サーバー内で指定されたリモートソースデータベースのソーススキーマから、target_fdw外部サーバ内
で指定されたローカルターゲットデータベースのターゲットスキーマにコピーし外部サーバ。

remotecopyschema(

* <source_fdw> TEXT,

* <target_fdw> TEXT,

* <source_schema> TEXT,

* <target_schema> TEXT,

* <log_filename> TEXT

* [, <on_tblspace> BOOLEAN

* [, <verbose_on> BOOLEAN

* [, <copy_acls> BOOLEAN

* [, <worker_count> INTEGER ]]]]

)

関数によって BOOLEAN値が返されファンクション。ファンクションが成功すると、trueが返されます。
ファンクションが失敗すると、falseが返されます。

source_fdw, target_fdw, source_schema, target_schemaおよび log_filenameは必須パラメーター
ですが、他のすべてのパラメーターはオプショナル。

パラメータ

source_fdw

データベースオブジェクトのクローン元となる postgres_fdw外部データラッパによって管理される外部
サーバの名前。

target_fdw

データベースオブジェクトのクローン先となる postgres_fdw外部データラッパによって管理される外部
サーバの名前。

source_schema

データベースオブジェクトの複製元のスキーマの名前。

target_schema

データベースオブジェクトがソーススキーマから複製されるスキーマの名前。

log_filename

ファンクションからの情報が記録されるログファイルの名前。ログファイルは、postgresql.confファイ
ルの log_directory設定パラメータで指定されたディレクトリの下に作成されます。

on_tblspace

260 第 8章 EDB Clone Schema



EDB Postgres Advanced Server Guide,リリース 14.1.0

BOOLEAN値。データベースオブジェクトをテーブルスペース内に作成するかどうかを指定します。false

が指定されている場合、TABLESPACE 句は、ターゲットスキーマに追加されたときに、該当する CREATE

DDLステートメントに含まれません。trueが指定されている場合、TABLESPACE句は、ターゲットスキー
マに追加されるときに CREATE DDLステートメントに含まれます。on_tblspaceパラメータが省略された
場合、デフォルト値は falseです。

!!! Note * trueが指定され、データベースオブジェクトに TABLESPACE句があるが、そのテーブルスペー
スがターゲットデータベースクラスタに存在しない場合、クローニングファンクションは失敗します。

verbose_on

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときに log_filenameに DDLを出力するか
どうかを指定します。falseが指定されている場合、DDLは出力されません。trueが指定されている場
合、DDLが出力されます。省略した場合、デフォルト値は falseです。

copy_acls

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときにアクセス制御リスト（ACL）を含める
かどうかを指定します。アクセス制御リストは、GRANT権限ステートメントのセットです。falseが指定
されている場合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれません。trueが指定されている場
合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれます。copy_aclsパラメータが省略された場合、
デフォルト値は falseです。

!!! Note * trueが指定され、GRANT権限を持つロールがターゲットデータベースクラスタに存在しない場
合、クローン作成ファンクションは失敗します。

worker_count

クローンを並行して実行するバックグラウンドワーカーの数。省略した場合、デフォルト値は 1です。

例

次の例は、src_serverによって定義されたデータベース srcdb内のスキーマ srcschemaの、tgt_server
によって定義されたデータベース tgtdb内のスキーマ tgtschemaへのクローン作成を示しています。

ソースサーバー環境：

• ソースデータベースサーバーが実行されているホスト：192.168.2.28

• ソースデータベースサーバーのポート：5444

• クローンのデータベースソース：srcdb

• 外部サーバー（src_server）および先行する箇条書きの情報を使用したユーザマッピング

• ソーススキーマ：srcschema

ターゲットサーバー環境：

• ターゲットデータベースサーバが実行されているホスト：localhost

• ターゲットデータベースサーバのポート：5444

• クローンのデータベースターゲット：tgtdb

• 外部サーバー（tgt_server）および先行する箇条書きの情報を使用したユーザマッピング

• ターゲットスキーマ：tgtschema
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• remotecopyschema: enterprisedbを呼び出すデータベーススーパーユーザ

ファンクションを呼び出す前に、データベースユーザ enterprisedbがデータベース tgtdbに接続します。
このファンクションには、4の worker_countが指定されています。

tgtdb=# SELECT edb_util.remotecopyschema

('src_server','tgt_server','srcschema','tgtschema','clone_rmt_src_tgt',worker_count =>

4);

remotecopyschema

------------------

t

(1 row)

以下は、クローン作成プロセスのさまざまな時点でのログファイルからのステータスを表示します。

tgtdb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_rmt_src_tgt');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→---------------

--------------------------------------

(RUNNING,"28-JUN-17 13:18:05.299953 -04:00",4021,INFO,"STAGE: DATA-COPY","[0][0]␣

↪→successfully

copied data in [tgtschema.pgbench_tellers]

")

(1 row)

tgtdb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_rmt_src_tgt');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→---------------

---------------------------------------

(RUNNING,"28-JUN-17 13:18:06.634364 -04:00",4022,INFO,"STAGE: DATA-COPY","[0][1]␣

↪→successfully

copied data in [tgtschema.pgbench_history]

")

(1 row)

tgtdb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_rmt_src_tgt');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→----------------

-------------------------------------

(RUNNING,"28-JUN-17 13:18:10.550393 -04:00",4039,INFO,"STAGE: POST-DATA","CREATE␣

↪→PRIMARY KEY

(次のページに続く)
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CONSTRAINT pgbench_tellers_pkey successful"

)

(1 row)

tgtdb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_rmt_src_tgt');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→-----------------

---------------------------------

(FINISH,"28-JUN-17 13:18:12.019627 -04:00",4039,INFO,"STAGE: FINAL","successfully␣

↪→clone

schema into tgtschema")

(1 row)

以下に、クローン表を示します。

tgtdb=# \dt+

* List of relations

* Schema | Name | Type | Owner | Size | Description

-----------+------------------+-------+--------------+------------+-------------

tgtschema | pgbench_accounts | table | enterprisedb | 256 MB |

tgtschema | pgbench_branches | table | enterprisedb | 8192 bytes |

tgtschema | pgbench_history | table | enterprisedb | 25 MB |

tgtschema | pgbench_tellers | table | enterprisedb | 16 kB |

(4 rows)

remotecopyschemaファンクションが呼び出されると、4つのバックグラウンドワーカーが指定されました。

ログファイル clone_rmt_src_tgtの次の部分は、4つのバックグラウンドワーカーを使用した並列データ
コピーオペレーションのステータスを示しています。

Wed Jun 28 13:18:05.232949 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0] table count␣

↪→[4]

Wed Jun 28 13:18:05.233321 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][0] worker␣

↪→started to

copy data

Wed Jun 28 13:18:05.233640 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][1] worker␣

↪→started to

copy data

Wed Jun 28 13:18:05.233919 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][2] worker␣

↪→started to

copy data

Wed Jun 28 13:18:05.234231 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][3] worker␣

↪→started to

copy data

Wed Jun 28 13:18:05.298174 2017 EDT: [4024] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][3]␣

↪→successfully (次のページに続く)
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copied data in [tgtschema.pgbench_branches]

Wed Jun 28 13:18:05.299913 2017 EDT: [4021] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][0]␣

↪→successfully

copied data in [tgtschema.pgbench_tellers]

Wed Jun 28 13:18:06.634310 2017 EDT: [4022] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][1]␣

↪→successfully

copied data in [tgtschema.pgbench_history]

Wed Jun 28 13:18:10.477333 2017 EDT: [4023] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0][2]␣

↪→successfully

copied data in [tgtschema.pgbench_accounts]

Wed Jun 28 13:18:10.477609 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0] all workers␣

↪→finished

[4]

Wed Jun 28 13:18:10.477654 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] [0] copy done␣

↪→[4] tables

Wed Jun 28 13:18:10.493938 2017 EDT: [4019] INFO: [STAGE: DATA-COPY] successfully␣

↪→copied data

into tgtschema

DATA-COPYログメッセージには 2つの角括弧番号が含まれていることに注意してください（例、[0][3]）。

最初の数字はジョブインデックスで、2番目の数字はワーカーインデックスです。4つのバックグラウンド
ワーカーのワーカーインデックス値のレンジは、0から 3です。

2つのクローンスキーマジョブが並行して実行されている場合、最初のログファイルにはジョブインデッ
クスとして 0があり、2番目にはジョブインデックスとして 1があります。

8.2.4 remotecopyschema_nb

</ div>

remotecopyschema_nbファンクションは、スキーマとそのデータベースオブジェクトを、source_fdw外
部サーバー内で指定されたリモートソースデータベース内のソーススキーマから、target_fdw外部サー
バ外部サーバで指定されたローカルターゲットデータベース内のターゲットスキーマにコピーしますが、
pgAgentに送信されたジョブ。

remotecopyschema_nb(

* <source_fdw> TEXT,

* <target_fdw> TEXT,

* <source> TEXT,

* <target> TEXT,

* <log_filename> TEXT

* [, <on_tblspace> BOOLEAN

* [, <verbose_on> BOOLEAN

* [, <copy_acls> BOOLEAN

(次のページに続く)
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* [, <worker_count> INTEGER ]]]]

)

INTEGER値のジョブ IDは、pgAgentに送信されたジョブのファンクションによって返されます。ファンク
ションが失敗すると、nullが返されます。

source_fdw, target_fdw, source, targetおよび log_filenameは必須パラメーターですが、他のす
べてのパラメーターはオプショナル。

pgAgentジョブの完了後、remove_log_file_and_jobファンクションを使用してジョブを削除します。

パラメータ

source_fdw

データベースオブジェクトのクローン元となる postgres_fdw外部データラッパによって管理される外部
サーバの名前。

target_fdw

データベースオブジェクトのクローン先となる postgres_fdw外部データラッパによって管理される外部
サーバの名前。

source

データベースオブジェクトの複製元のスキーマの名前。

target

データベースオブジェクトがソーススキーマから複製されるスキーマの名前。

log_filename

ファンクションからの情報が記録されるログファイルの名前。ログファイルは、postgresql.confファイ
ルの log_directory設定パラメータで指定されたディレクトリの下に作成されます。

on_tblspace

BOOLEAN値。データベースオブジェクトをテーブルスペース内に作成するかどうかを指定します。false

が指定されている場合、TABLESPACE 句は、ターゲットスキーマに追加されたときに、該当する CREATE

DDLステートメントに含まれません。trueが指定されている場合、TABLESPACE句は、ターゲットスキー
マに追加されるときに CREATE DDLステートメントに含まれます。on_tblspaceパラメータが省略された
場合、デフォルト値は falseです。

!!! Note * trueが指定され、データベースオブジェクトに TABLESPACE句があるが、そのテーブルスペー
スがターゲットデータベースクラスタに存在しない場合、クローニングファンクションは失敗します。

verbose_on

BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときに log_filenameに DDLを出力するか
どうかを指定します。falseが指定されている場合、DDLは出力されません。trueが指定されている場
合、DDLが出力されます。省略した場合、デフォルト値は falseです。

copy_acls
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BOOLEAN値。ターゲットスキーマにオブジェクトを作成するときにアクセス制御リスト（ACL）を含める
かどうかを指定します。アクセス制御リストは、GRANT権限ステートメントのセットです。falseが指定
されている場合、アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれません。trueが指定されている場合、
アクセス制御リストはターゲットスキーマに含まれます。copy_aclsパラメータを省略すると、デフォル
ト値は falseになります。注：trueが指定され、GRANT権限を持つロールがターゲットデータベースクラ
スタに存在しない場合、クローニングファンクションは失敗します。

worker_count

クローンを並行して実行するバックグラウンドワーカーの数。省略した場合、デフォルト値は 1です。

例

remotecopyschemaの例と同じクローンオペレーションが実行されますが、非ブロッキングファンクショ
ン remotecopyschema_nbが使用されます。

次のコマンドは、ターゲットデータベース tgtdbで pgAgentを起動します。pgagentプログラムファイル
は、 Advanced Serverインストレーションディレクトリサブディレクトリにあります。

[root@localhost bin]# ./pgagent -l 1 -s /tmp/pgagent_tgtdb_log hostaddr=127.0.0.1␣

↪→port=5444

user=enterprisedb dbname=tgtdb password=password

remotecopyschema_nbファンクションは、例で 2として示されているジョブ IDを返します。

tgtdb=# SELECT edb_util.remotecopyschema_nb

('src_server','tgt_server','srcschema','tgtschema','clone_rmt_src_tgt',worker_count =>

4);

remotecopyschema_nb

---------------------

* 2

(1 row)

ジョブの完了ステータスは次のように表示されます。

tgtdb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_rmt_src_tgt');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→------------------------------

(FINISH,"29-JUN-17 current:16:00.100284 -04:00",3849,INFO,"STAGE: FINAL",

↪→"successfully clone schema into tgtschema")

(1 row)

以下は、ログファイルと pgAgentジョブを削除します。

tgtdb=# SELECT edb_util.remove_log_file_and_job ('clone_rmt_src_tgt',2);

remove_log_file_and_job

-------------------------

t

(1 row)
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8.2.5 process_status_from_log

</ div>

process_status_from_logファンクションは、ログファイルからクローニングファンクションのステー
タスを提供します。

process_status_from_log (

* <log_file> TEXT

)

このファンクションは、ログファイルから次のフィールドを返します。

Field Name Description
status STARTING、RUNNING、FINISH、または `FAILED`のいずれかを表示します。
execution_time コマンドが実行されたとき。タイムスタンプフォーマットで表示されます。
pid クローンスキーマが呼び出されるセッションプロセス ID。
level INFO、ERROR、または `SUCCESSFUL`のいずれかを表示します。
stage STARTUP、INITIAL、DDL-COLLECTION、PRE-DATA、DATA-COPY、POST-

DATA、または `FINAL`のいずれかを表示します。
message 各コマンドまたは失敗に対応する情報。

NA

パラメータ

log_file

クローン作成ファンクションが呼び出されたときに指定されたスキーマのクローン作成を記録するログファ
イルの名前。

例

以下は、process_status_from_logファンクションの使用法を示しています。

edb=# SELECT edb_util.process_status_from_log('clone_edb_edbcopy');

* process_status_from_log

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→-------------

(FINISH,"26-JUN-17 11:57:03.214458 -04:00",3691,INFO,"STAGE: FINAL","successfully␣

↪→cloned schema")

(1 row)
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8.2.6 remove_log_file_and_job

</ div>

remove_log_file_and_jobファンクションは、スキーマのクローン作成関数によって作成されたログファ
イルと、非ブロッキング関数によって作成されたジョブを削除することにより、クリーンアップタスクを
実行します。

remove_log_file_and_job (

* { <log_file> TEXT |

* <job_id> INTEGER |

* <log_file> TEXT, <job_id> INTEGER

* }

)

remove_log_file_and_jobファンクションを呼び出すときに、2つのパラメーターのいずれかまたは両方
の値を指定できます。

• log_fileのみが指定されている場合、ファンクションはログファイルのみを削除します。

• job_idのみが指定されている場合、ファンクションはジョブのみを削除します。

• 両方が指定されている場合、ファンクションはログファイルとジョブを削除します。

パラメータ

log_file

削除するログファイルの名前。

job_id

削除するジョブのジョブ ID。

例

次の例では、ログファイル名を指定して、ログログファイルのみを削除します。

edb=# SELECT edb_util.remove_log_file_and_job ('clone_edb_edbcopy');

remove_log_file_and_job

-------------------------

t

(1 row)

次の例では、ジョブ IDを指定してジョブのみを削除します。

edb=# SELECT edb_util.remove_log_file_and_job (3);

remove_log_file_and_job

-------------------------

t

(1 row)

次の例では、両方の値が指定されたログファイルとジョブを削除します。
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tgtdb=# SELECT edb_util.remove_log_file_and_job ('clone_rmt_src_tgt',2);

remove_log_file_and_job

-------------------------

t

(1 row)

8.2. EDBクローンスキーマ Functions 269





271

第9章 Enhanced SQL and Other Miscellaneous
Features

</ div>

Advanced Serverには、拡張された SQL機能と、柔軟性と利便性を高めるさまざまなその他の機能が含ま
れています。この章では、これらの追加のいくつかについて説明します。

9.1 コメント
Advanced Serverは、 PostgreSQL COMMENTコマンドでサポートされているオブジェクトへのコメントに加
えて、追加のオブジェクトタイプに関するコメントをサポートしています。サポートされる完全な構文は
次のとおりです。

COMMENT ON

{

* AGGREGATE <aggregate_name> ( <aggregate_signature> ) |

* CAST (<source_type> AS <target_type>) |

* COLLATION <object_name> |

* COLUMN <relation_name>.<column_name> |

* CONSTRAINT <constraint_name> ON <table_name> |

* CONSTRAINT <constraint_name> ON DOMAIN <domain_name> |

* CONVERSION <object_name> |

* DATABASE <object_name> |

* DOMAIN <object_name> |

* EXTENSION <object_name> |

* EVENT TRIGGER <object_name> |

* FOREIGN DATA WRAPPER <object_name> |

* FOREIGN TABLE <object_name> |

* FUNCTION <func_name> ([[<argmode>] [<argname>] <argtype> [,...]])|

* INDEX <object_name> |

* LARGE OBJECT <large_object_oid> |

* MATERIALIZED VIEW <object_name> |

* OPERATOR <operator_name> (left_type, right_type) |

* OPERATOR CLASS <object_name> USING <index_method> |

* OPERATOR FAMILY <object_name> USING <index_method> |

* PACKAGE <object_name>

* POLICY <policy_name> ON <table_name> |

* [ PROCEDURAL ] LANGUAGE <object_name> |

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

* PROCEDURE <proc_name> [([[<argmode>] [<argname>] <argtype> [, ...]])]

* PUBLIC SYNONYM <object_name>

* ROLE <object_name> |

* RULE <rule_name> ON <table_name> |

* SCHEMA <object_name> |

* SEQUENCE <object_name> |

* SERVER <object_name> |

* TABLE <object_name> |

* TABLESPACE <object_name> |

* TEXT SEARCH CONFIGURATION <object_name> |

* TEXT SEARCH DICTIONARY <object_name> |

* TEXT SEARCH PARSER <object_name> |

* TEXT SEARCH TEMPLATE <object_name> |

* TRANSFORM FOR <type_name> LANGUAGE <lang_name> |

* TRIGGER <trigger_name> ON <table_name> |

* TYPE <object_name> |

* VIEW <object_name>

} IS <'text'>

aggregate_signatureは次のとおりです。

* |

[ <argmode> ] [ <argname> ] <argtype> [ , ... ] |

[ [ <argmode> ] [ <argname> ] <argtype> [ , ... ] ]

ORDER BY [ <argmode> ] [ <argname> ] <argtype> [ , ... ]

パラメータ

object_name

コメントするオブジェクトの名前。

AGGREGATE aggregate_name (aggregate_signature)

AGGREGATE句を含めて、集約に関するコメントを作成します。aggregate_nameは集約の名前を指定し、
aggregate_signatureは次のいずれかの形式で関連するシグネチャを指定します。

* |

[ <argmode> ] [ <argname> ] <argtype> [ , ... ] |

[ [ <argmode> ] [ <argname> ] <argtype> [ , ... ] ]

ORDER BY [ <argmode> ] [ <argname> ] <argtype> [ , ... ]

argmodeがファンクション、プロシージャ、または集計引数のモードである場合、argmodeは IN、OUT、
INOUT、または VARIADICになります。省略した場合、デフォルトは INです。

argnameは集約引数の名前です。

argtypeは、集約引数のデータタイプです。
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CAST (source_type AS target_type)

CAST句を含めて、キャストに関するコメントを作成します。キャストに関するコメントを作成する場合、
source_typeはキャストのソースデータタイプを指定し、target_typeはキャストのターゲットデータタ
イプを指定します。

COLUMN relation_name.column_name

COLUMN句を含めて、列に関するコメントを作成します。column_nameは、コメントが適用される列の名
前を指定します。relation_nameは、列が存在するテーブル、ビュー、複合型、または外部テーブルです。

CONSTRAINT constraint_name ON table_name

CONSTRAINT constraint_name ON DOMAIN domain_name

制約に関するコメントを追加するには、CONSTRAINT句を含めます。制約に関するコメントを作成すると
き、constraint_nameは制約の名前を指定します。table_nameまたは domain_nameは、制約が定義され
ているテーブルまたはドメインの名前を指定します。

FUNCTION func_name ([[argmode] [argname] argtype [, ...]])

ファンクションに関するコメントを追加するには、FUNCTION句を含めます。func_nameは、ファンクショ
ンの名前を指定します。argmodeは、ファンクションのモードを指定します。argmodeは、IN、OUT、INOUT、
または VARIADICです。省略した場合、デフォルトは INです。

argnameは、ファンクション、プロシージャ、または集計引数の名前を指定します。argtypeは、ファン
クション、プロシージャ、または集計引数のデータタイプを指定します。

large_object_oid

large_object_oidは、ユーザーがコメントしているラージオブジェクトのシステム割り当て OIDです。

OPERATOR operator_name (left_type, right_type)

OPERATOR句を含めて、演算子に関するコメントを追加します。operator_nameは、コメントする演算子
の（オプションでスキーマ修飾された）名前を指定します。left_typeおよび right_typeは、演算子の
引数の（オプションでスキーマ修飾された）データタイプです。

OPERATOR CLASS object_name USING index_method

OPERATOR CLASS句を含めて、演算子クラスに関するコメントを追加します。object_nameは、コメント
する演算子の（オプションでスキーマ修飾された）名前を指定します。index_methodは、演算子クラス
の関連するインデックスメソッドを指定します。

OPERATOR FAMILY object_name USING index_method

OPERATOR FAMILY句を含めて、演算子族に関するコメントを追加します。object_nameは、コメントす
る演算子族の（オプションでスキーマ修飾された）名前を指定します。index_methodは、演算子族の関
連するインデックスメソッドを指定します。

POLICY policy_name ON table_name

ポリシーに関するコメントを追加するには、POLICY句を含めます。policy_nameはポリシーの名前を指
定し、table_nameはポリシーが関連付けられているテーブルを指定します。

PROCEDURE proc_name [([[argmode] [argname] argtype [, ...]])]
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PROCEDURE句を含めて、プロシージャに関するコメントを追加します。proc_nameは、プロシージャの名
前を指定します。argmodeは、プロシージャのモードを指定します。argmodeは、IN、OUT、INOUT、また
は VARIADICです。省略した場合、デフォルトは INです。

argnameは、ファンクション、プロシージャ、または集計引数の名前を指定します。argtypeは、ファン
クション、プロシージャ、または集計引数のデータタイプを指定します。

RULE rule_name ON table_name

ルールに COMMENTを指定するには、RULE句を含めます。rule_nameはルールの名前を指定し、table_name
はルールが定義されているテーブルの名前を指定します。

TRANSFORM FOR type_name LANGUAGE lang_name

TRANSFORMに COMMENTを指定するには、TRANSFORM FOR句を含めます。

type_nameは変換のデータタイプの名前を指定し、lang_nameは変換の言語の名前を指定します。

TRIGGER trigger_name ON table_name

トリガーに COMMENTを指定するには、TRIGGER句を含めます。trigger_nameはトリガーの名前を指定し、
table_nameはトリガーが定義されているテーブルの名前を指定します。

text

コメントを削除する文字列リテラルまたは NULLとして記述されたコメント。

注：

テーブル、集計、照合、変換、ドメイン、外部テーブル、関数、インデックス、演算子、演算子クラス、演
算子ファミリ、パッケージソフト、プロシージャ、シーケンス、テキストサーチオブジェクト、タイプ、お
よびビューの名前は、スキーマで修飾できます。

例：

次の例では、new_emp名前付けのテーブルにコメントを追加します。

COMMENT ON TABLE new_emp IS 'This table contains information about new

employees.';

COMMENTコマンドの使用の詳細については、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-comment.html >

9.2 ファンクションバージョンの出力（）
version()ファンクションのテキスト文字列出力には、製品の名前、バージョン、および製品がインストー
ルされているホストシステムが表示されます。

Advanced Serverの場合、version()出力は、最初のテキストワードがAdvanced Serverバージョン 10以前
のように* EnterpriseDBではなく PostgreSQL *であるという点で、PostgreSQLコミュニティバージョンと
同様のフォーマット。

バージョン（）出力の一般的なフォーマットは次のとおりです。
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PostgreSQL $PG_VERSION_EXT (EnterpriseDB Advanced Server $PG_VERSION) on $host

したがって、現在の Advanced Serverの場合、バージョン文字列は次のように表示されます。

edb@45032=#select version();

version

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→---------

------------------------------------------------

PostgreSQL 14.0 (EnterpriseDB Advanced Server 14.0.0) on x86_64-pc-linux-gnu,␣

↪→compiled by gcc

(GCC) 4.8.5 20150623 (Red Hat 4.8.5-11), 64-bit

(1 row)

対照的に、 Advanced Server 10の場合、バージョン文字列は次のとおりでした。

edb=# select version();

* version

--------------------------------------------------------------------------------------

↪→----

-------------------

EnterpriseDB 10.4.9 on x86_64-pc-linux-gnu, compiled by gcc (GCC) 4.4.7 20120313 (Red␣

↪→Hat

4.4.7-18), 64-bit

(1 row)

9.3 スタンバイでの論理デコード
スタンバイサーバでの論理デコードにより、get, peek, advanceなどの API操作に応答できるスタンバ
イサーバにロジカルレプリケーションスロットを作成できます。

LOGICAL DECODINGの詳細については、次の場所にある PostgreSQLコア文書を参照してください。

https://www.postgresql.org/docs/current/logicaldecoding-explanation.html

スタンバイサーバ上のロジカルスロットを機能させるには、スタンバイで hot_standby_feedbackパラ
メータを ON に設定する必要があります。hot_standby_feedback パラメータは、VACCUM がスタンバイ
サーバ上の既存のロジカルレプリケーションスロットに必要な最近停止した行を削除しないようにします。
スタンバイでスロットの競合が発生すると、スロットはドロップされます。

スタンバイでのロジカルデコーディングを機能させるには、プライマリサーバーとスタンバイサーバの両
方で wal_levelを logicalに設定する必要があります。wal_levelが logical以外の値に設定されてい
る場合、スロットは作成されません。プライマリで wal_levelを logical以外の値に設定し、スタンバ
イに既存のロジカルスロットがある場合、そのようなスロットはドロップされ、新しいスロットを作成で
きません。
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トランザクションがプライマリーサーバに書き込まれると、アクティビティによってスタンバイサーバに
ロジカルスロットが作成されます。プライマリーサーバがアイドル状態の場合、スタンバイサーバにロジ
カルスロットを作成するのに時間がかかることがあります。

レプリケーションとロジカルデコーディングの例をサポートする関数の詳細については、次の URLで入手
可能な PostgreSQL文書を参照してください。

https://www.postgresql.org/docs/current/functions-admin.html#FUNCTIONS-REPLICATION

https://www.postgresql.org/docs/current/logicaldecoding-example.html
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</ div>

次のシステムカタログテーブルには、データベースオブジェクトの定義が含まれています。システムテー
ブルのレイアウトは変更されるサブジェクト性があります。システムテーブルに格納されている情報に依
存するアプリケーションを作成する場合、既存のカタログビューを使用するか、カタログビューを作成し
てアプリケーションを変更から分離することをお勧めします。システムテーブル。

10.1 edb_dir

edb_dirテーブルには、CREATE DIRECTORYコマンドで作成されたディレクトリを指す別名ごとに 1行が
含まれます。ディレクトリは、ホストファイルシステムへのユーザ限定アクセスを許可するパス名の別名
です。

ディレクトリを使用して、ファイルシステム内の特定のディレクトリツリーにユーザをフェンスできます。
例、UTL_FILEパッケージは、ユーザがホストファイルシステム内のファイルとディレクトリの読み取りと
書き込みを許可する機能を提供しますが、データベース管理者が CREATE DIRECTORYコマンドを介してア
クセスを許可した経路へのアクセスのみを許可します。

Column Type Modifiers Description
dirname *name* not null 別名の名前。
dirowner oid not null 別名を所有するユーザの OID。
dirpath text アクセスが許可されるディレクトリ名前。
diracl aclitem[] 別名にアクセスできるユーザーを決定するアクセ

ス制御リスト。
NA

</ div>

10.2 edb_all_resource_groups

edb_all_resource_groupsテーブルには、CREATE RESOURCE GROUPコマンドで作成されたリソースグ
ループごとに 1行が含まれ、各リソースグループのアクティブなプロセスの数が表示されます。
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Column Type Modifiers Description
group_name *name* リソースグループの名前。
ac-
tive_processes

integer リソースグループ内の現在アクティブなプロセス
の数。

cpu_rate_limit float8 リソースグループの最大 CPUレート制限。 `0`は
制限がないことを意味します。

per_process_cpu_rate_limitfloat8 リソースグループで現在アクティブなプロセスご
との最大 CPUレート制限。

dirty_rate_limit float8 リソースグループの最大ダーティレート制限。
`0`は制限がないことを意味します。

per_process_dirty_rate_limitfloat8 リソースグループで現在アクティブなプロセスご
との最大ダーティレート制限。
NA
NA

## edb_policy NA
NA

edb_policyテーブルには、ポリシーごとに 1つの行が含まれます。

Column Type Modifiers Description
policyname name not null ポリシー名前。
policygroup oid not null 現在未使用です。
policyobject oid not null このポリシーによって保護されたテーブルの OID

（object_schema`と `object_name）。
policykind char not null このポリシーで保護されるオブジェクトの種類：<br

/> <br />テーブルの場合は「r」<br/> <br/>ビューの
場合は「v」<br/> <br /> =同義語の場合< br /> <br
/>現在、常に「r」。

policyproc oid not null ポ リ シ ー フ ァ ン ク シ ョ ン の OID（func-
tion_schema`と `policy_function）。

policyinsert boolean not null ポリシーが `INSERT`ステートメントによって強制
される場合は True。

policyselect boolean not null ポリシーが `SELECT`ステートメントによって強制
される場合は True。

policydelete boolean not null ポリシーが `DELETE`ステートメントによって強
制される場合は True。

policyupdate boolean not null ポリシーが `UPDATE`ステートメントによって強
制される場合は True。

policyindex boolean not null 現在未使用です。
policyenabled boolean not null ポリシーが有効になっている場合は True。
policyupdate-
check

boolean not null `UPDATE`ステートメントによって更新された行が
ポリシーを満たす必要がある場合は True。

policystatic boolean not null 現在未使用です。
policytype integer not null 現在未使用です。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Column Type Modifiers Description
policyopts integer not null 現在未使用です。
policyseccols int2vector not null `sec_relevant_cols`にリストされている列の列番号。

NA

10.3 edb_profile

edb_profileテーブルには、使用可能なプロファイルに関する情報が格納されます。edb_profilesは、
クラスター内のすべてのデータベースで共有されます。

Column Type References Description
oid oid 行識別子（非表示の属性、明示的に選択する必要

があります）。
prfname name プロファイルの名前。
prffailedlogi-
nattempts

integer プロファイルで許可されたログイン試行の失敗回
数。 -1は、デフォルトプロファイルの値を使用す
る必要があることを示します。 -2は、失敗したロ
グイン試行に制限がないことを示します。

prfpassword-
locktime

integer プロファイルに関連付けられたパスワードロック
時間（秒単位）。 -1は、デフォルトプロファイルの
値を使用する必要があることを示します。 -2は、
アカウントを永続的にロックする必要があること
を示します。

prfpass-
wordlifetime

integer プロファイルに関連付けられたパスワードの有効
期間（秒単位）。 -1は、デフォルトプロファイルの
値を使用する必要があることを示します。 -2は、
パスワードの有効期限が切れないことを示します。

prfpassword-
gracetime

integer プロファイルに関連付けられたパスワード猶予時
間（秒単位）。 -1は、デフォルトプロファイルの値
を使用する必要があることを示します。 -2は、パ
スワードの有効期限が切れないことを示します。

prfpasswor-
dreusetime

integer ユーザがパスワードを再利用するまでに待機する
必要がある秒数。 -1は、デフォルトプロファイル
の値を使用する必要があることを示します。 -2は、
古いパスワードを再利用できないことを示します。

prfpasswor-
dreusemax

integer パスワードを再利用する前に発生する必要のあるパ
スワード変更の数。 -1は、デフォルトプロファイ
ルの値を使用する必要があることを示します。 -2
は、古いパスワードを再利用できないことを示し
ます。

prfpassword-
verifyfuncdb

oid pg_database.oid パスワード検証ファンクションが存在するデータ
ベースの OID。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Column Type References Description

NA
prfpassword-
verifyfunc

oid pg_proc.oid プロファイルに関連付けられたパスワード検証ファ
ンクションの OID。
NA
NA

</ div>

10.4 edb_redaction_column

カタログ edb_redaction_columnは、テーブルの列に添付されたデータ改訂ポリシーの情報を格納します。

Column Type References Description
oid oid 行識別子（非表示の属性、明示的に選択する必要

があります）。
NA

rdpolicyid oid edb_redaction_policy.oidデータ編集ポリシーは、説明されている列に適用
されます。
NA

rdrelid oid pg_class.oid 記述された列が属するテーブル。
NA

rdattnum int2 pg_attribute.attnum記述された列の番号。
rdscope int2 墨消しスコープ：1 =クエリー、2 = top_tlist、4 =

top_tlist_or_error
rdexception int2 墨消しの例外：8 =なし、16 =等しい、32 =漏れ防

止
rdfuncexpr pg_node_tree データ編集ファンクション式

NA

!!! Note *表のリダクションポリシー edb_redaction_column.rdpolicyidが有効で、リダクションポリ
シー式 edb_redaction_policy.rdexprが trueと評価される場合、説明されている列はリダクションされ
ます。

10.5 edb_redaction_policy

edb_redaction_policyカタログには、テーブルの墨消しポリシーの情報が格納されます。
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Column Type References Description
oid oid 行識別子（非表示の属性、明示的に選択する必要

があります）。
rdname name データ編集ポリシーの名前
rdrelid oid pg_class.oid データ編集ポリシーが適用されるテーブル。
rdenable boolean データ編集ポリシーは有効になっていますか？
rdexpr pg_node_tree データ編集ポリシー式。

NA
!!! Note NA
The data redac-
tion policy ap-
plies for the ta-
ble if it is en-
abled and the
expression ever
evaluated true.

NA

NA

10.6 edb_resource_group

edb_resource_groupテーブルには、CREATE RESOURCE GROUPコマンドで作成されたリソースグループ
ごとに 1行が含まれます。

Column Type Modifiers Description
rgrpname *name* not null リソースグループの名前。
rgrpcpurate-
limit

float8 not null リソースグループの最大 CPUレート制限。 `0`は
制限がないことを意味します。

rgrpdirtyrate-
limit

float8 not null リソースグループの最大ダーティレート制限。
`0`は制限がないことを意味します。
NA

10.7 edb_variable

edb_variableテーブルには、パッケージレベル変数（パッケージ内で宣言された各変数）ごとに 1行が
含まれます。

Column Type Modifiers Description
varname *name* not null 変数の名前。

NA
varpackage oid not null パッケージを格納する `pg_namespace`行の OID。

NA
次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き
Column Type Modifiers Description
vartype oid not null 変数のタイプを定義する `pg_type`行の OID。

NA
varaccess *char* not null 変数がパッケージの外部に可視される場合は `+`。

<br/> <br />変数がパッケージ内にのみ可視される
場合は `-`。<br/> <br />注：パブリック変数はパッ
ケージヘッダー内で宣言されます、プライベート
変数はパッケージ本体内で宣言されます。

varsrc text 変数のデフォルト値式を含む、変数宣言のソース
が含まれ変数。

varseq smallint not null パッケージで変数が宣言されたオーダー。
NA
NA

10.8 pg_synonym

pg_synonymテーブルには、CREATE SYNONYMコマンドまたは CREATE PUBLIC SYNONYMコマンドで作成さ
れたシノニムごとに 1行が含まれます。

Column Type Modifiers Description
synname *name* not null 同義語の名前。
synnamespace oid not null `synowner`を置き換えます。同義語が格納されてい

る `pg_namespace`行の OIDが含まれます
synowner oid not null 同義語を所有するユーザの OID。
synobjschema *name* not null 被参照されるオブジェクトが定義されているスキー

マ。
synobjname *name* not null 被参照オブジェクトの名前。
synlink text 被参照されるオブジェクトが定義されているデー

タベースリンクの（オプショナルの）名前。
NA

10.9 product_component_version

product_component_versionテーブルには、機能の互換性に関する情報が含まれています。アプリケー
ションは、インストール時または実行時にこのテーブルをクエリーして、アプリケーションで使用される
機能がこの展開で利用できることを確認できます。

Column Type Description
product character varying

(74)
製品の名前。

次のページに続く
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表 10 –前のページからの続き
Column Type Description
version character varying

(74)
製品のバージョン番号。

status character varying
(74)

リリースのステータス。
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</ div>

次の表に、事前定義の例外、SQLstate値、関連するレッドウッドエラーコード、および例外の説明を示し
ます。

Exception
Name

SQLState Redwood Er-
ror Code

Description

value_error 22000 -6502 例外は、文字の並びから数字への変換が失敗した
場合に発生します。

in-
valid_number

22000 -6502 文字の並びから数値への変換が失敗すると、PLス
テートメントで例外が発生します。

date-
time_value_out_of_range

22008 -1863 例外は、有効レンジ外の日付フォーマットでフィー
ルドを書き込んでいるときに発生します。

divide_by_zero 22012 -1476 例外は、プログラムが数値をゼロで除算しようと
したときに発生します。

zero_divide 22012 -1476 例外は、プログラムが数値をゼロで除算しようと
したときに発生します。

dup_val_on_index 23505 -1 例外は、プログラムが一意インデックスによって
制約されている列に重複する値を格納しようとし
たときに発生します。

invalid_cursor 34000 -1001 例外は、プログラムが、開いていないカーソルを
閉じるなど、無効なカーソルに対してカーソルオ
ペレーションを試みた場合に発生しカーソル。

cur-
sor_already_open

42P03 -6511 例外は、プログラムがすでに開いているカーソル
を開こうとしたときに発生します。

collec-
tion_is_null

P1403 -6531 例外は、プログラムが初期化されていないネスト
されたテーブルまたはVARRAYの要素に値を割り
当てようとしたときに発生します。

sub-
script_beyond_count

P1404 -6533 例外は、プログラムがコレクション内の要素数よ
りも大きいインデックス番号を使用してネストさ
れたテーブルまたはVARRAYをリファレンスしよ
うとした場合に発生します。

sub-
script_outside_limit

P1405 -6532 例外は、プログラムがレンジ外のインデックス番号
を使用してネストされたテーブルまたはVARRAY
要素をリファレンスしようとした場合に発生しま
す。
NA
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** Redwood組み込みパッケージの例外**

DBMS_CRYPTO
Package

ciphersuiteinvalid 00009
ciphersuitenull 00009
keybadsize 00009
keynull 00009
UTL_FILE Package

invalid_filehandle P0001 00009
invalid_maxlinesize P0001 00009
invalid_mode P0001 00009
invalid_operation P0001 00009
invalid_path P0001 00009
read_error P0001 00009
write_error P0001 00009
UTL_HTTP Package

end_of_body P0001 00009
UTL_URL Package

bad_fixed_width_charset 00009
bad_url P0001 00009

</ div>

11.1 Advanced Serverキーワード
キーワードは、 Advanced Serverパーサによって特別な意味または関連があると認識されるワードです。
pg_get_keywords() ファンクションを使用して、 Advanced Server キーワードの最新リストを取得でき
ます。

acctg=#

acctg=# SELECT * FROM pg_get_keywords();

* word | catcode | catdesc

---------------------+---------+---------------------------------

abort | U | unreserved

absolute | U | unreserved

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

access | U | unreserved

...

pg_get_keywordsは、 Advanced Serverが認識するキーワードを含むテーブルを返します。

• word列にはキーワードが表示されます。

• catcode列には、カテゴリコードが表示されます。

• catdesc列には、キーワードが属するカテゴリの簡単な説明が表示されます。

名前がダブルクオートで囲まれている場合、識別子に任意の文字を使用できることに注意してください。
pg_get_keywords()ファンクションを選択的にクエリーして、特定のカテゴリに属する Advanced Server
キーワードの最新リストを取得できます。

SELECT * FROM pg_get_keywords() WHERE catcode = 'code';

codeは次のとおりです。

R-ワードは予約。予約済みのキーワードを識別子として使用することはできません。サーバーで使用する
ために予約れています。

U-ワードは予約されていません。予約されていない単語は、一部のコンテキストで内部的に使用されます
が、データベースオブジェクトの名前として使用される場合があります。

T-ワードは内部的に使用されますが、ファンクションまたは型の名前として使用できます。

C-ワードは内部的に使用され、ファンクションまたは型の名前として使用することはできません。

Advanced Serverの識別子とキーワードの詳細については、次の PostgreSQLコア文書を参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-syntax-lexical.html >
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